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本報告書 、「国家的課題 観光 世紀 国 使命 役割

考 」 ー 、 日本経済調査協議会 年 月 組織 調

査専門委員会（松橋委員会） 、計 回 及 議論 重 成果

。

近年、観光行動 量的 拡大 背景 、観光 地域 与 経済的 貢献

大 関心 払 。都道府県 見 、観光 関

産業 規模 第一次産業 上回 自治体 増 従 、「観光立県」 標

榜 観光 軸 地域 進 自治体 現 。 、最近 観光

方 大 変化 、従来 物見遊山的 代 、地域 人々 交

流 通 地域固有 文化 伝統 楽 観光行動 増加 。

状況 中 、観光 地域 貢献 、産業振興 雇用効

果 経済面 、文化交流 相互理解 文化面 注目 集

。 、残念 、国家 観光 論 視点 見 、経

済的側面 若干 議論 、国際理解・文化交流・環境保全・国

土 美化・安全保障 国家的課題 観光 使命 役割 議論

ー 未 少 。日本 年 外国人来訪者 年間 万人、

国別 順位 番目 先進国 中 極 低 水準 、観

光 意義 認識 、国家 考 視点 欠如 無縁 。

政権（当時） 、 早 ー 産業 世紀

重要 産業 位置付 、 年 、全米 観光 関 人々 一堂

集 観光 関 ・ 大々的 開催 。

日本 、観光行為 人々 中 更 重要 要素

多 識者 指摘 。観光 、地域産業 活性化 地

域 自然資源・文化資源 保全 貢献 地域 役割 、地域環境 保

全 民族間 相互理解 地球規模 貢献 、幅広 可能性 秘 、

十全 発展 諸条件 整備 、 国 取 組 必

は としての のわが における と を

える をテ マとして により に された

において に ぶ を ねた をとりまと

めたものである

の な を として の に える な に

きな が われるようになっている レベルで ると に わる

の が のそれを る が えるに い を

し を とする づくりを める が れている また では

のあり も きく し の なものに わって の との

を じて の や を しむような が している

このような の で による への についても や

という だけではなく や といった にも が ま

りつつある しかし なことに レベルで を じる を ると

については の があるものの

の といった としての の と について が

なされるケ スは だに ない への の は

の で と の でも めて い にとどまっていることも

の を し レベルで える の と ではないはずである

アメリカのクリントン は いち くツ リズム を におけ

る な のひとつと け には から に わる を

に め に するホワイトハウス コンファレンスを に している

においても が のライフスタイルの で に な となっ

ていくことは くの の するところである は の や

の の への など レベルの から の

や の といった での まで い を めており

その の のための を することは まさに として り むべき
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須 課題 。本委員会 産業界 学界 広 層

有識者 協力 得 、観光 本質 国 方 議論

深 、「豊 実感 生活大国」 実現 海外 観光客 魅了

「魅力的 国」 一助 提言 行 。

提言 、政府、地方自治体、民間企業 地域住民 観光 対 取

組 、実現 強 望 。

最後 、本委員会 活動及 本報告書 作成 際 、 協力 賜 委員

関係者 方々 心 謝意 表 。

年 月

委員長 松橋 功

主 査 杉山 武彦

の であるということができる では ならびに から い

の の を て の とわが におけるそのあり についての を

め かさが できる の や からの をも する

な づくりの となるべく を った

この が あるいは の に する り

みにおいて されることを く むものである

に の び の に し ご を った ならび

に の に から を する

2002 ６

はしがき.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.6.4 17:44 2/2



1― ―

（五十音順・敬称略）

委 員 長 松橋 功 ㈱ ー ー代表取締役会長

日本経済調査協議会総合委員

主 査 杉山 武彦 一橋大学副学長・大学院商学研究科・商学部教授

委 員 井口 武雄 三井住友海上火災保険㈱取締役会長

日本経済調査協議会評議員

今橋 隆 法政大学経営学部教授

大谷 和彦 ㈱ ー ー 代表取締役社長

加賀見俊夫 ㈱ 代表取締役社長

兼子 勲 日本航空㈱代表取締役社長

櫻井 修 住友信託銀行㈱特別顧問

日本経済調査協議会監事

清水 仁 東京急行電鉄㈱取締役会長

日本経済調査協議会総合委員

白石 真澄 東洋大学経済学部助教授

住吉 弘人 石油㈱相談役

竹中 統一 ㈱竹中工務店代表取締役社長

日本経済調査協議会総合委員

野中 ー

野村吉三郎 全日本空輸㈱代表取締役会長

濱中昭一郎 日本通運㈱代表取締役会長

日本経済調査協議会総合委員

福澤 武 三菱地所㈱取締役会長

日本経済調査協議会理事

藤田 弘道 凸版印刷㈱代表取締役会長

日本経済調査協議会総合委員

細谷 英二 東日本旅客鉄道㈱代表取締役副社長

ジェイティ ビ

ニュ オ タニ

オリエンタルランド

コスモ

ともよ ジャ ナリスト

õ

õ

õ

õ

õ

õ

õ

õ

松橋委員会委員 講師名簿ならびに

名簿.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.6.4 17:44 1/2



2― ―

山本 惠朗 ー 特別顧問

吉野源太郎 ㈱日本経済新聞社論説委員

米山 高範 ㈱取締役相談役

日本経済調査協議会総合委員

専 門 委 員 小林 英俊 日本交通公社観光 ー 部長

竹内 健蔵 東京女子大学文理学部助教授

中村 文彦 横浜国立大学大学院環境情報研究院助教授

委員長補佐 安田 彰 ㈱ ー ー取締役

講 師 石森 秀三 国立民族学博物館教授・総合研究大学院大学教授

甲田 浩 ㈱ ー ー 代表取締役専務

月尾 嘉男 東京大学大学院新領域創成科学研究科教授

西村 友伸 東京急行電鉄㈱社長室部長

西村 幸夫 東京大学大学院工学系研究科教授

松田 義幸 実践女子大学生活科学部教授

日本経済調査協議会調査・総合委員

松本 利幸 ㈱竹中工務店取締役

鷲頭 誠 国土交通省総合政策局観光部長

幹 事 安藤 豪敏 日本経済調査協議会専務理事

田中 邦彦 日本経済調査協議会主任研究員

曽々木次郎 日本経済調査協議会主任研究員

植野 一芳 日本経済調査協議会主任研究員

大東文化大学環境創造学部助教授
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ミッション ツ リズムー

基本認識

2001 11

10 11

20

11

年 月 日 ー ー 起 同時多発 事件 、

国際社会 大 衝撃 与 。 恐怖 世界中 旅行 観光 一時的

、 後徐々 回復 世界 ー 産業 大

傷跡 残 。 航空 ー 航空 大手 航空会社 含 数

社 影響 倒産 、 全 航空会社 大幅 人員整理 余儀

。

日本人海外旅行者数 、 事件 月 前年比 割減、 月

減少 前年比 割近 過去最大 減少幅 記録 。 日本人

観光客 経済的 大 依存 ・ 多 国

地域 社会的 不安 呼 起 結果 、急遽観光大臣 観光局長

来日 首相 大統領 使 自国 安全性 ー

騒 。

国内 、米軍基地 理由 沖縄 旅行 敬遠 、

修学旅行 取 止 相次 万人 修学旅行 県内 産業

大 ー 与 。

平穏 時 意識 、 事件 、図

。世界 ー 化 ー 化 思 外、

身近 「国際観光」 相手地域 日常生活 深 関

。

９

４

５

９．

にニュ ヨ クとワシントンで きた テロ は

に きな を えた テロの から の や が

にストップし その に はしたものの のツ リズム に きな

を した スイス やベルギ サベナ など の を む

がこの で し アメリカの ての は な を な

くされている

は この により は はさらに

し くにと の を している このため

に に きく しているグアム サイパンやハワイなど くの

や では な を び こす となり や が

したり や がマスコミを い の をアピ ルするなどの

ぎとなった

では があるという で への が され なかでも

の り めが ぎ もの がキャンセルされ の

に きなダメ ジを えた

な にはほとんど されないでいたが により らずも

することとなった のグロ バル やボ ダレス は いの

なものとなっており が の と く わってい

るのである

「国際観光」 持 経済的・社会的 広 世界 人

々 認識

が っている なつながりの さについて の

が

国家的課題 観光としての

― 世紀 国 使命 役割 考 ―21 のわが における と を える
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【 ー 定義】 ー 観光 同義語 使 多

、 、観光活動 継続的 行 可能 社会

定義 。 社会 、空港 道路 ー 面 休暇制度

税制 面 両面 含 。

基本認識

ツ リズムの ツ リズムは とほとんど で われることが い

が ここでは を に えることを ならしめる システムのこ

とと している この システムには や などのハ ド と

や などのソフト の が まれる

ツ リズムー

１．

２．

時代 物流 “人流”

時代 果 観光 役割 変

は から へ

に たす の が わる

世界 人 流 “人流” 急激 増加 。

世界観光機関（ ） 推計 、全世界 外国旅行者数 年

億 万人 、 年 億人 倍 超 、

年 億人 。 世紀 中心 外国旅行者数

急伸 見込 、現 近年 中国 国民 海外旅行 対 制限 大

緩和 方向 動 出 、 年 出国人数 初 千万人 突破

。

、 諸国 早 観光 経済効果 着目 、「観光立国」 提

唱 観光産業 重要 「文化輸出産業」 位置付 。実際、 年代 初

連続 、産業別合計 最高 輸出額 挙 、「国際観光」

産業 、自動車産業 ー ー及 事務機器産業 上回

（参考資料 ）。

世界 潮流 高度工業化社会 言

。

観光 国家

多 外国人旅行者 訪 、経済的 効果 、

レベルで の れ が に している

の によれば の は に

は であったものが には と をはるかに え さ

らに には にもなるという はアジアを に

が すると まれ に の は の に する を き

く する で き し には が めて を して

いる

また では くから の に し を

し を な と けてきた の

めより して で の を げているのは

という であり やコンピュ タ び を って

いる

の は､ のシンボルとも うべき

しているのである

による ブランドづくり

くの が れることは な をもたらすのみでなく

WTO

OECD

1980

2 8,700 2000

2020 16 21

2000

90

７ ２

１

１

「物流」 時代

心 豊 異文化 交流「知」 交流 求 「大交流時代」 言

人 流 “人流” 時代 転換

来訪者 住民 相互理解 促進 、 世界平和 国家安全保障

の から､

の かさや の ､ の を める ､ いかえれば

が れる の へといまや

と の を し ひいては や にもつな

∏
リズムツー
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がる そのためには の を すことが

が を している

や

な にも いに

としてもその な

。 「国 魅力」 増 重要

観光 経済 牽引 可能性

社会的 心理

的 効果 大 期待

国家 多様 役

であるが イギリスでは

ブレア になり の という のイメ ジチェ

ンジを る を てている このような ある のイメ ジを んでいく

ということは たな ブランドをつくり す でもあり による

いプロモ ションが である

は の になる

の と の を べてみると が に

して くようになったことが み れる の では が を

にすると えられ は の に ほど れて くと かれ

てきたが をみると は の ではなく な き

である これは を している

しかも はその の が く に きな

をもたらすことが られているので を に の を にし

ていくことは の に し ひいては の をも すことにつ

ながる

で す の

で を えるわが では は な だけでなく

の や しい の や き づくりなどの

が たれるようになっている では や

が の かさを じさせてくれる な となっており この はま

すます くなってくる

このように の つ が とともに きく わり のみならず

にも な を たすようになっている

、 、

政権 「 （ 略）」 国家 ー

図 戦略 立 。 魅力 国 ー 育

、新 国家 出 事業 、国家 強

ー 必要 。

観光 産業 牽引車

海外旅行者数 推移 景気 動向 見比 、旅行者数 景気 先行

動 読 取 。従来 発想 経済的余裕 観光

活発 考 、観光市場 景気 動向 半年 遅 動 説

、現状 観光動向 景気 遅行指標 先行指標的 動

（参考資料 ）。 示 。

、観光 産業 裾野 広 地域全体 大 生産波及効果、雇用

効果 知 、観光 軸 地域間 人流 活発

地域全体 活性化 貢献 、 国 活力 増

。

成熟社会・高齢社会 増 観光 価値

成熟社会 高齢社会 迎 国 、観光 経済的 効果 、

心 充足 健康維持、新 知識 習得 生 甲斐

持 。現在 、旅行 観光

、心 豊 感 象徴的 存在 、 傾向

強 。

観光 持 意味 時代 大 変 、経済的

社会的 重要 役割 果 。

Britain Trade MarkTM

π

∫

リズムツ

リズムツ

ー

ー

２
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割 認識 上 、明確 国家 観光 立

観光地 同 意味 持 時代 言 、

現在 「住 良 、訪 良 」

美 景

観 環境 人々 ー 価値 富 公共財 作

上 、一部 私権 制限 含 美 （ ） 関 基準 時期

を した で な レベルでの ビジョンを て

づくりとまちづくりが じ を つ と えることから

では んで いところが ねても いところ となっている

しい

や も にアピ ルする に む であるとのコンセンサスを

り げ の の も む しさ ソフト に する をつくる

人流 促進

ー ・ 基盤整備 、柔軟 休暇制度 導入 進 必要 。

地域 個性（ ） 再発見 創造

観光 持 意味 変 経済的 重要性 増 社会的 広 生活 関

、東京・大阪等 大都市圏 観光 地域活性化 切

札 期待 地域 増 。現在、日本 多 地域 抱

課題 、近代化 同 都市化 進 、地域 個性 失

。 住 住民自 地域 誇 持 自信 取 戻

、住民 共同作業 「自然環境 再生」、「地域文化 復興」

取 組 、人間 生活 「場」 魅力的 空間 直

。 同時 観光客 魅力 地域 意味

。

。

美 国土・地域 景観

地域 魅力 、「自然的」 「文化的」 、 「人間的」

。現在 旅行者 、単 「見 」 満足 、何

「知 」、「学 」 「地域 人々 交流」 望 、地域

「人間的」魅力 大 関心 持 。地域 人々 環境

高 質的 豊 生活 工夫 暮

、 暮 、地域 大 魅力 。

魅力 地域 美 景観 欠 要素 、

を する

ハ ド ソフトの や な の を めていく がある

の オリジナル の と

の つ が わり な が し にも く に わる

ようになるにつれ の をはじめ を の り

にしようと する が えている の くの が えてい

る は のなかで じような を めたため の が わ

れていることである そこに む らが に りを ち を り し

ていくためには の として の の

に り み の の として な につくり していくこと

である このことは に にとっても ある になることを し

ている

しい の づくり

の には なモノや なモノ そして

なモノがある の は に ること だけでは せず かを

りたい びたい とか の との を んでおり の

にも きな を つようになっている の が を

めるためや に かな をするためにどのような をして らしてい

るのか その らしぶりそのものが の きな になるのである

ある づくりに しい づくりは かせない であり

３．魅力的 国家 個性的 “地域”な づくりは な づくりから

∏

π
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にきている や というのは の と く わるので

の では しいため が して のものを る がある

の の しさ への を めるためには ヨ ロッパの

で われているような による レベルでの しい づくりコンテ

ストなどもひとつの である

による な づくり

を とする づくりを えていくことは ある の い

づくりと をなすことであり で の を す

が をテ マにする もここにある また

があり

な づくりが される な が えることは としての

が すことであり としてどのように な づくりを して

いくかが である

に されたリゾ

ト では の を に でハ ド の が

われ では それらが となっている も なくない の

な をつくり すことは の を すれば ぐにできるというよう

なものではないことを めて し の い の づくりに り

む がある その に って その な として の の

を うものである

。景観 環境 地域独自 魅力 深 関 、全国一

律 規制 難 地域住民 参加 独自 作 必要 。

地域住民 景観 「美 」 意識 高 、 ー 各国

行 政府機関 全国 美 景観

方法 。

地域住民 主体的 地域

「観光」 軸 地域 考 、個性 質 高 地域

表裏一体 、住民主体 地域活力 再生 目指 人々

「観光」 ー 理由 。 、

、地域主権的

地域 期待 。魅力的 地域 増 、国家 魅力

増 、国家 地域主権的 地域 支援

課題 。

。昭和 年 施行 ー

法 、高度経済成長 持続 前提 日本各地 ー 主体 観光投資 行

、現在 、 重荷 地域 少 。地域 個性的

魅力 出 、多額 資金 投入 直

改 認識 、持続性 高 地域 魅力 取 組

必要 。 認識 立 、 具体的 方策 以下 「 提言」

行 。

∫

地域 真 個性的 魅力

再生 、自己決定権 独自 財源 持 必要

「観光」 考 、地域 国 有 様 考 通 、長期的

視野 持 腰 据 取 組 課題

が に な

を していくには と の を つ

を えることは や の り を えることに じ な

を ち を えて り むべき である 62

10
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ツ リズムー

10の提言

提言 今 観光 重要 国家総合政策１． こそ を な に

∏ 観光 省庁 関連 総合政策

国 観光政策 従来 運輸・交通政策 担当 運輸省

（当時） 行 、 年 省庁再編 新 国土交通省

、都市 観光面 整備、河川 海岸 観光利用 促

進、国土計画 観光的視点 重視 、観光政策 都市政策 国土

政策 容易 意味 、今 以上 総合的

政策 進展 期待 。

、観光 更 広 分野 関 。農林水産業 観光

的利用促進 農山村 漁村 振興、休暇制度 福祉政策 関 、

観光 旅行 健康増進、自然環境 有効活用 保全 問題、文化財

保護 観光的利用、観光 地域 活性化 、国土交通省以外 経済産業

省、農林水産省、厚生労働省、文部科学省、総務省、環境省 様々 省

庁 関 。

今 観光 省庁 関連 総合的・社会的 課題 認識

。 、

。 、整合性 取

観光政策 各省庁 可能 。

はすべての に する である

ア わが における は から を する

で われてきたが の により しく と

なったことは の からの や などの の

における の など と や

とのリンクが になったことを しており まで に

な として していくことと されている

イ しかしながら は に い と わっている の

による や の や との わり

や による の と の の

と と の など に

など な

と わっている

ウ や はすべての に する な として す

べきである そして

である これにより の れ

た を でとることが になる

リズムツー

．

．

．

2001

「社会 日本 観光 」

国家的 議論 、観光 国家 国家戦略 下 各省庁

分野 施策 取 組

システムとして の はどうあるべきか

を レベルで し の ビジョンや の に が

それぞれの の に り むべき

提言.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.6.4 17:44 1/26
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π

∫

諸外国 誇 国家 構築

国 、国家 ー 戦略、国家 構築

比較的無関心 。

、 政権 、「 」 構想 立 国家

ー 図 戦略 展開 。 国家 ー 確立

、国際観光客 増 英国製品 売 上 伸 対英投資

促進 考 。

ー 政府 、国際観光客 ー 調査 自国 料理

対 評判 悪 対応 、料理人 移住希望 対 寛大 措置

取 、 結果、料理 対 評価 上 、各国 料理 楽

国 ー 謳 。国 方針 ー 戦

略 国家 ー 変 。

日本 国際観光客 ー 調査 、訪日前 「工業

化 国」、「混雑 都市」 ー 、訪日後 「美 自然」、

「親切 国民」 ー 大 隔 、

。

総合政策 観光 担当 「首相 制度」 導入

国家的 観光政策 総合的 立案 、省庁間 調整 遂行 実

現 、強 権限 責任 持 全体 把握 ー

に りうる ブランドの を

ア わが では のイメ ジ ブランドの ということには

であった

イ イギリスでは ブレア のもと という を て

のイメ ジチェンジを る を している よい イメ ジの

が を やすだけでなく の り げを ばし

を すると えられているからである

ウ オ ストラリア は へのアンケ ト から の

に する が いことに し の に して な

を り その に する が がり の が しめるグ

ルメの オ ストラリアと うまでになっている の やイメ ジ

により のイメ ジが えられるのである

エ における へのアンケ ト をみても の

された した というイメ ジと の しい

な というイメ ジは きく たっており

である

としての を する ブレイン の を

ア な を に し の をしながら し

していくために い と を って を しコントロ ルし

．

．

．

．

．

BritainTM

日本 望

ー 広 発信 思 。国家的 日本 ー

戦略、国家 構築 取 組

の ましいイ

メ ジが く されているとは えない レベルで のイメ

ジ ブランドの に り むべき

リズムツー
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ていく の が になる

イ そのための として

ことが められる

を のなかに けよ

ア もっぱら の に を っていたわが では が

カタチの えない であるとの が く は の ら

しという からのみ が たれていた しかし の を ると

の では が の になっており わが も

としてこの をしっかりと すべきである

である

専管 部署 必要 。

司

求 。

観光 国際通商政策 位置付

物財 輸出入 関心 払 国 、「国際観光」

見 貿易 認識 薄 、一時 対外貿易 黒字減

点 関心 持 。 、世界 状況 見 産

業別 貿易額 「国際観光」 第一位 産業 、 国 国

家 価値 認識 （参考資料 ）。

。

．

．

１

観光担当 「首相 制度」 採 入 、個別施

策 立案 実行箇所 各省庁 連携 、国家全体

整合性 取 観光戦略 推 進

通商政

策 一環 、日本 国際観光 積極的 活用 、訪日観光客 促進

図

の ブレイン を り れ

の や としての と をとりながら として

の れた を し めていく

の として の を に し の を

るべき

ª
リズムツー
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提言 政策推進２．VISIT JAPANの を

∏

π

文化輸出産業 国 挙 広報活動

諸国 多 国際観光 重要性 認識 、「観光立国」 標榜

。 国

。

諸外国 国 挙 自国 売 発想 浸透 、

韓国 大統領 自 観光 ー ＣＭ

出演 。

国 、 倣 国 観光 重要性 認識 、首相等

自 積極的 呼 時代 。

訪日観光 「顔 見 国“ ”」 安全保障

国際観光客 経済効果 留 。多 国際観光客

訪 、日本 文化 生活習慣 触 、住民 相互交流 活発 行

、日本 対 理解 深 、

。

意味 、在外公館 最前線 国 機関 、国際観光

客 日本 積極的 誘致 大 使命 。

として を げてのウエルカム を

ア の くは の を し を し

ている わが も

である

イ では を げて を りこむという が しており アメ

リカや などでは が ら キャンペ ンのためにテレビ に

している

ウ わが においても これに い として の を し

らが に を びかけるべき となりつつある

は の えない の

ア のもたらすものは に まらない くの

が れ の や に れ との が に われ

ることは に する を めていくことであり

こととなる

イ この でも はその にある の として

の への な を きな のひとつとすべきである

．

．

．

．

．

OECD

VISIT JAPAN

JAPAN

国際観光 有望 「文化輸出産業」 捉 、積極的 対

外広報活動 展開

相互 信頼関係

高 、 世界平和 国家安全保障

を な と え な

を すべき

の を

め ひいては や につながる

提言.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.6.4 17:44 4/26
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∫

ª

来訪者 視点 新 日本 魅力

国 多 国際観光客 訪 、価値観 異 来

訪者 視点 日本 魅力 理解 、住

者 判 自国 良 悪 知 機会 。

。

英語教育 「 」 不可能

国際観光客 迎 ー 向上 欠 。

、英語 ー 不可欠 。

。

の による たな の づくり

ア いろいろな から くの が れることは の なる

の から の を してもらえることでもあり んでいる

では らない の さや さを るよい にもなる

イ ことができる

なくして ウエルカム は である

ア を えるためにはコミュニケ ションの が かせない

イ とりわけ によるコミュニケ ションは である

である

．

．

．

．

人 迎 新 魅力 役立

長期的 英

語教育 充実 不可欠

を えることによって たな づくりに てていく

な

の が にはVISIT JAPAN

提言.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.6.4 17:44 5/26
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提言 「本物＝ 」 地域 「地域主権」型３． オリジナル の づくりを で

∏

π

地域主権型 地域

国 魅力 個性的 輝 地域 集合 魅力 。近代化

名 失

。地域住民 主体 、住民

共同事業 「自然環境 再生」 「地域文化 再生」 行

。 、地域 自己決定 権限

裏付 財源 確保 必要 。

国 地域 権限委譲 地域 独自財源 確保 進 、地域主権型

地域 推 進 国 魅力 繋 。

目的 手段 公共事業

地域 整備 公共事業 必要 、従来 公共事業 整

備 目的 、道路 建物 造 達成

多 。

、 記念事業 一周

ー 建設 。

。

今後 、 色 配慮 自体 美 地域 景観 合

の づくり

ア の は で いている の としての である

の のもとに われつつある

が となり の

として の や の を っていくプ

ロセスづくりである そのためには で できる とそれを

ける の が になる

イ から への や の の を め の

づくりを し めることが としての づくりにも がる

ではなく としての を

ア のインフラ には が であるが の は

を とするものであり や を ればそれで というものが

かった

イギリスでは ミレニアム としてイギリス のサイクリング

ロ ドを している

である

イ は カタチや にも しそれ が しいものや の に

．

．

．

．

地域独自 「本物」 魅力 再生 ー

興 求

公共事業 新 国民 楽 新 需要

生 出 発想 必要

の の を していくム

ブメントを していくことが められる

にも しい の しみや しい を

み していくような が

提言.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.6.4 17:44 6/26
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うものを るという が になる

の で オリジナル の を

ア

であり えば の なバックボ ンを にした

と の し が に されアメリカでの が まった

ように のオリジナリティが じられるものは にも す

るのである

イ の ル ルについて の に じて

のある や のル ルをつくり の を す を

すれば の な づくりが され の は まる

ホテル は に のための として

ア の ホテル の を に で への が

まっている

である においては くの が を

のための な にしており による づくりにとっ

て な のひとつとなっている

イ に である その について の は

である した と が められる

造 発想 一層必要 。

地域 主権 「本物＝ 」 再構築

、例 日本独自 文化的 ー 柱 映

画「千 千尋 神隠 」 国際的 評価 上映 決

、地域固有 感 国際的 通用

。

地方交付税等 配分 ー 、交流人口 増加 応 税収効果

税制 財政配分 ー 、地域間 競争 促 制度 導入

、自治体 自主的 地域 促進 、地域 自立性 高 。

税 純粋 観光振興 目的税

東京都 「 税」 新設 契機 、各地 観光目的税 関心 高

。

。欧米 、多 都市 宿泊税

観光促進 主要 財源 、観光振興 地域

有効 手段 。

同時 、目的税 以上、 内容 導入後 継続的検証 不

可欠 。徹底 情報開示 説明責任 求 。

∫

ª

．

．

．

．

自治体 競 独自 魅力 行 、交流人口 増 地域 活性

化 進 。独自 魅力付 、地域固有 文化 自然

風土 有効

個性的 地域 、地域 自主的 事業 実施

財源 必要不可欠

が って の づくりを えば が え の

も んでいくはずである の けには の や

が

な づくりのためには が に を

しうる が

リズムツー
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提言 特 地域固有 美 景観４． に の しい づくりを

∏

π

観光 軸 「地域 」 推進

国 地域固有 美 景観 高度成長期 進 工業化 都市

化 急速 失 、 地域 魅力喪失

。

果 多

。

現在 地域 、市民 ー 法人 核 自然環

境 復元、地域文化 復興 地域再興 動 見 、

、「地域

」運動 。 運動 全国 展開

。

。具体的 、 ー 環境 中 景観保存

視点 組 込 重要 。

質量（ ー ） 規制 美 （ ） 関 規制

景観 進 配慮 、高 建 率等 ー

を にした ルネッサンス の を

ア わが の の しい は に められた と

のなかで に われつつあり このことが の につながっ

ている

を たすことが

い

イ いくつかの では グル プや を にした

の の といった の きが られるが これは

いわば であり

ルネッサンス でもある この は レベルでも されなけれ

ばならない

ウ

となる には マスタ プランや アセスメントの に

の を み むことが である

ハ ド の から しさ ソフト に する づくり

ア づくりを めていくうえで すべきは さや ぺい のハ

リズムツー

．

．

．

．

地域 魅力再生 、 必要

、外部 評価 支援 観光 大 役割

住民 主体 共同事業 地域 運動

従来 観光地整備 、観光 創造 点 捉

多 、今後 地域 面 、 空間 捉 発想 必要

の には きっかけづくりやインセンティブが で

あるが からの や として が きな

を とした としての づくり

の では スポットの といった として えるこ

とが く は を として また として えていく が

NPO
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ド な のみでなく や なども めた

である

イ そのためには による や の などの に

がその を り

りを てるようにする も である

ウ を くしている として に や などがあげらるれが

の を き の や などの いは めて

であり の な と しても れが きい これらの を

めるには

を じ すべきである

エ ヨ ロッパの で われているような しい づくりコンテスト

や コンテスト なども しい に って り れ

を す

ようなキャンペ ンを に う がある

んで し ねて しのまちづくりを

ア

が しい をつくり していくために

は が りを って り けていくことのできるまちづくりを めて

いく がある

的 基準 、色 材質、建築様式 含

。

、行政 規制 補助金 提供 他 、

地域住民 価値 知

誇 持 啓蒙活動 必要 。

景観 醜 原因 常 看板 電線 、一

部 地域 除 、電線 地中化 看板規制 進捗度合 極 不十

分 、世界 主要 都市 比較 後 大 。 対策

進 、

講 、加速 。

ー 各国 行 「美 街 」

「環境都市 」 、新 視点 立 採 入 、

促

ー 継続的 行 必要 。

住 良 、訪 良

地域 美 景観 維持

、住民 誇 持 守 続 進

必要 。

地域固有 郷土

景観 雰囲気 醸 出 的 基準

住民

自主的 規制 最 望 。

「景観 公共財 」 意識 地域住民 間 広 、私

権 制限 公的財源 投入 抜本的 対策

「美

」、「快適 」 社会的 価値 価値観 醸成

訪問者 受 入 環境 、 住 人 忍耐

苦痛 伴 、本物 魅力 得 。持続的

繋 。

の

や を し すソフト な づくり

のコン

センサスによる な が も ましい

は である との を の に め

の や の など な

し

いこと なこと が な であるという の

に け れられる であっても そこに む にとって と

を うだけのものであれば の とはなり ない なま

ちづくりにも がらない

．

．

．

．

∫
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イ スイスの リゾ ト ツェルマットでは のようなツ リズム ポ

リシ を げている

ゲストが よい と じること

ホストが よい と じること

の も よい と じること

に すること

ウ だけでなく に わらない や の に わる にも

よい でなければ も に しない づくりは

まちづくりと の にある

．

．

山岳 ー ・ 、次 ー ・

ー 掲 。

① 快適（心地 ） 感

② 快適（心地 ） 感

③ 他 関係者 快適（心地 ） 感

④ 環境 配慮

訪問客 観光 直接関 住民 他 産業 携 人

快適（心地 ） 、訪問客 真 満足 。観光地 、

裏表 関係 。
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ツ リズムー

提言 地域 観光 経済的社会的効用 認識５． における の の を

∏

π

少子高齢社会 地域活性化 交流人口 増大 必須

国 少子化 進行 、国立社会保障・人口問題研究所 推計

年 億 万人 ー 達 、 以後 減少 続 想定

。同時 高齢化 進 地方 地域 活力 維

持 深刻 、

。

観光 魅力 地域 元気

沖縄県 、観光 ー 産業 経済的効果 測定 国際基準

（ 参考資料 ） 基 国 初

地域 観光 波及効果 推計 。 年 沖縄

県外 来訪 旅行・観光客数 万人、県民 県内旅行・観光客数

万人 、旅行・観光消費 生産波及効果 億円 県内生産

額 ％ 相当 、付加価値効果 億円 県内総生産 ％

相当 明 。

、観光 生産波及効果 、農林水産業、食料品、商業、金融・保険

・不動産業 、幅広 産業 及 、県全体 ％ 当 多 雇用

者創出 貢献 。

今回、沖縄 国際基準 基 経済波及効果 測定 行

の は の が

ア わが では が し の では

に でピ クに し それ は を けるとの

がなされている に が む では の をどのように

するかが で

である

の が の につながる

ア では ツ リズム の を する

に づいてわが で めて

レベルの の を している これによると に

から した は の

は で による は で

の に し は で の に

することが らかになった

また の は

など い に び の に たる くの

に している

イ が に づく の を ったこと

．

．

３

．

2004 1 2,748

2000

452

753 7,281

13.5 3,954 11.5

14.7

交流人口 増 地域 活性化 図 不

可欠

を やし の を っていくことが

リズムツー

TSA

Tourism Satellite Account

TSA
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で レベルでの の を や の と するこ

とが となった の に する の

は もあり これは の に する の

の に し の が に きく してい

ることが めて き りにされた

を いた の を で

ア の で るように

となる

イ の においても

い を し

く する がある

、地域 観光産業 貢献度 日本全体 他 地域 比較

可能 。沖縄県 県内総生産 対 旅行・観光産業 貢献度

％ 、 日本全体 対 旅行・観光産業 貢献度

％ 倍強 相当 、沖縄県 経済 旅行・観光 大 依存

改 浮 彫 。

国際基準 用 観光 経済効果測定 各地

沖縄県 例 見

。

他 地域 、

行 、実態 正

把握 必要 。

７

３

．

．

GDP

TSA

2.2

∫
リズムツー

国際基準 基 観光 経済波及効果 測

定 、行政上 施策 決定 際 、大 指標

観光 意義 観光産業 果 役割 正

認識 、国際基準 調査 早急

TSA

TSA

に づく の を

することは の を していく にも きな

の と の たす について し

く するためには による を に
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提言 “人流” 促 休暇改革 積極的推進６． を す の を

∏

π

連続休暇 大 内需創造効果

日本 企業 年間 付与 年次有給休暇日数 労働者 人平均

日 、 労働者 実際 取得 日数 日 （ 年実

績）。年休取得率 年 ％ 年々低下 、 年 ％ 割

割 込 、国際的比較 極 低 。

新 時代 、家族 地域 ー 深 上

、 一定時期 混雑 避 、観光 快適度 高 上 、更 観光

需要 大 季節波動 休日波動 供給 平準化

、

肝要 。 、一定日数 年休 連続

取得 義務 法制化 求 。

国土交通省 推計 、全国民 回 泊旅行 行 、国全体

直接消費 兆円、全産業 経済波及効果 兆円増 試算

。

。

親子 過 柔軟 休暇制度 推進

家族旅行 、旅行 大 動機 、国内観光 占 家族

がもたらす きな

ア の が に した は

で うち が に した は となっている

は の から し は と

を り んでおり でも めて いレベルにある

イ しい にあって や とのコミュニケ ションを める で

も また の を け の を める でも に

の きな や と とのアンバランスを するた

めにも

ことが である そのためにも の の

を づける が められる

ウ の では があと を うと で

は が への では えると さ

れている

ことになる

がともに ごせる な の を

ア は の きな のひとつであり に める

． １ １

．

． １ １

６

．

18.0

8.9 2000

1996 54.1 2000 49.5 5

14

長期 休暇 個人 自由度 拡大 取得

環境

休暇 取得 社会 経済効果 高 、雇用

増 、大 波及効果

のまとまった を の を するなかで でき

る をつくる

を しやすい をつくることは が く

にもつながり きな をもたらす
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旅行 比率 高 。 、児童生徒 休校日 春休 夏休 旅

行、観光 集中 、 、一部 地域 除 休 期間 全国画一

、加 年 学校 完全週休 日制 移行 及 ー

・ ー 拡充 、観光地 混雑度 一層深刻化 懸念

。

、親 一緒 旅行 出掛 場合 旅行 学習効果

認 年間一定日数 欠席扱 休暇制度 。

、学校 会社 同時 一週間休 ー休暇 制

度 。 州 ー 混雑 避 。

、 始 州 観光地 集中

避 仕組 。

国 過度 混雑 避 安価 快適 有益 親子 一緒 旅行

観光 楽 、

。

観光＝休暇 心身 健康効果 認識

旅行 免疫力 高 、 動脈硬化 予防 役立 検証

。 ー 、国 予算 休暇医学 研究 行 、

成果 ー 滞在客 促進 使 。日本 分野

研究 進 。旅行 観光 心身 健康維持、生 甲

斐 役立 、 健康医療費 抑制 実証

の はかなり い しかし の や み みに

が し しかも の を き みの が であ

り えて から が に すること びハッピ

マンデ の によって の は することが

される

イ イギリスでは と に に ける は による を

め までは いとしないリクエスト がある

ウ スイスには と が に みになるスキ という

がある これを ごとにずらすことでリゾ トの を けている

エ ドイツでも バカンスの まりを ごとにずらすことで の を

ける みになっている

オ わが でも の を け に にかつ に が に

や を しめるよう

である

のもたらす の の を

ア は を め ガンや の に つことが されつ

つある オ ストリアでは の で の が われており

その がリゾ トでの の に われている でもこの

の をさらに めるべきである や が の き

づくりに ち ひいては の につながることが でき

2002 ２

．

．

．

．

．

日本 風土 合 柔軟 休暇制度 推進の に った な を すべき

∫
リズムツー
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れば

である

、

。

旅行 予防医学 繋 一定 旅行 対 健康

保険 一部適用等 検討

は に がるとして の プログラムに して

の も されるべき
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ツ リズムー

提言 観光 地域 育成７． についての プロフェッショナルの を

∏

π

地域 観光振興 ー 実行 人材 育成

多 自治体 観光立県 観光 地域振興 標榜 、観光

呼 人材育成 疎 。最近 、長崎県

観光大学 称 市町村 観光担当者 継続的 図 動

見 、

。

観光 関 幅広 知識 理念 合 持 ー

ー的 人材 、行政、観光事業者、 、地元住民 幅広 人

的 ー 持 調整役 事業 円滑 推進 ー ー

ー役 外部 必要 。

、地域 意識 人材発掘 養成 務 肝

要 。

地域 魅力向上 民間活力 活用 不可欠

望 、多 住民 活動 ー 積極的

巻 込 今後 重要 。

の をプロデュ スし できる の を

ア くの では や による を しながら

のプロと べる は かにされてきた になり のよう

に と し の の なレベルアップを る き

も られるようになったが

になる

イ に する い とまちづくりの を わせ ったプロデュ

サ な や などとの い

ネットワ クを ち として を に していくコ ディネ

タ あるいは コンサルタントなどが となる

で して や に めることが

である

の には や の が

ア というカタ

チがもっとも ましく くの などの グル プを に

き んでいくことが ますます になってくる

リズムツー

．

．

．

魅力的 観光地 住 良

表裏一体 関係 人材 育成 必要不可欠

観光

成否 ー ー役 ー ー ー役 人

材 負 部分 大

観光 、住民参加 共同事業

な づくりが み いまちづくり

と の になればなおさら の が

によるまちづ

くりの はこのようなプロデュ サ やコ ディネ タ などの

に う が きく

によるまちづくりにあっては による

NPO

NPO

NPO
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イ を するために づくりに わる の を

し のアドバイザ として を したり などの グル

プを するための を する

を り れることであ

る

の と して プロフェッショナルの を

ア や を つ や が に えており これら

の していくことが

まれる

イ オ ストラリアでは リゾ トホテルが に の を したり

と が で の な を するなど ましい

にあるところが い

ウ の と して プロデュ サ やコ ディネ タ

のためのオ プンカレッジ な コ スの や に わ

る たちが の やスキルの を べるような を して

いくことが まれる

．

．

．

．

民間活力 活用 、地域 携 民間 人材 発掘・育

成 行政 ー 仕事 委嘱 、 活動 ー

育成 助成制度 拡充 等、

取 入

。

地域 教育機関 連携 地域 育成

観光学部 観光学科 持 大学 専門学校 次第 増 、

望 。

ー 、 ー 大学 実習 場 提供 、

観光地 大学 共同 観光地 継続的 調査 実施 、望 協

力関係 多 。

地元 教育機関 協力 、専門家（ ー ー ー ー ー）

養成 ー 的 高等教育 ー 設置 、観光 携

人 地域 魅力 向上 学 公開講座 展開

望 。

NPO

民間 行政 一体 観

光 進 柔軟 発想

研究・教育機関 地元地域 観光地 協力関係 促進

と が となった

によるまちづくりが められるように な

と の との を

∫
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提言 ー “人流” 実現 社会基盤 整備８．スム ズな を する の を

∏

π

どの にも インフォメ ション の を

ア わが の や の における インフォメ ション

センタ はかなり されてきたが の においてはまだまだ

インフォメ ション が かり い や い も い

である また このような けが の にも がり な

をあげるチャンスにもなる

イ に に するインフォメ ションの は の でも

である は のパンフレットを る も えている

でも かるサインづくりと を

ア に られるように や を

で するところも てきており でみても

や の が に んできている

イ しかし として が なところが く しかも が さ

く かり い となっていることが い アジアからの

が していることを えれば

町 （観光 ー ） 設置

国 主要空港 大都市 主要駅 観光 ー ・

ー 整備 、地方 観光地

（観光 ー ） 分 難 場合 無 場合 多 。

。 、 仕掛 滞在時間 延長 繋 経済的

効果 。

特 外国人 対 ー 整備 国際観光促進 上

必要 。最近 、外国語 作 自治体 増 。

誰 分 統一

長崎県 見 、道路標識 観光案内板 日本語、英語、韓国

語、中国語 併記 出 、日本全体 外国語標

識 案内板 整備 確実 進 。

、依然 表記方法 不十分 多 、 字 小

分 難 表示 多 。近年 国際観光客

急増 考 、

i

i

i

．

．

．

．

誰

分 （観光 ー ） 設置 主要観光

分 易 楽 道順表示 、歩 観光 増 現在 必要不可

欠

言葉 分 理解

に

でも かる インフォメ ション の と スポットまで

の り く しい サインは く が える では

が からなくても できるような
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絵 表示 設置

、 ー 観光

流 可能 利用者 立 発想 対応

全 人 経済的条件 身体的条件 安心 旅行 楽

「 ー ・ ー 」 考 方 日本 促進

新 需要 開拓 柔

やサインによる ピクトグラムの

スム ズな

の れを とするためにも サイドに った と

ての が や にかかわらず して を しめ

るという ユニバ サル ツ リズム の え を でももっと

しい を する

を やすべきである

ウ や システムの り さは のレンタカ を

しく にしており の や でも り いシステムへ

の が まれる また な や への の

をある から じサインで に していき スム ズな を

ける もある

エ には を する であっても というだけで

り り に ができないというのは であり

が まれる

や の を する な を

ア

す

べきである が むほど の が われるようになる

ので が できる づくり マルチモ ダル や り ぎ

や などの の の インタ モ ダル が とな

る また においても ツ リズム がマイナス を め

たすべての をオ プンにし それぞれが の や

に った な ができることが である

イ また いつでも に けられる が えつつあることに い

オフ での のための い った や コンベンションにお

ける を するような など

増 。

道路標識 道路 分 難 、国際観光客 ー利用

著 困難 、道路標識 統一 外国人 分 易

改善 望 。 、主要 観光地 観光施設 道路上 案内表示

程度手前 同 継続的 出 、 ー 誘導

心掛 必要 。

高速道路 地域 代表 観光施設 民間 最寄

出入 口 案内明示 論外

望 。

高齢者 家族 旅行 促進 多様 条件整備

。高齢化 進 、移動手段 利便性 問

、移動手段 選択 環境 （ ー ） 乗 継 駅

空港 交通結節点 利便性 向上（ ー ー ） 必要

。 、情報提供 、 ー 事業者 情報 含

情報 ー 、旅行者 自分 経済的条件 身

体的条件 合 適切 選択 必要不可欠 。

、 旅行 出掛 中高年 増 伴 、

期 需要喚起 思 切 割引制度 、

配偶者同伴 促進 割引制度 、

．

．

．

．

∫
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軟 発想な が められている

の

ア インタ ネット の への を に を するた

めの を した サ ビス サ ビスの

サ ビスのレベル の の など を に する

ことが のニ ズに えることになる

求 。

ＩＴ 積極的活用

ー 等 一般家庭 浸透 背景 、観光需要 喚起

ＩＴ 活用 各種 ー （観光情報 ー 充実、予約・案内

ー 向上、生 観光地情報 提供 ） 積極的 推進

、時代 ー 応 。

ª

．
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提言 特 「大交流時代」 対応 首都圏空港 拡充整備９． に に した の を

∏ 国際競争力 首都圏空港 速 拡充整備

年 月 成田空港 暫定滑走路 供用 開始 、

年間 万 千回 年間発着能力 万回 拡大 、実際

発着便数 当面 割 割 増加 。国内線 増便 地

方 乗 継 便利 空港 体裁 整 。

、長期的 見 、 年 待 再 発着能力 限界 迎

予想 。 、欧米 距離 長 路線 増便要求 応

課題 残 。

羽田空港 滑走路 本増 計画 、 年 月 国土交通

省 基本的 考 方 決定 。 羽田再拡張 、羽田空港 年間

発着枠 、 万 千回 万 千回 拡大 予定 、国際線受

入 可能性 検討 。羽田再拡張 、早期

事業化 共 、手続 、工期 含 、事業期間 短縮 。

当面 打開策 羽田空港 早朝・深夜枠 有効利用 検討

、運用 改善策 必要 、将来 国内・国際需要 伸

空港容量 不足 予想 、

。

のある の やかな を

ア に の の が されたが これにより

これまでの だった が に され

の も から の となる も されたため

からの り ぎも になりハブ の も いつつある

イ しかし に れば を たずに び の を える

と されている また などの の い への に え

られないという も されている

ウ の を やす については に

が な え を した この により の

は から に する であり け

れの も することとしている については に

すると に き を めて を すべきである

エ の として の の などが され

ており による も であるが の の び

による の も されるため

である

． ４

５

３ ４

．

． １

５ ７

．

2002

13 20

10

2001 12

27 40

国

明確 、社会基盤整備 枠組 予算 時代 応 見直

行 上 、首都圏空港 整備 国家的 社会基盤 急

としてのグランドデザインを

にし の みや についても に じた しを

った で の を な として ぐべき
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オ また や の は に べて しく い

が や に して しく を いられているだけ

でなく の からも しく な にあり の

げが められる

． 、成田空港 関西空港 着陸料 海外空港 比 著 高 。空

港整備 港湾 道路整備 比 著 利用者負担 強

、国際競争力 意味 著 不利 状況 、空港着陸料

値下 求 。
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10の提言

提言 観光事業者 積極的 時代的役割10． として な を

∏

π

∫

観光 社会的役割 認識 事業展開

観光 社会 様々 波及効果 及 、観光事業者自

認識 、

進 。 、訪問地 自然 文化、

住民 生活 意識 充分 敬意 払 配慮 行 大切 。

自 主体 魅力 地域 推進

観光事業者 、単 事業 多 観光客 送 、受 入 行

、自 ー 社会 一部 大 責任

負 認識 、地域 活性化 魅力 主体的 関

求 。

生 甲斐創造産業 向 、新 視点 魅力

高齢化 情報化 進 日本 成熟社会 、健康、安全、快適、

生 甲斐 人々 根元的 欲求 満 商品 ー 求

、旅行 代表的 。

、旅行 観光 生活 一部 、非日常 日常 垣根

低 、旅行体験 旅先 体験 日常 支 生 甲斐 人

増 。旅行 観光 深 感動 与 、

の を した を

ア は に なプラスの を ぼしており ら

もこのことをよく し

めていくべきである また の や

の や にも な を いつつ を うことが である

らが として ある づくりの を

ア は に として くの を り け れを うだ

けでなく らがツ リズムという システムの として きな

を っているとの のもと の や づくりに に わっ

ていくことが められている

き へ けて しい からの づくりを

ア と が んだ のような では

き などの の な を たしてくれる やサ ビスが

められており はその なものである

また や が の となるにしたがい と の

が くなり や での が を える き となる が

えている や はそれだけ い を えるものであり

リズムツー

．

．

．

地域 振興 活性化 広 貢献 誇

持 事業展開

観光事

の や に く するという り

を って を
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業者 、一種 生 甲斐 産業 認識 持 旅行者 根源的

欲求 応 魅力

観光 社会的 役割 啓蒙 、

更 業界団体 質的向上 目指

は の き づくり であるとの を ち の

な に えるような づくり

の な を し

また なる の を していく

に めなくてはならない

な にわたる が して の を

ア は な を しているが にツ リズムに する

の として ツ リズム が さ

れている はこの を として

ものと されている

のアメリカのツ リズム のように のツ リズ

ム のために が して や に して を し

ていくことが く められる

務 。

様々 領域 業界 団結 観光振興 推進

観光 様々 業種 包含 、 年 ー 関連 業

界 統合団体 、 日本 ー 産業団体連合会（ ） 設立

。今後 団体等 軸 、

期待 。同

種 ー 産業団体（ ） 、国全体 ー

振興 関係団体 一致団結 行政 社会 対 活動 展開

強 求 。

以 上

ª

õ

リズムツー

． 2001

TIJ

TIA
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資料：世界観光機関（WTO）�

資料２ 景気循環と海外旅行� 

資料：（財）日本交通公社�

-15%

-10%

-5%

0%

5%

10%

15%

20%

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001

海外旅行者数�

141

158

283

331

344

399

443

503

525

532

0 100 200 300 400 500 600

鉄鋼�

燃料以外の鉱物�

通信機器�

繊維＆衣料�

燃料�

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ&事務機器�

食料品�

化学製品�

自動車�

ツーリズム産業�

資料１ 世界の製品・サービスの輸出額（1998年 単位：10億＄）�

30― ―

参考資料

提言.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.6.4 17:44 25/26



31― ―

参考資料

資料 （ ）３ TSA Tourism Satellite Account

TSA SNA
SNA

GDP

TSA WTO

TSA

は のサテライト アカウントのひとつとして
に けられている これは な

を けるサブ システムであり との
を ちつつ しい に していく みである

ツ リズムもその のひとつであり として され
がそのマニュアルを し に の を た

は レベルでの の な り を に された
の で らかにするためのツ ルであり との や を と

することにひとつの がある

、国民経済計算体系（ ） ・
「 年国民経済計算体系」（ ） 位置付 。 、特別 経済活
動（環境、介護、医療等） 体系付 ・ 、 統計等 整
合性・比較可能性 保 、新 経済概念 対応 枠組 。
ー 中 、 特掲 、 （世界観光機関）

作成 年 月 国連統計委員会 承認 得 。
、国・地域 観光産業 経済的 有 様 、国際的 統一

基準 下 明 ー 、他産業 比較 国際間比較 可能
目的 。

93 93

2000 ３
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第 章 観光 果 新 意義・役割 対 認識１ が たす たな に する

国立民族学博物館教授・総合研究大学院大学教授

本日 「観光立国 」 、観光文明学 視点 提言

。国立民族学博物館 創設館長 務 、文化勲章 受章 梅

棹忠夫氏 、文明 比較研究 目的 「文明学」 提唱 。梅

棹氏 、人間 自然 働 生 各種 有形無形 装置群 制度群

含 生活 「文明」 定義 。 論 視点 表現

、人間 居住 環境 、人間 自然系 「生態系」 発展

人間 装置・制度系 「文明系」 。 全体的 生活 構成 装

置群・制度群 「文明」 、 人間精神 投影 形成 価値体系

「文化」 。

「観光」 現象 生起 、文明 各種 装置 制度 活

用 。例 、観光 可能 、鉄道、高速道

路、空港、 、名所、博物館、劇場、 装置群 必要

、旅行斡旋業 鉄道会社 観光協会 劇団 制度群 必要

。 観光現象 文明 研究 学問分野 、

私 新 「観光文明学」 提唱 。

観光文明学 視点 、日本観光 論 際 重要 、「文明資本」

概念 。文明資本 「文明 維持・発展 諸要素 」

意味 、文明資本 「装置系資本」 「制度系資本」 大別 。前者

施設 有形 対 、後者 無形 意味

。日本 、江戸時代 鎖国政策 断行 、 際 幕府 諸藩 財力 弱

、街道整備 城下町整備 宿場整備 公共事業 力 入 。

石森 秀三 氏

―大交流時代 日本観光 未来―

１．観光文明学 視点の

は のすすめ について の から をさせていた

だきたい の を められ を されている

は システムの を にした を している

は が に きかけて みだしてきた の の と

を む システムを と している システム の で するなら

ば が する のなかで としての から した

が である この な システムを する

が であり それらが に され された

が である

という が するためには システムの の と が

されなければならない えば を ならしめるためには

ホテル カジノなどの が であるととも

に や や やガイドシステムや などの も

である このような をめぐる システムの をめざす として

は たに を している

の で を じる に になるのは とい

う である とは システムを させる のストック

を しており は と に できる

は などの のストックであるのに して は のストックを して

いる は に を したが その に は の を

めるために や や などの に を れさせた

－

－

第 節 観光立国１ のすすめ
における の
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その における の が に するとともに が

いに んだ そういう で の で の が み に た

る になった

に は における の にあたって に いつ

き い せ をスロ ガンにして によって な の を

ってきた を とする とともに

などの な の に がおかれてきた

も を し して による の

を ってきた つまり における は して

の にもとづいて されてきたといえる その の システ

ムは な の による の を に

している そのような の は や には いに っ

たが を る にはかならずしも ではないことが らかである

の は の や のスキャンダルの によって が

んである たしかに は に しているが それはかならず

しも を に くものではなく を に させるものである

の はひたすら を にして してきた その

に たる が されるとともに も に かになったこ

とも である しかし によるさまざまな みが に

している が しているかぎりは あまり にならなかったことが

の に って に している

に められているのは の に う デザインの で

ある の の の や の や のグランドデザイ

ン を に できる デザイナ の を としているが には

の のみにとらわれる や たちばかりであり の を

にデザインできる を いているのが の である の による

を したままで な デザインの が れないならば は

結果、日本 文明資本 形成 飛躍的 進展 、内需拡大

大 進 。 意味 、江戸時代 日本 旅 大衆化 進 、世界 冠

観光先進国 。

更 、日本 明治維新以後 近代国家 形成 、「欧米 追

、追 越 」 ー 、公共投資 近代的 文明資本 蓄積

図 。治山治水 中心 国土保全 、鉄道、港湾、道路、鉱工業

施設、通信施設 基幹的 生産基盤 整備 重点 。太平洋戦争

敗戦後 、全国総合開発計画 立案 、一貫 公共投資 装置系資本 整備

行 。 、近代日本 「文明資本」蓄積 一貫 「経済優先

論理」 展開 。 結果、現代日本 文明

、過剰 「装置系資本」整備 偏重 「文明資本」形成 不均衡 顕著

有 。 文明資本 形成 、工業立国 貿易立国 大 役立

、観光立国 図 際 有効 明 。

現代 日本 、長期 経済不況 各種 続発 、衰退論

盛 。 日本経済 「低成長型」 移行 、

日本 衰退社会 導 、日本 成熟社会 移行 。

太平洋戦争敗戦後 日本 経済成長 国是 発展 。 結果、

世界 冠 経済大国 実現 、国民生活 物質的 豊

事実 。 、近年、経済至上主義 歪 顕著 露呈

。経済 高成長 、 問題 、経

済 低成長化 伴 顕著 露呈 。

現代日本 求 、経済 低成長化 伴 国家 大転換

。 世紀 日本 「百年 大計」 「国家 大計」 「国家

」 見事 策定 国家 ー 存在 必要 、現実 目先

利権 政治家 高級官僚 、「国家 大計」 冷

徹 人材 欠 日本 現状 。政官業 癒着

利権構造 温存 、大胆 国家 転換 図 、日本

２．醜 衰退 美 成熟き から しき へ

21
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「醜 衰退」 道 歩 。

国家 、従来通 工業立国 貿易立国 経済立国 重

要 、 加 、文化立国 環境立国 情報立国 交流立国

「 立国」 図 不可欠 。 、国民生活 、

従来 仕事最優先 「経済至上主義」 生 方 修正 、自 有 自由

時間 充実 、心 豊 実感 「生活中心主義」 生 方 変更

。 転換 図 、美 成熟社会 実現 図

世紀 日本 最重要課題 。 際 、国家

、 国民生活 、「観光」 重要 鍵 握

、私 研究 ー 視点 。

世紀 日本 「観光立国」 重要性 論 、初 、

私 「観光 」 名付 革命的変化 。私 数年

前 「観光革命」 新 概念 提起 。世界 諸民族 世紀 中頃

世紀 現在 回 、観光 革命的転換 経験 。第

次観光革命 世紀 中頃（ 年代） ー 生 、第 次観光

革命 年代 第 次世界大戦 生 、第 次観光革

命 年代 ・ 導入 契機 北 先進諸国 中心 生

〔観光革命論 詳細 、石森秀三編著『観光 世紀』（ 出版、 年）

参照〕。

世界観光機関（ ） 、 年 全世界 外国旅行者数

万人 、 年 億 万人、 年 億 万人、 年

億 万人 、 年 億人 達 。更 、 年 億

人、 年 億人 増加 、観光 ー ・ ー

（世界 変革 力） 。

私 、第 次観光革命 年代後半 中心 生 可能性 高

予測 。 理由 、観光 構造的変化 半世紀 生

。第 次観光革命 年代後半 ー 富裕階級（有

き の を むことになる

デザインのレベルでは りの と による も

であるが それらに えて と と と などの

マルチ を ることが になる また デザインのレベルでは

の による の き を して らの する

をより させ の かさを できる の き に し

なければならない それらの を ることによって しき の を

ることが の の になるはずである その に デザインの

レベルでも また デザインのレベルにおいても が な を っ

ているというのが どもの グル プの であるといえる

の における の について じるにあたって めに

が ビッグバン と ける についてふれておきたい は

に という しい を した の は の から

の までに にわたって をめぐる を している

は の とくに にヨ ロッパで じ

は に をきっかけにしてアメリカで じ

は にジャンボ ジェットの を にして の を に じ

た の は の ドメス

を

によると における の は

であったが には には に

は になり には に している に には

には に するといわれており はまさにグロ バル フォ

ス を する になりつつあるといえる

は が にアジアを にして じる が い

と している その は をめぐる がこれまで ごとに

じているからである は にヨ ロッパの

21
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閑階級） 中心 生 、第 次観光革命 年代後半 中産階級

担 手 起 、第 次観光革命 年代後半 ・

導入 契機 北 先進諸国 中心 生 。 文明史 流

概観 、第 次観光革命 年代後半 中心 生 可能性

高 予測 。 、文明史的必然 、 年代

諸国 観光 生 。

、数年前 金融危機 象徴 、 諸国

金融基盤 脆弱 、 政治的不安定 戦争 危険性 、

世紀 経済 高成長 期待 多 。

、 諸国 旅 、 感 、 豊 生活 求 勤勉

汗水 流 数多 人々 存在 。更 、巨大 人口 抱

巨大 ー 非常 高 、 世紀 世

界経済 ー 。国民所得 上昇 外国

旅行者数 増加 相関 、 年代後半 観光 起

可能性 高 。

各国 既 大交流時代 対応 、巨大空港 建設 着手 。

例 、香港 ・ ・ 空港 ー 新空港 既 開

業 、上海近郊 上海浦東新国際空港、韓国 仁川国際空港、 第

国際空港 開業 予定 。 、 ー 新空港、

上海浦東新国際空港、韓国 仁川国際空港、 第 国際空港 各

空港 、完成時 千ｍ級滑走路 本 巨大空港 。 、空港

ー ・ ー 合致 大規模空港 。 巨大空港 年

代 稼働 予定 、 「大航空時代」 対応 前

提 。 世紀 空港 空港 可能性 高 。

更 、 ー 社 社 機 ー ー 現在、超大型

旅客機 設計 着手 。 ー 社 人乗 ー ー

機、 社 層構造 人規模 超大型 旅客機 世

紀 早 段階 就航 予定 。 、 「大交流時代」

日本人 常識 超 形 進展 。

を にして じ は にアメリカの

を い として こり は におけるジャンボ ジェッ

トの を にして の を にして じた そのような の れ

を すると は にアジアを にして じる

が いと できるわけである いわば として のアジア

で ビッグバンが じるということができる

もちろん のアジアにおける に されるように アジア の

が であり また さや の などがあるために

のアジアで の が できないとみなすエコノミストも くいる し

かし アジア を していて いつも じるのは より かな を めて

に を している くの の である に な を えるアジア

の マ ケットのポテンシャルは に いものがあり にはアジアが

をリ ドしていくようになるとみなさざるをえない の と

の は しているので のアジアで ビッグバンが

こる が い

アジア は に に するために の に している

えば のチェク ラップ コック とマレ シアのセパン は に

しており の の タイの バ

ンコク なども が されている とくに マレ シアのセパン

の タイの バンコク などの

は には を もつ になる まさに のグ

ロ バル スタンダ ドに する である これらの は

にフル する であり アジアにおける に することが

になっている にはこれらの がアジアのハブ になる が い

に ボ イング やエアバス などのジェット メ カ は ジェッ

ト の に している ボ イング は りのス パ ジャンボジェッ

ト エアバス は の の ジェット をそれぞれ

の い で させる である まさに アジアにおける は

の を える で するというわけである

２
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2010

22

119

957 178

624 178

1980

70 20

98

60 17

21

1997

1,680

13

95 78

年代 観光 生 確実 、 大 観光客

塊 日本 訪 。 、 観光客 日本

（素通 ） 、欧米 行 確率 高 。 巨大 観光客 塊 引

付 、 文明 整備 行 、総合的 地域魅力

集積 図 。

大交流時代 到来 状況 中 、現代世界 ・ （大潮流）

「観光立国」 。開発途上国 、欧米 先進諸

国 、観光立国 国是 、観光振興 図 。 対 、日本

先進諸国 中 際立 「観光立国」 不熱心 国 。例 、外

国人観光客受入数 加盟国 中 日本 第 位 、人口 対比 見

、 ％ 過 、圧倒的 最下位 。 、観光鎖国的

国 仕方 。 、外国人観光客受入数 第 位

約 千万人 、人口 対比 ％ 。

場合、外国人観光客受入数 、第 位 香港 万人（対人口比率

％）、第 位 ー 万人（対人口比率 ％） 、日本 訪

外国人 ー 少 際立 。

観光客 地域 引 寄 見 、 年 、 ー 地

域 ％、 地域 ％ 、 地域 ％、 地域 ％ 、国

際観光客 約 割 欧米地域 引 寄 。 、 年

ー 、 ー 地域 ％ 減 対 、 地域 ％

増加 。 世紀 、更 地域 磁力 高 予測

、 依然 ー 地域 磁力 強 軽 。

更 、世界各国 外国旅行者数 見 、 年 日本人 外国旅行

者数 、 万人 。 、 数字 多 報道 、

現実 人口 対比 見 、 ％程度 過 。例 、 場合 、

国民 ％ 年 度 外国旅行 、 場合 、 ％ 外国

旅行 行 。外国 観光学者 、現在 日本 経済力 、年間

にアジアで ビッグバンが じることは だが その きな

の が を れるとはかぎらない むしろ アジアの は をパッシング

り して に ってしまう が い アジアの な の を

き けるためには さまざまな システムの を って な の

を らねばならない

の という の で のメガ トレンド のひ

とつになっているのが である だけでなく の

もまた を にして を っている それに して は

の で って に な とみなされている えば

は の で は であるが との で

てみると たった に ぎず な である これでは な

とみなされても がない ちなみに の はフランス

で であり との では である

アジアの は は で

のシンガポ ルは などであり を

れる ビジタ の なさが っている

がどの に き せられているかを ると には ヨ ロッパ

が アメリカ が で アジア が アフリカ が で

の が に き せられていることがわかる ところが

のデ タでは ヨ ロッパ が に じているのに して アジア が

に している には にアジア の が まることが されてい

るが されど としてヨ ロッパ の の さも んじることができない

に の を てみると における の

は であった マスメディアは この を いと しているが

には との で ると に ぎない えば ドイツの には

の が に は をしており イギリスの にも が

を っている の は の の からすると に

４．観光立国 時代の
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3,000

2010

21

20

20

1991

95

21

1996

万人 外国旅行者 、 不思議 意見 。私

数年前 「観光立国」 必要性 提唱 。 、現実 、日本

観光後進国 、 年代 観光 視野 入 、

観光立国政策 確立 早急 図 。 世紀 日本 、

ー 引 付 文明 整備 、 ・

（ ：日本素通 ） 現象 起 不思議

。

日本 、観光 基本的 「私事」 「民事」 、「公事」

「国事」 。 、 ー ・ （世界潮

流） 観光 「国事」 「公事」 、 政策 施策 講

。

「 世紀末 、観光 世界 基幹産業 」 予言 、

未来学者 ー ・ ー 。 、約 年前 、

今 予言 的中 。日本 知 、

既 世界 冠 「観光大国」 。 産業 情報産業 分野

、観光産業 分野 、 世界 大 ー 。

年夏 再選 目前 元大統領 、政府 推進 観光 ー

・ ー 登場 、話題 。 、 向

日本向 （ 首都圏 ） 放送 。世界 超大国 大統領 自

観光 ー 行 、 観光産業 重視

。韓国 金大中大統領 、 元大統領 倣 、韓国政府 ・

ー 自 登場 。更 、 年秋 再選 目前 大統領

、 世紀 観光政策 方向付 「 観光会議」

招集 、話題 。 商務省 観光 所管 、商務省

長官 観光会議 招集 、大統領自 産業分野

会議 招集 話題 。

観光産業 重視 、 明確 理由 （

の がいても なんら ではないという もある は

から の を してきた しかし には はいま

だに であり のアジアにおける ビッグバンを に れて

の を に らねばならない の において アジアか

らのビジタ を き けるために システムの がなされないと ジャパン

パッシング り という が きてもなんら で

はない

これまでの では は に もしくは であり

や とはみなされてこなかった ところが グロ バル トレンド

は を や とみなして さまざまな や が じられて

いる

までに は の のひとつになる と したのは ア

メリカの ハ マン カ ンであった それは のことであったが

まさにその が しつつある ではあまり られていないが アメリカ

は に に たる になっている ハイテク や の だ

けでなく の でも アメリカは を きくリ ドしている

に を にしたブッシュ は が する キャンペ

ンのためにテレビ コマ シャルに し になった それは ドイツ けと

け ただし のみ に された の の が らすすん

で キャンペ ンを うほど アメリカでは が されているわけであ

る の は ブッシュ に って のテレビ キャ

ンペ ンに ら している に に を にしたクリントン

が におけるアメリカの を ける ホワイトハウス

を し になった アメリカでは が を しているので

が を すべきところであるが らがひとつの のた

めの を したことで になった

ホワイトハウスが を するのには いくつかの な がある

Japan Passing

５．観光立国 図を るアメリカ
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年 ー ）。第 、観光産業 総生産額 億 巨大産業

（ 国内総生産 約 ％ 相当）。第 、観光産業 万人 雇用機会

提供 大規模雇用創出産業 。第 、 万人 外国人旅行

者 受 入 、総額 億 外貨収入 。同年 対日貿易赤字

約 億 、 規模 大 理解 。 、

観光産業 重要 輸出産業 位置付 。日本 、輸出産業 、自動

車産業 家電産業 想定 、観光産業 輸出産業 。 、

外国人観光客 巨額 外貨 、観光産業 重要

「文化輸出産業」 位置付 。更 、観光産業 億

巨額 税収 産業 。

年 京都 開催 地球温暖化防止会議 明 、 世

紀 省資源・省 ー型 産業 創出 。観光産業 、巨

大 資源 ー 浪費 、人々 楽 与 、経済

動 意味 、既 「 世紀型産業」 。日本

観光産業 軽視 、産業界 好悪 、「観光」 重要

性 正当 評価 必要 。

国内 、 静 構造的変化 生 。日本 明治時代 富国強兵政

策 、「欧米 追 付 、追 越 」 ー 近代化 進 。

際 、明治政府 「二宮尊徳革命」 演出 。教科書 尊徳 讚 、

小学唱歌 「手本 二宮金次郎」 謳 上 、 ー 尊徳 取

上 。 結果、二宮尊徳 明治天皇 次 、国定教科書 最 多 登場

人物 。尊徳 、「勤勉 倹約 貯蓄」 励 、理想的 日

本人 。日本 短期間 産業革命 達成 、軍事大国

、太平洋戦争 突入 国 滅 。戦後 再 、工業立国 貿易

立国 成功 、世界 冠 経済大国 実現 。 国民 二宮尊徳

具現 、勤勉 倹約 貯蓄 励 結果 。

、日本 、静 重要 構造的変化 進行 。 、

のデ タ に は が ドルにおよぶ である

これは の に に は に を

する である に アメリカは の

を け れ ドルもの をあげている の が

ドルであったので その の きさが できる ホワイトハウスは

を な と けている では というと

や が され は とはみなされていない しかし

ホワイトハウスは が の をもたらすために を な

と けているわけである に は ドルもの

の をもたらす である

に で された でも らかになったように

には エネルギ の を しなければならない は

な やエネルギ を することなく に しみを えるとともに

を かすという で に になりえている ではいまだに

が されているので は にかかわらず のもつ

を に することが である

でも いま かに が じつつある は に

をとり に い き い せ をスロ ガンにして を めた そ

の に は をたくみに した で を え

で は と い げ さまざまなエピソ ドで が り

げられた その は に いで に も く

する となった のように と と に むのが な

とされたわけである は のうちに を して に

なるとともに に して を ぼした は び と

を させ に たる を した それはまさに が

を して と と に んだ であった

ところが ではいま かに な が しつつある それは

１

２

３

8,200

12 1,430

4,550

780

500

580

1997 21

21

６．自由時間革命
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私 「自由時間革命」 名付 変化 。若者 女性 ー層 中

心 、自由時間 中 生 得 、自己実現 図 動

静 力 始 。現在 日本社会 周縁部 生 変化 、

年代 日本 政治・経済 中心部 及 。

日本 、 年間、有給休暇 取得率 ％程度 変化 。

、 、有給休暇 ％完全取得 義務 法律 制定

、日本 自由時間革命 本格化 可能性 生 。世論調査 既 、

「心 豊 」 求 人 「自由時間 減 、収入 現在

」 答 人 、 割 超 。 、「今後 生活 力点」 、

「 ー・余暇生活」 挙 者 ％ 第 位 、 宿泊旅行 希

望 者 ％ 高率 占 。

年 革新政権 樹立 伴 、「自由時間省」 新

設 。 明確 政治理念 。教育 労働 機会均等 権利

次 、全 国民 等 充実 過 権利 保証 、

革新政権 重要 政治的課題 。 数年前 、労働時

間 週 時間 時間 短縮 法案 経済界 巻 込 大 論争

、国会 最終的 時間 短縮 法案 可決 。 、国民

人生 楽 生活 力点 、政界 官界 自由時間 問題

敏感 。

日本 、自由時間省 新設 可能性 全 、現在 歳代 歳代

年後 、生 大 変化 生 可能性 。更 、 年代

、「団塊 世代」 定年 迎 、第 人生 移行 。団塊

世代 、日本 世界 冠 経済大国 押 世代 、定年後 人生

自 残 人生 過 方 敏感 、旅 観光 通 自

由時間 方向 動 予測 。 年代 自由時間

革命 、「醜 衰退」 「美 成熟」 大転換 期待 。

更 、日本 急速 長寿化 進 。高齢者比率 年 ％

、 年 ％、 年 ％ 予測 。世論調査

、高齢者 自由時間 最 第 位 「旅行」 。長寿化社会

が と ける のことである や やシルバ を

にして の で きがいを るとともに を ろうとする き

が かに をもち めている は の で じつつある だが

には の の に んでいくはずである

では この の が でほとんど がない し

かし ドイツのように の を づける が される

ならば でも が する が じる では に

の かさ を める や が るくらいなら は のままでよ

い と える が ともに を えている また の の では

レジャ を げる が で であり そのうち を

する が の を めている

フランスでは にミッテラン の に って が

された それは な にもとづいていた と の の

に いで ての が しく したバカンスを ごせる を するのが

の な というわけであった フランスでは に

を から に する が を き んだ きな になった

が は に に する を している フランスでは が

を しむことに の をおいているので や も の に

にならざるをえないわけである

では が される は くないが の が

になる には きがいに きな が じる がある に

には の が を えて の に するようになる の

は を に たる に しあげた であるが の で

は らの りの の ごし に になるはずであり や などを して

をエンジョイする に くと されている における

によって き から しき への を したい

に では に が みつつある は に であっ

たが には には になると されている による

と が に もしたいことの は である の

2010
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進展 、必然的 自由時間関連 ー需要 高 。

、 年代 自由時間革命 実現 、自由時間 楽 過 都市

自由時間 関連 産業 重要 。

国土庁（当時） 、第 次全国総合開発計画 策定 、 世紀 日本

。 、「地域 自立 促進」 「美 国土

創造」 目標 、交流 連携 多軸型国土 形成 提唱 。

、「工業立都 時代」 「観光立都 時代」 転換 始

。

地域 大転換 背景 、少子化 高齢化 地域社会 構造変化

。国土庁 全総 策定 、 年 日本 人口 約 億人 予

測 。 、多 研究者 更 少 人口（ 万人～

万人） 予測 行 。 違 、出生率 変

化 取 方 違 。国土庁 国民 不安感 与 、

出生率 変化 予測 対 、 多 研究者 厳 出生率 減少

予測 人口推計 違 生 。現在 日本 平均合

計特殊出生率 、現在 総人口 維持 以上 出生率

必要 。 、東京都 女性 平均合計特殊出生率

、世代 代 人口 半減 不思議 状況 生 出 。

、従来 考 方 、 国 人口 減 、高齢化 進 、

国 活力 失 。現 、日本 中山間地域 過疎化 高齢

化 、地域 衰退 顕著 。 世紀 、日本全体 少子化 高

齢化 地域社会 構造変化 顕著 生 、各地域 交流人口

拡大 図 、地域活性化 維持 。

、国 「観光立国」、地域 「観光立都」 図

時代 到来 。

は に のさまざまなレジャ を める いずれにして

も に が されるならば を しく ごせる

や に する が になるはずである

は を し の のグランド

デザインをまとめている それによると の の と しい の

が とされており と による の が されている

まさに の から の への が まろうとしてい

る

づくりの の には と による の があ

る は の にあたって における の を と

した ところが くの はそれよりも に ない

の を った この いはなににもとづいているかというと の

の り の いである は に を えたくないので ゆるやかな

の を したのに して より くの はより しく の

を したことによって に いが じたものである の の

は であるが の を するためには の

が とみなされている ところが の の は で

あり が われば が しても ではない が み されている

いずれにしても の え では ある が を らし が むと

その は を うとみなされてきた に の では と

によって の が になっている には で と

による の が に じるようになるので は

の を ることによって を していかねばならないのである ま

さに においては においては を らねばならな

い が しているということができる

2010

21

2050

7,000 8,000

1.38 2.08

1.11

21

７．地域 大転換づくりの
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８．文明 磁力の

2010

1980

98

年代 観光 視野 入 、 巨大 観光客 塊 引

、 観光・集客 装置 制度 整備 、総合的 地域魅力

集積 図 。換言 、「文明 磁力（ ）」

高 決 手 。

観光革命 研究 明 、「文明観光」 視点 重

要性 。第 次観光革命 際 、 ー 有閑階級 好 訪

、 中国 。 、当時 世

界 中心文明圏 人々 中心文明圏（ 、 、 、中国）

観光旅行 現象 。 ー 文明観光 、古 存

在 。 、 文明 中心文明 時代 、 人

観光旅行 、 ー 文明 中心文明 時代 、 ー 人

観光旅行 。

第 次観光革命 、 中産階級 好 訪 ー

。文明 転換期 、中心文明 中産階級 、

中心文明 ー 観光旅行 ー 。第

次観光革命 、北 文明圏 人々 南 文明圏 観光旅行 ー

、 文明 世界中 外国人観光客 魅 。

、文明観光 、 ー 指摘 。 、

文明圏 経済的 上昇期 入 、中心文明圏 可能性 出 、

文明圏 外国観光旅行 出 人 多 。 際 、 ー

好 選 、 以前 中心文明圏 。 、中心文明

役割 果 文明 世界 人々 魅 「文明 磁力」

有 。

既 述 、 年 ー 地域 全世界 外国旅行者 約 割

引 、 年 ー 約 割 減 。 、依然 、

ー 文明 磁力 強 再評価 。日本 、 観

光 視野 入 、「日本文明 磁力」 強化 抜本的方策

講 。

の ビッグバンを に れて アジアの な の を きつ

けるためには さまざまな の や を して な

の を らねばならない するならば の をいか

に めていくかが め になる

の で らかになったことのひとつは という の

である の に ヨ ロッパの が んで れたのはギ

リシアやエジプトであり つづいてインドや などであった これは の

の の がかつての ギリシア エジプト インド

を するという である このようなパタ ンの は くから

した かつて ギリシア が であった には ギリシア がエジプ

トを しているし ロ マ が であった には ロ マ がギ

リシアを している

では アメリカの が んで れたのはヨ ロッパであっ

た の において になりつつあったアメリカの が そ

れまでの であったヨ ロッパを するというパタ ンである

では の の が の を するというパタ ンと

ともに アメリカ は から を きつけるようになった

ここで について いくつかのパタ ンを できる ひとつは ある

が に に り になりうる が てくると その

から に かける が くなることだ その に デステネ ショ

ンとして んで ばれるのは それ の である つまり と

しての を たした システムは から を きつける の を

するとみなすことができるわけである

に べたように にはヨ ロッパ が の の を

きつけていたが のデ タでは に じている されど として

ヨ ロッパ の の さを すべきである でも アジアにおける

ビッグバンを に れて の を するための を

じなければならない

magnetism

１

２

３

７

６
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９．文化資本 充実化の

日本 文明 磁力 強化 、公共投資 方 抜本的 見直

必要 。日本 、 装置系資本 、空港、港湾、鉄道、道路、住

宅、病院、社会福祉施設、文教施設、公園、上下水道、治山治水施設 社会的

設備 施設 、公共投資 重点的 整備 。 装置系資

本 、国民生活 経済活動 必要不可欠 「有形 資本」 、「社会資本」

。

一方、制度系資本 、交響楽団、劇団、財団法人、大学機構、博物館 美術

館 学芸員制度、病院 医局、図書館、美術展、映画祭、芸術

、博覧会、留学生制度、奨学金制度、 ー ・ ・

制度、研究助成制度 、国民生活 質的向上 必要 文明資本 、

市場 収益性 確保 基礎的・基盤的 文明資本 、公共

投資 対象 必要 。 、 公共投資 「有形 資本」

社会資本 限定 、制度系資本 「無形 資本」 対象外

。「有形 文明資本（装置系資本）」 「社会資本」 区別 、

「無形 文明資本（制度系資本）」 「文化資本」 名付 。社会

資本 「生産活動 生活環境 基盤 社会的設備 施設」 同様 、

文化資本 「国民生活 質的向上 必要不可欠 諸制度」 。

、 国際映画祭、 ・ ー 、 音楽祭、

音楽祭、 演劇祭 、 ー 諸都市 開催 芸術

関連 、新 芸術 生 制度 、全世界 多数

人々 魅 制度 。 意味 、 「文化資本」 役

割 果 。

日本 諸都市 、文化資本 蓄積 十分 、文明 磁

力 発揮 状況 生 。磁力 強化 図 、公共投資

「文化資本」 整備 必要 、 法的根拠 「文化開発促進

法（仮称）」 新 法律 制定 必要 。日本 、

「文化資本」 概念 提唱 、 創出 支援 法律 皆無

。大交流時代 都市観光 振興 図 、「文化資本」整備

における の の のためには のあり を に す

がある では これまで のうち

などの

や などが によって に されてきた これらの

は や に な の とされ と

よばれてきた

のうち や

のコレクションや の フェ

スティバル ア ティスト イン レジデンス

などは の に な であるとともに

において を できない な であるために

の とみなす がある ところが これまでの は の

である に されており のような の は に

されてきた の である とは して

の を と けることにしたい

が や の をなす や であるのと に

は の に な である

たとえば カンヌ ベネチア ビエンナ レ バイロイト ザ

ルツブルク アビニョン など ヨ ロッパの で される

のイベントは しい を みだす であるとともに から の

を きつける でもある そういう で まさに としての

を たしている

の では の が にはなされていないために の

を できない が みだされている の を るためには

による の が になるので その として

のような しい の がぜひとも である ではこれまで

という すら されておらず その を する も で

あった における の を るためには が
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不可欠 、 実現 図 「文化開発促進法（仮称）」 制定 急

。

観光 日本再生 図 、「自然 美、人工 美、人情 美」 集約

地域 総合的魅力 創造 必要 。 、 世紀 日本

（ 全総） 目標 「地域 自立 促進」 「美 国土 創造」

。 、地域 貴重 自然資源 文化資源 持続可能 方

法 活用 ・ ー （持続可能 観光） 考 方 連動

。

ー ・ ー （文化遺産観光）、 ー （生活環境観光）、

ー （地域丸 博物館）、 ー ・ ー （農村観光）、 ー

・ ー （都市観光） 推進 、地域主導 日本型 ー

振興、文化施設 ー 化、 高度化、語 部 観光

ー ー 自然解説員 導入、新 物語 地域 、伝統工芸

伝統芸能 活用 、 試 展開 必要 。 、外部企業 外

部資本 頼 地域社会 地域固有 資源 持続的 活用 内発的観光開発

自律的観光 促進 通 、「観光 質」 高 求 。

、持続可能 観光 基軸 地域 推進

、日本 再生 図 世紀 重要 課題 。

ー 首相 、 年 ・ ー 政策 提唱 、日本

奇跡（高度経済成長） 見習 、国 進 。 年以上 経

今日、日本 観光・ 先進国 ー 見習 必要

。今 「 ・ （西 見習 ）」 実行 時代 。

日本 停滞 好対照 示 ー 。 ー 、

開催件数 第 位、外国人観光客数 第 位 誇

。 ー 現在、 観光・ 一大中心

であり その を るために の を がね

ばならない

による を るためには の の の に

される の の が になる それは の のグランドデ

ザイン の である の の と しい の につ

ながるものである それはまた の な や を な

で するサステイナブル ツ リズム な という え に

している

ヘリテ ジ ツ リズム エコツ リズム エ

コミュ ジアム ごと グリ ン ツ リズム ア バ

ン ツ リズム などの とともに による リゾ ト

の のネットワ ク ガイドシステムの り や キュ

レ タ や などの しい や ブランドづくり や

の など さまざまな みの が になる とくに や

に らずに が の を に する や

の などを して の を めることが められている

いずれにしても な を にして づくりを することによっ

て の を ることが の な になっているということができる

マレ シアのマハティル は にルック イ スト を し

の を って づくりを めた それから を た

はアジアの コンベンション シンガポ ルを う があ

る こそ ルック ウェスト を え を すべき になっている

の と を しているのがシンガポ ルである シンガポ ルは コ

ンベンション でもアジアで でもアジア を っ

ている シンガポ ルは アジアにおける コンベンションの を

10

11

．

．

観光 地域再生

・

ルネサンスによる

ルック ウェストのすすめ

21

21

1982

20

５

１ ２
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構築 「観光首都」政策 実行中 。 具体的戦略 、 ー

、観劇、博物館・美術館鑑賞、歴史遺産観光、夜 観光、 ー ー 、

田園観光、 、 、 観光、 、 ー 、

見本市、 ー 、 ー 、 ー 観光 、観光資源 充実化 図

。

、観光首都 実現 、官民 連携、政府機関間 連携、企業間

連携、国 国 連携 、 創造的 ー ー 形成 不可欠 。

ー 観光局 商工省所管 特殊法人 、 人 人材 擁

、約 億円 潤沢 年間予算 有 。 対 、日本

政府観光局 国際観光振興会（ ） 、 人 人員 約 億円 予算

。 ー 、宿泊税 導入 、 全 観

光局 特定財源 。日本 、観光振興 図 、特定財源 確保 不

可欠 。

日本 観光振興 決定的 欠落 「地域 ー 」

視点 。日本 各企業 商品 販売 、 ー 活動 盛

展開 。 、新 商品 開発 際 、事前 消費者 ー

的確 把握 必要 、 ー ・ ー 行 。 上 、製品化計

画、価格決定、販売 ー 確定、広告、販売促進 多角的 行 。広告・宣

伝 、巨額 資金 投入 。 各社 競争 勝 、商

品 ー 体制 確立 不可欠 。商品 ー 同様 、各地

域 観光振興 行 際 、当然 、「地域 ー 」 不可欠

。地域 魅力 商品化 観光客 ー 、工業製品 ー

同様 、地域 ー 必要 。 、日本 「地域

ー 」 発想 欠落 、各地域 観光振興 展開

。 、各地域 旅館 集客施設 、 企業努力

個別 集客 ー 展開 。 、 個々 施設

ー 行 、成果 上 困難 。

するための を である その として エンタ

テイメント の テ マパ ク

ショッピング イベント エスニック コンベンション リゾ ト

クル ズ エコツ リズム スポ ツ など の が ら

れている

また の にあたっては の の の

と との など より なパ トナ シップの が になる

シンガポ ルの は の であるが のプロの を

するとともに の な を している それに して の

にあたる は の と の

しかない シンガポ ルでは のシステムが されており それが て

の になる でも を るためには の が

である

における で に しているのは マ ケティング とい

う である の は を するために マ ケティング を ん

に している たとえば しい を する には に のニ ズ

を に する があり マ ケット リサ チを う その で

ル トの などを に う

だけでも の が される ライバル との に つためには

マ ケティング の が になる マ ケティングと に

が を う に のことながら マ ケティング が に

なる の を して にセ ルスするためには のマ ケ

ティングと に マ ケティングが になる ところが では

マ ケティング という そのものが したままで の が

されてきた もちろん のホテルや や は それぞれの

で に のためのマ ケティングを してきた しかし もはや の

がいかにプロモ ションを っても を げるのは になりつつある やは

410

130

114 42JNTO

12．地域 ー 必要性マ ケティングの
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りひとつの でまとまって プロモ ションを する がはるかに であ

る

アメリカでは に くの や がコンベンション ビジタ ズ ビュ ロ

を して マ ケティングを している えば ニュ ヨ

クは ブ ムで き っているが それにはきちんとした がある

と は らく キャンペ ンや キャンペ ン

などに を れてきており でもキャンペ ン として に

もの の を している また コンベンション ビジタ ズ ビュ

ロ は の しいイメ ジ のためのイベントなどに の を して

いる に は に のツア オペレ タ と のジャ

ナリストを に して しい の に めている

そのうえに の が して な も られている えば

アメリカ の が して に ツ リズム サウス と ばれ

る が されている の には フロリダ のように

で したところも まれており でも にプロモ ションを し

ているが その で の によるアメリカ の が られているわ

けである

のことながら マ ケティングには の が になる アメリカ

やヨ ロッパの では ホテルに まると が られるが それが

マ ケティングや のための になる いわば とい

えるものである でも の を めて マ ケティング の

に できるかどうかが の を っている

の に って の でも ニ ズの と

が じる が い そうなると は に ビジタ

という しい に していく がある

ビジタ は を れるビジタ にかかわる の であり の

を く して する である これは の づくり やサ

地域 、 ー 展開 方 効果的

。

、既 数多 州 市 ＆ ー ・ ー ー

（観光局） 設置 、地域 ー 展開 。例 、 ー ー

現在、観光 ー 沸 返 、 理由 。

州 市 、長 “ ” ー “ ” ー

力 入 、現在 ー 宣伝経費 年間 約 億円

巨額 公的資金 投入 。 、 ・ ー ・ ー

ー 、 新 ー 創造 巨額 経費 投入

。更 、 旅行業協会 、年間 人 ー ー ー 人 ー

週間招待 、新 宣伝強化 努 。

、複数 州 連携 、広域的 観光振興 図 。例 、

南部 州 連携 、 年 「 ー ・ 」 呼

広域観光推進機構 設立 。 州 中 、 州 、観光

立州 成功 含 、州政府 独自 ー 展開

、 一方 州 連携 南部 観光振興 図

。

当然 、地域 ー 巨額 資金 必要 。

ー 諸都市 、 泊 「宿泊税」 取 、 地

域 ー 観光振興 特定財源 。 「都市利用税」

。日本 税財政構造 改革 含 、地域 ー 体制

確立 成功 、観光立都 成否 握 。

大観光時代 到来 伴 、 世紀 日本 、観光 ー 量的拡大化 質的

多様化 生 可能性 高 。 、観光産業 必然的 「 ー産業」

新 総合産業 拡大発展 可能性 。

ー産業 、地域 訪 ー 産業 総称 、既存 産

業分類 広 横断 成立 総合産業 。 、既存 物 産業 ー

NY
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13．ビジタ へのー産業 発展
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ビス や や などと する ではなく むしろ くの

がビジタ という を わせもっている の

だけでなく コンベンション イベント エンタ テイメント

アミュ ズメント リゾ ト テ マパ ク などが として

の ビジタ の になる に スポ ツ

ファッション なども ビジタ

の を に している

の は を り めているので の としてビ

ジタ の を る がある ところが でもまだ にビジタ

が されていないので とりあえず の によって ビジタ フォ

ラム のような を し その を する がある

において が に を げていない のひとつは の

でもある の くの には や が されており

や マ ケティングが されている たとえば オ ストラリ

アには の があるが そのうち に が されており が

や の に いに している

それに して ではまだ が されている が ない また

には はもちろんのこと の すらひとつも されて

いないのが である の が を してきたことは らかであり

そのような が における や マ ケティングの さを

してきたといえる

に はこの の の を している

や を に するためには しい な が である

しかし な の には くを できないので しい な

を するためには から した で を することが まし

い に けて センタ のような

を に して な の に する な を しな

産業 流通産業 情報産業 対立 概念 、 多 産業分

野 ー産業 側面 合 。従来 旅行産業、宿泊産業、飲

食産業 、 産業、 産業、 ー 産業、

ー 産業、 ー 産業、 ー ー 産業 、総合産業

「 ー産業」 中核 。更 、農業、林業、漁業、 ー 産業、芸術

産業、健康産業、教育産業、 産業、博物館産業 、 ー産業

要素 部分的 有 。

日本 各都市 現在、観光立都 図 始 、産業政策 一環

ー産業 振興 図 必要 。 、学界 十分 ー産業

研究 、 産官学 連携 、「 ー産業 ー

」 組織 結成 、 可能性 検討 必要 。

日本 、観光振興 有効 成果 上 原因 、学界 責

任 。欧米諸国 数多 大学 、観光学部 観光学科 設置 、

観光振興 地域 ー 研究・教育 。 、 ー

大学 、 大学 観光学科 設置 、学界 観

光立国 観光立都 推進 大 貢献 。

対 、日本 観光関連学科 設置 大学 少 。 、

国公立大学 観光学科 、観光学 講座 設置

実状 。日本 学界 観光研究 軽視 明 、

学的怠慢 日本 観光振興 地域 ー 低調 助長

。

更 、私 数年来、観光分野 高等研究機関 創設 提唱 。観光立

国 観光立都 本格的 推進 、新 総合的 観光学 不可欠 。

、保守的 日本 学界 多 期待 、新 総合的 観光学

確立 、大学 独立 形 高等研究機関 創設 望

。世界 先駆 、「世界観光学高等研究 ー（仮称）」 国際研究拠

点 日本 創設 、総合的 観光 発展 寄与 国際的 共同研究 展開

14．観光学 重要性の

36 23
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ければならない そのような を することによって は の

に して さまざまな で を うことができ が になる

は を いて の を っている

の は に の に しているが は の よりも の

が されるべきである

は の を に すべきことを している

において の の の や

の しい の などに する の のために

を すべきである では に の と の

の と の が されているが

はそれらの に しており はより に しなければ

ならない そのためには に するプロフェッショナルな の

が になる

いずれにしても は をめざすよりも あくまでも に

すべきであり に けて における を に するこ

とが されている

。 研究拠点 創設 、日本 世界 国々

対 、 形 情報発信 行 、世界貢献 可能 。

日本 毎年、 （政府開発援助） 用 開発途上国 支援 行 。

日本 予算 既 世界一 額 達 、今後 量 拡大 、質

向上 優先 。

私 数年来、観光分野 積極的 展開 提唱 。開発

途上国 、自然環境 保全、動植物 保護、文化遺産 保全、先住民族 少

数民族 自立、新 民族文化 創出 貢献 観光 実現 、観光

活用 。日本 、既 政府開発援助 原則（環境 開発

両立、平和利用、資源 自国優先利用、民主 人権 重視） 策定 、

観光 原則 合致 、今後 積極的 展開

。 、観光 従事 人材 育成

不可欠 。

、日本 軍事的貢献 、 平和的貢献 徹

、世界 先駆 、観光分野 国際協力 積極的 展開

期待 。

【 年 月 日】

15．観光 世界貢献による

ODA

ODA

ODA

ODA

ODA

ODA

４

４

１2000 12
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実践女子大学生活科学部教授

中田英寿選手 ー ー 若者 何百万 。彼 ー

、若者 気分 全 載 。 価値 見 、広告

ー 行 。全 全国紙 全 ー 広告 掲載 ー 紹介

。

『“自分 ” 、 口 言 簡単 。 自分

？

中田英寿 返 答 、極 。

「 自分 一番楽 。一番気持 。 自分 考 、自

分 選 」。 「今 、他 大勢 人

見 思 、 枠 取 払 、 自由 自然

体 」 。

「人 、楽 」 、「自分 、楽 」。

中田 、 思 新 人 、絶対 増 。

自由 挑戦 時代、 、 待 望

。』

詳 『脱産業社会（ ー・ ） 向 課題 ー研

究 自分史 』（実践女子大学生活科学部紀要第 号、 ～ 、 年） 覧頂

。私 日本経済研究 ー時代 ー問題 関心 持 続 、

縁 佐橋氏 余暇開発 ー 設立 斎藤精一郎氏 参加 、 年間仕 。

余暇開発 ー 今 、非常 残念 思 。

最初 研究課題 通産省（当時） 「余暇時代 産業活動 社会的位置

付 」 、 年間 欲 。 、日本経

済研究 ー 仲間 総動員 、 年 理論 ー 実証研究 ー 行

松田 義幸 氏

１．

１ ２ ３

中田英寿選手 ー

第 、第 ー 第 ー ～社会変動 ・

からのメッセ ジ

ステ ジから ステ ジへ とハビタス メンタリス

のホ ムペ ジには が とアクセスしている のメッセ

ジには の が て っている そこに が を いだし

キャンペ ンを った ての の ペ ジ に されたコピ を し

たい

らしくあること って そう で うほど じゃない そもそも

らしいってどういうこと

イタリアにいる から ってきた えは めてシンプルなものでした

どうすれば が しいか ちいいか それを で えて

で ぶことです しかもそれは までこうだったからとか の の

から てこう われるからとか そういう すら っ った もっと で

なもの とも

とおんなじだから ちん じゃなく らしいから しい

だけじゃなく そう う しいタイプの たちが に えていく

と の それが きっとみんなが ち んでいるこれからなのですか

ら

しくは レジャ ソサエティ に けての レジャ

の をご

きたい は センタ からレジャ に を ち け それ

が で の センタ の に と し えた

その センタ は はなくなり に に う

の は から における の

け について でまとめて しいということであった そのため

センタ の を し で サ ベイと のレポ トを っ

J PHONE-

38 23 37 2001

15

∏

∏－

－

１

１

第 節 観光 本質２ ビジネスの について
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た そのときの の れで センタ はついこの まで いていたと

っても ではない

が であったか な や では

で が に まり その で として が まる

を した も てはいるが として の に す

るかたちで があった しかし たちは レジャ エコノミッ

クスが り つと して における の け を

えてみよう その もしてみようと った

から から が きてから

ライフスタイルが わるのか ライフスタイルが わってから

が きるのか が のミッションで へ に っ

たときに シンクタンクである アメリカ カンサス で のレジャ

プロジェクトが んでおり ハビタス メンタリスという え を いた その

その に な のものの え それをライフスタイ

ルと え その とライフスタイル を ける である

の い もそれに する は

であり の で えば までこうだったから という にあ

たる は で は に られる とこ

ろが の を に の から

そして ということで を し そこへ

サ ビスを する く うステ ジに った も にアミュ ズ

メントが わる デモンストレ ション や で

の が することになった の で えば の の か

らみて という にあたる ところが の がなされると

の の で を るか の を る

かという ではなくなり レジャ で が より い に っ

たのである えば に の を けて と

すると を にあてるだけで の は てた く は

いていたが グロスで れば の しか に って

。 研究成果 流 余暇開発 ー 間 続

言 過言 。

何 特徴的 。伝統的 経済理論 労働経済学 、「所得 余暇」選

好理論 労働 先 決 、 後 結果 余暇時間量 決 。「所得 余

暇」選好理論 拡張 理論 出 、依然 労働経済学 中 従属

余暇問題 。 、私 余暇経済学、 ー

成 立 仮定 、「余暇時代 産業活動 社会的位置付 」 考

、 実証研究 思 。

社会変動（前産業社会 産業社会、産業社会 脱産業社会） 起 、

価値観、 変 、価値観、 変 社

会変動 起 。 年、我々 経済企画庁 欧米 調査 行

、民間 （ ・ ） 大型 ー

進 、 ・ 考 方 聞 。 時

代、 社会 支配的 人々 見方、考 方、感受性、

考 、 社会類型 類型 基礎付 理論 。自由時間

使 方 従属 。前産業社会 「勤勉 節約」倫理、「内部指向＆意識

Ⅰ」 、中田選手 言葉 言 、「今 」 部分

。社会経済理論 古典経済学 、自由時間 「休息、休養」 限 。

、 年 経済恐慌 契機 、「勤勉 節約」 倫理 「所有 消費」倫理、

「他人指向＆意識Ⅱ」 近代経済学 欲望 開発・拡大 、

財・ ー 供給 全 違 ー 入 。自由時間 休息 ー

加 。 ー 効果 依存効果 大量生産、大量販売、大

量消費 制度 普及 。中田選手 言葉 言 「他 大勢 人

」 部分 。 生理的欲望、物的欲望 充足 、

「所得 余暇」選好理論 賃金率 上昇 所得増 図 、余暇時間 増大 図

理論 、 ー重視 自由時間 労働時間 多 時代 入

。例 、 年間 時間 日本 人口 掛 、国民総生活時間

、 ～ ％ 労働 年頃 経済水準 保 。働 人 一

生懸命働 、 見 国民総生活時間 ～ ％ 労働 使

－

－

－

－ －

－

１

1972

1929

8,760

14 15 1972
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いない の として を えるのではなく を と

にどう するか の の その の

が ライフスタイル システム にどの

ような を えるか まさにその では を して らおかしくな

かった の では で

らしさを にする ということで のメッセ ジにあたる

と の で よりも が い から が い に ってきたの

である それが の の で の から の

に えようということであった そのための と デ タを められた

では をデザイアと ぶ サミュエルソンの のテキストでも ハ

ピネス マテリアルコンサンプション デザイア と かれている デザ

イアはニ ズとウォンツに かれる ニ ズは を えて に

する デザイアである ウォンツは で

に われるデザイアである って ニ ズに する がウォンツであり

ニ ズはかたちを ったものではない そのニ ズを たすものとしてウォンツが

ある このことはアリストテレスの えに すると われている

は から へと る が がったとき

に は を やすのか を やすのか

が たされていない のときは を やす ところが

が たされる に ると の は を させず

を やす に く それが の である まさに の

はそのことを けていると え にあたった

の から から の が るということを でも えていて

それを まえて に する が まった ところが オイルショッ

クにより げになった ハイテクを にした の に を

り がついたのは である この で から へ わった この

の にあっても であるから ここの をきちんとすべきである

。労働 残 余暇問題 考 、生活時間資源 労働 余

暇 配分 。労働時間 短縮、自由時間 増大、 自由時間 時間資源

価値観、 、生活行動、産業経済、教育 、国土計画

影響 与 。 時点 、余暇社会 想定 何

。余暇社会 価値観 、「存在 自己開発」倫理、「自律指向＆意識Ⅲ」

「自分 大切 」 、中田選手 ー 。人間

社会 関係 、人間 社会 強 関係 、人間 強 関係 移

。 年頃 我々 認識 、生産重視 産業構造 生活重視 産業

構造 変 。 理論 実証 ー 求 。

経済学 欲望 呼 。 経済学 「

（幸福）＝ 」 書 。

ー 分 。 ー 時代・社会・民族 超 人間 共

通 先天的 。 自然風土・社会風土・文化風土 後天的

培 。従 、 ー 対応 商品開発 、

ー 持 。 ー 満

。 考 由来 言 。

欲望 生理的欲望 物的欲望、自己開発欲望 移 。賃金率 上

、個人 労働時間 増 、余暇時間 増 。生理的欲望、物的欲望

満 水準 労働時間 増 。 、生理的欲望、物的

欲望 満 段階 入 、賃金率 上昇 労働時間 増加 、自由時間

増 方 働 。 時間資源配分 経済学 。 、 年 日本列

島改造論 裏付 捉 、仕事 。

年 時点 物 心 時代 来 内閣調査室 考 、

踏 「国民生活 関 世論調査」 始 。 、

一時棚上 。 背景 軽薄短小 産業構造 転換

図 、自信 年 。 時点 物 心 変 。 不景

気 最中 心重視 、 解釈 。

∞

－

／

1972

1972

1972

1979

π

∫

日本 脱産業社会 向 展望

物 心

の に けての

から へ
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ª

º

Ω

これからの の の まる への

の らし

のためのライフ システム

生活 力点 推移 高 余暇生活 志向

日本人 暮 方

生涯設計 ・

－

1979

1983

. . 1965

. . 1971 1999

1998

1980

年 時点 物 心 変 、 ー余暇生活 充実

、 。 、住生活 問題 満足 水

準 。 辺 見通 立 年 。 ー余暇生活

所得 使 時間 使 。 、 ー（ ）

ー（ ） 時間資源配分 経済学 ー 。 年

時点 ー・余暇生活 下 、 不況 最中

ー・余暇生活 一番大切 認識 必要 。

統計数理研究所 林知己夫先生 実施 調査（「国民性 研究」 年） 、

「自分 趣味 暮 方 」 不況 中 一番高 価値観

。

第 、第 ー 「生活＝衣食住」、後 「雑費」 考 、

年 時点 自由裁量所得 割 超 。 、「雑費」 割 超 。 割

超 「雑費」 、家計分類 変 。私

ー 従 、 。 基本

生活者 財・ ー 、時間 生活活動 、生活文化価値 生産

。 ー 従 、「食 」 中 、

主食材料、副食 加 、冷蔵庫、電子 、 、「食 」

支出 捉 。「休 」 睡眠 全

入 、「着 」 衣類 ー 代 洗濯機 入 捉

、全 自由時間 自由裁量所得 消費 、生

活全体 ー化 。「生活創造系」 見 、広 概念、中規模

概念、狭 概念 概念 分 、大 見 生活 ー化

。衣食住 ー化 問題 経済企画庁（当時） 生活文化 捉 。

文化 捉 心・精神 関 。文化 未来 全 、過

去 多 意味 。 着目 当時考 。

の で から へ わったことが レジャ を させたいと

いうことにつながったかというと そうではない まだ の も の

ではなかった その りの しが ったのが である レジャ

では を うが も う であるから すでに ベッカ や

リンダ が モデルを のテ マにした の

でレジャ が ポイント がるが この の にあってもまだ

レジャ が だということを する がある

の が した の では

の にあった らし をする ことが の にあっても い

になっている

ステ ジでは は と えていたが

の で が を えた つまり が を えた

を えて ではおかしいから を えようということになった

たちはベッカ のモデルに い アクティビティモデルにした このモデルの

は は サ ビス を にインプットし を す

るというものである ベッカ モデルに えば べる ということの には

に え レンジ システムキッチンなども べる

ための と えなければならない む にはベッドや をとること てを

れ る には だけではなくクリ ニング から まで れて えて

みたところ てのアクティビティに と の がなされ

がレジャ してきていた を ると い の

い と つの で けられるが きく れば のレジャ であ

る のレジャ の を は と えていた こ

こで として えると と わる は に てあるのではなく

に くの がある そのことに しようと えた

G S

S B

４

１ ２

５ ５ ５

３
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２． ３

３

生活文化産業 大切 価値 次元

ー 「製品」概念 次元

見 価値（形態価値） 通 見 価値（中心価値） 動機付

に な つの の

コトラ の の つの

える を じて えない への け

∏

π

P.

P

PHP

.

1998 63 65

65

コトラ は を に けた

ならば を に することが になり とし

ては の の の などとなる

り け クレジット などは になる

であるから すれば に すか い える がある ところが にな

ると の が であるか めて えない しかし では

ない では かなければ かないで む に で が されなければ

くことを めてしまう は に であるから

に く わって の にしない り リピ タ にはならない そのように

えると レジャ はことごとく に けるところからスタ ト

しないと に びついた にならない にならない を

で サ ビスを しても すると りしてしまう

で り こそうとしても はない

レジャ という サ ビスの になる に えず をきちんと

えないと える から えない に けて しんでもらえないというこ

とになぜ は が かないのだろうか として なる を めて

の ペ ジを てもらいた

い の のときに を するプロジェクトを

センタ と で った の の を に かずに

だけに いて をすると きな りを す で の からだけ

する たちでは えば あらたふと の の を を え

た であると してしまう ところが ペ ジの には の は

に せられる の の を している その の は

きとし けるものに がれ あまねく な に きる びとにも

んでいる まことにありがたいことだ は を ふたらさん と

しているが それは の み ふ である のことである つ

ー 製品概念 「中心価値」、「形態価値」、「付随価値」 分 。冷

蔵庫 、食材 新鮮 保存 「中心価値」 、「形態価値」

「冷凍庫」、「野菜保存 部分」、「肉保存 部分」、「魚保存 部分」 。

「取 付 」、「配達」、「 」、「保証」 「付随価値」 。必需品

、故障 修理 出 買 換 必要 。 必需品

、冷蔵庫 「中心価値」 何 改 考 。 生活必需品

旅行 、行 行 済 。現 平和 安全 保証

皆行 止 。文化的商品 非常 随意的 、「中心価値」

深 関 生活 習慣 限 、 ー ー 。 捉

、 ー商品 「中心価値」 動機付 ー

、生活習慣 結 需要開発 。生活習慣 商品

「形態価値」 財・ ー 提供 、一巡 空回 。「付随

価値」 掘 起 反応 。

ー商品 財・ ー 形 前 、絶 中心価値 捉

、見 価値 見 価値 動機付 楽

人々 気 付 。例 、『「内 幸福」 求 』

（渡部昇一、松田義幸著、 研究所、 年） ～ ー 見

。「奥 細道紀行三百年祭」 俳句 国際化 余暇開発

ー 山形県庁 行 。『奥 細道』 中心価値 宗教性 置 文学性

置 解釈 大 誤 犯 。芭蕉研究者 文学 価値 研

究 人 、例 「 青葉若葉 日 光」 徳川家康 讃

俳句 解釈 。 、 ー 行目 「日 光 、太

陽 比 宇宙 主宰神、大日如来 光明 表 。 慈悲 光 、森

羅万象、生 生 注 、 酷薄 境涯 生 人 及

、 。芭蕉 日光 二荒山（ ） 記述

、 観世音菩薩 住 給 理想世界 補陀楽 。

３
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まり にくわう ふだらく ふだらく ポ タ

ラカで の を している の と かれているよう

に を し かっていれば えるはずがない の の は

ふだらく から たということを は いているのに だけからの

ではそこをパスしてしまう だけの では が れてしまう えて

いた の が んで の になるわけであるから を えるはずが

ない の は と と わせて まなければ は えてこ

ない であるから を する の に の を ける は なく だけ

を て って てしまう える を じて えない を じ るということ

が でなければいけない には がなければならないのに この

の を に してきているために から が くなってしまってい

る があればとても な になるはずである

は で が が

であるが を ると とする のパチンコが いときは

を めていた つまり には ぎるほどのレジャ である ところが

は くできていない えば のスポ ツ で は がゴルフで

あった ところが は があればゴルフばかりということはない それは

の でゴルフをしてきた たちが えていたマ ケットである の

い は ステ ジ では と があれば にレクリエ ショ

ンを できる ステ ジ でも と があれば に でき

る しかし らしさ き を つけるというときには そのような と

の い ではだめで と と に するということが ステ ジ

の たちの ライフスタイルである そうすると には であ

るが をどう えるか を える として やスポ ツもあるが その

の が く をしていない なぜそうしたことに が かないのか

ステ ジにおいて は に が を つ は

で にとても が かる は と に わる

ので と に わっている そうすると を するということ

、日光→二荒（ ）→二荒（ ）→補陀楽（ ）→ ー

、観音 浄土 意味 。」（竹下数馬先生 解釈） 書

、宗教 少 分 間違 。日光 「日 光」 「二荒

（ ）」 来 芭蕉 書 、文学 解釈

。文学者 視点 宗教性 隠 。仕

藤堂藩 若君 死 漂泊 詩人 、家康 讃

。『奥 細道』 宗教性 文学性 両方合 読 本質 見

。 、日光 旅 人 中 芭蕉 影響 受 人 少 、表

見 帰 来 。見 価値 通 見 価値 感 入

旅 。旅 宗教性 、 年間神仏

宗教性 完全 否定 、旅 宗教性 無

。宗教性 必需的 行為 。

年度国民総支出 約 兆円 、余暇市場 約 兆円、観光・行楽 約 兆

円 、細部 見 然 。娯楽部門 一番多 兆

円 占 。 量的 十分過 ー市場 。

質 全 。例 、 兆円 ー 市場 最盛時 半分

。 今、若者 時間 。

会社 金 人 支 ー 。自由時間 使

方 、第 ー 「前産業社会」 時間 金 平等 ー

享受 。第 ー 「産業社会」 時間 金 平等 享受

。 、自分 ・生 甲斐 見 、 時間

金 使 方 、時間 金 「能力」 依存 第 ー

中田選手 価値観・ 。 、量的 十分

、質 変 。質 変 対象 読書 ー 、 総

集編 旅 全 産業努力 。 気 付 。第

ー 旅 、実質価値以上 心理価値 意味 持 。商品価値 「実

質価値＋心理価値」 、心理価値 重心 掛 。文化 心 精神 関

、心理価値 非常 関 。 心理価値 開発

50

2000 500 85 11

30

∫ 第 、第 ー 第 ー 向 構造改革１ ２ ３ステ ジから ステ ジに けての

@

５

１

２

３

３

松田氏.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.7.4 13:21 6/13



23― ―

注＊ 学術的 太陽神 、検討課題 。にはアマテラスオオミカミが であるかどうか のようである

は を う がある それには への けが である

しい の に けて による

すばるフォ ラム の ペ ジをご きたい は

の の に を って に き の に か

う の には の ん から が るが その に を えて る

つまり アマテラスオオミカミ がコノハナサクヤヒメ を え

て の には る の には が を えて る それ

はファンタジ であり ることはできない のとき はふっと がるのが い

この にカメラマンが から まる どのようなアイデアでこのようになっ

たのか は について で れられなかった

で の は に わることはできなくなった また

あそこは が いところでもあり や はまかりならなかっ

た を にしたのは であると え の たちですらそうした

を けているために で は をしてよいか からなかった ところが

は にお を す や の を うことで を ったのである

の という を い それがたまたま や や であった

りするが として うので が く では の ふたみにわかれ

く ぞ を それは でしょう と の が うほど であった し

ていないので である の の を の で として う

にはよいのではないかとやりだしてから らも が てきた

にある の はまとまりが くなかった が の

で はそれよりも から めた の たちは

には がないものもあり ではないと っていたが の たちはみな

だと っていた カリフォルニアの と ばれるハケット などを び ら

、能力開発支援 行 必要 。 中心価値 動機付 大切 。

『新 集客交流圏域 形成 向 』（松田義幸「集客交流産業 地域振

興」第 回 ー 講演録、 年） ー 覧頂 。芭蕉

『奥 細道』 最後 、西行 慕 二見浦（三重県） 行 、遷宮 行事 向

。夏至 日 二見浦 真 中 太陽 昇 、 時 富士山 抱 昇 。

、 （太陽） （富士山） 抱

夏至 日 昇 。今度（ 年） 冬至 満月 富士山 抱 昇 。

ー 見 。冬至 月 上 早 。

時期 日本全国 集 。

。 年以降、三重県庁 伊勢神宮 一切教育 触 。

政教分離 伊勢 観光行政 直接伊勢神宮 関 。 、

日教組 一番強 、神話教育 伊勢神宮

。日本 不幸 伊勢神宮 教 、伊勢 人 教

育 受 、政教分離 町 何 分 。 、

山形県 文学 金 出 。西行 芭蕉 文学 扱 予算 使 。

『奥 細道』 文学 扱 、 山寺 出羽三山 最上川

、文学 扱 予算 付 。伊勢 「蛤 行

秋 」「 桑名 」 二見浦 人 言 頓珍漢 。教育

当然 。西行 和歌、芭蕉 俳句 行政 予算 文学 扱

分 彼 元気 出 。

日本 俳句結社 良 。 年 「奥 細道紀行

三百年祭」 、準備 ～ 年前 始 。伝統俳句 人

季語 俳句 言 、外国 人 俳句

言 。 芭蕉 呼 氏 呼 、素晴

ª 観光 ー

①二見浦

②俳句

ビジネスのコラ ジュ

から へ

42 1998 20

2001

1945

600 1989

＊

HAIKU
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しい を してもらい の を の にし の

を の にしてもらった そうした をしたところ が

を し も してくれるようになり に から へ とい

う れが た その が り れてはいけないと というコン

セプトで が たのである そこへ などがリ ダ

シップをとってくれ に を えて まるのが しみだという

たちのサロンが た

ビジタ ズインダストリ は の で を や

し に いてくれたかを で れば そこに がいたの

と じになるというレトリックである を やすということは どのよ

うなことか と がビジタ ズインダストリ というプロジェクトを

ち げた その を っているが としては のようなことである

には の が れるが たり しか とさない

そうである そこで の が ペンション リゾ トク

ラブ の などに か てくれる を やそうと えた

があたったこともあるが の としては である

の を ってくれないかと たときに で なところが を げた

は からの が りるので その で を った

ここのところの はこの からのものである の メッ

セ ジ は いに きい すぐに が けつけて サイバ ミュ ジア

ムを ち げてくれた アクセスがコンスタントに はある きな

を うと からのアクセスが に える ただ な

で が てくれるが がいくら を けても にプロデュ サ が

かいないとだめである

は の で がある という がここへ

で った ここは で が る や は なセンス

の や で を ったが の しい を ったのは で

HAIKU HAIKU

HAIKU

NHK HAIKU

IBM

披露 、英語 日本語 俳句 、日本語 俳句

英語 。 俳句交流 、全国紙 記事

掲載 、 放送 、一気 「俳句 」

流 出来 。 後、俳句結社 乗 遅 国際俳句

国際俳句交流協会 出来 。 有馬朗人先生 ー ー

、国際俳句交流協会 流派 超 集 楽

人 出来 。

「 ー ー」 国土庁（当時）主導 政策 、交流人口 増

過疎地域 何時間 時間 割 、 年間 人

同 。交流人口 増 一体

。山梨県 三重県 ー ー 立

上 。 両方 手伝 、例 次 。山中湖

（山梨県） 万人 観光客 訪 、 人当 千円 落

。 、山中湖村 高村朝次村長 、別荘、 、 ー

、会社 保養所 何泊 春夏秋冬来 客 増 考 。温泉

、情報 発信 三島由紀夫文学館 。三島由紀

夫 資料 買 来 、日本全国 色々 手 挙 。

山中湖村 国 補助金 下 、 資金 三島由紀夫文学館 作 。

新聞発表 文学館 。三島由紀夫 魅力・

ー 発信能力 桁違 大 。 駆 、 ー ー

立 上 。 月 万件以上 。大 新

聞発表 行 、国内外 月 万件程度 増 。 、色々 行

事 人 来 、我々 知恵 付 、地元 ー ー 何

人 。

西川町（山形県） 過疎 地域 一番元気 。丸山薫 詩人 代

用教員 行 。 日本 一番雪 降 。堀辰雄 立原道造 都会的

蓼科 軽井沢 自然 詠 、原始原初 荒々 自然 詠 丸山薫

③ ー ー

④西川町

ビジタ ズインダストリ

8,760

1,600

10

40

１

１ ２
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ある その がアメリカの に され に まれている からも

などがこの を れた は と とブナ を

とし そこに がある それだけで を き けられる えば

の たちに をさせたり ブナ を せると よりも であると

う つまり を って をどう するか えている たちから れば

の は と えるらしい

は の である のメッセ ジを し に

につないだのである この は クラブでホラ を い

て のデモンストレ ションを い を れて った そして

をさせた すると が を いて に るので から が

るようになった

や やブナ の が からなければ なる で わってしまう

が その が かると も る えば にブナに を てると

ゴ ッ と が がる がする の はあれを いただけで はすご

いと う

は の を ったらよいと っている の の

･ ･ヤンコウスキ ピ タ ミルワ ド

の

ペ ジをご きたい は の の であり で

で である の が や の の

れである ところが はいない で も えるほどしかい

ない それは も も で そのようなものをしていてもヨ ロッパの

には ちはしないと が ったためで は の しみにしかならな

くなった

の のお する があり

など な たちが と に した で の ま

。 詩集 研究者 翻訳 、非常 読 。日本

井上靖、桑原武夫、小田実 土地 訪 。西川町 水 生命 林

中心価値 、 出羽三山 。 人 引 付 。例 外

国 人 、山伏修行 、 林 見 、東京 天国

言 。 金 使 砂漠 緑化 考 人 見 、日本

過疎地 天国 見 。

山形県庁 「奥 細道三百年祭」 程度 ー 発信 、次 「出羽

三山開山 年祭」 。 時 外人記者 貝 吹

山伏 ー 行 、希望者 全員連 行 。 、山伏

修行 。 、全員 体験記 書 本国 送 、翌年 外国人

大勢来 。

通常、水 生命 林 意味 分 、単 通過 終

、 意味 分 何度 来 。例 、春先 聴診器 当 、

「 ー 」 水 吹上 音 。都会 人 聞 生命力

思 。

私 『源氏物語』 千年紀 行 思 。『聖書 言葉・詩歌

言葉』（渡部昇一、 ー、岡野弘彦、 ー ー・ ー 、稲垣

良典、土井健郎、松田義幸、須賀由紀子、江藤裕之著、 研究所、 年）

ー 覧頂 。岡野弘彦先生 天皇家 歌 先生 、国学者 国

文学者 歌人 。先生 「源氏全講会」 古事記 源氏物語研究 保守本流

流 。 現在、国学者 。歌人 国文学者 数

。 和歌 俳句 第二芸術 、 ー

詩 勝 桑原先生 言 、和歌 女性 楽

。

昨年、経済同友会 小林陽太郎会長 世話 勉強会 、速見氏、宮原氏、

宮内氏、茂木氏 元気 人 奥様 一緒 参加 。全体 人程度 集

1400

2001

210

30

３． －いくつかの メッセ ジの企画案 魅力 ー 発信能力

源氏博∏ 1000

K R

PHP
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りで に っている は と に に き で んだ

に になると という らの することなく い のまま

んでいった に して げる を っておられる その を み げた

ほど み げたときに たちはハンカチを り し を して いた も

いた も を さえた がなぜこれほど の を さぶるのか

は に が ってくる の し としての をベ スにして

る それが で で である たちの な である

の も じである その は の たちにも かる であり

の と を じて の ができる の のように を にして

を けずに を に した りの しみの が の の

まりであると は われる そして をベ スにして かれた

もプレイボ イの ではなく の からあった を とし

た な と のあり を したものである それを は もののあ

はれ と った もののあはれ は な と な のあるべき

の であり それを は いろごのみ と った いろ は

という で という ではない む は する という である

に をいかに みとるかは の たちの であった そして

その に して から けたメッセ ジをスメラミコトに える

を える を のみことと ぶ な たち いろも いろ

ね の を みとった を に える がスメラミコト ミコトモチ すなわ

ち である ではだめになったとき るので は かいた

の の は でも っている とは うが とは わないし

とは うが とは わない なる とは うが なる とは

わない と は で にも と との のようである

そして と わる を っているのはヨ ロッパでも じで たちである そ

の たちに くす がスメラミコトである それが

まで き の でも されている をベ スにして か

れた には の の からそのライフスタイルが かれている

そしてその の が の にも きており の で を す

毎年夏 行 。岡野先生 自分 一緒 戦争 行 特攻隊 死 仲間

、毎年 月 日 施頭歌 彼 完成 若 未完成

死 魂 対 捧 歌 作 。 歌 首詠 上 。

首 詠 上 、女性 取 出 、声 出 泣 人

。男性 目頭 押 。大和言葉 人 心 揺 。和

歌 日本 文字 入 前 「話 言葉 大和言葉」 ー 作

。 歌人 国学者 国文学者 人 正当 表現方法 。天皇家

表現世界 同 。 大和言葉 古代 人 分 言葉 、太

古 人々 和歌 通 心 交流 。万葉集 東歌 魂 純粋

条件 付 喜怒哀楽 素直 表現 祈 歌、悲 歌 日本 和歌 始

岡野先生 言 。 、大和言葉 ー 書 『源

氏物語』 ー 小説 、日本 太古 天皇家 中心

理想的 男性 女性 方・姿 表 。 宣長 「

」 言 。「 」 理想的 男性 理想的 女性 関係

姿 、 折口信夫 「 道徳」 言 。「 」 「理想」

意味 好色 意味 。「好 」 「選択 」 意味 。

農耕時代 自然 読 、母系社会 女 仕事 。

自然 祈願 、自然・神 受 ー 伝 。言

葉 伝 人 「尊」「命」 呼 。理想的 女性 「 」、「

」 自然 読 霊力 民 伝 人 、 、

天皇 。一人 困 、女性 何人 。母系社会

文化 遺伝子 今 残 。母国語 言 父国語 言 、母

屋 言 父屋 言 。「母 大地」 言 「父 大地」 言

。結局、大地 女性 同次元 、世界的 月 大地 関係 。

神 関 霊力 持 ー 同 女性 。

女性 誠心誠意尽 「尊」「命」 。 平安時代

続 、『源氏物語』 世界 表現 。大和言葉 ー 書

『源氏物語』 太古 時代 価値 描 。

文化 遺伝子 現代 我々 生 、和歌 世界 涙 流 。

８ 15

20 10
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現在 ー 『源氏物語』 検索 万 千件見 。大 ー

。『 』 漫画 千万部以上売 ー 。

女子大 学生 殆 読 。 ー 、 、歌舞伎 。

中心価値 支配 、現在寂聴源氏 。瀬戸内寂聴氏 理解

源氏物語 光源氏 小説 。 全国行脚 、源氏物語 大 ー

。 ー 対 保守本流 。

、何年 渡 京都全体 ー ー 源氏博

思 。 年 年 間 『源氏物語』 出来 千年目 。従 、

『源氏物語』 ー 京都全体 源氏物語博 。世界 『源氏物

語』 人気 。観光 、 、出版、 、ｅ ー、

ｅ ー 色々 。 ー ー 取 岡野先生 。

岡野先生 折口信夫 最後 弟子 。歌人 国学者 国文学者 岡野先生 終

。國學院大学 戦後 引継 上手 、現在 本来

国学 研究 教育 高等機関 。

裏千家、表千家 組織 作 規模 拡大 図 、 、

利休 織部 遠州 考 。茶道 男

心 豊 文化 。利休 秀吉 、秀吉 命 自刃

。 利休 織部 後 任 。関 原 挟 少 、

平和 時代 続 、織部 茶 個性 打

出 。 、織部 死 。利休 織部 仕

遠州 、 平和 時代 、茶 先生 享受者 一方的 流

、先生 享受者 需要 供給 関係 ー 、

日本的美 価値 形 色々 、 道具 走 、衣食住遊全

世界 茶道 通 味 考 。 茶 一

服 薬 、中国 禅 流 来 。遠州 文字 無 時代

続 和歌、 小倉百人一首 定家 和歌 床 間 掛 、茶室 小

、茶室 精神世界 大和心 世界 充満 。 利休 織部

考 ー 。和歌 床 間 掛

インタ ネットで を すると つかる ブ ム

である あさきゆめみし という は れたロングセラ である

の たちは ど んでいる ミュ ジカル オペラ などもある

その を しているのは である の では

は のレイプ である それを して が ブ ム

になっている このブ ムに し の があってもよい ではどうするか

といえば かに り をテ マパ クにして をやってはどうかと

う から の が が て にあたる って

をテ マに を にしてはどうか でも

は がある ビジネス イベント マルチメディア レクチャ

フォ ラムなど ある そのリ ダ シップを れるのは である

は の の である で で は で

わろうとしている は の が くいかず は のあるべ

き の と の になっていないのではないだろうか

が を り の を り それをビジネスにしているが

も も もそのようなことを えてはいなかった はそもそもは の

を かにする であった は とバッティングし の により

した それで は に を せた ヶ を んで しやりとりがあり これ

から の が くというときに の はあまりにもぎらぎらした を

ち していた そのため にも んでくれないかとなった と に え

た は これから の であるなら の から という な

れではなく と が と の でキャッチボ ルする つまりそこ

に の があれば は あってよく すぐに に らず

ての を を じて わうようにしたらよいのではないかと えた お は

というように であり からの の れで た は の かった

から いている それも と の を の に け を

さくし の を の で するようにした これは も

も えつかなかったものすごいイノベ ションである を の に けるとい

３ ７
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うことは に の にしたわけである の は も いな

く の であると っている もそう いている ところが がな

いということで められていない にはお や があり お を しむ が

っているので を えば は のテ マパ クになるだろう

の が の が わった で に の では がもっ

たいないし にもこれまでのようにお いするのは しいと って しい

と に ったそうである の は ピンチである がビジネスの

の はお りのためであるということをすっかり れてしまった お りと

は かまた とは かといえば の の の を することだ こ

の なことを れてしまった ところが あまりにまじめに きたから

が れたときに が いになった には にお りに

かない が い にお りに かないで ぬことも であるが

にお りして の たちと じライフスタイルを して ぬのも

であると う のまじめな ほど で が んだから が かない

は がないが の かった に をどう えるかといえば

か しかなかった これはどの も している どの も い し

だけの があり や を じて の の を えている それを

き めたものが であり である ところが に が て

おらず むりやり で したから めなかった って まで も

にも にもアクセスできなかった それを めるようにしてく

れたのが であった は を の であると

った その に の の かった の る の の が り

まれている の の を すということはどのようなことか

の は ヶ で れ えする つまり には と うわけであるが

じだと うことは である に の の の れ えをす

るすごいお りが である ところがドイツ がやって て のようなやりと

りがあった これは いていると は っている しいが

いつ てたのか の である では からではないか

、完全 日本 精神 。遠州 家元 、桂離宮 間違

遠州 作品 思 。岡倉天心 書 。 文献

認 。京都 寺 庭 、 茶 楽 環境

整 、茶道博 行 、京都 茶道 ー ー 。

財界 指導者 前回 遷宮 終 後 、 年 回 遷宮 木材資源

、財政的 手伝 難 思 欲

伊勢神宮 言 。次 遷宮 大 。財界人

本当 目的 祭 忘 。 祭

何 歴史 何 、民族 共通 精神 記憶 共有 。

大切 忘 。 戦前 生 、国家

神道 崩 、伊勢神宮 大嫌 。財界人 伊勢神宮 参

行 人 多 。伊勢神宮 参 行 死 人生 、一度

伊勢神宮 参 江戸時代 人 同 経験 死

人生 思 。財界 人 、戦争 仲間 死 足 向 。

神話 実証性 、文字 無 時代 精神 伝 、和

歌 神話 。 民族 共通 。 民族 長 話 言葉

時代 、神話 歌謡 通 先祖 精神 歴史 伝 。 書

留 『古事記』 『万葉集』 。 日本 文字 出来

、 漢字 表記 読 。従 、 年前 誰

『万葉集』 『古事記』 。 読

、契沖、真淵、宣長 。宣長 『源氏物語』 最高 文学

言 。 中 、日本 文字 無 儒教、仏教 入 前 時代 精神 盛

込 。太古 精神世界 記憶 戻 。我々

細胞 数 月 総入 替 。 肉体的 年前 違 、

同 思 記憶 。 年 度民族 文化 遺伝子 総入 替

祭 遷宮 。 人 来 、次

。「 年位続 日本人 思 」、「真新 、

建 」、「 年前 遷宮 」、「 年前 」。日本人

∫ 伊勢志摩観光（ ー ー）ビジタ ズインダストリ

20
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2000

１

１
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が から いていると するのは なのだろうか の れ え

をする で を ってきた ところが クノッソスの など の に

くと で れば いと っていても ライフスタイルが につながっ

ていない ところが はつながっている こうした なことであるにも らず

は ない も に ない の も を けていないから

なぜ が れるのか からない やスペイン も ってしまった

ばかりから るからだめなのである

から こすと なきつい にも える が る ところが

のために いているかも からずに しく いていると もうばかばかしくなっ

てくる が かればどんな な にも できるが のためにこんな

しくしているか からないから しいだけだといって きてしまう の

に けることがコンダクタ の で はセルフサ ビスでできるだけコン

ダクタ に せるのを めたらよい もうセルフサ ビスの である それなの

に とり とりするからコンダクタ はぐったりしてしまう は によく

くので いでいる に いてみたら この エジプトに くというような えが

ってくる あの たちには も えていない を じて えない に

けることを れている こうした しをするので ゆったり こうと

を に れていく ピ タ パンのル ツであるとか ピ タ パンからキリスト

ギリシャ がどう えるかとか マリリン モンロ からギリシャ

がどう えるかとか くするとすぐに に けることができる なぜそ

うした に が かないのか を るビジネスが しのビジネスになって

いるのはどう てもおかしい

2000

10

2001 11 22

年前 続 認識 一体何 。細胞 総入 替

形 伊勢神宮 守 。 、 宮殿 西洋 遺跡

行 、石 作 長 思 、価値観・ 現在

。 日本 。 重要 拘 、

修学旅行 来 。農民 祈願 来 。地元 人 神話教育 受 、

赤福 売 分 。戦国村 村 作 。形態価

値 入 。

中心価値・本質 起 、単調 作業 耐 力 出 。

何 働 分 忙 働 、

。意味 分 単調 仕事 我慢 、何 忙

分 、忙 飽 。本当 本質

動機付 ー 仕事 、後 ー

ー 任 止 。 ー 時代 。

手 足 ー 。私 地中海 行

、急 人 聞 、 後 行 答

返 。 人 何 見 。形 通 見 価値 動機付

忘 。 話 、 行 時々 人程度

旅 連 。 ー ー ー 、 ー ー

教文化・ 文化 見 、 ・ ー 文化

見 、面白 本質 動機付 。

仕事 気 付 。光 観 、目隠

見 。

【 年 月 日】
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東京大学大学院新領域創成科学研究科教授

□『通産省 日本 奇跡』 著者 ー ・ 、 年前 執

筆 『 帝国 報復』（原題『 ー 』） 中 、

事件 必 起 書 。

□観光 経済 重要 、国 地域 単位 安全保障 重要

。

□ 年 間 安全保障 対 考 方 急速 変化 。

・『 ー 』

長期 渡 「筋力（武力）」支配 、 十数年 「金力」 大 力

、 「知力」 大 力 。

三種 神器 同様 、「刀」 「武力」、「勾玉」 「財力」、「鏡」 「知

力」 象徴 。

・「米国 情報戦略」

政権第一期 国防次官補Ｊ・ 統合参謀本部副議長Ｗ・ ー

月尾 嘉男 氏

１．安全保障 源泉 変遷

□Ａ・ ー『 ー 』（ ）

筋力 → 金力 → 知力

刀剣 勾玉 銅鏡

□Ｊ・ 「米国 情報戦略」（ ）

ー ー → ー

武力 → 財力 → 魅力

□Ｚ・ 『 ・ ・ ー 』（ ）

軍事力＋技術力＋経済力＋文化力

安全保障 源泉 変遷

の の

トフラ パワ シフト

ナイ の

ハ ドパワ ソフトパワ

ブレジンスキ ザ グランド チェスボ ド

の の

1990

1996

1997

と の の であるチャルマ ズ ジョンソンは に

した アメリカ への ブロ バック の で でのテロ

のようなことが ず こると いていた

は としても であるが や という で としても

である

ほどの に に する え が に している

パワ シフト

に る から この は が きな であっ

たが これからは が きな になる

の も であり は は は

を する

の

クリントン の ナイと オ エ

１

NY

10

第 節 安全保障 観光３ としての
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ンズが した によれば の は ハ ドパワ

から ソフトパワ に り が になる

ザ グランド チェスボ ド

カ タ の ブレジンスキは アメリカが になれた

として を できる の の

の を める ではあるが の を して まない をあ

げている

までは が になると もが えてきた

にソビエト が し は が に くなった

それを するのが である

の のひとつはアメリカに する であり もうひとつは

で を うことである バブル が し は の に

はなり いということが かり や や が たな になった

共同執筆 論文 、世界 安全保障 「 ー ー」（兵器力）

「 ー」（情報力） 移 、「魅力」（ ） 力 。

・『 ・ ・ ー 』

ー ー大統領 特別補佐官 、 一国覇権国

理由 、二正面作戦 遂行 軍事力、世界最先端 技術力、世界 分

占 経済力、粗野 世界 若者 魅了 止 文化力

。

□ 年代初頭 「筋力」、「武力」 力 誰 考 。

□ 年 月 連邦 崩壊 、 年頃 「金力」 非常 強 。

象徴 日本 。

□日本 安全保障政策 対 依存 、

安全保障 買 。 経済 崩壊 、「金力」 安全保障 力

難 分 、今 「知力」 「魅力」 新 対象 。

attractiveness

ODA

４

１

□ 年代 筋力 武力

↓ ← 二重構造 崩壊

□ 年代 金力 財力

↓ ← 泡沫経済 崩壊

□ 世紀 知力 魅力

国 魅力

□ ー

国際関係 目的 強制 魅力 達成

□魅力

・ ・ ・ 自国 牽引 能力

安全保障 源泉 変遷

魅力（ ）

80

90

21

／

／

／

２．

の

の

の

ソフトパワ

の を ではなく で

ヒト モノ カネ チエを に する

の の

1980

1991 12 1990

attractiveness
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□Ｊ・ 論文 「 ー」 定義 。

・国際関係 築 考 、「武力」 強制 、「魅力」

相手国 方向 向 「 ー」 。

□「魅力」 、 ・ ・ ・ （情報） 自国 引 張 力

。

・観光 人 引 張 意味 、経済的 目的 、 安全保障

一貫 考 。

□日本 「 引 力」 実数 見 、比率 見 大変弱 。

・日本 国際観光客数 、 年 万人 国中 番目 。

・国 規模 左右 、人口 割算 、日本 千人当

人 、 国中 番 。

・日本 観光収入 年 稼 外貨 億 、 国中 番目

。

・ 当 収入 千 当 稼 、 統計

国 除 国中 番目 。

□観光 安全保障 象徴的 例 、広島 原子爆弾投下

。

・大統領 原子爆弾 投下地点 資料提出 求 、 番 京都、

番 広島、 番 横浜、 番 小倉 。

決定会議 陸軍長官 、京都 素晴 都市 原子

ナイは で ソフトパワ を している

を きたいと えたときに による ではなく に

より をある に けていくことが ソフトパワ である

とは ヒト モノ カネ チエ を に っ ってくる であ

る

は を っ るという で な よりは これからは

の として えなければならない

の ヒトを きつける は で ても で ても い

への は で であり カ である

の などにも されるので で をしてみると は た

り になり カ である

が として に いだ は ドルであり カ

である

たりの では ドル たり ドルしか いでおらず のな

い を くと カ である

が になる なひとつの として への があげ

られる

が の について を めたところ が

が が が であった

で スティムソンが は らしい であるから

○観光

国際観光客数 万人（ 番 国）

客数 人口 人 千人（ ）

国際観光収入 億＄（ ）

収入 生産 ＄ 千＄（ ）

日本 魅力：

411 34 78

33 61 75

37 28 78

56 56

／

／ ／ ／

／

／ １ ／ ／

ヵ

の ヒト

1998 411 78 34

33 75 61

1998 37 78 28

56 56

GDP GDP１

１

２ ３ ４
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爆弾 破壊 残念 主張 、 番目 広島 決定 。京都

都市 魅力 安全保障 。

□中曽根内閣 、当時 日本 留学生 千人程度 時代 「 万人計画」

作成 。 現在、国費、私費両方 合 人 。

・日本 留学生 国別 見 、中国 割程度、韓国、台湾、 ー

順番 。

□ 毎年 万人前後留学生 引 、中国、日本、 、韓国 順番

多 。

□留学生 意味 。

・世界中 優秀 若者 集 、 国 文化、思想 理解 、 国 愛好

者 。

・ 国 人材供給 。 大成功 理由 、 人 中

国人 活躍 言 。中国 人 余 、

留学生 働 。

・ 『 ・ ・ ー 』 書 、

外交交渉 他国 比 極 有利 状況 。対応両国 外交官 多

ー ー 大学 卒業生 、交渉 場 同窓会

和気 進 。

□魅力 国 今後「 」 調達 大変重要 。

・多 国 貿易 依存 、資源 逼迫 、 国 対 好

で することは であると し の に した は

の が になった

は まだ への が の に を

した しかし を わせても である

への を に ると が マレ シアと

いう である

アメリカは を きつけ インド の

で い

はどのような があるか

から な が まり その の を し その の

になる

その の となる アメリカの が した は インド と

の のおかげであると われている とインドは が っており

かなりの がアメリカで く

ブレジンスキが ザ グランド チェスボ ド に いているように アメリ

カの は に べ めて な にある の の く

がハ バ ド などの であることから の があたかも の

ように あいあいと む

ある ということは モノ を するときにも になる

くの は に しているが が してくると その に する

２

３

４

○留学

人 日 本 人

中国 中国

日本 韓国

印度 台湾

韓国 馬来

日本 魅力：

アメリカ

の ヒト

515000 55700

54500 22000

46900 11800

42300 4300

41200 2100

10

55,700

50

IT
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意 親密 影響 。

□市場 「 」 引 力 非常 有利 。

・日本 海外純資産残高 最大 債権国、 最大 債務国 。

日本 市場 金利 魅力 、高 金利 付

投資 。

・ 海外 資金 流入 、道路 空港 施設整備 利用 。

□明治 外国 「情報」 概念 入 。

・森 外 「情報」 言葉 作 説 間違 、 以前

『仏国歩兵陣中要務演習軌典』 「 」 日本語 訳

、「情報」 言葉 使 。

他 有名 、 『戦争論』 、「 」

日本語 訳 「情報」 言葉 使 。

□ 社会 魅力 高 「情報」 分 考 必要 。

・ 複雑 性質 持 、全 性格 違 。

・「情報」 、極 客観的 、正確、迅速 伝 価値 。例

新聞記事 。

・「情緒」 、極 主観的 中身 曖昧 、早 知 価値 。例

、 ー 小説 。

や さが する

としても カネ を きつける は に である

は について の アメリカは の である

の はゼロ であるから がなく い を けているアメリカ

に することになる

アメリカは から が し や などの に できる

になり から という が ってきた

が という を ったという は いで それより にフ

ランスの で を に すと

き という が われていた

に になったのは クラウゼヴィッツの で を

に すとき という を った

で を めるためには を つに けて える がある

この つは な を ち く が う

は めて で に わるほど がある として

は がある

は めて で も で く らなくても がある

としては ベストセラ の がある

３．二種 情報

二種 情報

情報 情緒

客観 主観

正確 曖昧

迅速 緩慢

独占 共有

の

の

R

information

Nachricht

IT ２

２
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つまり は するほど が まり は する が えるに っ

て が まる

により の と の で なことが きている

の

と の

あらゆるコンピュ タはネットワ クに がれない り を たない

では のコンピュ タ では のコンピュ タがお い でき

るひとつのネットワ クに がれている

と の

かつて は はファクシミリ ならテレビカメラを に

いでいたが では コンピュ タ ポケットコンピュ タ など

を っていれば それひとつで も も も えられる もはや の

に じて な を う がない

と の

の の により と という の

け が しなくなった

、一方 独占 価値 高 、一方 共有 人 増 従

価値 高 。

□ 技術 面 経済 面 革新的 起 。

□「 革命」 技術的背景

・「情報処理 情報通信 統合」

ー ー 繋 限 価値 持 。世界

億台 ー 、日本 千万台 ー 互 連絡

ー 繋 。

・「情報形態 伝達媒体 統合」

音声 電話、文書 、画像 専用回線

繋 、現在 、 ー 、 ー 、携帯電話

持 、 音声 文字 画像 伝 。 情報 形

態 応 様々 手段 使 必要 。

・「個別通信 大衆放送 統合」

「Ｎ：Ｎ」 伝達手段 登場 、「個別通信 大衆放送」 従来 分

方 通用 。

４．IT

IT

の

と の

と の

と の

の

技術威力

□情報処理 情報通信 統合

□情報形態 伝達媒体 統合

□個別通信 大衆放送 統合

技術威力

IT

IT

５ ５
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１ １ ／

１

１

１

１ ／

／

： 電話 電子 ー

：Ｓ ー

：Ｎ 放送

Ｓ： 住民投票

Ｎ： ー

Ｎ：Ｎ ー ー

技術威力

□Ｎ：Ｎ 伝達手段 登場

メ ル

メ リングリスト

ショッピング オ クション

ナップスタ グヌ テラ

の

の の

□ 最大 特徴 、「Ｎ：Ｎ」 伝達手段 出 。重要 点 、

「Ｎ」 数字 変 。

□「 ： 」 電子 ー 使 、新 電話 使

出始 。

・ ー ー 社 、日本中 分間 円、

分間 円 掛 。 通話 年前 比較

百分 一以下 。

・新 普及 （ ） 、 ー

利用 電話 掛 。 、通信回線 価格 月 千円固

定 、 分間 ～ 銭程度 。

相手 同負担 、合計 銭程度 。 、

使 電話 掛 分間 円以下 。

□「 ：Ｓ」 「 」 意味 、十 百 単位 。具体的

ー 。 、簡単 必要 人 必要 情報 伝

。

□「 ：Ｎ」 、放送 同 機能 技術 。

・ ー 世界中 「Ｎ」 膨大 数 人 繋 、情報

送 可能 。

意見 世界 発信 、自分 ー 入 関

IT

VoIP Voice over Internet Protocol

VoIP

Small

IT

の の は の が てきたことである な は

がどのような にも わりうることである

は メ ルとして われているが たに として えるものが

めた

フュ ジョンコミュニケ ションズ では どこへでも ア

メリカへは で けられる アメリカへの は と すると

の になった

たに しそうな では インタ

ネットを し を ける これにより の が ヶ

であれば になる

も であるから で である つまり アメリカへ

を って を けると になる

は という で とか という である には

メ リングリストがあげられる これにより に な に な を

えることができる

は と じ を でできることになる

インタ ネットは の という な の に がっており を

ることが である

ある を に するには のコンピュ タに れておくことで

１ １

３

１

１ ５

３

３ １

１

１

20

15 20

34 35

70

IT
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心 人 伝 。

・ ー 文字放送 音声放送 日本 何千 、

既 画像放送 数百 存在 。

□「Ｓ： 」 色々 応用 出 。例 、住民投票 様々 分野

簡単 。

□ 広範囲 対象 「Ｎ： 」 、従来可能 商売

。例 、 ー ー ー

。

□「Ｎ：Ｎ」 、何億 人 互 情報 。今後

出 分 、 出 ー ー

。

・ ー 影響 、昨年 売 上 ％落 、

日本 億円程度 影響 。 違法

。

・ ー 、自分 ー 音楽 探 命令 、

世界中 ー 探 、 音楽 見 持 。

法律 抑 実質的 抑 。情報 動 廻

、情報 送 。

□ 分野 異常 勢 値段 下 。例 過去 年間 、 ー

能力当 価格 千分 一 、通信 価格 千分 一程度、極端 極

端 比較 一万分 一程度 下 。 勢 続 価格 激落 。

がある に わる

インタ ネットには や が だけでも とあり アメリカ

では に も チャンネル している

はこれから な が てくる えば を な で

にできるようになる

より を にする では ではなかった をすること

ができる えば インタ ネットショッピングやインタ ネットオ クション

である

は という がお い をやりとりする どのようなもの

が てくるか からないが ひとまず てきたものはナップスタ やグヌ テラ

である

ナップスタ の で アメリカではシングル の り げが ち

でも の があったとされている これはアメリカで と

された

グヌ テラは のコンピュ タからある を せと すると そのソ

フトウェアが のコンピュ タを し その を つけて ってくる

これは で えようとしても に えられない だけが き っ

て だけが られる

だけ な いで が がっている えば で コンピュ

タは たりの は の になり の も の と

で すると の に がった まだこの いは き は する

１

１

５

CD

IT

38

150

５．IT

IT

の

の の

の の

の

経済威力

□技術 提供価格 激落

□世界均一定額料金制度

□情報 無償提供 浸透

経済威力
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□ 、世界均一料金 定額料金 。

□ 情報 無償提供 浸透 、 手段 使 「魅力」 訴

重要 。新 時代 見越 新 情報発信 「魅力」

増大 、 観光分野 重要 。

□ 年、 第一次世界大戦 参戦 、世界 支持 得 、Ｇ・ ー

議長 通称「 ー 委員会」 作 。

・ 委員会 、映画 使 正義 愛 国 世界 宣

伝 。上映時間 ％ 教育的 内容 含 映画 輸出 、

非難 映画 輸出 許可 。 、 映画

上映 相手国 映画輸入 条件 、 映画 世界 普

及 。

□ 年、商務省 映画課 設 、領事館 使 各国 映画 ー ー 作

。

・ 集 情報 参考 、 国 好意 抱 映画

考 作 言 。

・ 政府 「貿易 映画 続 」 ー 作 、 映

画 素晴 、豊 国 宣伝 、 後 商品

送 込 。 観光的 含 。

もうひとつは でかつ になったことである

これが の を させており こうした を って を え

ていくことが である たな を した しい によって

を させることが これからの においても である

アメリカは に し の を るため クリ

ルを に クリ ル を った

この では を いアメリカが を する であることを に

しようとした の は な を んだ しか させず

アメリカを するような は を しなかった また アメリカ

の を の の とするなどにより アメリカ を に

させた

に を け を い の のデ タベ スを る

こととした

ハリウッドはそこで めた を に その に を いてくれる を

えながら ったと われている

アメリカ は は に く というキャッチフレ ズを り まず

でアメリカは らしい かな であることを させ その に を

り んだ そこには なことも まれる

６．アメリカの

アメリカ の

クリ ル アメリカ の

アメリカ の

アメリカ の

アメリカの

アメリカの

戦略

□ 文化 輸出政策（ ）

Ｇ・ ー 「 主義 福音」

□ 政府 映画振興（ ）

商務省映画課

□ 情報 広報政策（ ）

議会図書館「 記憶」

戦略

1917

1927

1982

1917

20

1927
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□ 議会図書館 、 億 千万点 建国以来 歴史的 資料 蓄

。 中 、 象徴 資料 数百万点選 、 ー

「 」 用意 、世界中 人 自由 見

状況 作 。 広報政策 。

・「 」

年 進 。 主要 図書館、博物館、美術館 良

作品 、 化 ー 保存 、 ー 繋 。

古 写真 見 思 、 見 。

・ 映画 、現在 ー 世界中 情報 発信

戦略 。日本 年 国会図書館 「 」

参考 作 始 、規模 百分 一以下 。

□日本 観光情報 発信 、外国 視点 価値 判断 、

観光資源 発掘 。 、 革命 行

、供給者主導 社会 仕組 消費者主導 変

。

・ 革命 中 観光情報 提供、観光 ー 提供 考

。

□「情緒」 共有 価値 大 、観光 分野 多 人

アメリカの には にのぼる の な が

えられている その から アメリカを する を び インタ

ネットに というサイトを し の が に

られる を った アメリカの のひとつである

というプロジェク

トを から めている アメリカの な の い

を デジタル してコンピュ タに し ネットワ クで いでいる

アメリカの い を たいと えば アクセスして ることができる

かつては であったが ではインタ ネットにより に を

する をとっている も から が

を に り めたが は の である

が を するときは の でどのような があるか し

を しなければならない なぜなら が おうとしているこ

とは であった の みを に えることであるからで

ある

の での の サ ビスの を えなければならな

い

は されるほど が きくなるので の ではより くの

１ ５

American Memory

Humanities and Arts on The Information Highway

American Memory

IT

IT

1994

2000

７．日本 戦略

□外国視点 資源発掘

← 消費主導社会 到来

□国家 政策 進展

← 情報共有社会 到来

□情報伝達方式 転換

← Ｎ：Ｎ 伝達方式 活用

日本 戦略

の

での

の

ブランド の

の

の

の の

の
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が を してくれることが である

これを めているのが ブレア の プロジェクトである

の は ポ タルサイトを し そこからイギリスの

などについて っていける みを ることである これにより をひ

とつのブランドとして り す がイギリスに して っている

を えなければ イギリスの は しないという えである

の はポスタ やコマ シャルのように で ってきた

これからは の となる つまり の の の が えず

のやりとりをしているから そのやりとりをしている で わる が い

を つのだ されやすいのだということを え この を っていかに

の を に えるか える がある

情報 共有 有利 。

・ 進 、 政権 「 」 。

内容 具体例 、 ー 用意 、 食事、政治、

観光 辿 仕組 作 。 、国

売 出 。世界中 対 持 情緒、

観念 変 、 観光 発展 考 。

□従来、情報 伝達 ー ー 「 ：Ｎ」 行 。

、最大 力 「Ｎ：Ｎ」、 世 中 多数 人 絶 情報

、 中 伝 情報 一番強

力 持 、共有 考 、 能力 使

日本 「魅力」 世界 訴 考 必要 。

【 年 月 日】

BritainTM

１

９2001 25
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一橋大学副学長・大学院商学研究科・商学部教授

米国 ・ ー ・ ー（以下、 ） 報告書『 経済

旅行産業 役割』 毎年出 続 。 年 年版 中 、図表

総括 分析 行 報告 。 分析 示唆・刺激・

参考 、当時 運輸省運輸政策局 日本交通公社調査部 調査報告『景気

低迷下 我 国経済 観光産業 与 影響 対応 関 緊急調

査 我 国 旅行消費 経済波及効果』（ 年） 。

、 中身 一般的 話 交 少 話 。

分析 、「旅行」 定義 仕方、「旅行産業」 把握 方法、 経済的

視点 評価 仕方 関 、 時点 参考 大変大

。世界各国 色々 機関 、国 状況 反映 「旅行」 定義

仕方 多様 。 採用 「旅行」 定義 、英語 「

」 表現 。旅行者 「通勤 通学以外 目的

行 移動」 「旅行」 。

「国内旅行者」 「国際旅行者」 区別 、「国内旅行」 何

、 「国内旅行者」 誰 指 、 市民

問題 。「 国内 生活拠点

以上離 場所 出 」 「国内旅行」 。 「生活拠点 離

有料 施設 泊以上宿泊 、 月以内 家 戻 人」 「国内旅行者」

呼 。 定義 。

先 触 「旅行」 定義 色々 、 「 日以

上 以外 目的 外 出 」、 「 日以上」、短期 旅行

範疇 「 日 日」 。「 泊以上 日 」 短

期旅行、一般的 呼 一番「旅行」 近 。

「旅行」 定義 以上 、今度 定義 離 我々 経済学

杉山 武彦 氏

１．アメリカ における の経済 旅行産業 役割（ ）USTDC

トラベル デ タ センタ は アメリカ に

おける の を し けている から の で

で されるような を い している この がひとつの

になって の と の

において が に が えている とその に する

が における の につながった そうした

ことから の について な も えながら し しをする

この は の の の の あるいは

からの の などに して その において にすべきことが

きかった や な では の なども して の の

は である この が している の は では

という になる が あるいは の の

ために う を といっている

と を しているが とは のこと

か あるいは とは を すかというときに それはアメリカの

であるかないかは にはならない アメリカ において を マイル

れた へ かける ことを とする あるいは を

れて の に し ヶ に に る を と

ぶことにしている これが の である

ほど れたように の も あり フランスの は

ビジネス の で に ること ドイツでは の とい

う でも から ということになっている まで が

には と ぶものが に い

の は のようであるが は を れて のように

USTDC

USTDC

USTDC travel

away from home

USTDC

holiday

holiday

1990 1991

1994

100

12

１

－

１

４

５

２ ４ １ ４

ú

第 節 観光 波及効果 分析４ の の
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図表 経済 旅行産業 役割（ ： ）１ アメリカ における の 1990-91 USTDC

項 目 効 果（ ）

直

接

効

果

波
及
効
果（

乗
数
効
果）

他

旅行産業規模 億 （ 兆円）… ：米国国内
・ ％
・対前年 ％増
・旅行関連産業 収入規模 、自動車産業、食品産業 次 、
全米 番目 大 小売規模

・売上高 成長率 高 収入 成長率
低 数字 終

雇用者数 万人
・医療健康産業 次 雇用者数 多 産業
・農業以外 雇用 ％
・新 雇用 豊富 創出 （伸 率）
・景気後退時 増加 続
・弱 立場 人々（女性 若年層 少数派） 職場

創出
・増加率 年 ％ 、米国全体 雇用
増加率 高 数字

賃 金 億 （ 兆円）
・鉄鋼 自動車 工場従業者 給料 合計 上回
・全給与 ％
・旅行消費 当

税 収 億 以上（ 兆円）…連邦・州・地方 税収
・州・地方税収 ％
・旅行消費 当

生産誘発効果 億 （ 兆円）…全産業 支出・個人消費
・ 当 （ 倍）

賃 金 億 （ 兆円）
・ 当
・給与支出 ％、農業従事者以外 ％
・直接効果 倍

雇 用 万人
・ 万 当 人（ 人 億円）
・直接効果 倍

石油消費量
（ ー消費量）

・旅行時 石油消費量 、 年 ％増加 、石油消費
量 ％ 占 過

地域別 旅行産業
（ 年）

・ 地域 最 多 金 落
・ 地域 経済活動 中 旅行産業 最 重要 位置
占

コメント

そ
の

ドル
の

の は に いで
で に きな
は よりも が かったが､ の は

よりも い に わった

に いで の い
の の

たな を に してきた び
にも し けた

い にある や など のための
を してきた

は はわずかに であったが の
よりは い である

ドル
や の の の を る
の

ドル たり セント

ドル の
の

ドル たり セント

ドル の
ドル たり ドル

ドル
ドル たり セント

の の
の

ドル たり
の

エネルギ
の は には したが

の を めるに ぎなかった

にみた で も くのお を とした
では の で が も な を

めている

＊ 円表記 円 （ 暦年）換算ドルの は ドル による144.88 1990／

b

b

b

b

b

b

b

3,280 47.5 1990
6.5
6.5

590

5.2

1990 2.6

840 12.2

3.1
26

430 6.2
3.6

13

7,610 110.3
2.32 2.32

2,260 32.7
69

8.4 11
2.69

1,230
100 37.5 25.9

2.08

1990 2.4
17

1989

GNP

GNP GNP

South Atlantic
Mountain

３

１

１

１

１

／
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をバックグランドにして を めようとするときにどのような をするか

ではあるが は の の み わせによって がって

いる の を り げたときに いつもある の を とす

るわけでもなく み わせも ある えば する つまり スポッ

ト スポ ツ ショッピング それぞれの

が な であるが そのような を み わせて が

がる

って に は と して わ

ない から ると であるが マ ケットや

の から めると を するそれぞれの は の から

に をされているから もし だとか だとか そ

うしたものをひとつのまとまりのある の として しようとすれば それ

はやはり の が びついた として を せざる

をえない

ここで いことは の のサ ビス や などが されて そ

れが み わされて という の に み まれたときに とし

て めてその が として をあらわす つまり なサ ビ

スは をする が することによって サ ビス になる ただし

する でなくても のサ ビスなどを することはできるので その

は サ ビス とは には されない として する

が ったものが サ ビス であって その された について に

その が になる このような になっているのであろう

なぜこのような をしたかというと の はこのような え が

にあるからである えば ならそのサ ビスを や に し

たならば に サ ビス であるが に した についてはそ

れが サ ビス の になって その りにおいて と ばれる

が じてくるという え になる ここからが いが の で

は このような で の を めたときに その の における り

げの の が のための による に している を

「旅行」 眺 見方 。

常識的 、「旅行」 多数 「素材」 組 合 出来上

。特定 「旅行」 取 上 、 一連 「素材」 必要

、組 合 色々 。例 訪問 場所、 観光

、娯楽施設、 ー 施設、 、食事、宿泊、交通、 要素

典型的 「素材」 、 「素材」 組 合 「旅行」 出来

上 。

従 、経済学的 「旅行」 「 （複合財）」 表現 構

。「財」 見 「 （複合財）」 、 ー 産

業 視点 眺 、「旅行」 構成 要素 、個別 供給者

独立 供給 、 「旅行市場」 、「旅行産業」 、

独立 存在 定義 、

個々 産業 結 複合体・合成体 「旅行産業」 定義

。

面白 、個々 産業 ー 、交通 宿泊 購入 、

組 合 「旅行」 複合財 生産 組 込 、結果

初 複合部分 「旅行産業」 姿 。 、色々 ー

「旅行 人」 購入 「旅行 ー 」 。 、

「旅行 人」 宿泊 ー 購入 、

部分 「旅行 ー 」 事後的 定義 。結果 「旅行 人」

買 「旅行 ー 」 、 購入 部分 事後的

産業 「旅行産業」 。 関係 。

話 、 分析 考 方 基本

。例 、輸送産業 ー 通勤者 通学者 販売

単 「輸送 ー 」 、「旅行者」 販売 部分

「旅行 ー 」 提供 、 限 「旅行産業」 呼

資格 生 捉 方 。 面白 、 報告書

、 視点 各種 産業 眺 、 特定 産業 「売

上 分 以上」 「旅行 旅行者 支出」 依存 産業

composite goods

composite goods

USTDC

USTDC

４ １
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「旅行関連産業（ ）」

呼 、「旅行産業」 「旅行関連産業」 呼 。

、都市間 輸送、航空、鉄道、飲食施設、

、 ー 入 。「 分 以上 旅行 対 向

産業」 「旅行関連産業」 言 、図表 数値 、 産業

売 上 全 「旅行関連産業」 売 上 入 。 非常

便宜的 。「 分 」 越 越 区別 、越

産業 全額 計算 中 旅行 売 上 入

。「 分 」 達 産業 全部切 落 、大掴

言 消 合 。

本来 、各産業 旅行 振 向 、 部分

区分 、 「旅行比率」 金額 分

考 方 当然出 。 指摘 、少 図表 分

析 。

捉 方 「支出統計」 眺 、「旅行者」

支出 旅行 関 産業 売 上 、 売 上 全 「旅行産業

規模」 金額 中 入 。 場合、 年 年

、 億 。自動車産業 億 、食品産業

億 、 番目 大 小売 規模 持 「旅行産業」 。

正確 言 最初 定義 通 「旅行関連産業」 、報告書 中

「旅行産業」 言 。 大変大

規模 ＧＮＰ ％ 言 方 。 数字 経済

「旅行産業 比重」 理解 数字 計上 、報告書 更

一歩進 「役割」 ー 。

「比重」 「役割」 題 現 。

報告書 始 、 大 中

起 、雇用者数、賃金、税収、更 産業連関 分析 利用 経済波及

効果 程度 、 計算 提示 。例 、

年 年間 「旅行」 支出 賃金 、税収

primary travel related industry travel related businessesあるいは

と び ではなく と んでいる そのようなものに

はどのようなものがあるかというと のバス

ホテル レンタカ などが る の が に して けられているよ

うな を と って にある では そうした の

り げ てを の り げに れてしまっている これは に

である の を えているか えていないかで したうえで

えていた についてはその をこの の で の り げに れてしまっ

ている の に しなかった は り とされているから み

に えばプラスマイナス し っている

であるなら について に り けられたか そうでない なの

か けして それを のようなもので を ければよいのではない

かという え が てくる そのような はあるが なくとも の

ではそのようなことをしていない

このような え のもとで のようなものを め による

は に わる の り げとし その り げが てここでは

としてその の に ってきている アメリカの から で

あるが ドルとなっている が ドル が

ドル それについで に きな り を つのが である

に うなら の の り とすべきであるが の

ではあるところから と ってしまっている いずれにしても き

な で の であるとの い をしている この は における

の を する として されているわけだが は に

んでこれを というかたちでアピ ルすることにつなげている これ

が ではなく と したところにも れている

ではこのようなところから まって その きさの でどのようなことが

きているか には の を して

がどの あるか このようなことをそれぞれ し した えば

の では のための が ドルなされると が セント が

４ １

１

４ １

４ １

１

３

１ １

1990 91

3,280 3,820 3,620

6.5

1990

26

杉山氏.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.7.4 13:21 4/22



45― ―

13 55,800

55,800

558

837 840

2.32

1,230

2,260

セント このような をしている そして の では ド

ルごとに の が まれる ただし この の には ドルという

は ていない で えば の が り され それらの に

した に する は ドルであると べている これが ドルと め

られている

に にアメリカ への の をアピ ルする ステップ

として を している これは モデルを ってい

るかと うが これは を じて ドルの が ドル これは

の に と かれているが それだけの を に う

を して についても の を り している そしてその

が ドルであると している

はそうかと け めざるをえないが あらためて めたときに えば

に って の は に べ し ない で

あるが もしそのような をしようとすると もまた の

り げだけではなく この の が にもたらしている な

その を れた を するであろう ならそのようなものと しなけれ

ばならないはずである と ったときにある では きく ってし

まっているのではないかとこの では う しかし このような はそれ

にはあまり しなかった やはり の は という に して

が っている それだけ ってもよいと っている を

すわけであるから その が きいことは の における

の を るものと に け めることができるであろう このような

があって なるほどこれは いし うまく えば における

あるいは の きさについてアピ ルする に えるであろう この

ようなことが にあった

は の の を している の から を すと

、 提示 。 「旅行者」 支出全体

件 雇用 生 。 、 図表 中 数

値 出 。全体 言 、 万件 仕事 作 出 、 仕事 従

事 個人 対 賃金 億 述 。 億 丸

。

更 最終的 経済 「旅行産業 役割」 ー 最終

、波及効果・乗数効果 示 。 地域投入算出 使

思 、 乗数効果 通 旅行支出 、 図表

中 生産誘発効果 書 、 生産誘発 最終的 行 。波

及効果 通 雇用 万人分 仕事 作 出 。

賃金 億 報告 。

数値 受 止 、 眺 、例 最初

戻 「旅行産業 規模」 自動車産業、食品産業 比 少 少 第 番目

、 比較 、自動車産業 、自動車関係

売 上 、 自動車 利用 周辺 色々 消費活動

他 入 数字 主張 。本来 比較

。「旅行産業」 言 意味 大 取

段階 思 。 、 分析 以前

登場 。 合計 金額 「旅行」 行為 対 人々

持 「 」、 支払 思 金額

示 、 金額 大変大 、人々 生活 「旅行活

動 比重」 語 一応素直 受 止 。

分析 、 面白 、 使 日本 「旅行産業」、

「旅行市場」 大 ー 材料 使 。

基本 。

図表 、運輸省 調査報告 手順 示 。上 方 目 通 、最初

１ １

１

１

３

２

willingness to pay

２．

－

旅行・観光産業 経済効果 関 調査研究

我 国 旅行消費 経済波及効果（運輸省総合政策局観光部）

の に する

が における の
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にここでもまた や の や をどう うか それ

から の の などを ませておいて の の きさ を す

るための に る

ここでの は ほどの がとったような をとらないことである そ

の では という い を えて の の が

に れるような の り げは てこれを の り げ と え

る つまり からアプロ チしていった

なぜ の で ったあとで その では り げの てを

の り げとしてしまって ある でもって けなかったのか の では

は に する つまり なら として

の を して している ところが その り げの を これ

は の これはそうでない と けた は として する

の であって それに する の がない だからそこの

にこだわったのではないかというのが の え である

そのような では のやり もそれに する する がないという

え になる それは とは った え で とその

になるが ここでは の きさ を ほどの の り げ から

は らずに の からアプロ チする になっている

そのために の を う これがひとつのシナリオである これはど

のようなことかというと つある の を して の が に

して に くか もちろん の は さが ったり も うが

それを したときに の で いくら するのか そのような

を う これが の である

はそれに して を して した たちに に する

アンケ ト を い その で の の でお をどのような に

どのように ったのか に べる この つを み わせて にどういう

をどういう に ったか したものが とその である

それからアンケ トの であわせて の とその として

の する に して かける にどのようなものを して ったか

、「旅行 観光」 定義 区分、経済波及効果 扱 、

他 用語 定義 済 、日本 「旅行市場 大 」 把握

分析 移 。

特色 先 方法 。

方法 、「旅行関連産業」 言 方 考 、「売上高 分 以上」

旅行者 流 産業 売 上 全 「旅行産業 売 上 」 考

。 、供給側 ー 。

「 分 以上」 切 、 産業 売 上 全 旅行産業

売 上 、 比率 分 。私 推察

「旅行関連産業」 現実 存在 産業、 輸送産業 輸送産業 「旅

行関連産業」 性格 有 存在 。 、 売 上 中 、

多分「旅行」 分、 分 分 部分 、「概念 存在

旅行産業」 部分 、 対応 「実在」 部分 。

部分 私 考 方 。

意味 日本流 方 対応 実在 産業

考 方 。 米国流 違 考 方 、「Ⅲ 旅行関連消費額 構

成」 、 「旅行市場 大 」 先 産業 「売 上 」

取 、旅行関連 「消費額」 ー 手順 。

、既存 統計資料 使 、 。

。既存 統計 利用 日本中 人々 年間

平均 何回旅行 行 、 回 旅行 長 違 内容 違 、

全部平均 、 回 旅行 大体 支出 、 統

計 使 。 一方 柱 。

今度 対 、旅行会社 利用 旅行 人 「旅行消費 関

ー 調査」 行 、 中 件 件 旅行 中 金 対象

使 詳細 調 。 組 合 、旅行中

金額 対象 使 整理 「旅行中消費額 構成」 。

ー 中 「旅行前後 関連消費額 構成」 、

国内 宿泊 旅行 関 、出 前 準備 買 、

USTDC

４ １

４ １

．

３ １

１

１

１ １

２
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Ⅱ
　
旅
行
・
観
光
の
経
済
波
及
効
果
把
握
へ
の
取
り
組
み
状
況
　
　
参
考
事
例
研
究�

．�

Ⅰ．調査の枠組み�

・旅行・観光の定義・区分�

・経済波及効果の取り扱い�

・用語の定義�

Ⅲ．旅行関連消費額とその構成�

Ⅳ．旅行の経済波及効果�

Ⅴ．今後の課題�

・旅行関連既存統計資料類�

・「旅行消費に関するアンケート調査」�

・旅行中消費額とその構成�

・旅行前後の関連消費額とその構成�

・旅行関連総消費額とその構成�

　（内、国内産業関連消費額とその構成）�

・部門別旅行消費額の構成�

波及効果（産業連関表分析）�
・生産波及効果�

・所 得 効 果 �

・雇 用 効 果 �

・税 収 効 果 �

47― ―

図表 調査 構成２ の
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国内旅行・海外旅行�

旅行関連既存統計・資料類�

旅行中消費額（旅行回数×旅行単価）�

旅行中消費額とその構成�

国内宿泊旅行・海外旅行�

「旅行消費に関するアンケート調査」�

旅行前後の関連消費額とその構成�

旅行関連総消費額とその構成�
（内、国内産業関連消費額とその構成）�

48― ―

図表 「旅行関連消費額 構成」推計 ー３ とその フロ

帰 、例 事後的 処理、写真 注文 、

旅行前後 関連消費 調 、 構成 把握 。 両方 足 「旅行関

連総消費額 構成」 作 上 。

一度言 直 、産業側 「売 上 」 ー 把握 、旅

行者 使 「消費額」 方 旅行市場 大 、旅行支出 規模 把握 。

先 分析 同 、基本的 産業連関表 使 経済

波及効果 調 。 流 年 出 調査報告

中身 。

以下 一緒 ー 欲 。 図表 、「国内旅

行」 「海外旅行」 旅行関連 既存 統計 、 基本的

活用 。 種類 、 調査 経年的 出 。

日本観光協会 「観光 実態 志向」、総理府 「全国旅行動態調査」、

「観光白書」、 国民 国内宿泊旅行 関 色々 ー 。

ってきてから えば な をプリント するとか そのような

の も べ その を した その を すことで

とその を り げた

もう い すと の り げ デ タから したのではなく

が った の から の きさ の を した

そこから はアメリカにおける と じで には を って

を べた このような れになっているのが に された の

である

にディテイルを にフォロ して しい まず であるが

と について の の があるので それをまず

に する これは あり それぞれ を に している ひとつは

の の と の もうひとつ

は これも の に する なデ タがある この

1994

３

３

３

õ
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・旅行消費項目と部門分類の対応�
・流通マージン率�
　（商業マージン・国内貨物運賃）�

家計消費の内生化�

実効税率�
・営業余剰�
・雇用者所得等�

税収効果�

旅行関連消費額とその構成�
―国内産業関連部分―�

部門別旅行消費額の構成�

生産波及効果�

1990年産業連関表―速報―�

雇用効果�所得効果�

就業係数�所得形成�
係数�

49― ―

図表 「旅行 経済波及効果」推計 ー４ の フロ

つのうち に を にしている

の の と は の だけを にしているの

で の については に ってこない それを の

の から う で この では を わず を い げる そのよ

うな をしている そこで と を にかけ して の

を する で のアンケ ト で し の それから

の とその それを している これが になる

に の だが それを したものが である

とその これを にして そこから の における こ

れは かく けたものを うこともできるし づかみにしたものを うこともで

きるが この は の を って をしていった

もともと の で されている として

、特 前 者 中心 。

日本観光協会 「環境 実態 志向」 、 歳以上 人 対象

、 歳以下 者 統計 入 。 総理府 「全国旅行動態

調査」 数値 補 形 、 分析 年齢 問 全体 拾 上 、

分析 。 旅行回数 旅行単価 単純 算 、旅行中 消

費額 算出 。一方 先程 ー 調査 捕捉 、支出 構成、 旅

行前後 消費額 構成、 出 。 図表 。

次 波及効果 分析 、 示 図表 。「旅行関連消費額

構成」、 出発点 、 産業連関表 中 部門別、

細 分 使 、大 使

、 時 部門程度 表 使 分析 。

産業連関表 中 用意 部門分類 、農林水産、鉱業、食

２

３

４

15

14

35
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料品、繊維、窯業、鉄鋼、非鉄金属 色々 。 分類 ー

回答 消費者 色々 「支出 内訳」 対応 割 振 作業 必要

。 終 段階 「部門別旅行消費額 構成」 。後 連関表

活用 計算 。 生産波及効果 計算 、 、所得効

果・雇用効果・税収効果 分 計算 。

。

図表 覧 、「国内宿泊旅行費用 内訳」 左側 、交

通費、宿泊費、食事・飲酒・ 、食料品等 分 。海外旅行

言 、旅行中 海外支出 別 、右 四角 囲 中 大 区

分 。 実行 。

今度 分 中 、実際 産業連関表 。

方 寄 振 分 。数字 入 、「国内

関連総消費額」 年 言 、 兆円 。海外 関連分 含

、 兆円 全体 規模、 段階 数字的 結果 。

続 、図表 覧頂 。 旅行 分 、

「国内旅行」 「海外旅行」 大 分 、「国内旅行」 「宿泊旅行」

「日帰 観光 ー 旅行」 分 。先 「旅行前後 支出」

、「日帰 観光 ー 旅行」 横棒 引 記入

。 分析 中 、「日帰 観光 ー 旅行」

「旅行前後 支出」 勘定 入 。

「宿泊旅行」 「旅行前後 支出」 。

「海外旅行」 国内産業 部分 「国内産業関連計」 部分 振 分

、後 海外 使 部分 。 、国内 使 部分 全部合計

、旅行中・旅行前後 含 一番右下 欄 兆 億円

。 年 結果 。

計算 中身 入 訳 、後 結果 眺 。図表

覧頂 。 何 、波及効果 波及 段階 「最初 生 効果」

「 後 生 波及効果」 分 、縦軸 方 効果 種類 生産面、所得

面、雇用面、税収面 分 、数字 記入 。左上

など ある その にそれぞれのアンケ

トに した の な の を させて り る が にな

る それを えた で の ができる はその を

して をするだけになる そこで を し あわせて

に けてそれぞれ する このようなかたちをとってい

る

をご いただくと の は にあるように

カラオケ に けられる について

うと の は として の の みの にあるように きな

けができる これを する

はこのようにして けられたものの を に にすりあわせる

こちらの に せていくために り けをする が ってきているが

は について えば ちょうど の も めれ

ば が の これがこの での な になる

いて をご きたい ここでは をどのように けたかというと

と にまず きく け を と

り レクリエ ションの に けた ほどの の と

いうのは り レクリエ ションの については を いて し

ていない つまりこの の では り レクリエ ションの につ

いては の について に れていなかったということである

についてのみ の をカウントした

のうち におちた を の に り

けて は で った になる いずれにせよ で った を

したものは を めて の にあるように

になる これが の である

の に る ではないので は だけを めることになる を

ご きたい これは かというと を の で に じた

と その に じた とに けて の は の を

というように けて を したものになっている

５

６

７

1991 20

24.5

19 9,650

1991
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図表 旅行総消費額 構成

図表 旅行消費 経済波及効果一覧

６

７

の

の

（ 億円： 年度）

波及 段階

効果 種類

波 及 効 果

：直接効果 含

項目区分 旅 行 中 旅行前後 合 計

国内旅行

宿泊旅行計

内 宿泊観光旅行

内 他宿泊旅行

日帰 観光 旅行

海外旅行

内 国内産業関連計

内 国内航空国際線

内 旅行取扱収入

内 国内関連消費

総 計

内 国内産業関連計

直接効果

実 数 実 数 対直接効果

生産波及効果（ 億円）

所得効果（ 億円）

対生産波及直接効果 （ ） （ ）

雇用効果（千人）

税収効果（ 億円）

対生産波及直接効果 （ ） （ ）

10 1991

1

1

15,609 2,573 18,181

12,310 2,573 14,882

6,915 1,445 8,360

5,395 1,128 6,523

3,299 - 3,299

5,623 719 6,342

1,065 719 1,784

495 - 495

376 - 376

195 719 913

21,232 3,291 24,523

16,674 3,291 19,965

10 19,965 48,254 2,417

10 9,608 24,507 2,551

0.481 1.227 -

1,912 4,101 2,145

10 2,128 5,648 2,654

0.107 0.283 -

の

の

を む

その

り レク

*

*

の は であるが するに の はこ

れだけのものが としてぐるぐる っていく で に

になる これが を った な の である その で

について つまり に する であるが それについて うと

の があったものに って の が まれた その がま

た の で ることによって には の が まれるに っ

出発点 兆 億円 、生産波及効果、要 各産業 売上高

産業連関 廻 中 、結果的 兆 億円

。 産業連関 使 最終的 波及効果 数値 。 中 所得面

、 付加価値、 相当 方 、 言 、

兆円 支出 伴 、 兆 千億円 所得 生 。 所得

経済 中 廻 、最終的 兆 千億円 所得 生 至

19 9,650

48 2,540

19

24

GDP

９ ６

５
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旅行産業の日本経済への貢献�

旅行総消費額(国内産業関連)20.0兆円�

直
接
効
果�

日
本
経
済
へ
の
貢
献
度�

*4

所得 9.6兆円�
雇用 191万人�

生産波及効果　48.3兆円*1�

　所得効果　　24.5兆円*2�

　雇用効果　　 410万人*3

波及効果�
0 3 6％�

5.3

*1：産業連関表における国内生産額に対応�*2：　　　　〃　　　　国内総生産に対応�*3：　　　　〃　　　　就業者数に対応�*4：ここで貢献度とは全産業に占める比率�

5.4

6.3
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図表 旅行産業 日本経済 貢献８ の への

た を している

の であるとかホテルであるとか な する があるが

それぞれに の が まれたときに その で の が るか

の のような があるので それを き してきて うことにより

この の で がいったいどれだけ まれているのかを したものが

であって まず には それが する で に の

が の で され されていることになる

について これは かい の はあるが として

には だけの が がっている それがこの のメッセ

ジである

その な だけ き したものが で これが なところで

われている でも か が るたびに の ではこのような

が ているといって き いに されるのが つまり

である それが で の を んでいる について

は である その で の が み される これが に

結果 示 。

各旅行関連 、食品 色々 関連 産業 、

一定金額 所得 生 、 裏側 何人 雇用 出 。雇

用形成 原単位 数字 、 引 出 使 、

波及効果 中 雇用 生 示 雇用

効果 、 直接的 万人。 波及 中 最終的 万人 雇

用 旅行行動 中 維持 確保 。

税収等 、 色々細 計算 前提 、総額 兆 千億

円、最終的 兆 千億円 税収 上 。 表 ー

。

一番重要 点 抜 出 図表 、 度々色々 使

。最近 何 報告書 出 、 年 報告 数字

出 引 合 出 「旅行総消費額」、 産業規模

兆円 。 波及効果 兆円 総消費 生 。所得効果

兆円 。 中 万人 雇用 生 出 。 一番簡単 抜

191 410

1994

20

48.3

24.5 410

２ １

５ ６

８
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図表 用語 定義９ の

各種 調査報告書 、経済波及効果 関 用語 必 統一的 用 方

訳 。同一 事象 異 用語 表 、逆 似 用語 異 意味

使 少 。 、本調査 経済効果 側面 波及効果 段階 関 用

語類 整理 、当報告書 使用法 下記 定 。

経済効果 側面

生産波及効果

売上高、出荷額 増加 相当 効果 、生産額、産出額 対応 、生産誘発額

呼 。

、商業関係部門 、産業連関表 売上高自体 取扱収入 ー

部分 計上 、他部門 一般統計 比較 際 注意 必

要 。

所得効果

経済活動 伴 生 付加価値部分 捉 、国内総生産（ ） 概念

対応 。付加価値誘発額、所得増加額、所得形成効果 表現

。

産業連関表上 、

付加価値部門計 家計外消費

定義 。範囲 雇用者所得 限 “雇用者所得誘発額” 取 上 ー

。

雇用効果

売上高 付加価値 金額 ー 効果 、人々 働 場 提供

就業面 貢献 表 、単位 人 ー 捉 。本調

査 “雇用” 言葉 使用 、従業員 事業主等 含 全就業者

対 貢献度 雇用効果 呼 。

調査事例 中 、雇用者誘発効果、雇用誘発者数、雇用増加数（含自家就業）、雇用創出

効果 、様々 名称 使 。 、生産波及 雇用 関係 表 係数（人 円）

、就業係数、雇用原単位、雇用係数 呼 。

の などにおいて に わる は ずしも な いられ をし

ている ではない の を なった で したり に た がかなり なった に

われていることも なくない そこで では の と の に する

を し での を のように めることとした

の

の に する であり などに し と

ばれることもある

ただし については では ではなく となるマ

ジン だけを することとされているので や との の には が

である

に って まれる を えたものであり の

に するものである などと されることも

ある

では

として される を に って を り げているケ ス

もみられる

や といった ベ スでの とともに にどれだけ く を して

いるかといった での を すものであり としては ベ スで えられる

では という を しているが だけではなく を めた

に する を と ぶこととしている

の では

など な が われている また と との を す

は などと ばれている

∏

b

b

b

GDP

－

／

き した になる

まで し げた について この のことは が しずつ った い を

されるので この の でも の として ペ ジに って の

がしてある

が の で らかにされた としての が

の そしてその としての である

出 総括図 。

今 申 上 事柄 、 種 言葉 少 違 使 方

、 報告書 中 用語 定義 ー 渡 、言葉 整理

（図表 ）。

以上 日本交通公社調査部 年報告 明 数値 我 国

旅行市場規模、 波及効果、全体 経済効果 。

２

９

ú 1994
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b

π

税収効果

税収増加額 呼 、国内 研究 税収効果 取 上 事例 少

。今回 、旅行消費 伴 生 間接税、直接税、消費税 、 前提

推計 。

波及効果 段階

①直接効果

当初 旅行関連消費額 直接対応 部分 効果 表 。

②波及効果（Ａ 基本 ー ）

産業連関表 ー 波及効果分析 、内生部門（中間投入部門）

限 波及効果 表 。

① 直接効果 含 、生産誘発効果、第 次波及効果、“○○効果（家計 内生

化 場合）” 表現 。

③波及効果（Ｂ 家計内生化 ー ）

家計所得（＝「雇用者所得」 ） 一定部分 消費 向 循環 産業連関

表 中 内生化 波及効果 、

消費 回 率＝可処分所得率×消費性向

化 。 、可処分所得以外 部分 税金等 経済循環 、

可処分所得率 扱 議論 分 。“○○効果（家計 内生化

場合）” 表現 、② 生産誘発効果 対 生産波及効果 呼 ー 。

、③ 、② 波及効果（Ａ 基本 ー ） 含 。

④ 他

・［③波及効果Ｂ ①波及効果Ａ］ 、家計消費 対応 部分 意味 、家計迂回効果、

消費誘発額 呼 場合 。 、② 第 次波及効果 対 、第 次

波及効果 ー 少 。

・［③波及効果Ｂ ①直接効果］ 、直接効果 対 「間接効果」 呼 場合 。

直接効果＋間接効果＝波及効果 図式 想定 、比較的 表

現 。

などと ばれることもあるが の で を り げている は

ない は に って ずる を いくつかの をおいて

している

の

の に する の を す

ケ ス

によるベ シックな によるものであり

に った を すものである

の を むものであり を

しない といった もみられる

ケ ス

とする の が に けられるという を

の で したモデルによる であり

に る

としてモデル している ただし の も として しており

の いについては の かれるところである を した

と したり の に して と んでいるケ スもある

なお は の ケ ス を めたものとなる

その

を に する という で

あるいは と んでいる がある また の に して

というケ スも なくない

を に して と ぶ がある

という を したものであり わかりやすい

といえよう

．

１

．

．

－

１ ２

－

３． －旅行・観光産業 経済効果 関 調査研究 我 国 旅行消費 経済

波及効果

の に する が における の

1994 2000 1999

2001

年 報告 出 、 年度 年度 年間 渡 、今度 国土交通

省総合政策局観光部 更 計算方法 上 同様 計算 行 。

「旅行・観光産業 経済効果 関 調査研究」 。 中心 担

日本交通公社調査部 、 年 調査報告 、知 限

完全 報告書 出 。 数字 、

に が たが と の に って は

が に をリファインした で の を った そ

れが の に する である やはりその を っ

たのは で これは の になるが っている

りではまだ な としては ていないようである これについての を

２

ú
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本日 資料 中 含 、 報告書 完全 出

数字 含 。代 先 見 図表 対応

数字 申 上 。

年 数値 使 同 計算 。 計算方法 少 工夫 多少

違 、 年 数値 対応 申 上 。

旅行総消費額 同 兆円、所得 兆円 対応 兆円、雇用

万人 対応 万人、生産波及効果 兆円 対応 兆円、

所得効果 兆円 対応 兆円、雇用効果 万人 対応

万人 数字 。

年 ー 使 計算 波及効果 年数値 比較 、

年経 数字 同 。 間経済 拡大

出 。特 大 違 、雇用効果 万人 減

。計算 振 返 、 年間 旅行消

費額 割 占 旅館 他 宿泊所、 部門 雇用係数（ 一定 生

産額 生 出 対応 雇用 者 数、 原単位・比率）

年 数字 、 年 。

年 数値 、 使 産業連関 年 表 時 数

値 、約 割減少 。 、旅館 他

宿泊所 部門 一生懸命行 、 一定 生産額 生 出 必

要 従業者数 減 。 出 。

全体 数値 大 変 経済 停滞 物語 、

中 雇用 減少 部門 、人 減 努力 行

見 。

年 調査報告 言 、「観光」 生 出 所得・付加価値 国内総

生産 ％ 、他 産業 比 、農業 ％、一般機械 ％、輸送機械

％、電機 ％、通信 ％ 、産業・部門 大

思 対 「観光」 付加価値 貢献率 大

。 現段階 中間的 取 年 調査報告書（案）

記述 。

の の に めてもよかったかもしれないが まだ が に ていな

いのでここには を めなかった わりに ほど ていただいた に

する を し げる

の を って じ をした ただし は し したので

の いはあるが の に するものを し げる

は じで に するものが

に するものが に するものが

に するものが に するものが

という になっている

そこで のデ タを って した と を してみると

ったが はほぼ じになっている これはその があまり してこ

なかったことがそのまま ている に きな いは が に っ

てしまったことである のプロセスを り ってみると この に

の を めている その の その の ある の

を み すときにそれに して されている の その

が においては という であったが では になった なぜ

の かというと ここで っている が の であるのでその の

になっているのだが してしまっている つまりこれは その

の でリストラを って ある の を み すために

な をかなり らしている それが てきた

として が きく わらないのは が していたことを るし そ

の で が していることはその において を らす が われてき

ていると てよい

の で うと が み している は

の で の と べてみると

ということであり として きなものと

われているものに して の の は きいことがコメントさ

れている これは で に りまとめられている の

に されている

８

２

２

2000

1994

20 9.6 10.0 191

172 48.3 47.4

24.5 25.1 410

375

2000 1991

10

375

10

90 0.1075 95 0.0846 95

95

2001

2.2 1.5 2.0

2.3 1.9 2.0

2001
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４． －SNA93 ツ リズム サテライト アカウントー ・ ・

近年、「 ー 」 呼

出 。国連 （国民経済計算体系） 、経済環境 変

認識 色々改善 加 。 年 採択 。採択

各国 標準 採用 、 近 勧告

行 。 中 従来 国民経済計算 中 含 、

内容 把握 特別 経済活動、

環境、介護、医療、文化、教育、旅行 体系的 統計 国

民経済計算 中 位置付 、中心 従来 国民経済計算 体系 補足

整理 付属 、 勘定部門 「 」

提案 。 ー 中 、 ー

（ ） 上 。

提案 中 、「旅行」 定義 分類 各国共通

諸概念 定義 整理 、 産業 、供給側 定

義 分類、「旅行業」 取 扱 、 方法 整

備 上 一定 ー ・集計表・指標 枠組 示 、各

国 近 努力 促 。 各国 今 続

、統計 連続性 配慮 、現

段階 全部統一 認識 。 現段階

考 方 沿 、各国 数値 比較 。

最近 国際会議 中 提示 国際比較 表 、 図表 。

表 持 ー 色々 思 、単純 見 限 先

国内 計算結果 言 、日本 旅行市場規模、旅行 活動 経済的 規模

思 外大 一般的 印象 、 国際的 比

逆 小 。 結果 。

例 、縦軸 下 目 「国内総生産（ ） 対 観光貢献度」

、 ー ％、 ％、 ％、 ー ー

％、 中 日本 並 一番低 数字（ ％） 。

一番下 「総雇用 対 観光雇用 割合」 、 ー

SNA TSA

SNA

SNA

TSA

TSA

TSA

TSA

GDP

93

1993 93

10

4.5 2.4 3.8

3.4 2.2

－

４

ツ リズムサテライトアカウント つまり と ばれるもの

が てきた では について が わって

いくことを し を えている に が された を

されて にそのシステムを として し それに づいていくようにと

が われた その で の の では まれていなかった あるいは

ブレイクダウンしてきちんと が されていなかった な つまり

というものについて に をとって

の に け となる の の の としてき

ちんと して をさせる そういう として サテライトアカウント

が された ツ リズムがその のひとつになっていて ツ リズムサテライト

アカウント というかたちでとり げられるようになった

この の の で について や をこれからは でき

ちんとやっていこうと の を し それから すなわち の

と をどのように り うか そのような だとかあるいは

をしていく での のフォ マット について みを し

ともそれに づくように が された もちろん で まで けてきたもの

があるので の にも しながらやっていかなければならないので

でもまだきちんとは されていないと している しかし で

の え に って の を することもできないではない それが

の の で された の の で これが になる

この が っているメッセ ジは あると うが に る りでは ほど

の の で うと の という の な

が いの きかったことが な になっているが これを に べて

みると に さい これがここでの である

えば の から つ は に する で

あるが オ ストラリアは カナダは チリは ニュ ジ ラン

ドは この で はアメリカと んで い になっている

それから は に する の であるが やはりオ スト
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ラリアは に きく フランス は より になるが

カナダ チリ ニュ ジ ランド アメリカ いずれ

も よりは きい このようなことで までは く の だったものを

ある の を えて をした に ると は く に

たときには きいという があった

これからは に づいて も されていくことになるであろうし

になることをここで しておきたい

の きさや というものは にマクロ な としては

に があった それ は のプロジェクトや の などに す

る の は や で ったりしていたが としてマクロに

とらえたものは による の が めてであった そこ

で めて というようなものの のイメ ジが め

た それがその も にかけて の が り され また に

な の り の をも まえて めてもう その をスタ

トすることになっている

あくまで としてきちんとしたものを する そして がきちんとしてい

ることは の にもつながるし それは なことである そして

を さえたり を さえたりするときにも になっている がしっかり

していなければ がないことであるから なされるべきことである って

にするところに があって もうすぐスタ トする の も は

にどう びつけるかではなく あくまでこの をもっと にしたものに

げるための になる

ここまでが まであったもののご になる り って に った は

かよく えなければいけない の の これをどのように

へ びつけていくのか あるいはどのように びつくのか してきた

あるいは これはある の きさが されてきたが その きさは

いったいこれから が おうとしている にどのような を つかとい

非常 大 ％、 （ ％） 日本（ ％） 下 、

％、 ％、 ー ー （ ％）、 （ ％）

日本 大 。 、今 全 別々 統計 、

程度 標準化 加 比較 結果、国際的 見 日本 低 、国内的

見 結構大 発見 。

基 統計 整備 、基本

紹介 。

経済効果 大 波及効果 、 年 的 計算 最

初 調査研究 。 以前 、特定 特定 地域 関

波及効果 研究 各県 観光地 行 、日本全体

日本交通公社調査部 年 報告書 初 。

初 経済規模、産業規模、消費規模 一応 ー 掴

。 後 年、 年 同様 計算 繰 返 、 更 国

際的 統計 取 方 改善 踏 、 年度改 一回 計算 ー

。

統計 整備 、 統計

国際間 評価 、 大事 。 波及効果

押 経済効果 押 、元 統計

意味 、当然 。従 、

精緻 力点 、 ー 今年度 研究 主眼 観

光振興 結 、 計算 精緻

仕上 調査研究 。

今 紹介 。振 返 、最後 残 課題

何 考 。観光 波及効果 分析、 政策提

言 結 、 結 。今計算 産業

規模 波及効果、 一定 大 示 、 大

我々 行 政策提言 意味 持

5.4 2.7 2.9

3.5 3.2 4.1 3.5

1994

94

1999 2000

2001

TSA

５．産業規模 波及効果 大 持 意味合 政策提言と の きさの つ いと

ú
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う を しなければいけない をもって えることは そのような を

しなければいけないとの をすることだけであるが それだけではまとめになら

ないので の を めてコメントを つ えた

は まで ってきた それを まえてものを うからにはその

が で のあるものでなければいけない そのような から り っ

てみると までに されてきた にまだ は っている

と える えば がとってきた な は の とアンケ トをもと

にして で がどれだけのお を ったか の も めて っ

た の もそうであるが えば に をする そういうものは

の としてとっているわけである しかし えてみると しなくても

は をするわけで みんなそこに しておいて によいのかという はあ

る それから に く に を ったと うが から ったら てるわけ

ではない その で うことも えているから うのである そのようにいろいろ

なタイプの もよく えてみれば を として ったかもしれないが

のためだけと えると になるかもしれない つまり の

に しての を の として カウントしていくこと

してみる があるかもしれないという もある

もうひとつは てきた の を て が ってきた

はこんな きさだったのだ かなり きいと っているわけであるが しかし

それはもう もとに ってみると であり であり ショッピングであ

り であり なものを めて したものについて っている えば

し ったもので ホ ムリビング というマ ケットを の で えてみる の

では も えるし で な を むうえで にも るし ありと

あらゆる を むための な があって そのようなものを ホ ムリビン

グマ ケット と かが けて じ をして こんなに きいから ホ ムリ

ビングマ ケット は なのであって そこに を えなければい

けないという をしたら を っているのだと われるであろう につい

て についてものを う にも やはり になっている のプロセスは

よくわきまえておかなければいけない それから に えば ほどらい して

議論 本来 。自信 言 、 議論

指摘 、

、以上 結果 眺 考 。

第 番目 、今 行 分析、 踏 言 分

析自体 確実 信憑性 。 視点 振 返

、今 提示 推定値・推計自体 問題 色々残

言 。例 、我々 主要 方法 既存 統計 ー

、旅行 消費者 金 使 、旅行前後 支出 含 行

。旅行中 支出 、例 旅行中 食事 、 旅

行中 支出 。 考 、旅行 我

々 食事 、 計上 本当 話

。 旅行 行 前 洋服 買 言 、旅行 帰 捨

。 後 使 考 買 。

支出 考 、旅行 契機 買 、全

額旅行 考 我田引水的 。 、消費者 旅

行 際 支出 旅行 経済効果 全部 自体、再検討

必要 問題 。

出 金額、経済効果・波及効果 額 見 、我々 持

印象 大 、 大 言 、

一度 戻 、輸送 、宿泊 、

、娯楽 、色々 集 合計 言 。例 少

違 「 ー 」 ー 頭 中 考 。家

中 電化製品 揃 、家 色々 生活 営 保険 入 、

生活 営 多様 支出 、 「 ー

ー 」 誰 名付 同 計算 、 大 「 ー

ー 」 大変重要 、 政策的支援 加

議論 、何 言 言 。旅行

、観光 言 場合 、 大本 計算

。 更 言 、先 紹介

３

１
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きた の きさ を する そういう は になっている

な である それを ながら に びにいけるかと えると し

いものがある これはあまりにマクロである の の が てきて これ

はかなり きい である において な を めると までは う

にあったが もう した でものを わなければいけないだろう つまり

のような の への の などを に ることも だろ

うし あるいは に ることも だろうし それからどのような の

や を えているかによっても その はかなり ってくるだろう そこをも

う し ち って きちんと したうえで か するときの に うこ

とにしないと きな を ってかけ をして てきた だけを って

することは できないのではないか

ということは の だけでもって を じているの

では にはあまりものを う にならない は なくとも てで

のプロジェクトについての などを わせて った もサポ トとし

て であろう で られた きな だけを に ることは めな

ければいけない

はそれにも らず までの の で てきた なことは を

する という について えば らかに の について う り

は い を っている これは えてみれば のことで

は であることを から めていることである そうは いながら

のような を め そのために とも われる が てくる

ときに このタイミングとしての への という で を

する することは でないだろう そういう は できるのではないか

このようなことが ただし この の として

と の きさの つ いと と いておいたが とし

て は である つまり このように された

が きいといっても そこに して な をすぐアピ ルできる にはな

らない に こんなに きいのだ は なのだ と ってきたが

そこも しなければならないのであろう ある を であれ

波及効果 大 、雇用 形成 力、 数字 全国一本 。

完全 平均 。 見 政策提言 一足飛 考 難

。 。全体 平均 数字 出 、

大 、重要 、経済 重要 位置 占 今 言 傾

向 、 一度点検 上 言 。 、

今 波及 仕方、雇用 貢献 仕方 、地域別 見 必要

、 季節別 見 必要 、 種類 旅行

観光 考 、 実態 違 。

少 立 入 、 検討 何 政策提言 基礎 使

、大 産業連関 使 算 、出 数字 使

分析 多分 。

産業連関 分析 、波及効果、経済効果 論

最終的 言 力 。最後 少 両立 、個別

費用便益分析 合 行 結果 ー

必要 。産業連関分析 得 大 結果 盾 取 戒

。

第 番目 拘 、今 計算 中 出 特異 雇用 創

出 効果 点 言 、明 日本 国内 言 限 、旅行

関連支出 高 数値 持 。 考 当然 、旅行関連産

業 労働集約的 裏側 眺 。 言 、

現在 構造改革 進 、 万人 言 失業者 出

、 雇用創出 貢献 点 旅行関連市場 強調

、答申 不自然 。 点 主張 。

第 番目。 、 第 番目 系（ ） 「産業

規模 波及効果 大 持 意味合 政策提言」 書 、結論

両者 別物 。 、 計算 産業規模、市場規模、波及効

果 大 、 対 政策的 支援 ー 話

。不用意 「 大 」、「観光 大事 」 言 、

反省 。今 予算 、国 、地方自治体

２

２ ２

150

corollary
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であれ であれ かに り けて なところに おうとすれば そのト

タルの ではなく の が になるはずである として が きい

ことは ではなく が さいところでもそこにお を ずれば に

がってくる が きければそちらを する え の が である だか

ら をこのように してみたら が の ト タルとして

きかったということは にはつながらない それはもう し を め

ていって マ ジナルな としても つまり な としても があ

ることも せてどこかで しておかないと かれる であるから マクロの

を てすぐにどのようなタイプの の を するかは に てこない

ので に は を えるときに の に って えば を しよ

うとか もっと な として していかざるをえないだろう を する

えば の であるとか の であるとか リゾ ト の

であるとか そのようなことがそれぞれ ほどの に らしてどのような

を つか の からの で づいていくことを にやっておかない

と をするときにサポ トする が になるのではないだろうか

は ける でもないが な としては や が

きいことは いことではあるが その に の における とか

の であるとか であるとか ある で レベルの い

をもう して うまくプレゼンテ ションができるかたちにし それを と

して し その で しかもこれはこうした がある というような み

わせで をすることになるのかと は えている

のことは り てて が きい が きいというかたちだけ

で かものを っていくことについて からの を り り ってみたとき

に めて ったことはこうしたことであった として つのようなこと

を えた

、民間 、何 振 向 効果的 使 、 ー

数字 限界 数値 問題 。全体 規模 大

問題 、規模 小 金 投 、限界的 上

経済効果 大 優先 考 方 方 自然 。

経済規模 計算 、経済効果 旅行 場合 ー 大

直接政策支援 。 少 分析 深

、 ー 効果 、 追加的 投資対象 意味

併 検証 叩 。 、 結果

見 観光振興 政策 示唆 一概 出

、逆 我々 提言 考 、旅行 側 戻 、例 空港 整備

、 具体的 話 出 。旅行 喚起

観光振興策、例 空港 整備 、道路 整備 、 ー 地

開発 、 、先 分析 照

効果 持 、逆 方向 分析 近 補完的

、提言 ー 材料 不足 。

番目 分 話 、最終的 論理構成 経済効果 波及効果

大 良 、 前 観光 文化面 重要性 、安

全保障 問題 、国際交流 、 意味 一段 高 事柄

一度整理 、 ー 、 柱

出 、 上 、 経済効果 、 組 合

提示 私自身 考 。

他 切 捨 、波及効果 大 、経済効果 大

何 言 、昔 分析 一通 振 返

、改 思 。感想 以上

考 。

【 年 月 日】

３

３
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第 章 観光関連産業 見 観光 実状 期待２ から た の と

㈱日本経済新聞社論説委員

日本 観光 状態 。更 、 今 誰

言 。 、観光 論 共通 出発点 。観光

ー 称 実態 、 観光地 観光業者 宣伝 。観

光学 ー 統計資料 整備 。 原因 、今 観

光 日本 将来 左右 問題 真剣 考 人

、 結果、観光 ー 業 、供給 視点

語 。

日本 観光 実態 相撲 星取 表 勝 敗 勝 敗

私 思 。観光 国家戦略 、 観光 国 顔 、柱

、少 勝 敗 勝 敗 実力 付

、 正直 言 大変 難 仕事 思 。

全 議論 、 観光 惨憺 実態 直視 始

。 今 世界 大変 無駄遣 行 、 尻拭 膨大

支払 、 覚悟

現実 認識 。 、 観光 作業 、白

紙・ 出発 、膨大 出発 認識

。

例 先日破綻 宮崎県 ー 施設「 ー 」 考

思 。宮崎県 、 将来 観光 主力産業 生

吉野源太郎 氏

１．観光 語 視点

惨状

を る

の はひどい にある にひどいことには そのことを まで もま

ともに わなかった だから を じようとしても の がない

ジャ ナリズムと するものの は ほとんどが や の だ

のベ スになる すら されていない こうなった は まで

が の を する だと に えた がほとんどいなかったからであ

り その はサ ビス であるにもかかわらず サイドの からし

か られてこなかったためである

の の を の り にたとえると か ぐらいにし

かならないと は う を にする あるいは を の にする

にするというのであれば なくとも か にするぐらいの を

けなければいけないが それは に って に しい だと う

ての は まず の たる を することから めなければならな

い それは までこの で な いが われ その いにこれから

なコストを わなければならない それを してかからなければならないとい

う を することである つまり これからまともな をつくる は

ゼロからの ではなく なマイナスからの であることを しなけ

ればいけないのだ

えば した のリゾ ト シ ガイア を えればすぐおわか

りになると う は おそらく とも を にしていかねば き

２ ３

９ ６ ５

13 12

10

∏

第 節 〈 〉

観光 虚 実

１ マスメディア

の と
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られないだろうが も もシ ガイアであれだけの を ってしまっ

た たな ができるだろうか そんなことを に

が け れるとは えない シ ガイアは なるそれ の にとどまらず

の の かせになってしまっているのだ

シ ガイアはリゾ ト の として しくスタ トしたにもかかわら

ず こういうことになったので ったが に にとって やらない がよ

かった という のシ ガイアは に がっている

リゾ ト の は に カ は あるが この い

の で の を めた はリゾ ト から たった でも

にすぎない この これが えるという しは くない リゾ ト は な

を えたのである そこに たわる は り である それが を

して を り そうにも せないというような は に けば いくらでも

ることができる

リゾ ト の は の にすぎない は だ のごく の

と われるところの の は ほぼ に い

シンクタンクの べでは の の ホテルの

が の にあると されている に われた が

に て もままならなくなっているからである

から るとこれらの は しており それが の

をも なっている

の やゼネコンに する の に この の が

した メ ンバンクの が をまとめようとした いくつかの

が まで に した それをのむなら のところの も しろと

の やホテルから き げられて きがとれなくなったからだ

などの にとって は であり に め

るその は にとっての よりもはるかに い シ ガイアが

を した は だ に して する

がない という のコメントが に った は

、自治体 地元経済界 ー 傷 負

以上、今後、新 観光開発、観光振興 。 簡単

県民 受 入 思 。 ー 単 自体 失敗 、

今後 地域経済 足 。

ー ー 法適用 第 号 華々 ー

、 目立 同様 、地元 「 方

」 第 、第 ー 日本中 転 。

ー 法 対象 全国 所、対象施設 、 千近 施設

中 、整備中 施設 含 進捗率 ー 法適用 年 今

％ 。 先 増 見通 全 。 ー 法 無惨

結末 迎 。 横 施設 文字通 残骸 。 邪魔

町 作 直 直 事例 、現地 行 、

見 。

ー 法 失敗 、氷山 一角 。事態 深刻 。全国 普通

観光地 言 観光業者 経営実態 、 壊滅状態 近 。某銀行系

調 、日本 観光地・温泉街 代表的旅館、 半分以上

銀行管理同様 状態 推定 。最近 年間 行 過剰投資

裏目 出 、金利返済 。

銀行側 見 過剰融資 事実上不良債権化 、 銀行

健全性 損 。

最近 大手流通業者 対 債権放棄 際 、 問題 一端 表面

化 。 ー 大手行 債権放棄案 時、 地

銀 最後 強硬 反対 。 自分 債権 放棄 地

元温泉街 旅館 突 上 身動 。

地銀、信金 地域金融機関 観光業 主要取引先 、経営 占

比重 大手行 不良債権融資先 重 。 ー

会社更生法 適用 時、「第一勧業銀行 無責任 、地域 対 協力 姿勢

」 宮崎銀行頭取 日経金融新聞 載 。第一勧銀 問題

１

２ ３

９42 8,952

14 23.9

10

π 相次 破綻ぐ
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先送 繰 返 、 支援 打 切

、宮崎銀行 問題 先送 主張 。第一勧銀 支援

打 切 宮崎銀行 利息支払 。 第一

勧銀 ー 融資 事実上追 貸 言 。

似 話 今 。

年 前 金融監督庁 検査 改訂 時 第三 ー 資産査

定 対象 。第三 ー 地方自治体 出資 従来 無条件 第

一分類（最 高 優良債権） 、 実態 基 分類

改訂 。 改訂 ー 更正法 適用 引 金

。

結果、自治体 方 大変 状況 。例 秋田県 大鰐町

町 。人口 万 千人、 億円 予算規模 、第三 ー

ー場開発 億円投資 、現在 負債額 億円 。今後 年

毎年 億数千万円 町 第三 ー 融資 事実上 肩代

状況 。 負担 何十年 続 誰

町長 町 経営 。

実際、自治体 第三 ー 負担 耐 「倒産」（財政再建準用

団体 ） ー 続出 予測 、

事態 引 起 少 原因 観光 。 自治体 、

介護 老人医療 満足 手 打 心配 。観光 ー

踊 「 町 住 」 住民 見捨 羽目 悲

惨 。

観光 地域振興 問題 。 、 観光 考 出

発点 状況 深刻 。

、単 経済的負担 重 問題 。 、 愚

事業 自治体 手 考 、 意味 分 。

計画 飛 誰 地元住民自身 。「

誰 」 、間違 自分 言

りを り したあげく もうどうにもならないということで を ち った

のだが はもっと を りにしろと したわけだ の

ち りにより への いができなくなったのだという これは

のシ ガイアへの が い しだったということを っているわけだ

これに た は もあちこちにある

ほど に が マニュアルを した に セクタ も

の にした セクタ は が しているので は に

も いランクの であったが それを に づき するよ

うに した この がシ ガイアが を する き になったとみられ

る

その の でも な になっている えば に とい

う がある の にもかかわらず セクタ で

のスキ に し の が にのぼっている

かけて ずつ が セクタ に して の わりをする

となっている このような を と けなければならないのだから が

をしても の がうまくいくわけはない

が セクタ の に えきれなくなり

になるということ するケ スが するのではないかという もあるが

そうした を き こした なからぬ が である こうした では

や にも な が てないのではないかと される ブ ムに

ったあげく こんな には めない と に てられる になるのでは

だ

はすぐれて の である だからこそ これからの を える

がこのような であるということは だ

それは に の さの だけではない そもそも こんな かしい

を がなぜ がけることになったかを えると その が かるはずだ

これらの に びついたのは よりも だったからだ こんなふる

さとに がしたのか といえば いなく たちでしたとしか いようがない

２

１ ２

１

∫ 近 自治体倒産づく ラッシュ
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ところに の に な がある

は の だと う バブルの に そして がこ

ぞって かしい に びついたのは でこそ なことに えるが は

そうなる あるいは な があった それをえぐり さないと

の のあり は えてこない

で きている きな は が していることである

の や の が して

わりに が している

に えられてきた の にはすぐれて

な がある の のベ スは を に い げて

いていく みにある はこれを の い では

に マグロ と っている どんな の に っても でも

でも の には ずマグロの それも びて ずんだ が てくるか

らだ その の などは の ではまず べられない

の が えているという は も も かってい

る に したサ ビスができればいいとは えるのだが はそう っ

てもやりようがないのである そのためには の であるマグロ の

みを さなければならないからだ

の の は も さんも のバスの に わせ

て まれている が いてもその には には もいない だか

ら には の の り の え った き とひからびた を しつ

ける まして そうした が の はありませんか などと して

も てくるわけはない そんなものは からないのだ

の は こういう には てほしくない られては るのだ そのよう

な に できるようにシフトを むとコストが かって がない ところ

が のパンフレットには ただよう の などと いてある

観光 非常 重要 視点 。

観光 日本 縮図 思 。 時代 、自治体・住民 観光業界

愚 投資 飛 、今 不思議 思 、当時 、

必然性、 国民的 土壌 。 出 、将来

観光 方 見 。

今、観光業界 起 大 変化 団体旅行 激減 。法

人・職域旅行（取引先 接待旅行 社内旅行）、町内会・農協 旅行 激減 、

代 個人旅行 増加 。

法人需要・団体需要 支 日本 旅行・観光市場 日本的

特徴 。日本 旅行業 ー 法人需要・団体需要 効率的 吸 上

捌 仕組 。私 大量生産・大量販売型観光、別 言 方

象徴的 「 観光」 言 。 山 中 行 、北海道 九州

、宴会 料理 必 刺身、 古 黒 刺身 出

。 土地 郷土料理 観光地 宴会 食 。

個人 旅行客 増 事実 当然、温泉旅館 旅行会社 分

。個人客 対応 ー 考 、実際 思

。 団体旅行 定番 観光 仕

組 壊 。

観光旅館 従業員 勤務 板場 仲居 団体旅行 到着時間 合

組 。個人客 時頃着 時 調理場 誰 。

、夕食 団体客 宴会 余 物 冷 切 焼 魚 刺身 押

。 、 個人客 「土地 山菜 ？」 注文

出 。 最初 。

旅館 本音 、 客 来 、来 困 。

個人客 対応 組 掛 仕方 。

、旅行会社 「湯煙 山里 情緒」 書 。

２． －日本 縮図 観光 失 年

貧 生 量産型観光

の の われた

しさが んだ

10

∏

８
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個人客 詐欺 気持 帰路 。 彼 二度 温

泉 来 。地元 旅行会社 一体 、 量産観光 仕組 日

本全国津々浦々、稚内 沖縄 至 作 上 陰 、日本 観光

時代 変化 取 残 身動 。

日本人 豊 頃、旅行 遊 。 時代

、会社 社員旅行 庶民 味 非常 貴重 機会 。町内会

旅行 同様 貴重 。 団体旅行 安

。受入側 旅館 会社 食材 納入 問屋 引 下

、大量生産・大量販売方式 定着 。

地元 、公共事業 通 所得 再分配 同様 意味 。

定番旅行 全国津々浦々 東京・大阪等 都会 繰 出 、観光地 町

村 金 落 仕組 。 当時 意味

思 。但 、意味 経済的 面 、文化的 方式 成功

地元 取 返 禍根 残 言 。

豊 迎 合意 時 円高

私 思 。 翌年 年 爆発的 日本人 海外旅行 増 。 円高

説明 、 要因 。 重要 、日本人 豊

。円高 豊 基盤 更 厚 。豊

人間 円高 海外旅行 出 。

円高 日本国内 観光 寂 嘆 旅行業界 関係者 今

。確 日本 観光業界、観光地 苦 円高以降 。

観光業者 集 行 今 、 円安 追 風

挨拶 人 。私 勘違 思 。

家族 海外旅行 出 人 、場合 回 万円程度 金 旅行

使 。 万円旅行 使 人 価格 目的地 選 。実際

万円 使 道 十分考 選択 結果、日本 観光地 選

。価格競争 品質 競争 海外旅行 負 事実 率直 認

反省 限 、日本 観光 再生 。

は にあったような ちで につく もちろん らは とこんな

に るはずはない と が となって この の みを

から に るまで り げてしまったお で の

は の に り され きがとれなくなっている

がまだ かでなかった はぜいたくな びであった そういう

に の は がぜいたくを わえる に な だった

の も に だった そのためにはこうした のコストは くなけれ

ばならない の もバス も を する もコストを き げな

ければならず が した

これは にとっては を じた の と な があった

で に の からバスで り し の や

にお を とすという みである その はそれなりに のあったことだ

と う し があったのは な だけで にはこの の は

にとって り しのつかない を したと わざるをえない

かさがあるひとつのエポックを えたのがプラザ の の ではないかと

は う その の から に の が えた これは

で されるが それだけが ではない より なのは がそれだけ

かになったということである は かさの を に くしていった かで

ない はいくら になっても には かけない

により の が れたと く の が でもたくさんい

る かに の がどんどん しくなったのは である

の まりに くと でも これからいよいよ になるから い になり

ますと している がいる はこれはとんでもない いだと う

で に かける は によって に の を に

う に う が だけで を ぶはずがない はこの

の い を えながら した の が ばれなかったので

ある ではなく の で に けたのだという を に

めて しない り の の はありえない

π 15年前 転換点 問 豊 意味の われていた かさの－

1986

100

100 100

１
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スイスという を るとそれがよく かる スイス フランは して

で の だった スイスは を とする だが スイス フランが

くなればいいなどと う は もいない それは たちの かさの そ

のものが の であることをスイス がよく っているからである スイス

フラン にして を き りするような なことをしないで を

するための の むような をするのがこの の なのだ えばスイス

アルプスの の は しい を け ひとつ のガラスの れ えひとつ

にも の がある そういう で をするということは に な いをす

るだろうと うが それ のことをしなければ は できない だからこそ

を げてそのためのインフラ をしているのだ

ここまでするのは それがスイスの のあり の だと が しているか

らだ この は の に できるモノもサ ビスも っていなかった も

なければ もなかった スイス は の に けて を

いだ から に る で をあちこちでやっていた えばドイツとフ

ランスが をするときにスイス が として に かれて で し っ

た の の を り で ってきた だから を ぐための の

さを に みて っている

には を に う かな がたくさんいる は

な の を の にしている にもかかわらず の を りし き りを

してマグロ と の が たわる を いてしまった

が に かな らしをするためには が なのかを に に

えるという での が のあの だったのだと は う は な

がら そうした を し うわべの を い めてバブルの にのめりこ

んでいったのだ

の な であった がどんどんはげ ちて のマ ケット

に る きはバブル のころから まっていた その きは われる

の の の まりでもあった

それは の な の が の からどんどん

国 見 分 。 ・ 過去一貫 欧州

最強 通貨 。 観光 主力産業 国 、 ・ 安

言 国民 人 。 、自分 豊 内実

観光 競争力 人 知 。

・ 安 資源 叩 売 馬鹿 、国際競争力

維持 血 滲 努力 国 観光 。例

麓 町 厳 条例 設 、軒先 、窓 入 替

町 規制 。 町 生活 大変 窮屈 思

思 、 位 競争力 維持 。

国 挙 整備 。

、 国 方 問題 国民 認識

。 国 建国 時 輸出 ー 持 。資源

産業 。独立当時、 国民 外国 傭兵 出掛 外貨 稼

。中世 近代 移 時期 戦争 。例

戦争 人同士 傭兵 双方 分 前線 殺 合

。自分 国 独立 文字通 血 購 国 、外貨 稼 観光

貴重 骨身 染 知 。

一方、日本 万円 旅行 使 豊 人々 。観光業界 大

変 宝 山 目 前 。 、自分 国 安売 叩 売

観光 残骸 山、瓦礫 横 現実 招 。

国民 本当 豊 暮 何 必要 真剣 、真面目 考

意味 転換点 年前 時 私 思 。日本 残念

、 作業 放棄 、 繁栄 追 求 狂気

。

観光業界 主要 市場 法人需要 落 個人 ー

移 動 崩壊 始 。 動 昨今言 日本経

済 変質、企業社会 変質 始 。

日本特有 濃密 身内社会 要素 企業社会・企業経済 中

１

100
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∫ 市場 激変の
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取 除 動 。系列 崩壊 、持 合 解消 、要 持

持 企業 取引関係 。旧来 企業社

会 「潤滑油」 言 販売促進費、広告宣伝費、中小企業 交際

費 減 始 。

昔 金 将来必 生 金 日本 企業人 教

、会社 金 飲 食 、旅行 行 。 無駄 話

、接待費 売 上 料理屋 飲 屋 大打撃 受

、観光業界 例外 。得意先 招待 旅行 北海道旅行

崩壊後 減 。会社 中 社員旅行 時代

常識 生 始 。

企業 中 自分 将来 見 。順調 出世 思 、

今 皆 一緒 仲良 、後輩 面倒 連

立 旅行 行 、 馬鹿馬鹿 、

自分 会 分 、 自分 会社 分

時代 時 、社員旅行 動機 薄 無理 。

思 日曜日 付 合 行 当 前 思

社員 、家族 過 時間 増 。 案外良

思 人 増 。日本人 価値観 転換 。

社員 傾向 、若者 昔 変

。会社 入 「社員旅行」 言 。 回位 恐

見 行 。社員旅行 企業 人

事管理 手法 通用 時代 。

達 変 。 合意以降、毎年千何百万人 海外旅行 行

、 人 実際 海外 実感 。

凄 、 人 先程言 美 実際 見 来

。 知 、 本物 見 来 人 、

村 行 話 。

日本人 本物 知 、目 肥 、 磨 大変素晴

。所得 売上 計 豊 、人間 中身 豊 素

り かれていく きであった は し ち いも し するに ち

つ たれつの の がどんどんドライなものになっていく の

では と われてきた であれば

などが り めたのである

はそれらの は ずどこかで きてくる だと の は えられて

きて の で み いしたり に ったりしていた これは な だと

いうことになって で り げをあげていた や み は を け

たが も ではなかった を したハワイ や は

バブル にどんどん っていった の でも などはもうやる

ではないという が まれ めた

の での の も えなくなってきた に できると えばこそ

まで と に くやってきた の をみなければいけないといって

れ って にも っていたのが そんなの しくてやっていられるか い

つ がリストラに うか からない あるいは の がいつなくなるか か

らないという になってきた に の が れてくるのは もない

そう うようになると には き いでゴルフに くのが たり だと っ

ていた も と ごす が えるようになる そしてこれはこれで

いものだと う が えてきた の の である

おじさん ですらこうした にあるのだから はとうの から わって

しまった に って と われてもキョトンとする は い

もの たさで ってみるかというのがせいぜいである はもはや の

の として しない になってきたのである

おばさん も わった プラザ が に ってい

るということは それらの たちが に を しているということである

これは いことで この たちは ったスイスの しさを に て てしまっ

ている オランダも っている あるいはスペインの を て たという が

どうしてハウステンボスやスペイン に くのかという である

が を り が え センスが かれるのは らしいことであ

る や で る かさでなくて の の かさがそこまできたのは

１
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晴 、 観光業界 全部裏目 出 。

何 。豊 検証 確 場 、観光 市場 。

客様 豊 日本 観光業界 限 全 材料

事実 由々 私 思 。

日本 観光 本当 豊 知 人達 全然相手

。何 知 （所得 別 ）「貧 」人達、

見 人達 観光 成立 、

日本 本当 豊 早晩、先細 当 前

。

日本 温泉町 売 温泉饅頭 通行手形 、 国内

中小企業 製造 。 、例 登別温泉 和倉温泉 全国

各地 焼 印 押 出荷 。地元 「輸入」 、外 来 客

売 。 日本独特 無国籍定番観光 象徴 。饅頭 通行手形 、

土地 証明 。 風景 料理 日本中同 。 売

観光 何 続 。 、通行手形 黒

限 、海外旅行経験者 二度 温泉地 行 。

客様 追 出 仕掛 始 。

年代後半 始 、 年代 顕著 観光市場 変化 、本当 豊

国民 求 始 表 。

観光業界 、 変化 芽 。本当 豊 観光 育

作業 正反対 、 観光・大量生産・定番方式 更 大規模化 厚化粧

施 押 。 全部 言 全国 観光地 代表的 旅

館・ 年前後 大規模 改築・改装工事 断行 、 御殿

生 変 。 、 時 借金 、 旅館

今、銀行管理同様 経営状態 陥 。

今 個人客向 転換 、板場・仲居

、 前提 改築 。 旅館 巨額 銀行借 入 、大量・

定番・ 観光 装置 大広間 大浴場 作 。大広間 畳

らしいことなのに それが にとっては に ている これはいっ

たい なのか かさを し かめる こそ の だったはずではないか

お の かさが の に って てマイナスの になってしまったと

いう は しきことだと は う

の は に かさを ってしまった には にされなくなって

しまったのだろうか も らない は として しい スイスを

たことのない がまだたくさんいるのでマグロ も しているのだが こ

れは が に かになっていくとすれば りになるのは たり であ

る

のどこの でも っている と は それぞれ の つ

か つの が している そこで えば とか とか

の き を して している はそれを し から たお に

るのだ それは の の である と だけが

その であることを する あとは も も じ これが れてい

るうちはマグロ は とか くだろう だが と ずんだマグロでもっ

てもてなそうとしている り は とその には かない

これらはお を い す けにもなり めているのだ

から まり に になった の は の か

さを が め めた れであった

しかし は その の をつぶしにかかった の かな を て

る とは に マグロ を に し を

してダメを した ほとんど と っていいほどの の の な

ホテルが に な を し キンキラキンの に

まれ わってしまった そして その の のおかげで これらの やホテ

ルは の に っているのだ

さら けに のしようがないのは のシフトのためでもあ

るが その にこの がある どの も の り れをして

マグロ の としての と を ってしまった の

２

３

１

ª 不動産開発型観光 脱線への

1980 90

90
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枚 枚 今 毎日、金利 。 空室 話

。 、 何 大広間 団体旅行 埋 欲

旅行会社 願 。客 ー 、 言 状態

。 今 日本 観光地 実態 。

地獄絵 世界 足 踏 込 前 、考 。

前 時期 私 思 。

本当 時、観光業界 大変 。日本

国民 豊 。 国民 客様 、 客様 本当

望 商売 本筋 考 、 事態

、今 大成功 収 。 難 話

。最近、日本 「失 年」 言 、 意味 観光

年 返 年 言 。

御殿 個別 旅館・ 経営 問題 。 、

多 地方 加 、町 挙 、村 挙 大規模不動産開発

。 、 中身 御殿 同様 、 文

化的 貧 、美的感覚 欠如 。全国 大規

模 ー 残骸 見 、「 立派 、惜

」 同情 感 。 行 定番 組 合

。 場、大 、 ー 、 ー場、 例外 。北

海道 山 中 、九州 港 、全部同 物 何

。

企画力 色々 言 訳 、私 事業

携 人 自分 故郷 対 誇 持 本当 原因

思 。自分 故郷 一番良 客様 分 欲 、分

客様 来 欲 本当 思 。

。

１ には も がのしかかっている ここを にしていては になら

ない というわけで とにかく でもよいから を で めて しいと

にお いをする のニ ズがどうした などと っていられる では

ない それが の の の である

こんな の に を み む に えるチャンスがあった それがバブ

ルの の だったのだろうと は う

はあの にとって なビジネスチャンスがあったのだ の

はこれだけ かになった その がお になるのだから お が に

むことをするのが の だと えれば こんな にはならなかったどころ

か ごろは を めていたのではないか それはさほど しい ではなかっ

たはずだ の われた が われるが その で において

もこの はとり しのつかない だったと わざるをえない

キンキラキンの だけならまだ の ホテルの の だ しかし

くの ではそれに えて を げて を げて にのめり

こんでしまった そして その がキンキラ と に どうにもならない

な しさ の のかたまりのようなものだった のどこの

リゾ トやその を ても これだけ なことをやろうとしたのに し

いことをした と を じるものがひとつもない どこに っても の み

わせだ ゴルフ ホテル マリ ナ スキ ひとつとして がない

の の でも の でも じ があるというのはいったい なのだ

ろうか

やノウハウがなかったと な い はあるようだが はこれらの

に わった たちが の に する りを っていなかったことに の

があると う の の いところをお に かって しい かって

くれるお にだけ て しいと に っていなかったのではないか だからこ

んなひどいことをしてしまった

10

10 10

３． －定着 文化 貧困 何 問題

欠如

した の が か

アイデンティティの∏
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その で も も は い の もあるが もっと なの

は たちの たちの や をこれだけずたずたにしてしまったことに

する である とんでもない が げ になり の に が ち に

な がそびえる あの しかった や はどこへ ってしまったのか

しなければいけないという に なのがそれである

えば あの は だと は に いたい の るべき の

にあのような のお けのような を る テナントで った

の が いか いかの ではない そういうことをして で かりました

と っていられる がバブルの キンキラ の だと は う

こんなことをしていたら が から される インバウンドが に

なるはずがないと う のあることは のうえで を し げてい

るのだが の っていることは も から わっておらず ながら は

その りにどんどん くなっている それは しいことだ

にリゾ トの として という がある の が

あった で が になり を った そこでカナディアンワ ルドと

いうテ マパ クを った ご に れず セクだった シ ガイアと じく

に し に くも した が のところで を え

たままの だった

カナディアンワ ルドはカナダ プリンスエドワ ド を とした

のアン がテ マだった らしい の が り だったが リピ タ

はいなかった アイデア れとも われた だが にそうだろうかと は う

に に けば この がつぶれた はすぐ かる

いにある の り に の と かれた きな がある テ マパ

ク は る がこの のキャッチフレ ズだったのだそうだ になると

かに の が しい そこまでは でもいいのだが し くとなぜか

な が の に っている その が ろす にゴルフ

がある こちらには の の がある この は の か この のアイデ

ンティティは なのだと は する

は と の ぐらいの に いところにある そこまでお さんに

点 自治体 観光業界 責任 重 。借金 責任 、 深刻

自分 故郷、自分 町 村 対

責任 。 処 禿 山 、遺跡 隣 御殿 建 、古都

奇怪 塔 。 美 町 村 行 ？今、再

出発 時 一番問題 。

例 、 京都駅 何 私 西日本 問 。日本 誇 古都

玄関 弁当箱 化 駅舎 作 感覚。 入 伊勢

丹 業績 良 悪 問題 。 平気 儲

言 感覚 、 御殿 延長 私 思 。

日本全国 世界 見放 。 本物

思 。異論 承知 、少数意見 申 上

、私 言 何年 前 変 、残念 事態

通 悪 。 悲 。

北海道 ー 大失敗例 芦別 町 。三井芦別鉱山 炭坑

町 、炭坑 閉山 主力産業 失 。 ー

ー ー 作 。 多分 漏 三 。 ー 同

年 開業 年 早 閉鎖 。歳入 億円位 借入 億円抱

“倒産” 。

ー ・ ー 島 舞台 小説『赤毛

』 ー 。可愛 少女趣味 施設 売 物 、 ー ー

。 倒 言 。 、本当 私 思 。

実際 現地 行 、 事業 理由 分 。

国道沿 町 入 口 「北 京」 書 大 看板 。 ー ー

以前 「星降 街」 町 ー 。夜

確 満天 星 美 。 少女趣味 、少 行

巨大 石仏（観音様） 道路 横 建 。 観音様 見下 横

場 。 石炭 炭坑 跡 。 町 何 町 、 町

一体何 訪問者 混乱 。

芦別 札幌 旭川 中間 非常 遠 。 客

JR

90
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来 、「 芦別 町 町 」 感 地元 一生

懸命考 形跡 。 ー ー 中心 町 組

立 、 他 何 必要 総合的 考

。芦別 来 観光客 一度来 思 仕掛 、

ー ー ー 十分 最初 分

。観音様 場 混 町 観光客 回

回 来 考 、 観光客、国民 馬鹿 話

。

欠如 、裏返 言 自分 町

対 誇 ・自信、 町 一番良 分 欲 真面目 考

態度 。

北海道 山 中 行 観光 主 ー 東京 。

東京一極集中 裏返 。東京 ー 東京 大成功 。

、 成功 地方 町 村 飛 地域開発

。 ー ー 何 成功 違 。 、 、

違 、 同 物 作 。

自分 方言 恥 思 、標準語 奇怪 日本語 喋 日本人

、観光 同 現象 現 思 。文化 一元化 。

話 脱線 、個人的 考 、 現象 生 一番

問題 大阪 思 。大阪 浪速文化 非常

高 文化 存在 。 大阪 人 世界 誇 素晴 文化 捨

。今大阪 誇 吉本 。本当 浪速文化 誇

持 、 文化 中心 町 試 。商業 町 一

体 成熟 ー 健全 生 続 日本 別 国

違 私 思 。現実 二眼 論 関空 東京 後追

言 文化 経済 没落 。今度 ー

ー 期待 。 結構 、率直 言 大阪

売 物 違和感 。私 東京生 東京育 大阪

言 立場 、大阪 売 物 本当 他

ていただいて この という はいい だ と じてもらおうと が

えた がどこにもない もしテ マパ クを に のコンセプトを み

てるのであれば その に が なのかを に えていかなければならな

いはずだ に た がここにもう てみたいと う けは カナディ

アンワ ルドというテ マパ クだけでは でないことは から かっていた

はずである とゴルフ とがごちゃごちゃに ざっている に が

と るだろうと えていたとすれば これほど を にした は

ない

つまりアイデンティティが しているということは して えば の

に する り この の いところを かって しいと に える

がなかったということである

どんな の の に っても の たるマ ケットは である つまり

の しである ディズニ ランドは にあるから した

にもかかわらず その に の や がいっせいに びついて のモデ

ルにした テ マパ クなら でも するとはき えたのだ カナダ スペイン

オランダという いはあるが みんな じ を ってしまった

の を ずかしく い もどきの な を る があふ

れているが にもそれと じ が れたのだと う の である

が するが な えでは そもそもこのような が まれた の

は にあったのではないかと う には という にレベルの

い が した しかし の たちは に れるその らしい を

ててしまった が れるものは ぐらいしかない に に り

を って ここを の の にしようとなぜ みなかったのか の と

になったあの したカルチャ が に き けていれば は の になっ

たに いないと は う は レフ だとか だとか の いのよう

なことばかり っているうちに ばかりか も した ユニバ サルス

タジオがスタ トして されている それはそれで だが に えば

が り にするには もある は まれの ちなので がどうあ

るべきかを えない だが が り にするものは はもっと にあるの

２

３
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ではないか でも あげくの てには まで だという この の

の が にあるのではないか

に するまでもなく というのは そのものである の

は に っても のっぺりした の の だけでなく

も べ の も でもかんでもみんなそうなってしまった あるいはそうしな

ければいけないと ってしまった この が に いか きな になって

いるかをしっかり し から き わないと を ることは できない

し の はありえないと う

そのもの そのもの そこから てくるものが のマ ケットであ

り であるという けをしない り の はますます になるの

ではないかと う

しかし を に びつけるのは しい だ とは

の にある だからだ にもかかわらず この をなしとげなければ

の はない そのためには あの かしい の に の

や が びついた ちの をしっかり えなければならない その

が の けに が んだという である

いくら という が れ の が に たされたとはいえ と

いう の を えてみても テ マパ クでもってお を に び み け

をする に られていたとは えられない テ マパ クは の けで

ある はなぜ もっと な を せず の を してまで

の を ろうとしたのだろうか

それは が の に かされたからである に ぐより に を

にしたい あのころ の くがとりつかれた が の にまで

していたのだ い は だが も もみんな になってしまっ

たのだと う を えて めて かったことではない この はそもそも

からそんなものをやってはいけなかったのである

した や をプロの が い にした いかがわしいプロダクショ

ンや が して しげなプロジェクトを に り み れていな

。何 東京、 果 文化 東京 、 日本 悲

劇 原点 大阪 。

大阪 言及 、文化 元々多様性 。日本

場合 何処 行 全部 金太郎 。先程 標準語 問題 、

感性 食 物 味 何 、

思 。 問題 如何 罪深 、大 壁

自覚 正面 向 合 、観光 語 絶対

、観光 再建 思 。

文化 、多様性 、 出 観光 ー

、可能性 位置付 限 日本 観光 駄目

思 。

、文化 事業 結 難 作業 。多様性 大量生産・大量

販売 対極 概念 。 、 作業 観

光 未来 。 、 愚 全国一律 観光開発 、日本中 町

村 飛 誤 原因 見据 。 時、日本中

、分不相応 金儲 、目 眩 事実 。

炭坑 主力産業 廃 町 経済 苦境 立 、芦別

町 規模 考 、 ー ー 客 大量 呼 込 大儲

必要 迫 考 。 ー ー 大量生産 仕掛

。芦別 、 地道 方策 追求 、自分 町 壊 大量生産

・大量販売 観光 造 。

町中 一攫千金 夢 浮 。地道 稼 楽 大金

手 。 日本人 多 病気 北海道 山奥 伝染

。言 方 刺激的 自治体 観光業界 山師

思 。負債 抱 初 分 。 町 最初

。

山師化 自治体 住民 山師 食 物 。

企画会社 跋扈 怪 自治体 売 込 、世慣

C

π 総山師化 自治体した
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い の はまんまと された こうした の くはとうの に して

いなくなっている やゴルフ に っかかったという は を め

て なケ スが ほどあるが の では の さなところまでがその

にのめり み り しのつかない を った その しをしたのがリゾ

ト なのである

これらの には これから が をすべきかを えるうえで な があ

る

を ぶための にとっての り が である というと

すぐに のお や の という になる だが それだけが

なのだろうか はそうは わない

そのような の を っているところは られている がその

ようなものであると をしてしまったがために が には もないから

には か を らなければいけない っ り く れるのは か と

びついたのがカナディアンワ ルドであったり セクスキ だった

だが ながらお の には そのような の い は っぺらなも

のにしか えない が に でも きたいと うのは に えば

のお がもともと でなかったからだ けをしようと っ り く

せのために ったお であれば その の しかない の の

で り げてきたもの そこに うべくもない みがあり に れた

デザイナ が をして しようと ってもできないものがそこにある

に ではなく に じさせるものを っているから には の

がある に など にできるはずがない それを のうえで

どうすればよいのかを えなければならないと う シ ガイアやカナディアンワ

ルドに わって っ り く の める を すことは もうやめなければ

ならないのだ

の は ぐらいの に われている インタ ネット

である

の だった とは のコンポ ネントである

地域 人々 騙 。 企画会社 多 昔 解散

。不動産投資 場 引 話 大企業 含

色々 ー 山 、観光 世界 、規模 小

博打 込 取 返 大火傷 負 。 後押 ー

法 。

実例 、 我々 何 考 重要 教訓

。

観光客 呼 地域 売 物 観光資源 。観光資源

京都 寺 青森県 三内丸山遺跡、 話 。 、 観

光資源 ？私 思 。

特定 観光資源 持 限 。観光資源

理解 、我 町 何 、観光

振興 何 観光資源 作 、手 取 早 作 何 、

飛 ー 、三 ー場 。

、残念 客様 目 、 底 浅 観光資源 薄

見 。人々 京都 何度 行 思 、逆説的 言 京

都 寺 観光施設 。金儲 手 取 早 客

寄 作 寺 、 程度 魅力 。 年以上 歴史

中 作 上 、 疑 風格、重 、如何 優

ー 今真似 設計 思 。観光

客 理屈 肌身 感 持 京都 観光 国際競争

力 。一朝一夕 観光資源 簡単 。 覚悟

考 思 。 ー ー

代 手 取 早 効果 見込 事業 探 、

。

最近 観光業界 震度 大地震 見舞 。 ー 地震

。

観光業 主力 団体旅行 、旅行 ー 航空機、鉄道、

1000

∫ インタ ネットの とー 衝撃 価格競争

８
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観光 、旅館、何処 ー ー 見学等 全部 泊

日、 泊 日 売 出 商品 。 ー 中身

概 選択 余地 。 値段 分 。

組 安 、正確 原価 最初 。大量生産

実現 低価格 商品 。

、 ー 常識 変 。 行

ー 行 客 自分 通 宿 現地

ー 探 。努力 報 世

界 。往復 格安航空券。豊 客 自分 行 所

豊 安 旅 実現 始 。 ー 評判 是非行 、

海岸 、 具合 、後 適当 旅

行 若者達 普通 。

旅行会社 全部独占 旅行市場 、 ー 、

間 間口 無限 広 、中身 。 流 中

魅力 本当 旅行商品 企画 相当 能力 必要 。今

何 知 初 海外 行 客 旗振 引率 、土産物屋 ー

取 合 観光 連 行 、安直 旅行企画

旅行会社 次第 先細 。

地殻変動 旅行業界 激烈 価格競争 引 起 。豊 客 相

手 高 商品 売 。

観光業 成長 確実 見込 市場 抱 昨今 日本 珍 恵 業界

、 業績 、業界 不安 訴 声 聞

。 、先述 過去 膨大 負債 抱 、外部環境

急激 地殻変動 見舞 状態 。

、 ？

話 即効薬 。 無人島 案内 洞窟 何 探

検 話 別 、日本 客 呼 場合

バス そこのテ マパ クの を ひとつにセットして

として り すパック である このコンポ ネントの ひと

つひとつには ね の はない ひとつひとつの も からない セットに

むことで くなるのだから な は からないようなものだ

だから する の なのだ

ところが インタ ネットはこの を えつつある スイスは きたいがベル

ギ は きたくないなどという が でネットを じてスイスの や のオプ

ショナルツア を すようになったのである すれば われるのがネットの

だ は かでわがままになったお は の きたい だけを

たどる かで い を し めた ロ マで のレストランに きたい

スペインの はこのホテルでないと といった で は でよいという

を は にやるようになった

が してきた は インタ ネットによって あっという

に が に がり もバラバラになってしまった こういう れの で

のある の を するには な が になる までのよう

に も らない めて に く を って して からリベ トを

ってソロバンを わせながら に れて くという な をしてい

たら も に りになるだろう

この は に な を き こした かになった を

にするのだから い を っていればいいというわけにはいかない

は が に める を えた の では しく まれた

だが それにしては もぱっとせず からは を える ばかりが こえ

る それは したように の な を えているうえに もこ

うした な に われてきりもみ になっているからである

では どうするか

これまでお ししたように はない どこか に し か かを

するというのなら は だが にお を んできましょうという はそこ

２

３ ３ ４

４． －求 何められるビジョン をすべきか
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に んでいる がいったいどんな でどんな をしているのかという

を れて の はありえないと は う

の らしから き がったシ ガイアを せても は も も を

んではくれない の の らしさは の の い たたずまいに う

の を れて えられないと う これを にあてはめた それぞ

れの で のまちづくりをどう えるのか

えばお りだ だけが な のお りのように われているが

に けば ではなくとも に なりうる に らしいお

りがいっぱいある は どこも だった それらの りはほとんどが

の だった そのものが されるにつれて りは していきつつあ

るが の にとってそれらは として や の と り せない

であるはずだ

は を しろと っている ではないが のあり の に

がどう けられるのかという を めて をまちづくりの テ

マに えていくなら これらのお りはすばらしい り になるのに と うこと

がよくある

こうしたまちづくり づくりには その けとしての が かせない

それが の と の となっているならなおさらだ

については でも されているが そこで という は

てきた がない の を く えに れないで の をできるとこ

ろが にあるのか この な が テ マにならないのかが で

がない に のあり が も じられないような は ではな

いと う

それと に あるいはその に の をどう するかという が

たわっている は になっている の にも たわる

この は い ってどこかで しないと なのではないかと う

の は え によってはゼネコンや よりもっと だ を

しても は づかないからだ を させてこのマ ケットから って

も シ ガイアの は っているし の も っている これを り

住 日本人 人間 生活 問題

離 本当 観光振興 私 思 。

土地 暮 浮 上 ー 見 観光客 二度 三度 足

運 。京都 観光 素晴 京都 町 匂 、 漂

古都 風格 離 考 思 。 日本全国 時、

町・村 自分 考 。

例 祭 。祇園祭 代表的 日本 祭 言 、

東北地方 行 有名 観光資源 十分 本当 素晴 祭

。東北地方 昔 農村 。 祭 農

業 祭事 。農業 破壊 祭 形骸化

、地域 人々 依然 町 村 歴史、伝統 切 離

存在 。

私 農業 保護 言 訳 、地域共同体 方 根幹 農

業 位置付 問題 含 、観光 中心的 ー

据 、 祭 売 物 、 思

。

、村 、 裏付 地方分権 欠 。

地方経済 再建策 表裏一体 問題 。

地方分権 今、中央政府 議論 、 観光 話

出 例 。観光 問題 全 考 入 、経済 再建

何処 。 重要 問題 何故 ー 不思議 仕方

。具体的 観光 方 一度 論 分権論議 本物

思 。

同時 、 前 、過去 不始末 整理 問題

横 。日本列島 不良債権列島 。観光 分野 横

残骸 思 切 清算 駄目 思 。

観光 場合 考 方 流通業 深刻 。債権放棄

問題 片 。企業 倒産 ー 退場願

、 ー 残骸 残 、芦別 観音様 残 。 取 壊
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すにはまた な が かる には のまま り すこともできずに

の だらけになっているホテルがたくさんある こうした も のテ マ

にしないと ではない

だが も うように に なのは が の にとって

の と ぶにふさわしい であるということだ それは たちの の ま

で の に るべき や をつくることができるかどうかという だからだ

それは い の かる としてやっていかなければいけない

つまり とは たちが るべきまちをつくり をつくるための な を

どうやって に き ぐかというテ マである それはそのまま の の

の でもある

の を めて あるいは な の や の で がそういうこ

とに に き い り んでいるということ が その に つ にこの

を き がせる になる ここで を び て か そもそも の

に りを てるのか の に を ろして していく その

に の の を えることができるのか

に りを つということは に いてある な ではなく

の でもない と うものができて たり で むしろ う

ものでなければいけないという だからだ ここにしかないもの それは にし

かないものを で つめ す でもある つまり のあり に の

が われているのである

大変 金 掛 。熱海 、残骸 取 壊 蜘蛛

巣 。 問題 観光振興 ー

現実的 。

、何度 言 本当 大切 、観光振興 日本 国 国家百

年 計 呼 大事業 。 私 孫子 代

他 国 誇 国土 文化 問題 。

当然、長 時間 掛 事業 。

観光 、私 誇 国 真剣 作業

孫子 引 継 ー 。 本来 意味 教

育 問題 。

教育 場 含 、 様々 生活 場面 政治 場面 人々

真剣 向 合 取 組 自体 、 町 育 子供 大

事業 引 継 契機 。 故郷 飛 出 大丈夫 、 自分

故郷 誇 持 、自分達 地域社会 根 下 生活 、 先

地域 経済 将来 考 。

郷土 誇 持 、国定教科書 書 観念的 問題 、

教育基本法 問題 。隣町 全然違 当 前 、 違

話 。 、 個人

自分 見 直 作業 。 観光 方 日本人 未来

問 。

【 年 月 日】2001 ３ ８
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㈱ ー ー 代表取締役専務

・韓国（訪日客数、 年、年間 千人、構成比 ％）

年 ー 共同開催国 、大統領 日本大衆文化開放方針

訪日客増加中。特徴 大阪 訪問客 増加 若者 増加（ ー 日本各

地 訪問）。

・台湾（年間 千人、構成比 ％）

ー ー便 新千歳空港 飛 （日本 地方自治体 観光客誘致）。

・中国（年間 千人、構成比 ％）

日本 見 日本 見 （中国 大都市 日本 観光 関

情報 少 ）。 発給開始 加 、更 規制緩和・誘客活動 行 重

要 ー 考 。

・香港（年間 千人、構成比 ％）

（東京 ー ）集中 特徴。習慣 違 温泉 抵抗感

最近 温泉 旅行客 増 。

・ （ 年 ー 、年間 千人）

訪日客数 余 多 、親日的。若者 間 日本 等 人気 、

日本 関心 高 。 ー ー ー 同盟関係確立

呼 一番多 。

・ ー （ 年 ー 、年間 千人）

・ ー （年間 千人、構成比 ％）

日本 物価高 ー 薄 、他 諸国

依然 物価 高 。言葉 問題 旅行目的地 認識 低 。

ニュ オ タニ

ワ ルドカップ であり の によ

り は への の と の グル プで

を

チャ タ が に んでいる の の

が るようには を ていない の でも の に する

が ない ビザの に え なる を えば

マ ケットとなりうると えている

ディズニ ランド が の いから に が

あったが は への も えている

タイ のデ タ

は り くないが の で のアニメ の があり

への も まっている チェ ンホテルのオ ナ からの の

びかけもタイが い

シンガポ ル のデ タ

オ ストラリア

かつてより の というイメ ジは れつつあるが のアジア よ

りは として は い の から としての は い

甲田 浩 氏

１．国際観光 ー ー発行資料 概要説明

［各国別日本 ー ］

サ ビスセンタ の

のイメ ジ

1999 942 21.2

2002

931 21.1

294 6.6

252 5.7

98 45

98 59

135 3.0

TDL

第 節 〈 〉

国際的 日本 理解度・魅力度並 業 見 課題

２ ホテル

な の びにホテル から た
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・ （年間 千人、構成比 ％）

日本 思 入 先方 認識 高 、伝統文化等 極東 国、混雑

国 ー 。更 、一般大衆 「 耐久消費財 生産

巨大 工場」 ー 。 人 神奈川県（横浜、箱根、鎌倉等）

沖縄 訪問 多 。

・ （年間 千人、構成比 ％）

訪日願望 高 、物価高 ー 強 、 訪日客掘 起

最大 阻害要因 。

・ （ 年 ー 、年間 千人）

日本 距離・旅行費用等 問題 「一生 一度 旅行目的地」 位置付

、修好 周年 今年辺 、

訪問客増加 可能性 （中南米 訪問 営業 報告）。

・ （年間 千人、構成比 ％）

日本 物価 高 、 訪 国 、 休暇旅行 訪 国

認識。訪問地 主要国際空港 大都市圏（東京・大阪） 多

。

・ （年間 千人、構成比 ％）…意外

東南 旅行客 多 、東南 主要 ー

欧州（日本 主要 ー 北米）。最近 異質 文化 有 国

日本 関心 高 、依然 日本側 持 親近感 乖離

。

・ （年間 千人、構成比 ％）

近代 伝統 共存 国 ー 及 物価 高 、地理

的 遠 、言葉 問題 （ 語 通 ）。

・ （年間 千人、構成比 ％）

日本 自動車、 、 製品 昨今 等 通 高度 工業

国 認識 。 、 位 連携 、

頻度 来日 、日本人旅行客 勧誘 熱心 行 、日本 送 込 方

協力 。

アメリカ

が い れするほど の は くなく や の

した というイメ ジ に は アメリカの を してい

る な というイメ ジ アメリカ は

や への が い

カナダ

は いが というイメ ジが く これが り こしの

の となっている

ブラジル デ タ

は の から に の という

けであるが ということもあり りからブラジル アルゼンチ

ンから の あり を した マンの

イギリス

は が く ビジネスで れる で とても で れる ではな

いという としては のある が

い

ドイツ

アジアへの はかなり く アジアのホテルの タ ゲットは

の タ ゲットは ドイツでも の を する と

して への が まってはいるが として が つ とは

がある

フランス

と が するミステリアスな というイメ ジ び が く

に く の がある フランス がほとんど じない

スイス

は カメラ ハイテク や のファミコン を じ な

として されている スイスのホテルは ホテル が して かなりの

で し の を に っているが に り む に

は なし

698 15.7

100 2.4

98 23

100

183 4.1

87 2.0

70 1.6

17 0.4

10
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［外国 見 日本 ー （総括）］

［訪日前後 日本 ー 比較］

から た のイメ ジ

の のイメ ジ

外国 見 日本 ー 、東京一点集中、混雑、物価高、言葉（英

語 通 ）、外国人 優 （自発的 接 ）

ー 、 解消 必要。

一方、 強化 ー 、異質文化、四季（桜、紅葉… 国

見 貴重 資源）、歴史的構造物（ ー 見 物 、旅行客

集 ）、温泉、 ー ー 等娯楽施設 。 、最近崩 安

全 ー 清潔 強化 ー 。

全 国 指摘 、経済大国、 先進国、電気製品 先端国。

面 環境整備 、第 「外国人 改善」。外国

人旅行者 若干距離感 持 多 、以前 産業 欧米 最大 ー

手厚 。 点 観光産業 一度盛 上 図

必要 。第 言葉。第 東京一極集中 ー 改善。地方自治体 地域

名産品 祭 等 強化 願 。

国際観光振興会（ ） ー ・ ー ・ ー 成田・

関西空港 聞取 調査結果（ 年 ～ 月実施）。

訪問前 訪問後 特徴的 点 、「人々 親切 好感 持 国」（訪問前 ％

第 位） 訪問後 ％ 第 位 跳 上 。英語 通 ー

先程 、日本人 一度接点 持 非常 親切 面 、 ー

改善 。 番目 「安全 清潔 国」 、訪問前 ％

（第 位） ％ 向上。 番目 「近代的 工業化 進 国」、訪日前 ％

第 位 低下 。

調査結果 、訪日前 ー 訪日後 ー ー

望 、 仕掛 作 重要 課題 考 。

、「人々 親切 好感 持 国」 ー

、日本人 外国人 対 受動的 点 能動的 必要 。

から た のイメ ジとしては

が じない に しくない に しないきらいがある というマ

イナスイメ ジがあり これの が

すべきイメ ジとして ない から

れば な シンガポ ルには せる はないが

は まる テ マパ ク がある また れつつあるが

というイメ ジや さも すべきイメ ジ

ての が しているのは ハイテク の

ソフト の として は をもてなすマインドの

に を つことが いが ホテル は を のタ ゲッ

トとして くもてなしていた この は としてもう り げを る

がある は は イメ ジの に

の や り の をお いしたい

ツ リスト インフォメ ション センタ の

での り

と で な は が で の てる で

が は で に ね がっている が じないというイメ

ジが あったが は を つと に な があり このイメ

ジ につながっているといえる が で な で の

が に が で が んだ は

で であったが している

この から のイメ ジが のイメ ジとイコ ルになること

が ましく そのためにどんな けを るかが な と える もうひとつ

は が で の てる というイメ ジがトップにランクされたので

あれば は に して である を にする がある

PR

PR

PR

JNTO

１

２ ３

２ ３

８ １

２

４ ３

１

1997

63

86

77

86 86
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２．外国人旅行者 見 日本

［ 面］

から た

ネガティブな

ニュ オ タニの がロサンゼルス ニュ ヨ クからコメントを

した

と のアクセスが

リムジンバスを した の が というコメントは の に

される タイ シンガポ ル から に した はリムジン

な はないというコメント タイでは えられないというコメント

し は と の なバスが じ を して しており どれ

に ったらよいか はどうかなどとにかく されていないという が

されている のように する があると えている

が いのでタクシ ハイヤ が い

でのポ タ サ ビスが ない また りエスカレ タ が ない

エスカレ タ はプラットホ ムの の があるかもしれないが に

けるのではないかと える

デパ ト レストラン の が ない また あっても

さくて づらい この に して を した の

に パ キングエリア と で されていた の は

ですら を しなければならない を

れて だけで しており このような はホテルを めて にある

のための が ない では の のマ クの

サインを げた が にある インフォメ ションが ないという では

アメリカ のバ ンズアンドノブルズという チェ ン のトラベル で

も の が かれていない アジアの の の はあるのに の

がないというのはひとつの とした である

や での り えや キップ の が りづらい

ロンドン パリ のように ラッシュ の り パスがあれば

に

を するタクシ が ない り りでも は じるので

ー ー 海外部門担当 、 ー ー 聴

取 。

・成田空港 東京間 不便。

・ 利用 時 交通渋滞 最悪 訪日時 時間等

左右 。 、 ー 、香港 朝 時 到着 訪問者 程

快適 物 （ 考 ）。

但 大阪 、市営 私鉄 色々 同 路線 混在 運行 、

乗 、料金 整備 問題 指摘

。東京 整備 必要 考 。

・距離 長 ー・ ー料金 高 。

・主要駅 ー ー ー 少 。 、下 ー ー 少 。

ー ー ー 幅 制約 、親切心 欠

考 。

・公共機関・ ー ・一般 等 英語表示 少 。 、 小

見 。 英語表示 関 、先日外務省 訪問 際、外務省 玄関

前 「外交団 ー 」 日本語 表示 。英語表示 問題 、

“ ” 本来英語 併記 表示

忘 日本語 標記 、 例 含 各所 。

・外国人旅行者 案内所 少 。欧州 、各国共通 “ ” ー

掲 案内所 各所 。 ー 少 点 、

東海岸 ー 書籍 ー 店 部門

日本 旅行案内書 置 。 他 国 案内書 日本

案内書 愕然 事実 。

・地下鉄各社 乗 換 、 自動販売機 利用方法 判 。

、 等 、 時間以降各社共通 乗 放題

非常 便利。

・英語 理解 ー運転手 少 。身振 手振 意思 通 、

６

Ministry of Foreign Affairs

JR

i
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気持 持 方 問題 。

・電線 多 美観 損 。特 京都。数年前京都市 著名

ー 関 調査 依頼 、京都

電線 多 綺麗 。

、東海道新幹線沿線等 看板 多 、車窓 美 風景 楽 。

・ 都内観光 楽 ー 少 。 ー ー 等

、楽 雰囲気 乗 降 自由 階建 簡単 利用 。東京 外国人

乗 観光 、大阪、京都 英語 観光 。

ー 群 、「料金 安 」 声 、日本人 同

伴 満足 観光 。

・東京 純然 都市 印象 強 。 他都市（香港・ ー

等） 比較 、伴侶同伴 、 一日滞在 延長

。 、 、

思 。

・喫煙者 多 。

・都心 大阪等 、緑 少 。

・比較的安全 一人歩 安心感 。

・相対的 人々 親切 。 ー 、 ー

昔 日本 良 面 言 、 助長 。

・ ・ ー ・ 等、 ー 行 届 。

・銀座・新宿等、徒歩 買 物 食事 楽 場所 多 。日本 来 何処 訪

問 動態調査 結果、東京 圧倒的 多 、銀座・新宿・浅草。

若 人 多 来 表 。少 、東京 ー

・明治神宮 、 人 訪問 。大阪 、難波・梅田・道頓堀

繁華街。

韓国、台湾 若 人 訪問 。一方鳴 物入 造 海遊館

訪問者 少 。

・東京 限 、全国的 公共交通機関 発達 、移動 。

ちの ち の でもある

が く を ねている に がフランスの なライ

ティングアップデザイナ にライトアップに する を したときに に

は が いのでライトアップしても にならないとのコメントがあった

また に が く から しい が しめない

カジュアルに が しめるツア が ない ニュ ヨ クやロンドン で

は しい で り り な バスが に できる は

が れる バスはあるが には の バスはない

タクシ は がってきて を くする と をかけてくるが が

していないと な はできない

は たるビジネスの との が い アジア シンガポ

ル と して したり もう を したくなるようなアトラ

クションスポットがない これは アトラクションスポットはあるが そのように

われてしまっている

が い

や は が ない

で きができるとの がある

に が である フレンドリィピ プル カインドピ プルというの

は から の い と われており これはもっともっと していきたい

ホテル デパ ト レストラン サ ビスが き いている

で い や を しめる が い に て を

するかという の で に いのは こ

れは い が く ているということの れではないか ないのは タワ

で ほとんどの が していない では の

これも の い が している り りで った には

が ない

に らず に が しており しやすい

２

［ 面］ポジティブな
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・四季 変化 、 美 。大阪 国際金融会議 、

何年振 訪問 出席者 大阪 綺麗 言 。都市 格 都

市 持 清潔 応 評価 感 。一方、赤坂見附 拡幅工事 新

花壇等 作 美化 図 、 空缶・ ー 袋等 投 込

溜 、公徳心 考 例 。

・都内 料金 世界他都市 比較 ー 。 点 強 主張

。都内 一流 宿泊料 万 千円 万 千円、一番高 外資

系 万 千円。 ー ー 、 、目 飛 出

値段 、小 部屋・小 ー 、都内 料金 ー

。 指摘 朝食 高 。都内 朝食代 ～ 。

ー ー ～ 取 、 総 高

程度。日本 近 朝食 安 店 朝食

。 ー ー 、 近 ー ー 朝食 弱

。 日本 朝食代 高 指摘 。

・日本食 限 、世界各国 料理 楽 。

・素晴 文化・伝統 。但 、文化伝統・歴史的遺産 使

方 知 言 。京都 神社・仏閣 訪 何年

歴史 判 以上 何物 。外国人

、 洗練 使 方 言 。例 、 ー ー

・ ー ー ー 開催 、日本

使 、 使 方 抵抗 。

・数年前 ー ・ ・ ー ー 、 時

ー 貧弱 日本 観光産業 消極的 認識 寂

。 数年前 、現在 ー 旅行会社経営 日

系 人 確認 、日本 ー 依然非常 ー 評価。

・外国人 ー 使 、通訳 雇 、 金 使 「大名行列」

、 旅行客 日本 旅行業 携

の があり それぞれに しさがある でかつて があり

りかで した に が になったと われた の はその

の つ さに じて されると じた で をして

しい を り を っているが そこに ビニ ル が げ まれゴ

ミ となっていて について えさせられた もある

のホテルの は と してリ ズナブル この は く し

たい の ホテルの は から いのは

のホテルで ニュ ヨ ク ロンドンのホテルでは の び るよ

うな で さな さなバスル ムなので のホテルの はリ ズ

ナブル ただ されるのは が いこと のホテルの は ドル

ニュ ヨ クでは ドル るところもあるが アメリカでは じて くても

ドル のホテルの くには を くとれる がなくホテルで をとる

ことになる ニュ ヨ クでは ホテル くのコ ヒ ショップで を ドル

でとれる このため では が いと されている

に らず の が しめる

らしい がある し があってもその い

を らないと われる で を ねるとそれが にできてどうい

う があるかは るがそれ の でもない はよくリファインヘリテッ

ジ もっと された い があるのではないかと う えば ニュ ヨ クの

メトロポリタン ミュ ジアムでダンスパ ティ を させてくれるが で

はまず っていないし またそのような い に がある

ロンドンでワ ルド トラベル マ トというショ があったが その

の のブ スが で が に であるということを して

しくなった これは のことであるが シンガポ ルの の

アメリカ に したが のブ スは にプア という

はハイヤ を い を い お をたくさん って をか

つてしていたが そんな はもういないということを の に わって

２ ３ ２ ８

３ ５

２

23 25

40 50 15

３．ニュ オ タニ シンガポ ル のレポ トー ー ・ ー 総支配人 ー

JNTO
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いる は っていないのではないか の が を り

の をしたが が した からそれの くはあくまでも の

が に くための で からお を えるようなデザインがなされてい

なかった えば きな を って タ ミナルに いてもカ トは タ

ミナルにしかなく が からお を って ることしか えていない

に してからホテル までどのようにしてたどり けばよいのか

の がある を に してもらうためには に いてから

するまでできるだけ の で い りに ができるシステムを るとい

うごく なことから する がある や も には

ができない りほとんど

アメリカの に いたところでは でも どころか でさえも

から に れる の バスがないということ これは

アメリカの は と らかの の をしている は に する

がほとんどない ただ に している の や から の

んだ それと にハリウッド に されるような な のイ

メ ジが している で に ってみたけれどただただ いところ が

する はかなり に ている ばかりなので が されていない

を ける

シンガポ ル は の の と の びそこ

で く は き で そこで く と を して を ている き

でよく み う それにいつも ばかりで まっている で

ある に の と むことが いが スタッフを えて む

ことも だと じさせられた スタッフは の スタッフと べて

よく くが ただ を えているか らない ロサンゼルス に アジ

アからの の に からは ぶものはないし ぼうとも わ

ないと われて とした これは の で は うかもしれない

の を した でそのマ ケット を する インフラを

する これは における の という の ではなく く

の い な がりを として アジアからの が

人 判 。数年前地方 各自治体 国際空港 造 国際

線 誘致 、自分 利用 経験 多 地元 日本人

外国 行 空港 、外国 客様 迎

。例 、大 荷物 持 出発 ー 着 ー 到着 ー

、日本人 外国 土産 持 帰 考 。

空港 到着 ・目的地 着 等案

内 不備 。日本 外国人旅行者 理解 日本 着

帰国 自分 意志 思 通 行動 作

基本的 改善 必要 。交通機関 公共施設 外国人 日

本語 限 利用不可能。

・数日前 友人 聞 、今 大阪 京都 駅

前等 気軽 乗 英語 定期観光 （ 事実未確認）。

・ 方 日本 何 関係 仕事 人以外 日本 関 知識

。 断片的 日常接 日本製 車 電気製品等 技術

進 国、 同時 映画等 象徴 神秘的 東洋等

ー 混在 国 観光 行 遠 （我々 接

外国人 日本 来 人 、裾野 拡大 印象

受 ）。

・ ー 人 、戦争中 日本占領時代 記憶 、今 進出日本企業及

働 日本人 働 者 、 働 日本人 家族 通 日本 見 。働

者 飲 歌 駐在員、 日本人 固 日本人家族

（外国出張時 現地 駐在員 飲 多 、現地 交 飲

必要 感 ）。日本人 他 外国人 比

働 、 何 考 判 。 留学時代 、東南

技術系 留学生 、日本 技術以外学 学 思

言 愕然 （ 昔 話 現在 違 ）。

・相手 国 理解 上 ー ・観光資源 整備 。 整備

。 、観光地 外国語表示 改善 狭義 意味 、広

日本 長 歴史的・文化的 繋 基本 、 訪問客 日本文化
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に れるときに らとの い がりを に じることができるような の

をする のリファインが ということ は だけを んに ろ

うとしているが の は との を シンガポ ルはミャンマ マ

レ シア タイ な と し ツ リストがシンガポ ルに なくてタイに

っても びを じるという がある は の と で

ル トの をすることも を む い を にプロモ ト

する を つことが かつて で の に がブ スを

して とバラバラに していた と

っているのに に えないバリア があり できない ですら で

きないのに と するということはかなり がかかることだと う し

かしこれはやらなければいけないことで そうでないと ジャパンパッシング と

なる がある

の には と がかかるが ホテルは が に をす

るときの としての が が からない にとっては に り

に り を すとか にするとか ホテルがもっと にやらなければな

らない のホテルだけの を えてはダメである ホテル も な

が っている ル トだけではなくて ホテルができるガイド お が へ

けば しめるかというガイドブック を る があるのではないか

タイ マレ シア メキシコなどは の が い の は

が ミッションを れてくるだけではなくて タイの を る

と の とが になってやって る こうした はすごい

と じるし スイス はホテル が にミッションを んで している

から に しているので その マ ケットだから るとい

うこともあるだろうが それにしても に る イタリア からのトレ ド

ミッションが の の ミッションと になり に

し せている ホテル では ヶ のサイクルで をしている また ホ

テルチェ ン えば シャングリラホテル リッツカ ルトン スタ ウッ

触 彼 長 繋 随所 感 観光資源

整備 （先程 必要 ）。日本 日本 盛 売

、他 国 近隣国 連携 意識― ー ー・

ー ・ 等色々 国 連携 、 ー ー 来

行 喜 感 意識 。日本 、中国・台湾等 隣国 共同 観

光 ー 開発 重要。日本 含 広 地域全体 積極的 ー

発想 持 必要（ 香港 観光業界 展示会 大阪市 ー 出

大阪府、京都府、奈良県、兵庫県、神戸 出 。関西圏 普

段言 、目 見 ー 連携 。国内 連携

近隣諸国 連携 時間 思 。

、 「 」

懸念 ）。

・観光資源 整備 時間 金 、 外国人訪問客 自由 旅

砦 認識 必要。日本語 分 旅行者 微 入 細

入 情報 出 、親切 、 積極的

。自分 利益 考 。 自身 色々 方々

作 観光 ー 、 客様 何処

行 楽 作 必要 。

、 ー 、 観光大臣 訪日 多 。訪日時 特徴 観光

大臣 観光 連 、革製品、 国産品 売

人等、観光 一般 輸出産業 一緒 来 。 連携

感 、 、香港 連合 頻繁 組 訪日 。

日本 万人外国 旅行 、 最大 ー 来

、 頻繁 来 。 、香港 ー

革製品・繊維製品等 展示会 観光 一緒 日本 押

寄 。 等 月程度 展示会 。 、

ー 単独（例 、 、 ー 、 ー

－

－

１

４．各国 観光振興策の

1,870
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ド で からの を に っている のホテルが で

の を ったという は ほとんどない のホテルの であるが

ホテルは が に を くことだけを えていて アライアンス がとれな

い えばニュ ヨ クに ている ほどに っているが が

でプロモ ションすることが ではないか

に に ったお がクレジットカ ドで りにチケットを お

うと ったらカ ドが えなくて のチケット の の ち わせがなく っ

た のホテルに があり ホテルで くのカ ド のカウンタ を べて

デパ トにあるカ ド のカウンタ に ってもらい を して の

チケットを ってもらった は だ への が いが の はク

レジットカ ド の になっているので その の がされていない

のホテルはポイントポイントではものすごく で えばお が を れた

までタクシ で けたりする タクシ ホテル オ バ サ

ビスとも えるが やれるだけのことはとことんやる それを る もかなりいて

のホテルに する になっている これがやがてはツ リズムの に が

るのではないか また したときお が をしていたら ベルマンが に

くや や も われないのに を に けた このようなことは にい

とまがない このようなホテルの は には に べて いので ホテ

ルの は としていることができる

もたくさんある ひとつは が い これは になっている スポ

ツジムがものすごく い のホテルのフィットネスクラブは きなプ ルがあ

り きなラウンジがあるのに して は ホテルでも を つ つぶし

て した にトレ ニングマシ ンとシャワ ブ スがある の だが そ

れにしてもフィットネスクラブがお を るので とこのホテルには ないとい

うお のコメントが い その で いのは の は が

でも はほとんど が せず の でも ができな

いという の に するときに に している オ タニに

らず のホテル が これはなんとしてでも しなければいけない エク

等） 日本 観光客誘致 大々的 行 。日本 海外 観光

客 誘致活動 行 例 最近 。東京 反省 、

我 田 水 引 考 、 （連携）

。例 ー ー 出 営業所（現在 社 減 ） 共同

ー 必要 。

日曜日 、長野方面 行 客様 ー 帰 買

思 ー 使 新幹線 分 現金 持 合 困

。東京 電話 、 近 ー 会社 ー 調

ー ー 会社 ー 行 、現金 用意 新幹線

買 （日本 未 現金 崇拝 強 、世界 旅行者

ー 万能 時代 、 辺 整備 ）。日

本 親切 、例 客様 物 忘

場合飛行場 ー 届 （ ー代 負担）。 ー ー ー

言 、 。 判 方 、

日本 対 賞賛 。 ー 振興 繋

。 、到着 客様 咳 、 部屋

着 否 何 言 加湿器 部屋 届 等 枚挙

。 従業員 日本 諸外国 比 多 、

経営陣 安閑 。

苦情 。 朝食 高 。 阻害要因 。 ー

高 。日本 大 ー

、大 対 、外国 一流 客室 位

改装 場所 ー ー ー ー 程度 物 、

金 取 二度 来

客様 多 。 他 多 語学力 不足。女子社員 英語 堪

能 男子社員 英語 話 、 年生大学 英文科卒 英語

状況。海外 営業所 派遣 非常 苦労 （ ー 限

日本 共通） 、 解決 。

３

２

４

［海外 訪問客 日本 ］からの が のホテルにどのようなコメントをしているか
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セレントサ ビスは のホテルの であるが サ ビスが

に で みが ない というコメントもある タイでは のタイスマイ

ルがあり アメリカでもものすごくニコッと うがそれはチップをたくさんもらう

ため のホテルはチップを めてサ ビス を したが それには い と

い があり あえて い を するならば のホテルが サ ビス で

が したときにはサ ビス の が てくる があると われている

シンガポ ルは に に の を っているので する

は で に するプロモ ションをしている シンガポ ルは

であるが その で な を

に して っている の は の の の が といって

それが て に される その を って

らが からシンガポ ルに れ むツ リズムを するための を って

いる

いのはホテルや がそれにより うということだけではなくて ホテ

ルを に りそのホテルを しすることによりシンガポ ルの をしている

に する も していて セント サ への の を

している を させることにより を げるというのが

シンガポ ルはミャンマ マレ シア と を んでツ リズムを

しており ではシンガポ ル ツア オペレ タ ホテル

の が くできている にお を い に している それに

なイメ ジ でガ デンシティということで にした マ ライオンは

は が っているだけだったが は の を くようになっているよう

で ヶ かないとどんどん わる じがする シンガポ ルは の

さの であり にやりやすいという はあるが それにしてもあのスピ

ドに はとても いていけないと うが いお なので う があると

う

ー 日本 特徴 、反面 ー （非

常 機械的 微笑 少 ） 。 独特

、 笑

。日本 廃 ー 料 導入 、 良 面

悪 面 、 悪 面 指摘 日本 将来 ー 面 質

低下 ー 料 問題 出 懸念 言 。

ー 非常 熱心 観光業 振興 行 紹介 。年間予算

億円程度 各国 対 ー 。 ー “

” 、 一方 地味 努力 全世界

対 行 。予算 億円 ％ 消費税 中 ％

全 （ ） 上納 。 資金 使

彼 世界 ー 流 込 ー 振興 政策 行

。

面白 観光産業 潤 、

海外 作 後押 ー 。

観光 関 企業誘致 検討 、 ー 島 日本企業 誘致 現在検

討 様子。観光産業 発展 観光収入 上 特

徴的。

ー ー・ ー 等近隣諸国 連携 組 ー

振興 、国内 ー 航空・ ー ー ー・交通・ 等

協同・協調 良 。上手 金 使 、上手 振興 。

卓抜 ー 戦略 ー 有名 。 ー 以

前 石像 建 、最近 七色 虹 吹

、 月行 変 感 。 ー 淡路島程度 広

都市国家 、一気 面 、 ー

日本 付 思 、良 手本 見習 必要

思 。

too robotic

noth

ing to offer but business to come

CESS

Singapore Tourism Board STB

PR

５．Singapore Tourism Boardの政策

110 -

,

110 ４ ３

６
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現在石原東京都知事 業界 対 導入

投 。 月 大谷社長 業界 税制委員長 就任

予定 余 個人的意見 表明 、 導入

観光 源資 。 業界 東京都 剛速球 投 、

今観光 広範囲 議論 、 何 、財源

必要 、 解 日本

協会 幹部 賛意 示 。 ー 資金

何 。 ー 権限 大 、金銭的

判断 職務上 判断 即決 ー ー 活動 。 ー ー 世界

一魅力的 都市 、 光 輝 、「 ー ー 」

ー 路上 投 捨 等 厳重 罰金刑 科 観光立国

世界一 目指 。訪問客 増 、 年 数％増加

万人 訪問 。 ー 年 月 年 月

世界各国 ・ ・ ・ ー 世界 一

流 人 呼 （ 、 ー 行

）。 世界 番目、 番、 ー

人 日本 来 話 日本 国内需要

言 。確 医学総会等 東京 頻繁 開催 、海外

。 色々 ー 影響 面 、

側 国内需要 裏返 。 ー

世界 観光業界 中枢 担

方 人集 、 ー ー 振興 議

論 、 政策 反映 。 、 、上海、

世界各国 造 。自国 観光政策 一環

世界 都市 政府直営 展開 、 ー 政府

観光政策 力 注 。 ー 最重要拠点

。

年（ 月～ 月） 日本 訪問客 対前年 ％増 万人 、

観光客誘致促進 関 私見 提言 。

よりホテル に してベッドタックスを したらどうか

という げかけがある この から がホテル の に す

る なので り は できないが ベッドタックスでも しないと

のための がない ホテル に の をただ げるのではなく

なぜ なのかをもっと に して そのために をするか がいく

ら か そのためにどうしたらよいかといったことから きほぐしていけば

ホテル の も を すのではないか プロモ ションには がなければ

もできない また のリィジョナルディレクタ の は きく な

や の が できてスピ ディ に できる リ カンユ が

な にして ピカピカに り こう シンガポ ルはガ デンシティ

をスロ ガンにして でのタバコの げ て に な を して

として を した はどんどん えており も し

が した ミレニアムセレブレ ションとして から ま

で からのイベント フェスティバル エキシビション ショ と の

の をどんどん んだ ゴルフのコンペティションもあり タイガ ウッズも っ

ている コンベンションは で アジアでは シンガポ ルのホテ

ルの に にはコンベンションが ないと したら は だけでやれる

と われた かに コンベンションは で に されるが

からのはほとんどない これは なイメ ジが している はあるが ホテル

が にあぐらをかいていることの しかもしれない シンガポ ルでは

として で の を う

を めて どうしたらシンガポ ルがもっとツ リズムを できるかを

し それを に させている ラッフルズがロサンゼルス ロンドン

ベルリンと にどんどんホテルを っている の の として

の に のホテルを する そしてシンガポ ル がそれをバッ

クアップして に を ぐ そのホテルがシンガポ ル の と

なっている

の への は の となったが

に する としていくつか したい

１

６ ８

５ １

８

１

STB

International Advisory Council for Tourism

PR

2000 10 700

1999 2000

2000 12 7.2 475
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・観光 重要性 官民挙 認識 。特 普通 人々 意識

高 。大阪 勤務 、 沖縄 決

沖縄 人 喜 、大阪 人 、

反対意見 必 出 。 年 開催 大阪 立候補

、燃 大阪府 一部 関係者 、一般 人

「 来 」 反応。大阪 （ ）

開催 時、道路 遮断 「 、 」 通

行人 警備 警察官 不満 漏 。 ー 一部 人間

、裾野 広 皆 ー 認識 持 必要 。

・予算 必要。金 何 。資金 作 。

一番 近道 。

・観光大臣 任命 不可欠 思 。国土交通省 中 部署 、

望 観光省 機関 立 上 予算 付 独自 判断 観

光大臣 観光省 動 先行 真 暗 印象 持 。

機能強化 、民間 支援体制 持 。

先程 予算 話 、 年間予算 億円、 ー 億円

、 単 倍 倍 話 、膨大 差 認識

。時間 明確 観光 施策 作 、特 ー ・ 両面

環境整備 。

【 年 月 日】

の を げて しなければならない に の の を

めなければならない に していたときのことで サミットが に

まり の は んでいたが の からはサミットってなんだ いくらもう

かるのだという が ず た のオリンピック に が

しているが えているのはホテルや など の で の は

オリンピックが てどうなの といった で エイペック が

された を したら ええペックでなくて わるいペックだ と

が の に を らしていた ツ リズムはホテルとか の

がやるのではなく を げて でツ リズムの を つ がある

が がなければ もできない を るにはどうしたらよいか

の は のようなことをやればよい

の が と う の のひとつの ではなくて

むべくは のような を ち げてもらい を けて の で

なり が けるようにしないと き っ という を っている

それから をもっと して も を たなければいけない

の の では の が シンガポ ルは なの

で これは なる の ではなく な であると しなければなら

ない をかけて に のための を り にハ ド ソフトの

にわたり をしていかなくてはならない

2008

35 110

2001 25

APEC

CESS

JNTO

JNTO

３ ４

１
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㈱竹中工務店取締役

私自身 島 ー 開発 担当 、 年

完成後、軌道 乗 年間 滞在 。現地 開発 担当

時期、 経済 崩壊 不動産不況期 突入 、当社 私自身

大変 経験 。 後 経済 空前 長期好況 呈 、 年以降

現在 至 当 ー 経営状態 大幅 改善 。

ー 説明 前 、 競合 ー

中 位置 説明 。

一番大 ー 州 、 年 万人

外国人 、 、 、 、 ー

等 訪問 。 人 訪問客 数字 、 ～ 倍

思 。 、一番 、二番 万人、

人 含 年間 万人訪問 、 外国人客（

日本人） 万人、次 、 万人 。

一方、日本 訪 外国人客 、 年 数字 万人 、日本 外国人

訪問地 位置 次 読 。

第 次 ー 年 始 年 消滅 。

当時 日本 列島改造 不動産 ー 為替 ー 円 固定相

場 変動相場 移行 円高 頃 。進出先 中心

松本 利幸 氏

ハワイのカウアイ のポイプベイリゾ ト を し からホテ

ル に るまでの アメリカに した で を してい

る アメリカ はバブル による に し も も

な をした しかしその アメリカ は の を し

に るまで リゾ トの は に された

ポイプベイリゾ トについて する に ハワイがアメリカの リゾ トの

でどのような にあるかについて する

アメリカで きなリゾ トはカリフォルニア にあり の

が サンフランシスコ ロサンゼルス サンディエゴ パ ムスプリングス

を している アメリカ の の はないが この にはなると

う このように がカリフォルニアで がフロリダで ハワイ

はアメリカ を め しているが そのうち ほとんどが

は いで ラスベガスの となっている

を れた は の が なので の

としての はラスベガスの ぐらいになると みとることもできる

ブ ムは から まり に した

の は による ブ ムや レ トが ドル の

から に し になった である のほとんどはハワイが

1987

95

2000 1,038

580

700

274 237

2000 190

1973 76

308

７

４ ５

１

１

１．

１

アメリカ リゾ トと の

アメリカ リゾ トの

の

ブ ム

主要 ー 当社 実績

主要 ー 比較

日本企業 進出

①第 次 ー （ 年～ 年）

∏

π

1973 76

第 節 〈 ー 〉

ー 実例（ ー ）

３

１．

リゾ ト

リゾ トの ポイプベイリゾ トカウアイ
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で ホテル やリゾ トやコンドミニアムの であった な は

あるが としてはそ

れほど くはなかった

その した は とは なるアメリカでのビジネスに しながら

も も って しており を じてハワイ に きく している

のオイルショック ハワイで がトイレットペ パ やお

まで し に ち ったり ゴルフ を し でしか を しなかっ

たこと があり が まれたこともあった

このブ ムは オイルショック の の により を えた

ブ ムは に まり に わった

までは にイギリスだけがアメリカで をしていた が か

ら に を させ には ドル に ドルという きな を

に した この の の として でのバブル と

が げられる には ドル であった が には ドル と が

がりした それが には にまで した の が

くなり も って から えば まで だったアメリカ

の があっという に にまで くなった じになり からどっとハ

ワイ カリフォルニア ニュ ヨ ク の の が された また

も ゼネコン の から び に る

に した としては オフィス ホテル リゾ ト の や

であった しかし これも のバブル の と に に し

ていった

は より ブ ム にワイキキスカイタワ という のコン

ドミニアムの を った ワイキキの で を し ハワイの

ゼネコンと し を い した

、 買収 ー 開発等 。主 進出企業 、

国際興業、東急、西武、長谷工、大林組、当社他、数社 、企業数

多 。

時進出 日本企業 日本 異 苦労

現在 残 活動 、観光業等 通 経済 大 貢献 。

年 当時 、日本人観光客 ー ー 米

購入 日本 持 帰 、 場 買収 、日本 会員 募集

等 、反日感情 生 。

ー 、 年 後 日本国内 不況 終焉 迎 。

第 次 ー 、 年 始 年 終 。

年 主 不動産投資 。日本 年

急 投資 増加 、 年 億 、 年 億 大 金額 短

期的 投資 。 巨額 不動産投資 理由 、日本 経済 円高

挙 。 年 円 相場 年 円 円 倍

以上値上 （ 年 一時 円台 上昇 ）。日本 不動産

高 資金 余 、日本的感覚 言 、昨日 万円

不動産 間 万円 安 感 、日本

、 、 ー ー 他 都市 不動産 買収 。 、進出

企業 不動産、 、金融、保険、商社等 大手資本 中小及 個人 至

広範囲 拡大 。投資先 、 、 、 ー 、住宅 買収

開発等 。 、 年日本 経済 崩壊 共 急激 消滅

。

当社 、 年 第 次 ー 期 ー 戸

開発 行 。 中心地 土地 買収 、 設計事務

所、 協力 、設計、建設 行 、 年完売 。

73

76

1985 91

84 85

88 39 89 43

85 250 88 120

95 88

100

20

91

1974 102

78

②第 次 ー （ 年～ 年）

当社 開発実績

①第 次 ー 期

２

１

ブ ム

の

ブ ム

1985 91

２

１ １

１

∫
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②第 次 ー 期

ー 開発計画概要

開発経緯

開催

２

２．

ブ ム

ポイプベイリゾ ト

グランドスラムゴルフ

第 次 ー 期、当社 既存 買収 全 次 開発事

業 行 。 年 日航 、 年

島 ー （ 、 場）、 年 ー

ー （ 、 場） 開発 行

。 開発 年 ー 、 年 ー ー

日本 ー 行 。

年 年 、上記 ー

ー 売却 、 終了 、現地法人 経営内容 大幅 改善 。

年当 用地 購入 （ 場 ー ）、 ・ 場

設計、開発許可取得、建設 行 。現地 人々 会社 協力 下、特 困難

場 開発許可 非常 ー 取得 。 結果 年 月

ー ー ー ー （ ）

用地買収後 年 ー 。 非常 短 ー

評価 。

非常 順調 、翌 年 月 湾岸戦争 始 、仮 ー

場 状態 続 。 年 月

ー 着 、今度 年 月 ー 襲来 、

島全島 壊滅 大被害 受 、当 ー 全滅 近 状態 。

、建物 躯体 被害 、約 億円 掛 半年 全館修復

。 幸 、 費用 ー 保険 ー 。

保険 、 ー （建物、施設） 完全 修復 同時 、嵐 被害

営業 期間 逸失利益 関 保険 ー 。

年 月 当 ー 修復 完了 再開 、 島全体 回復

、 島全体 観光客 少 期間 続 。

２ ５

３

１

９

９

３

ブ ム は プロジェクトの は くやらず の つの

を った にサンフランシスコでホテル サンフランシスコ にカ

ウアイ でポイプベイリゾ ト ハイアットホテル ゴルフ にパ ムス

プリングでミッションヒルリゾ ト ウェスティンホテル ゴルフ の を っ

た オフィス では にロサンゼルスで タワ を にニュ ヨ クで

クラブタワ を った

から にかけて プロジェクトのうち タワ やミッションヒルリ

ゾ トを して リストラを させ の を に させた

プロジェクト を し ゴルフ はリ ス ホテル ゴルフ の

を った の や の の に とさ

れたゴルフ の も にスム スに できた その ハイアッ

トリ ジェンシ カウアイホテルとポイプベイリゾ トゴルフコ ス を

でオ プンできた これはハワイでは に いスム スなプロジェ

クトとして された

ここまでは に だったが に が まり オ プンし

たもののホテルもゴルフ もガラガラの が いた その の にやっとグラ

ンドオ プンにこぎ けたが は にハリケ ンが して カウアイ

が するような を け リゾ トも に い になった た

だ の には がなかったため を けて でホテル

した また いなことに この はほとんどハリケ ン でカバ できた ア

メリカの で ハ ド を に すると に の によ

り できなかった の に しても でカバ することができた

に リゾ トの が し したが カウアイ が でき

なかったので カウアイ に の ない がしばらく いた カウアイ

1985 87

89

85 801 90

96 97 801

1987

90 11

. .

91

92

50

1993

∏

π

G C

PGA
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島 回復 全米 、 州 資金 一部 負担 、

ー 提案 当社 。 州 観

光予算 万 支出 、 ー ー 冠 ー 万 負担

合意 。 当社 場 提供 、

年 月行 。 ー 、全米 ー 、全英 ー 、

大 ー 優勝者 人 島

集合 。 年最高 決 日間 ー 、

年以来 行 、毎年 月 開催 予定 。 ー・

年 ー 優勝 、 年 彼 大会 優勝

、 決定 大 ー 平均 ー 上位者 名 招待 ー

行 、 ー・ 優勝 。

用地買収 年余 完成 開発段階 非常

ー 完成後、湾岸戦争 ー 来襲 予想 大事件

被害 受 本当 苦 ー 。

年以降 長期 好景気 結果、 島 観光客 徐々

増加 当 ー 宿泊客 年々増加 。一方、 等

ー 行 結果、 島 当 ー 知名度 上 。

当 宿泊客 ％ 本土 、 ー ー 年々増加

。例 、旅行専門誌 『 ・ ー 』 ー

人気投票 行 、当 年 州 番目

。

最後 ー ー 観光資源 魅力 政府・民間団体 観光産

業 協力状況 日本 ー 比較 私見 述 。

観光客数 図表 年 年 観光客 推移 示

、年間約 万人 達 。 本土 約 ％ 万人 、

の を に するため ハワイ が の を して ポイプベイ

でゴルフト ナメントをしてはどうかとの が にあった ハワイ の

から ドル し マスタ カ ドが スポンサ になり ドル

することが された そして がゴルフ とホテルを し のグラン

ドスラムが われた マスタ ズ オ プン オ プン

チャンピオンシップの ト ナメントの がカウアイ のポイプベイ

に した その のチャンピオンを める のト ナメントで

ポイプベイ で われ に される である タイガ

ウッズが のマスタ ズで したが その は が つの で したの

で の で ト ナメントの ストロ クの を してト

ナメントが われ タイガ ウッズが した

からわずか りで したこのプロジェクトの は にス

ム スだったが やハリケ ン といった もしない の

をまともに け に しいスタ トだった

アメリカの にわたる の カウアイ への も

に し リゾ トの も した グランドスラム のようなプ

ロモ ションを った カウアイ や リゾ トの が がってきた

ホテルの の はアメリカ からで リピ タ も してきて

いる えば の コンデナスト トラベラ ズ でハワイのリゾ ト

の を っているが ホテルは ハワイ で にランクされるよ

うになった

にハワイのリゾ トマ ケットの の や の

への や リゾ トとの について を べたい

ハワイへの は に から までの の を してあ

るが に する そのうちアメリカ からが の で

PR G

C

PGA

PGA

G

C

G C

PGA

.

.

50 100

94 11

.

. 94

. . 11

2000

1995

97

2000

1981 2000

700 65 454

４ ４

２

３

４ ２

３

４

１

∫

∏

現状評価

ー ー

観光資源、観光客分析

３．ハワイのリゾ トマ ケット
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日本等 来 観光客 万人 、 本土 外国 観光客

魅力 。 魅力 、自然、気候及 本土 独特

文化 挙 。 自然 美 高級 ー

沢山 、 魅力 。 増 魅力 、

年中日本 月頃 似 過 気候 犯罪 一日中 所

第一 魅力 。

観光 資源 、 ー 、 ー 、 、 等 挙

。

日本 海外 行 人 年 万人、逆 日本 来 外国人 万人

、 以上 万人 日本人 訪 。何故日本 訪 外

国人全員 数 、 行 日本人 数 方 多 理由 、

恵 自然 観光資源 魅力 思 。

滞在日数 、 人 来 平均 大体 日間滞在、日本

人 半分 日間 。 ー ー率 非常 高 ％

。観光客 使 金 ％ 達 億 千万

、日本人 非常 貢献度 高 日 平均 使 、 人 平均

使 。 日本人 “ 箱”的存在 。

政府、民間団体 協力状況 図表 。 観光当局

（ ） 公害 、 産業 観光業 何 育成

、相当 資金的援助 。 日本

非常 疑問 、 行 泊 、 代 他 色々

税金 負担 。 中 、宿泊税 宿泊料 ％ 取 。

税金 内 ％ 観光 ー 利用 。当社 場 ー

出 資金 、 予算 中 充当 。 年 百万

（約 億円強） 予算 観光支援 州 支出 。

財政的 援助 同時 州立大学 観光学部 他、色々

ー・ 観光学科 。

民間機関 諸団体 、図表 団体 挙 、 組織 日

から る が で アメリカ のみならず からの に

も がある ハワイの としては びアメリカ にはない

の やアロハスピリットが げられる また とマッチした しい リゾ

トも あり これがハワイの になっている それにも してハワイの は

の に た ごしやすい で もなく のんびりすごせる

が の であろう

の としては マリンスポ ツ ビ チ ゴルフ ショッピング が げ

られる

から に く は で に に る は で

あるが それ の の がハワイを れている を れる

の よりも ハワイに く の の が いのかという は この

ようなハワイの まれた や の にあるのではないかと う

からいうと アメリカ はハワイに ると で

はその の となっている ハワイへのリピ タ は に くて

となっている が うお はハワイの の に する ドル

で は に が く に ドル い アメリカ は ド

ル っている まさにハワイにとって は ドル である

の としては にあるとおり ハワイの

が をもたらさない かつメインの である を とか し

ていこうと な をしている これが でそのままできるかどうか

は に があるが ハワイに ってホテルに まると ホテル の に な

を させられる その のひとつが で の を られる

その の が のサポ トに されている のゴルフ でのト

ナメントに してくれた も この の から された で ド

ル の が としてハワイ から されている

このような な と にハワイ の の なコミュ

ニティ カレッジに がある

の としては に つの を げたが これらの は

244

2000 1,782 190

244

10

60

18

210 170

7.25

37.9

2001 61

70

５

５

１ ４

１

２

３ ５

GDP

HTA

π 政府、民間団体 協力状況の
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図表 政府、民間団体 観光産業 支援状況

図表 民間機関 諸団体

２

３ ／

の への

１．

／

２．

１．

２．

３．

４．

５．

HAWAII TOURISM AUTHORITY

Transient Accommodation Tax

HTA DEBT

HVCB Team Unlimited SMG

University of Hawaii

PR

（ 州観光当局）

設立： 年 州議会 承認

目的：経済再活性化

州観光産業 戦略、方向性 策定

連邦、州、郡、地域、観光業界 協調、支援

予算： 年会計年度＄ 百万（限度額）

財源：州 宿泊税（ ）

収入 ％ 充当（税率：宿泊料 ％）

ー使用 ー ー ＄ 台・日

組織形態・役割

（ 州観光当局） （ 州産業、経済 開発 観光局）

各種統計資料

専任

各地域 協調

＄ 百万

（ 観光局）

観光 ー
統計資料

各島観光局

各種 招聘支援
補助金

＄ 百万
＄ 百万

他 ＄ 百万

合計 ＄ 百万

・
ー運営

契約 契約

州立大学（ ）

観光学部他 教育 観光産業 支援

ー・ （各島 存在） 観光学科有 。

主 活 動 備 考

商工会議所 環境整備美化運動、犯罪撲滅運動 州、各郡

観光協会 ー 、環境整備・美化 各地域

協会 州政府 提言、地域社会 利益還元 会員数
（ 、 室）

運輸委員会等各種委員会 空港、港湾、道路 整備改良 提言、具申 州、各郡

ー 地区組合 ー 地区全体 、 ー 作 、販売提携 各市、 ー 地区

ハワイ

に にて

ハワイ の の

との

の

の を の

レンタカ サ ビスフィ

ハワイ ハワイ ､ ､

スタッフ

との
プロジェクト

ハワイ

マ ケティング
イベント

ゴルフ
その

ハワイ コンベンション
センタ

ハワイ

における と への

コミュニティ カレッジ に にも り

な

マ ケティング

ハワイホテル への への ホテル

の への

リゾ ト リゾ ト の ル ル り リゾ ト

∏

π

∫

ª

1998

2001 61

37.9 7.25

2.00

72
2.6 4.7

1.8
0.8

7.3

725
180 514

フットボ ルー

Hawaii Hotel Association
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本 。日本 、政府 宿泊客 税金 取 、 観光産業

支援 利用 。

観光 他国 訪問 人 、 人 訪問 国、 土地 全

魅力、 自然 環境、文化、歴史、人々、 、施設、 ー、

体験等全 評価 、 他 人 伝 。良 評価 与 国 ー

地 、評判 口伝 良 客様 ー ー 来

。

以下、日本 ー 比較 行 。

① 場合 、日本 比 ー 旅行 安

挙 。交通費、 代、食事代、 ー費全 入 、日本

観光地 例 ～ 回 、 行 方 ー

金額 安 。 日本 旅行費 割高 、

ー 気分 味 人々 、日本 観光地 一年中快適

選 人 多 。

② ー 施設 厳 規制 全体的美観 統一

感 重視 、 ー 大規模 開発 。

厳 建築規制 建物 形 色 看板 及 、 ー 気分 害 電柱 電

線 全 見 美 美観 保 。 結果、 大規模 ー

開発許可 得 様々 規制 加 住民投票 数多 ー 越

、通常、開発 年以上要 。

③ 中 、人間性重視 配慮 非常 。十分 ー ー

緑 提供 歩行者優先 人 考慮 様々 施設

。特 家族連 多 幼児 老人 安心 預

滞在 施設 多 取 入 。

④人々 日常的 活動 非常 盛 行 、 地域、

区域、市 含 ー 全体 相互補完的 協力 。 島

人 場合 週間滞在 、当社 場 飽

、 島 主要 場 提携 、同 料金

にもある にまだないのは が から を り それを

の に することである

やビジネスで を した は その が したその その の

ての すなわち や ホスピタリティ マナ

てを して それを の に える い を えられた やリゾ

ト には が えで くなりどんどんお がリピ タ として るのでは

ないか

とハワイのリゾ トの を いたい

ハワイの は と べるとト タルの コストが いということがま

ず げられる ホテル レジャ てを れても の

でゴルフを えば するのであれば ハワイに ってした がト

タルの が くなる このように の が であるため のんびりと

リゾ ト を わおうとする にとり の より なハワ

イを ぶ が い

ハワイのリゾ トはインフラや などへ しい があり や

を した しっかりしたマスタ プランにより な がなされている

しい が の や や にまで び リゾ ト を す や

が く られず しい を っている その ハワイで リゾ ト

の を るには な に え といった くのハ ドルを

えなければならず に する

プランの に の が になされている なオ プンスペ

スや が され やハンディキャップの たちを した な

がある にハワイは れが いため から まで して けられた

り できる が く り れられている

の なコミュニティ が に んに われており その そ

の を めてリゾ ト が な をしている カウアイ で

もアメリカ の は するので のゴルフ だけでは きてしま

うので カウアイ の なゴルフ と をして じ でゴルフができる

∫ 日本 ー 比較のリゾ トとの

３ ４

１

10
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ようにしている

ハワイの にアロハスピリットがある が うと らない に

でも アロハ とか こんにちは とか ハ イ とか ででも に を

かけてくる じアメリカでもニュ ヨ ク のホテルなどで が っても ほ

とんど はかけられないという があるが ハワイでは に はよく を

かけてくる でも いリゾ トは をかけてくるが の いもあるため

かなかなかそれが していない こうした も にすべき だと う

リゾ トに らず の を ても にいわゆる さ

があふれ でゴミを らかしたり の い を てたりということはまず

られない この も は や も めて しないといけない だと

う

になるが や など の が て しやすい しやす

い や の を に すべきである えば の に

が を してやって たのでその を くと ホテルから に り

り まで たが を りたら も も からない ストリ トの

も からなかったので とにかく ったということ じ がこの で

に るために にタクシ で いた も で に けば

きの に れるかを な に いたが も えてくれなかったという

も を めない が けないという を にしてみて

の でリゾ ト や な を いてみるのも ではないかと う

。

⑤ 場合、住民全体 。目 合 知 人

、「 」 「 」 「 ー 」 何処 親切 声

。同 ー ー 等 目 合 、

声 雰囲気 、 特 住民 声

。日本 良 ー 声 、文化 違

徹底 。 面 参考 点 思 。

⑥ ー 限 、町 中 見 、人々 公共心、親切心、清潔

、町 散 、煙草 吸 殻 捨

見 。 辺 日本 民度 品性等 含 向上 面

思 。

⑦最後 、標識 切符 、英語圏 人 来 生活 、旅行

英会話力 英語 表示 更 充実 。例 昨日、当社 事務所

外国人 汗 流 来 理由 聞 、 地下鉄 乗

最寄 駅 来 、地下鉄 降 西 東 分 、 ー 名前

分 、 焦 。同 人 前成田 飛行

機 乗 東京駅 ー 着 時 、東京駅 何処 行 成田空港

行 電車 乗 、色々 人 聞 誰 答 。

我々 一度、日本語 読 、日本語 書 想定 自分 、

外国人 目 ー 地 色々 場所 歩 大事 思 。

【 年 月 日】2001 22６
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東京急行電鉄㈱社長室部長

当社 開発 、自然 地域 調和 図 ー 開発 実例 、当社

長年取 組 島 ・ ー 沖縄県 宮古島 ー

紹介 。

諸島 中 最南端 言 島 東海

岸 、西海岸 大 町 。 町 北

空港 、 海岸沿 北 処 ・ ー 。

人 航海 果 辿 着 太平洋 最北端 場所 言

、彼 先住民 生活 始 、 地域 約

百年前 居住 始 言 。彼 生活 溶岩 天然

ー 居住 、海 食糧 供給 、地域内 呼

溶岩 壁 描 古代絵 残 。 地 最初 所有 利用 、

年代 全島 支配 有名 大王 。 大王 、

北 生 全土 制圧 。 ー 海岸

線 面 利用 海産物 収穫 貿易 行 。

輸送路 呼 史跡 、 今 残 。

、 ・ ー 南 方向 伸 中心 越

発見 場所 伸 。

古代人 生活 跡 洞窟 、現在 ー 中 保存

。 大王 通 道、 ー 中 保存

。

後何人 所有者 経 、 ・ 人物 年

西村 友伸 氏

（ 宮古島 事例）

が した と との を ったリゾ ト の として

が り んでいるハワイ のマウナラニ リゾ トと の リゾ ト

を する

ハワイ の で にあるビッグアイランドと われているハワイ の

にはヒロ にはコナという きな がある このコナの のすぐ にコナ

があるが そこから いに の にマウナラニ リゾ トがある

ハワイはポリネシア が の てに り いた の の だと わ

れているが らはハワイ として を めて マウナラニの では

から が まったと われている らの は によってできた

のシェルタ に し から が され にペトログリフと ばれる

の に かれた を している この を に して したのが

にハワイ を した なカメハメハ である カメハメハ は

マウナラニより のハビの まれでハワイ を した リゾ トの

に したフィッシュポンドを して を し を った そのための

がキングストレイルと ばれる であり これは も っている キング

ストレイルは そこからマウナラニ リゾ トの の に びてコナの を

えてキャプテンクックが した まで びている

ハワイの が した である が もリゾ トの に されてい

る カメハメハ が った キングストレイルもリゾ トの にそのまま

されている

その かの を て フランシス ブラウンという が にこの

１．ハワイ マウナラニ リゾ トについて島 ・ ー

概要∏

30

1700

50

1936

km

km

８

２．自然 地域 調和 図 東急 ー 開発と との を った のリゾ ト
ハワイと の
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リゾ トを した はハワイでも なスポ ツマンで にゴルフにおいて

がめざましく のゴルフ でも している ブラウン はここで

を し ココナツの を え ボ トの を すると に を てて

ハワイアンである を めて を させたと えられている

は に された ゴルフ の

という にブラウン が されている ブラウン はハワイのパイナップル

と ばれていた で にハワイの の に まれ にもなっ

たことがある ゴルフでは からハワイのアマチュア で をした

であった そのブラウン が ゴルフ の きで にハワイチ ム

のキャプテンとして し カントリ で われた アマ で

している その を けたお しに ブラウン からその の ハワイオ

プンに のプロゴルファ を したいという し でがあり その の

のプロ がハワイオ プンに した プロの の

で を が その に が が に っており

ゴルフ の の として れられない であるという である そのブ

ラウン が に のリゾ トの を していた

とこの の わりは ブラウン が オリンピックの に し

た に の と り い したのが まりである この

は を じて が に なく リゾ トに した に まれている

の であるハワイの な とこの の いた というものが と

ても ごしやすい の のバカンスをもたらす はこの のリゾ ト に

し ブラウン とお いの を り った かねてより は に き

な を っており くから は の と するとともに

の が や きを れて な ができる と を めて

いた そして の では れた でもリゾ トにして も て

ば して になってしまうので もっと の い はできないかと を

めていた ハワイは に のちょうど に たる であり ブラウン

ー 取得 。彼 有名 ー 、特

活躍 、日本 選手権 優勝 。 氏 道

路 整備 、 木 植 、 ー 発着場 建設 共 別荘 建 、

意識 高 、魂 活性 伝 。

実 、日本経済新聞 掲載 「 列伝日本 年」（ 年 月 日付）

記事 氏 紹介 。 氏 王

呼 親日家 、 年 豪族 家 生 、上院議員

。 年 選手権 連勝 実

力派 。 氏 日本 協会 招 年 ー

人 来日 、武蔵野 ー 行 日本 選手権 優勝

。 招待 受 返 、 氏 年 第 回 ー

日本 ー 招待 申 出 、 当時 日本

宮本留吉、安田幸吉 ー 出場 （日本人 海外遠征

最初 、遠征費 同氏 負担）。 時 宮本 位、安田 位 入 、

日本 界 恩人 一人 忘 人 記事 。

氏 正 当社 ー 土地 所有 。

当社 土地 関 、 氏 年東京 頃 来日

際 、当社前会長 五島昇 知 合 、意気投合 始 。 地

域 年間 通 降雨量 非常 少 、 ー 適 気候 恵 。

常夏 島 快適 気温 地域特有 乾 空気 、

過 南 島 。五島昇 地域 ー 性

注目 、 氏 互 夢 語 合 。 五島昇 太平洋 大

夢 持 、早 「 世紀 太平洋 時代」 提唱 、環太

平洋諸国 人々 、国 肩書 忘 、様々 交流 場所 機会 求

。 欧米型 観光開発手法 優 場所 ー 年 経

俗化 駄目 、 息 長 観光開発 頭

痛 。 地理的 太平洋 臍 当 場所 、

100 2001 20

1892

1920

1929

13 17

1964

21

30

６

４

８

２

π 開発理念

① 世紀 太平洋 時代21 は の
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氏 土地 売 出 知 、 年 世界 例 ー

開発 考 基 当社 購入 。

開発 当 五島昇 、開発 土地・地域 発展 大 貢献

、 ー 決 自分 利益 優先 、 土地 人々

重視 、支持 得 命 。

典型的 事例 ー 内 先 話 史跡 調査 認定 史跡 保

存 。 開発計画 策定 当 、 博物館

依頼 史跡調査 行 。 結果 人 生活 洞窟跡、漁業施設跡、

埋蔵地 壁画、 大王 利用 等 歴史的遺産

保存 。 負担 大変大 、土地 文化遺

産 尊重 姿勢 、 地域社会 大変高 評価 。 事例 開

発 史跡調査 模範例 、以後 開発 ー

。

地域社会 配慮 事例 、海岸線並 史跡 地域 人々

提供 。 州法 海、 海岸線 万人 。

的 ー ー、 門番 付 住民

外界 隔離 開発 、 ー ー 閉鎖的、

排他的 、海岸線 史跡 開放 、海岸線一体

地域住民 制約 受 楽 環境 作 。実際 ー 人々 ー

内 公共 駐車場 車 止 、家族揃 散歩 海水浴 。

語 、 天国 届 山々 意味

。 由来 紹介 、当初 。 島

高 山 、 、両方 千ｍ級 山 。

既 ー 開発 ー 、 名称

使 予定 準備 進 、一部 人々 強 反対 。彼

がこの を りに すということを り に に をみないリゾ トを

したいという えの に が した

に たり は がその の に いに するものであ

ること ディベロッパ は して たちの のみを せず その の

のことも し を られることを じた

その な がリゾ ト の ほど した の と された の

である マウナラニでは の に たり ホノルルのビショップ

に して を った その ハワイ が した

や そしてカメハメハ が したフィッシュポンド を

として することにした その は きなものがあったが の

を する が ハワイの で く されている この は

における の とされ ハワイにおける のスタンダ ドとなっ

た

に したもうひとつの は びに への の のア

クセス である ハワイ では すなわち は のものとされている

マウナラニではアメリカ なゲ トコミュニティ すなわち を けて と

を する であるが このゲ トコミュニティ にみられるような

なコンセプトをなくし や へのアクセスを し を

が を けずに しめる を った にロ カルの はリゾ

ト の の に を めて って や にやってきている

このマウナラニというハワイ であるが これは に く という であ

る その を すると はマウナロアというものであった ハワイ では

つ い があり マウナケアとマウナロアで とも の である マ

ウナケアは にロックフェラ が したリゾ トがあるので マウナロアの

を う で を めていたが のハワイの から い があった

72

②「開発 土地・地域 発展 大 貢献 」

自然・地域 調和

①史跡 保存

②地域住民 配慮

がその の に いに するものであること

との

の

への

∫

２ ４
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らはそれぞれの に が るということを じており にマウナケア に

いリゾ トでより れたマウナロア の を けるとマウナロアの の り

に れるという であった の にも な がおり のな

い くの であるが ハワイ の が ぎを こし この に させてい

るとして として らなかった そこでハワイ の を い マウナラニの

を む つの の と をさせた その たどり いた がマウナラニ

に く である すなわち のマウナケアとかマウナロア フアララ

イ コハラ ハレアカラの つの の に く という で これならば て

の に でたたりの がないということから された

の であるが マウナラニは は に われた もない であった

や のインフラ は てゼロからのスタ トであった リ

ゾ トの がスタ トしたのは で まず に ホ ルのゴルフ が

した だらけの であるから を き その に をして

をしたが の がその ヒロの に しており ブルド ザ を かし

ながら の さをどれぐらいにするか と しながらコ スを

した ハワイ の した を ってきた オ ナ のフランシス ブラ

ウン の をもらい フランシス ブラウンゴルフコ スと けられてい

る このゴルフ は の の そして の といった の しさを

のコントラストで しませるということが り となっている

このゴルフコ スに いて に のマウナラニ ベイホテルが した

のマウナラニは で われており の が いところは

が に えてきている このフィッシュポンドの は し が いが その

は であった それがホテルの は が わった このホテルは に

した しい に っており の がオ シャンビュ になって

いる このホテルの は ハワイで まれ ハワイで ち ハワイに りを っ

ている の で のこもったもてなしがされている である

に タイプのバンガロ が された のプ ルとジャグジ を

え の が お するというバンガロ であるが ハリウッドスタ

やアメリカスポ ツ のヒ ロ が している

山 神々 宿 信 、地理的 山

近 ー 離 山 名前 付 神様 怒

触 反対 。役員 中 強硬 反対者 、科学的根拠

全 迷信 、 人 血 胸騒 起 、 命名 反対

頑 譲 。 人 祈祷師 雇 、 地

域 囲 山 神々 相談 。 結果 着 名前

（天国 届 山） 。 、周辺 、

、 、 山 神 届 場所 意味 、 全

神 平等 心配 命名 。

実際 開発 、 当初 溶岩 覆 何 土地 。

飲料水 電気、下水処理等 設備 全 ー 。

ー 営業 ー 年代 、 年 ー 場 開

業 。一面溶岩 土地 、溶岩 砕 、 上 盛土 造成

、当社 社員 当時 方 駐在 、 ー ー 動

、盛土 厚 工事関係者 試行錯誤 ー

建設 。古代 人 残 史跡 守 前 ー ー ・

氏 名前 、 ’ｉ ー 名付

。 場 溶岩 黒、海 青、 芝生 緑 自然 美 絶

妙 楽 売 物 。

ー 続 、 年 室 ・ 開業 。

開発前 溶岩 一面覆 、一部 地域、溶岩 古

木 既 生 。 周辺 少 緑 多 、 他

溶岩 。 建設後 景色 変 。 太平洋

面 美 海岸線 建 、全客室 割以上 ー ー

。 特徴 、 生 、 育 、 誇 持

人々 手 、心 点 。

年 別荘 ー 棟建設 。専用 ー ー

備 、専属 執事 時間 世話 ー 、 ー

ー 界 ー ー等 滞在 。

５

５

９

５

1980 81 18

.

83 345
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不動産開発 、 年 第 期 戸、 年 戸

分譲 。 当時 税制 優遇措置 、

住宅 取得 税制 控除 受 、最初 内 非常 売 行

良 、段々厳 状況 。 後宅地分譲 移行 、 区画 販

売 。 日本 景気 頃 、複数 日本企業 社員

福利・厚生目的 取得 。

年 第 期 ー ・ （ 室） 開業

。 後 買収 、 ー ー

・ ・ 経営 。

場 ー 増設 、計 ー 、毎年 月

・ ー ・ ー ー等 出場 開催 、全

米 中継 。

資本 ー 開発 行 売却 、当社 年

土地取得以来約 年 息 長 ー 開発及 運営 行 。 客

様 約 割 本土 、冬 ー 避寒地 一番 ー

。夏 日本 客様 多 、 ～ 割 占 。特 年

日本航空 直行便 運行 、日本人 増 。 年

月 施設 特有 火山 山頂 雪 ー 、 伝

ー 等 取 入 ー 提供 開業 。

全体 ー ー（約 万坪） 内既 約 ％ 利用 売却済 、後

％ ～ 万坪 残 。 中 調整区域 多 残 、

辺 開発 場合、 飲料水 問題 。現在山 井戸 掘 水 汲 上

、 既 本 井戸 掘 。既存 井戸 程度開発 進

一杯 、今後更 開発 場合 井戸 掘 必要 。

大変 。

現在 場 、周囲 溶岩 囲 非常 景観 素晴 、

であるが コンドミニアムが に として に

されている この アメリカには の があり セカンドハウスで

も を すると の が けられるというので の は に れ

きが かったが しい になった その に し が

されている かなり の がよい であったので の が の

で した

には のホテルとしてリッツカ ルトン マウナラニ が

した このホテルはその シェラトンが し ラグジュアリ ブランドのオ キッ

ド アット マウナラニとして をしている

ゴルフ は ホ ルが され ホ ルとなっているが ジャック

ニクラウスやア ノルド パ マ が するスキンズマッチが され

に されていた

アメリカの はリゾ ト を ってもすぐに してしまうが は

の にわたり の いリゾ ト び を っている お

は がアメリカ からであり のシ ズンは ということで ピ

クである は からのお が くなり を めている に に

がコナに を するようになり が えてきている

には としてハワイ の と の をテ マに ハワイに わるマッ

サ ジ を り れたリラクゼ ションを するスパが する

エ カ の に を あるいは みで

の が っている その では がかなり く っており

この を する まず の がある に を り を み

げているが もう に の を ってある の ではある が

むと になってしまうので に をする は を る がある

これがかなり なことである

のゴルフ は が に まれていて に が らしいが これ

83 80 86 116

66

91 550

18 36

72
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96

2001
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50 180 190
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２ ３

７

４

ª 今後 課題

①飲料水 確保

② ー 開発 進展 伴 景観 変化

の

の

リゾ ト の に う の
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以上開発 、 場 周 住宅 建 、 調和

図 課題 。

島 、 島 島 高級 ー 続々 開発

、競争 激 点 課題 。

宮古島 東京 南西約 千 、那覇 南西約 百 位置 、北緯 度

分、 台北 度 台北 南、 度

少 北 。宮古島 大小 島々 、総面積 万 千 、年間平均

気温 度、 度 若干低 気温 。

ー 、 年 日米首脳会談 沖縄 施政権返還 決定 、 年

返還協定書 調印 、 共 沖縄海洋博 開催 決定 。 背景

、今後沖縄県 観光立県 目指 当社 考 、既 当社 進出

沖縄本島 那覇東急 橋頭堡 総合 ー 開発 拠点 検討 。

海洋性 ー 地 沖縄本島、宮古島、石垣島 調査 結果、宮古島 未

開発 、与那覇・前浜 代表 美 ー 、海

洋性 ー 開発適地 考 宮古島進出 決定 。宮古島進出

同時 現地 開発事務所 開設 、地元 事業計画 説明 用地買収、取得土

地 管理業務 行 。

国内唯一 亜熱帯地域 開発 行 、当社 用地買収 直後 将来

亜熱帯景観 形成 目指 、 実 万個 八丈島 輸送 、

育成 、 他 修景樹 椰子類、亜熱帯花木類 苗圃 圃場

開設 、 育成 進 。 年 開発用地 取得 完了 、 年 大規模

ー 開発構想 策定 、折 起 海洋博後 観光

客 反動的減少 見舞 、事業着手 状況 続 。 後沖縄県

をしていくと ゴルフ の りに が ってしまうので この をど

のようにして っていくかがこれからの である

ハワイ のみならず オアフ やマウイ にも リゾ トが と されて

いるので が しくなっている をどうするかもこれからの である

は の の に しており

これは が なので よりやや ホノルルが なのでホノルルの

し になる は つの からなり

ホノルルが なのでそれよりは いという である

このリゾ トは に で の が されて

に が され それと に の が された これを

に が を すであろうと は え に が してい

た の ホテルを に リゾ ト の づくりを した

リゾ ト として を した が だ

をされていなかったこと に される しいビ チがあり

リゾ ト と えたことにより が された と

に に を し への の から

の を った

の の を うために では の から の

の を し ココヤシの を ほど から し それを

したほか その の として の のための を

し その を めた にほぼ の を し に

リゾ ト を したが しも こったオイルショックや の

の に われて にいたらない が いた その

③周辺開発 伴 競争激化 環境問題

宮古島東急 ー

概要

開発基本構想 ― ー ー 型海洋性 ー ―

自然・地域 調和 ―椰子類、亜熱帯花木類 育成―

に う と

リゾ トについて

オ ルシ ズン リゾ ト

との の

２．

∏

π

∫

２ ３

８ ２ ３

２
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ha
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や エ ジェント のキャンペ ン により けの の

な が まれるようになり また に り れている の

ジェット が まった これらを けて の を えたとの に づ

き に としてオ ルシ ズン の リゾ トを し

その として になるホテルの を した これと に に

を めたが ほど が の への より びてしまったことか

ら に が じ が した その の も られ に

し に のホテル リゾ ト が した にはゴ

ルフ エメラルドコ ストゴルフリンクス が し にはホテルの の

が し は となっている

リゾ トの えている は まず の である への

は ル トでは から に き に り える が な

である の に して の は である

で り えて に くと り え を れて かかる

も く むしろ に く が いという である の

り えの さ の さ に というのはお が ないということ

もあり となる その と の からくる の の な

どが きなネックとなっている

の は の びサ ビスの が げられる ホテルの

の であるが のシ ズンでも に たず では である こ

れは ほどの や からの が しかないという で が

を して に るということで のパックが と をセッ

トにした などのツア になっており には くらいしか してくれ

ない で ろうと っても なかなか が れないというのが

である それから ほど した の があり に を っても

さん に ってしまう これを するためには リゾ トとしての

、旅行 ー 、航空会社 ー 等 沖縄向 観光客 順調

回復 見込 、 宮古島 乗 入 南西航空 宮古島便

化 決 。 受 、事業着手 機会 迎 判断 基

、 年 全体開発基本構想 ー ー 型 海洋性 ー 計画 、

第 期事業 、核 建設 決定 。 同時 地元 説

明 始 、 年 事業着手 当初 地元 説明 延

地元 不信感 生 協議 難航 。 後地元 開発同意 得 、 年 着

工 、 年 客室 室 、「宮古島東急 ー 」 開業 。 年

場「 ー 」 開業 、 年 室

増築工事 完成 、現在 室 。

宮古島 ー 抱 課題 、 交通手段 問題 。宮古島 交

通手段 、通常 ー 、本土 那覇 行 、宮古 乗 換 空路 主 手

段 。東京～那覇 日 便 対 東京～宮古 直行便 日 便 。

那覇 乗 換 宮古島 行 、乗 換 時間 入 約 時間程度 。航

空運賃 結構高 、 台湾 行 方 安 状況 。所要時間 問題、

乗 換 不便 、運賃 高 、特 離島便 客様 少

割高 。 割高感 輸送力 限界 、観光客 予約上 制約

大 。

番目 問題 、施設 充実及 ー 向上 挙 。 宿泊客

滞在日数 、夏 ー 泊 満 、通年 泊 。

先 、東京 大阪 直行便 日 便 中 、大多数

那覇 経由 宮古島 入 、旅行 沖縄本島 宮古島

泊 ー 、宮古島 泊 宿泊

。個人旅行 取 思 、 飛行機便 取 現状

。 先 話 航空運賃 問題 、逆 大型休暇 取 皆

海外 行 。 解決 、南国亜熱帯 ー

80

82

84 151 88

93 97

248

20

1.7

１

８

１ １ １

４

２

３

１ １

４ ２

ª 今後 課題

①交通手段 改善

②環境整備 施設 充実
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の
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魅力 高 滞在日数 増加、 ー ー 拡大、新規顧客 発掘

進 。

第 点 、官民協調 ー 行政 問題 。 地元行政

協力 、観光立県 目指 沖縄県 観光振興策

策定 、 施策 市町村、更 地域住民 浸透 、官民

一体 協力体制 築 非常 重要 思 。 、 ー 行

政 、公共投資 空港・道路等 ー 地域 相応 環境整備 望

。

宮古島 、 煙草 栽培 、住民 多 地方公務員

。自然景観 問題 、当社 宮古島 ー ー 前浜 非常

美 ー 。 正面 来間島 人口 人 小 島

。当初 ー 外 小 埠頭 出 船 乗 、向 、

引 車 島 反対側 行 、自然 磯 ー 楽 。

年 、当社 ー 横 来間島 結 全長 来間大

橋 億円掛 出来 。景観 橋 触 込 、

非常 美 海岸 前 不自然 橋 出来 、自然破壊以外 何

物 思 。 宮古島 実 全島 土地 ～ 億円 全部買収

処 、 億円掛 橋 造 。 金

観光 島 整備 進 方 、観光収入 入 逆 島

。

余談 、宮古島 当社 ー 、

企業 上野村 場所 開発 行 。 高橋会長 非常

宮古島 惚 込 、 住民票 移 。 ー

以外 畑 観光資源 何 。 紹介 例

大体 日 ー 過 、当社 ・

ー 滞在客 何 、 人 ー 本 読

何 非常 多 、日本人 場合、

毎日色々 遊 習慣 。宮古島 ー ー

をもっともっと めて の リピ タ の の を

めていかなければならない

が とリゾ ト の である ハワイにはかなりの

の があるということであるが を す としても を

するばかりではなく その を には まで させ

の を いていくことが に だと っている また リゾ ト

においても による リゾ ト に しい が

まれる

この は サトウキビや の をしており の くが で

ある の であるが の リゾ トのビ チは という

に しいビ チである その に という わずか の さな があ

る はビ チの れの さな から ている に り こうにわたり ロ

バが く で の に き の でシュノ ケルを しむことができた

ところが に のビ チのすぐ から を ぶ の

が けて てしまった にマッチした という れ みではあるが

に しい の にこのような な が てしまい の

でもないと う この は は の を あれば で

きるような であるが けてこのような を ってしまった そのお で

の として をもっともっと めた が が って に のために

はなるのではないか

これは であるが は のリゾ トと もうひとつユニマットという

が という で を っている そのユニマットの が に

に れ んでいて とうとう まで してしまった この つのリゾ

ト ほとんどサトウキビの だけで が もない ハワイの の では

ぐらいリゾ トで ごされるということであるが のマウナラニ リ

ゾ トでも が をするかというと アメリカ はプ ルサイドで を んだ

りしてほとんど もしないでのんびりしていることが に いが の

なことをして ぶことが になっている でもビ チリゾ トで

③官民協調 行政 役割と の

３

２

166

1995 1,690

92

200 300

92

10

m
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あるからスキュ バダイビングやヨットなど なマリンスポ ツを している

が の は りそのような びはされない かゆったりと ごせる

が なのかと うが なかなか からはそのような が てこないので ネッ

クになっている

ー 様々 ー 用意

、年輩 方 余 遊 。何 過 自然環境

必要 思 、 地元 声 出 、

。

【 年 月 日】2001 22６
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㈱ 代表取締役社長

観光事業 一口 言 広 、当社 遊園地 ー ー 事業 、

観光事業全体 中 一部 思 。東京 ー 先日

年目 入 （ 年開園）。開園当時、日本 ー ー 事業

色々 注目 。 感 。 委員

会 目的 観光事業全体 一部 思 、東京 ー 現

状 話 、 中 何 参考 思 。

東京 ー （以下 ） 総面積 約 、当初 ー

現在 膨 。 数 当初

増 、現在 飲食施設 商品施設 。営業時

間 、最長午前 時～午後 時、最短午前 時～午後 時。従業員数 正社員約

名、準社員約 名。第 ー 東京 ー ー要員 名

募集中 、合計約 名 。

入場者数 不景気 中 落 幸 。 年 年間入場者

数 万人以上 ー 、 年度 万人 過去 番目 入場者数

記録 。装置産業 同時 労働集約型 産業 、 ー ー

等 影響 、入場者数 上期・下期平準化 有難

傾向 。

入場者 年齢別構成 、開園以来 大 変化 、 歳

以上 割以上 占 。小学生 ～ ％程度。

オリエンタルランド

と に っても く は というかテ マパ ク であり

の のごく ではないかと う ディズニ ランドはつい

に った にテ マパ ク といったものが

なく と をあびた ただがむしゃらにやってきたという もある この

の である のほんの かと うが ディズニ ランドの

をお しして その から か になるものがあればと う

ディズニ ランド の は つのテ マラン

ドであったが は つに らんできている アトラクションの も よりはだ

いぶ え アトラクション となっている

は は

パ クの ディズニ シ として

を で となる

はこの の でも ちておらず いである から

は をキ プして は と の を

した であると に の としては ハッピ マンデ

の もあるのだろうが が してきているのは い

である

の については ほとんど きな がみられず

が を めている は

加賀見俊夫 氏

19 1983

80

47 53 61

10 10

2,500 11,000 8,500

22,000

1990

1,500 2000 1,730

18
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１．東京 ー 現状

概要

運営現況

ディズニ ランドの

∏
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東京 ー 事業 見 観光

４ レジャ ランド

ディズニ ランド から た
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男女別 入場者 、大 変化 、女性 割合 増 。開

園当初 ％ 女性、 年度 ％ 女性 、 ％程度女性 割合 増加 。

地域別 、首都圏（関東地方） 、開園時 約 割 約 割 増

。 ー ー 増 、東京 中心 （ 客） 増

。中部・甲信越 約 割 変化 。近畿（関西） ％。

海外 ％ 、実際 少 多 思 。 調査

点 加 、日本人 知人 来園 場合、 ー 日本人 答

事情 。実態的 ％程度 来 思 。 ー

率 、 年度 ％ 。 回以上 人 ％ 超 、 回以上 人

％ 達 。逆 言 方 、 ー ー 事業 、 ー

ー 大切 、新 来 人 取 方 、観光 意味

大 占 。今後 宣伝活動 、地方 方、年齢的 高 方

中心 行 方針。 点 合 、 月 日 ー 東京 ー

ー（以下 ） 、 方 ー ー 戦略 切

替 。

先 装置産業 関係 触 月別入場者数 、 年度 月 入場者数

開園当初 比較 減少 、逆 、 月 月、 月 入場者 増

、上期・下期 入場者数 平準化傾向 。特 年度 関 下期

万人 超 、新記録 達成 。 月 万人 超 、 月 非常 良 成

績 。不景気等色々 、人 動 感 。

運営理念 関 、開園以来一切変更 、

ー ー 安心 来 繋

思 。基本理念 「 ー ー 」 、 小 子

年寄 同 楽 。 ー 出

一環 、 基本理念 逸脱 一切 。

ー 上 ー ー 「 」 最初 Ｓ （安全性）。安全性

方々 見 安 安心・安全感。 （礼儀正 ）

、 全員 。礼儀正 、 対 厳

の では きな はないものの の が えつつある

は が は が で の が している

では が の から に えてきてい

る リピ タ が えてきているので を としたゲスト お が えて

きている は で がみられない からは

からは となっているが はもう し いと われる サンプル

である に え の と した アンケ トには が えてし

まうという がある には は ているのではないかと う リピ

ト は で である の が を えており の

が にも している の い をすれば テ マパ ク としては リピ

タ は だが しく ていただく をどれだけ るかの が という

では きなウェイトを める の では の に い を

に っていく この と わせて にオ プンする ディズニ

シ では それらの をタ ゲットとしたマ ケティング に

り えてきている

ほど の で れた であるが は の

が と して し に クリスマスの や の が

え の の がみえる に に しては が

を えて を した は を え も に い

だった あるが が いているという じがする

の に しては しておらず こうしたことがリ

ピ タ としてゲストに して ていただけることに がっているのではないか

と う は ファミリ エンタ テイメント で これは さなお さま

からお りまで じように しむことができるということ アルコ ルを して

いないこともこの で この から することは していない オペ

レ ション の つのキ ワ ド の の が

はゲストの から ると らぎや しさ はお

もてなしで ゲスト が しさのために キャストに して しい
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「規則遵守」 。例 、社内 身 規定 女性 ー、

（色 ）、髪 毛 ー 全部禁止 。男性 揉 上

髪 形 全部規制 。 規制 正社員 学生 徹底

、礼儀正 ＝ 部分 相当 。 ー

当初 規制 社員・学生 等 応募 心配

、 意味 身 規定 守 良 残

好結果 。学生 週間 ー 、 週間

ー 続 、格好 身 、 ー

（ 楽 所） 、 接 時 非常 良 印象 与

。 成功 要因 思 。

香水 匂 、 凄 、何

料理 美味 、 規制 大

事 思 。 番目 Ｓ （ ー）。 、毎日 初演 、従

業員教育 非常 大事 。 年前 ー 時 、今日来

全 同 体験 、毎日 今日初 勤務

、毎日 初演 、今日 幕 開 気持 勤務 教

育 。 客様 新鮮 映 教育 現

。 他 ー 面 、社内 呼 、駄目 前

塗 建物 直 常 年前 同 新 物 体験

努 。 （効率） 、建 前 本音 部分 一番違

。 効率 中 過 。逆説的 、 徹底 会

社 利益 大 。 一番 資金

投入 、効率 、 結果 会社 利益 繋 。例 時間

並 、 間 一銭 金 使 。 ー

「何時何分 来 下 、 分 入 」 、

間 飲食店 店舗 過 利益 繋 。今度第 ー 出来

ー 引 、地上 輸送 最悪 場合 時間 時間半

、 ー ～ 分 運 。 時間 差 満足

同時 金 使 。 ー 導入 費用 「損 得取

をやっている えば の だしなみ では のアイシャド

マニキュア つき の のブリ チを している は み げか

ら の まで している この は から アルバイトまで し

ており しさ おもてなしという に ウェイトがかかっている オ

プン はそこまで して アルバイト が してくるかと した

が ある ではこの だしなみ を ったことで いキャストしか らなかっ

たという となった アルバイトは トレ ニングするが ト

レ ニングを け の だしなみをきちんとすることにより オンステ ジ

ゲストが しんでいる で ゲストに する に に い をゲストに

えることができた これがビジネスとして したひとつの かと う レスト

ランでウェイトレスの の いがしたり マニキュアが かったりしたら と

なく が しくなくなるということがあるが キャストへの というのは

だと う の は ショ これは が ということで

に に であった オ プン のゲストも たゲ

ストも く じ をしてもらうということから キャストが めて

した が だ の が くのだという ちで するように

している いつもお に に るというのはこの が れているのではな

いか この ハ ド でも ではプレメンテと んでいるが になる に

ペンキを ったり を したりしてゲストが に と じ しい を で

きるように めている は て と の が うと

ころ ゲストに よく で ごしていただく だが これを すると

の が きくなる ゲストが いやがることろにどれだけキャストと を

し よくやるか これが として の に がる えば ゲ

ストが んでいるとすると その は もお が われない これをファ スト

パスにより に て さい そうすれば で れます とやると その

ゲストが や で ごし に がっている パ クが ると

モノレ ルを くが でバス すると の から かかる

こともあるが モノレ ルだと で べる この の はゲストも す

ると にお も ってくれる モノレ ル には がかかるが して
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れ ではないが た では なモノレ ルが ある ではゲストの と

の をもたらす

この は が に で が で この でプライオリティ

が められている のためにはショ もあるいは も にする で

しているが お で はゼロである

の としては な があると うが ディズニ ランドとい

うブランド との ゲストサ ビスの つではないかと う テ マパ

ク というのはいかに に く がいるかが に きな である ど

もの いリピ タ を し しかもたくさんお を っていただいている

のは ディズニ リゾ ト が からの は しかも

から に の がいて かつ が い が ん

でいるという に まれた による が きい はオ プン に かっ

たことだが ディズニ のリサ チではテ マパ ク の としてニュ ヨ

クのマンハッタン と は んで で ナンバ はない の

に の と の さを に たす

は アメリカでもニュ ヨ ク にはない そういう で に まれた

に したと える ディズニ のブランドに することだが テ マパ ク

では に わせてどうコンセプトを えていくかということが である

ディズニ との に がいて と との と

なった は で のように もないところで にはかなわな

いと ったが ディズニ の えは のコンセプトで をするなら で

もし を ぶなら く のコンセプトで り すというものであった

のテ マパ クも に わせたコンセプトを らなければならないのではない

かと う なぜ があるとコンセプトを り すのかと いたら どんなに

らしいシンデレラ やアトラクションを っても の にはかなわな

い の を り れたコンセプトを らなければ ゲストは てく

れない テ マパ ク は コミでテ マパ クの が わることが であ

る あそこに って かった しかった と コミで わる が なら

」 、見 目 非効率 ー 、 意味 満足

会社 効率 。

、順序 非常 重要 、安全 最優先 、 順序

決 。安全 ー 効率 犠牲 。累計

億 千万人以上来園 、 陰様 有責事故 。

成功 要因 、色々 要素 思 、立地・ ー

・地域 共生・ ー 思 。 ー ー

事業 周辺 多 人口 非常 大 要素 。私

場合高 ー ー率 確保 、 金 使

、舞浜（東京 ー ー ） 都心 直線距離 約 、

東京 半径 以内 千万人 人口 、 可処分所得 高 人 住

非常 恵 立地環境 面 大 。実 ー 後 分

、 ー側 ー ー ー 事業 立地 ー ー

島 浦安（舞浜） 、並 世界一 、 ー 程 好

立地。半径 以内 千万人以上 人口 可処分所得 高 同時 満 立

地 、 ー ー 以外 。 意味 非常 恵 立

地 設立 言 。 ー 関係 、 ー ー

事業 、立地 合 変 大事 。

数年前 ー 契約交渉時 競争相手 、富士山麓 浦安 競争

。当時浦安 埋立地 砂漠 何 富士山麓

思 、 ー側 考 事業 浦安 、

富士山麓 選 全 別 作 直 。日本

中 ー ー 立地 合 作

思 。 富士山 作 直 聞 、 素

晴 城 作 、富士山 自然美

、富士山 自然美 取 入 作 、絶対 来

。 ー ー 事業 口 ー ー 中身 伝 重要

。「 行 良 、楽 」 口 伝 内容 、通常

SCSE
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テ マパ クの り やお であるのに の に が ってしまい

テ マパ クの の コミにはならない その でディズニ が して

いる はほとんど のない である アナハイム ロス やオ ランド

もそうだし パリ もそうである の のコンセプトは を にし

たコンセプトではなく ビジュアルトリュ ジョン との をどうするか

するにそこだけで の を るというコンセプトであると っていた

ディズニ のブランドに して ミッキ マウスはキャラクタ として で

あると うし は いにしてテ マパ クビジネスでは で を

っている ライセンス では を からもらうかにより は なって

くると う えば であれば ライセンス を して ノウハウ

を すれば なるブランドで を できるが のようなソフトの

はやはりディズニ の を わなければならない あるいは から にソ

フトを してもらわなければ るということがあり はある い

がよい ではその の が かったと う えば の であれば

であり もうすぐ となり しい でのビジネス をせざ

るをえなくなる このようにソフトのライセンス は しい があり の

い の をしていて かったと う

テ マパ クとしてディズニ のブランドがどのように いレベルで されて

いるかという は ほどの または の を して っていること

であり には てに え しかも あるいはテ マ を く ち

しているからである えば もテ マランドに わせて を えてい

る アドベンチャ ランドには の と えた しかし この に たっ

ては と を わした は と に まっているのに

なぜ の を るのかと われ に されず アドベン

チャ ランド に しいデザインされた で った になってから わっ

てきた どちらが しいかということでなく お いに のブランドのキ プと

いうのは に な であるというひとつの だと う

テ マパ クはある で に した であるので にご をかける

こともある の の がなければやっていけないので との

ー ー 乗 物 土産 、富士山 自然美 話題 移 、

ー ー 中身 口 。 意味 ー 世界展開

場所 起伏 場所 。 （ 郊外） ー

、 、東京 。 今 自然 相手

、 ー （外界 遮断） 、

要 別 世界 作 言 。

ー 関 、 ー ー 世界一

思 、当社 幸 ー ー 年間国内 独占権

持 。 契約 何 先方 契約期間 異

思 。例 製造業 、 契約 締結 、技術・

獲得 、異 新製品 生産 、当社 場

合 ー 名前 使 。 、先方 常

提供 困 、契約期間 程度長 方

。当初国内 辺 理解 薄 思 。例 年 契約 、

今年 年目 、 期間満了 、新 条件 交渉

。 契約 難 面 、当社 場

合長 期間 契約 良 思 。

ー ー ー 高 維持

理由 、先 異空間 理想 空間 徹底 作

、具体的 五感全 訴 、 非日常性 ー 性 強 打

出 。例 、公衆電話 ー 合 色 変

。 ー 木目 公衆電話 考 。 、 導入 当

旧日本電電公社 大激論 交 。公衆電話 黄色 赤 決 、

木目 公衆電話 作 言 、電電公社 許可 、周辺（

ー ） 相応 板塀 囲 。 変

。 正 、 互 自己 ー

非常 大切 要素 参考例 思 。

ー ー 意味 土地 密着 事業 地域 不便

。地元 行政、住民 協力 、地域 共

TDL

NTT

45

20

19
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生 必要 。

ー 、 接遇 非常 良 言

、 ー 非常 大切 。例 、

旅館等 従業員 一列 並 「 」 辞儀 声

、 「 」 言葉 使 。 「

」 呼 「来 」 答 訳 、

ー 発生 。 「

、誰 来 ？」、「 、何 来 ？」 声

、最近 割近 「 来 」、「 父

来 」、「電車 来 」、「 来 」等 返事

。 ー ー 多 要因 、

ー 挙 思 、 ー 業

ー 大切 表 思 。

同 ー 、言語 非言語 ー 、

非言語 ー 大切 。先 身 規

定 、身振 目線 高 等 非言語 ー 該

当 。 声 時 絶対 高 目線 話

、必要 跪 話 。特 小 子様 、上 声

泣 、跪 相手 低 目線 声 。

、「 母 」等 答 。 非言

語 ー 非常 大切 思 。 、 制服 汚

取 替 、 意味 教育・

表 。 接遇

良 言 思 。

年度 遊園地・ ー 市場 規模 億円 、広義 行楽・観

光市場 規模 兆 億円 約 ％ 相当 。遊園地・ ー 市場

が である

ゲストサ ビスについては はキャストの が に いと われてい

るが ゲストとキャストとのコミュニケ ションを に にしている えば

で が に んで いらっしゃいませ とお をして をかけてい

るが では いらっしゃいませ という を っていない それは いらっ

しゃいませ と びかけてもゲストは ました と える がなく それではゲ

ストとキャストとのコミュニケ ションが しない では おはようござ

います と ましたか こんにちは で ましたか と をかけるよう

にしており では くのゲストに おばあさんと ました お さんと

ました で ました バスで ました の をしていただけるよう

になった リピ タ が くなっているひとつの として このゲストとキャス

トとのコミュニケ ションが げられるのではないかと うし サ ビス として

のコミュニケ ションの さを していると う

また じコミュニケ ションでも と のコミュニケ ションがあり

では のコミュニケ ションも にしている ほどの だしなみ

もそうであるが りや の さ がこの のコミュニケ ションに

する ゲストに をかける に にゲストよりも い では さないように

しており であれば いて しかける に さなお は から をかけ

ると いてしまうので いて よりも い から をかけるようにしている

そうすると ここでお さんとはぐれた の をしてくれる このように

のコミュニケ ションは に だと う このため キャストの は れ

たらいつでも り えるようにもしているし またある ではキャスト マ

ニュアルがしっかりしていることの れでもある こうしたことから の

が いと われているのではないかと う

の レジャ ランド の は で の

の の に する レジャ ランド の

TDL

TDL

TDL

TDL

TDL

９

７ ７

２．経済効果

ー ー 市場∏ テ マパ ク

1999 4,840

1,200
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ピ クは の で の を けて に してきている

しかし これからは の やハッピ マンデ の からテ マパ

ク も に ち していくのではないかと われる また に にオ

プンしたユニバ サル スタジオ ジャパン の も される

と との は オ プン であるが と されている から

の で と され は

の の を む を じて する は

の が を った に わりつつあると える

のデ タで び のイクスピアリ ホテル を めた

ディズニ リゾ トの が という もある

これからの は から へと わっていく があるのではないだろうか

ち に の にしていかなければならないのではないかと う

まだ では りとせいぜい が に く も えてはきている

が の である しかし でも い には が えてく

ると う

このために でなくて に えていくことになるが となる に の

があるように う ほど と んだが から になり それが に にな

るという で あるエリアで を す があると う あるエリアで

するのに くて スム ズに できるという が に だと う また

を にするためには で を ってゆく があるので

はないかと う と の パスネット が されているが こ

れは にとってはプラスになっていると う しかもこのように が

すると が から あるいは グル プへとシフトしていくのではないか

ながら ではまだこのような グル プの け れ が でない

ので け れ を っていく がある また け れ の で

ー 年度 億円 、景気低迷 影響 受 徐々 減少 。

、 学校 週休 日制 ー ー 影響等 ー ー

市場 徐々 持 直 思 。 、大阪 月末 ー

ー ・ ・ （以下 ） 効果 期待 。

経済効果 、 ー 前 色々 発表 数字

直接・間接売上 合計 約 億円 推計 、直接雇用 ～ 人

（先述 人 含 ）。産業間取引構造 通 拡大 効果 約 億

円。大都市 東京・大阪 集客機能 持 都市 変 言 。三菱

総合研究所 ー 、 及 駅前 、 等 含

東京 ー ー 経済波及効果 兆 千億円 推計結果 。

観光 点 面 変 必要 。即

、徐々 欧米型 長期滞在型 思 。

日本 、日帰 泊 非常 多 、 ～ 泊 増

移動型 ～ 泊 。 、日本 近 将来 中期滞在型 増

思 。

点 面 変 、面 前 「線」 段階

思 。先 移動型 呼 、点 線 、 更 面

形 、 相乗効果 出 必要 思 。 移動

、安 、 ー 移動 部分 非常 大切 思 。 、

点 線、面 共同 販売促進、共同販売 行 必要

思 。最近私鉄 地下鉄共通 「 」 販売 、

観光客 思 。 利便性 向上

、旅行 団体 個人 小 ー 。

残念 日本 個人・小 ー 受 入 態勢 充分

、今後受 入 態勢 作 必要 。 、受 入 態勢 中 、小

92 6,140

5,000 11,000 12,000

8,500

２
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２ ３
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２ ３
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グル プをどのように け れるか しかもコストを く け れるかが に

な になると う のホテルでは は のグル プ

が いので ル ムチャ ジが までは く わらないというシステムを んで

いる の ツインの にエキストラベッドを するのではなくトランド

ルベッド き し の ベッド を しているので ル ムチャ ジが い

ようだが で まれば くなる しかも が に を えるように

り にも している グル プを け れるためには の

こうしたハ ド の も だと う

また を しくするという では のような の を えて

いく もあるのではないかと う をした は があると うが

はすぐに と を しんだり に する にあるのに して

はグル プでも でも だが の が をかけても をしな

かったり を らしたりすることが く が しくなくなってしまう

を しくするという からは こうした を えていく があるのではない

か また から た が にどのように をかけたらよいか からな

いという をよく いたりするが やはり に にも をかけるという

を に けていく もあるのではないか

ほどお ししたことではあるが リピ タ の には ゲストの

をどう させるかという が だと う ある では が

ければ あるいは な を ればよい で して ればよいという え

が く ソフトという えがなかったように われる こういう が

れつつあると う をして の を たり の を いだす

ような が えてきており に った を るということが に

になってきている つまりソフトが になってきており くても の

ある であれば してもらえるという も まれてきている にあった

を に にあった を るという が になってきている

の からのリピ タ の に しては だけではなくて その

の の も プライドを っていただきたいと う しかも や が

ー 受 入 、 安 受 入 非常 大

切 要素 思 。当社直営 、統計上女性 人 ー 旅行

多 、 ー ー 人 全 変 組

。 人 場合 部屋 追加

（引 出 型 追加 ） 採用 、 ー ー 高

人 泊 安 。 、朝 人 同時 化粧等 行

水周 等 配慮 。個人・小 ー 受 入 、供給者側

ー 面 対応 必要 思 。

、旅行 楽 面 、次 日本人 気質・慣習 変

必要 思 。海外旅行 方 経験 思 、外

国人 同国人 会話 楽 一緒 行動 傾向 対 、日

本人 ー 個人旅行 同様 、他 日本人 声 返事

、視線 逸 多 、旅行 楽 。旅

行 楽 点 、 気質 変 必要

。 、海外 来 旅行者 日本人 声 分

話 聞 、 積極的 外人 声 習慣

身 付 必要 。

先 話 、 ー ー 確保 、旅行者・ 価

値観 満足 部分 大切 思 。 意味 従来、値段 高

、 立派 箱物 作 、箱物 真似 作 考

多 、 考 思 。現在、 価値観 崩

思 。海外旅行 、海外 本物 見 、本物 価値 見

日本人 増 、価値 見合 料金 取 非常 大

切 。 大変大事 、高 価値

物 納得 面 生 。値段 価値

、逆 価値 値段 取 発想 大切 。

接遇 面 ー ー 確保 関 、従業員 、 地域

住民 方 是非 持 思 。 、住民 従業員 、

３

３

３

３ ３

π リピ タ のー ー 確保
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自分 立場 、 客様 立場 起

思 。極端 言 方 、地域 外 来 人 接遇

、 ー 原点 思 。

ー 点 、 私 個人的考 、異論 方 思

、「 ー 決 無料 」 思 。日本語 「 ー 」

「無料」 意味 多 、 ー 掛

ー 。観光 、 ー

有料 思 。但 、 客様 納得 負担

ー 必要 。例 、高 料金 宿泊客 良 評

価 場合 多 、 ー 宿泊

思 。

、社内的 「環境 」 言葉 使 「全体 統一」

大切 。 前述 点 面 大 要素 、 全体

・ 全体・街道筋全体 統一 必要 思

。 例 、 作 、周辺 今

、 外壁 色、 等全

当社 事前承認 必要 。高 東京 ー 覗 高

ｍ 。全体 異空間 全体 統一

。周辺 名 ー系統 以外

。当初 側 交渉 随分難航 、今 納得

。他 例 、最近 千葉県 警察 取 、横断歩道 除

、道路標識（看板） ー 的 変更 廃止 。例 ー

制限 駐停車禁止 道路 縁石 表示 変更 。今舞浜駅 当社

ー 、横断歩道 除 道路標識 、 椰子 木 植

、 異空間 雰囲気 形成 。歩道 色 当社 決定 、

街路樹、街灯、 停 舞浜 、街全体

ー 、融合 努 。結果的

点 、例 、京葉線 舞浜駅 新設 時、当社 費用 負

担 駅 ー 少 広 、 ー ー 花 売

の からではなく お の からアクションを こしていただければと

う な い かもしれないが ぐるみで から た にどのように

するかということが サ ビスの ではないかと う

サ ビスという では これは の えで のある もあるとは う

が サ ビスは して ではない と う で サ ビス というと

を することが いが サ ビスにはコストが かるのであるからその

コストをリカバ しなければいけない といってもビジネスであるので サ

ビスは であってもよいと う し お が してコストを していた

だいたサ ビスである がある えば い のホテルでも に い

をされている が いということは それだけサ ビスがいいから されて

いるのだと う

また に デザイン という を っているが の がと

ても である これは の から へのひとつの きな として まち

エリア をひとつのコンセプトで することが であると

う の では をひとつのコンセプトで っており に つのオ

フィシャルホテルがあるが これについてはホテルの の ネオンサイン

て の が である さも ディズニ ランドを けない さとい

うことで にしている がひとつの となるようにまち を のと

れたものにしている のホテルにはホテル のブル のネオンサイン

ネオンサインもない ホテル との も したが は してもらっ

ている の では ようやく や の を れたが を

き をリゾ ト なものに したり した えばスピ ド

や を や に するように した から のア

ンバサダ ホテルまでは を き はなく そこに の を え

て いかにも という を している の も で しており

バス も エリアにふさわしいものにして をどのように

イメ ジアップしていくか していくかに めている にできなかった

もいくつかあったが えば の が される が を

するから のプラットホ ムをもう し くして コ ヒ ショップや を っ

TDL ha

OK

210

41

５
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たりして ありふれた ではなく その に りただけで しいという を っ

てほしいと したが であった また の も で したが

とのバランスから された デザイン を していくということが

ぐるみでやっていく に になる

のお さんも で しか ない だからという の をし

ている しかも っている が で カ でしか っていない

やはり そこにしかない を る があると う また ってあげるという

ではなく っていただくという サ ビス で を っていくことが

ぐるみで を に させていく には となる

については の であればお に っていただけるという

ことと に についてどのように くかということも になってく

る あるいは カ がタイアップして お いに を き お が

しやすいようにしてエリア として に してもらうようにするという

も で には と するということも だと う と を

むということは の に るようなイメ ジを けるが これから

で を っていくためには お いに し うということが に

ではないかと う

これについてはアメリカのディズニ の と の とを したい まず ディ

ズニ の であるが アナハイムのディズニ ランドとオ ランドのディズニ ワ

ルドでは とも では えられないような の がある つい ディ

ズニ ランドの を の に し そこにカリフォルニアアドベンチャ と

いう ができたが ディズニ ランドとディズニ ランドホテルの の を

んで った であれば は で のオ バ ブリッジを り その

オ バ ブリッジをゲストに かせると うが そこは を にして ディ

ズニ ランドとディズニ ランドホテルとの を で に できるように

られており の がある また から しい に れ

る これらは では えられないことである に この は て

のアナハイムが して ディズニ ランドは も していない

、 駅 、 駅 降 楽 雰囲気 作

依頼 、結局駄目 。 、駅員 制服 当社 提案

他 却下 。環境 、全体 統一 、

地域 時 必要 。

地方 土産物屋 問題 、一度 来 客 態度 商売

。 売 物 、日本 所 作 「温泉饅頭」。

、 物 売 必要 思 。 、売 態

度 、買 態度、 ー 精神 物 売 地

域 観光 更 発展 時 必要 。

料金体系 、価値相当 料金 客様 払

同時 、長期滞在 割引 重要

。 所以上 、 互 料金 割引 、 客様 移動

全体 長期 滞在 工夫

大事 、時 競争相手 提携 大切 思 。競争相手 手

組 、相手 門前 下 ー 受 、 地域全

体 観光事業 行 、 互 補完 合 、非常 大

切 思 。

ー 例 当社 例 紹介 。 、

ー 例 、 ー ー ー ー

、両者 日本 考 行政 協力 。 最近

ー 駐車場 別 場所 移 、 ー

施設 、 ー ー 間 公道 挟

作 。普通 車 地上面 歩行者用 ー ー 作 、

ー ー 歩 思 、 道路 地下道 、

ー ー 間 地上面 自由 往来

作 、全体 一体感 。 、高速道路 直接新 駐車場 入

。 日本 考 。更 、 財源 全 地方自治体

負担 、 ー 一銭 負担 。地方自治体

２

２

∫ 行政 協力の
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は お が て が かるのだから から によっては を

で して すればよいという えである このように が すれば

が なことをやってくれると えて が している ディズニ ワ

ルドの は が いに きいこともあり を けて のとこ

ろで をしており これは では えられないこと ディズニ ワ ルドも

を っているうちに の にかディズニ ワ ルドに ってしまう

の には ひとつにしろ の は せず このようなスム ズ

な の り は えられない

しかしながら の でも や の は きい であるが

に びるランプを っている に の は められ

ないが の を て が に を して の に し

てもらい が してランプを っている の も も に で そ

の を して を してくれた の の では を する

に が の とともに を して が するからと

して に してくれた ある に ったら いとなり

も っていたが を した が がそこま

で うならうちが になりましょうと ってくれて の が さ

れた このように の がないとテ マパ クビジネスというのは しい

であり そう に を できるものではないので な で

の の が ではないかと う また に については は

とは わないが の には んでいただいており ご をいただ

いている この は に な である だに だという もいる

は や の と がなければ ハ ド にもソフトの でも が

しいものであると う

をリ ドする は サ ビス にシフトしていくのではないかと

っている しサ ビス といっても があり まず に が げるこ

と に の が がっていて が きいこと に に けて

に があること つまり ったら わりではなくて に していく

、 客 来 企業 儲 、後 税金（場合 特別税 設定）

回収 償却 考 。 行政 先行投資 、

各企業 色々 考 、行政 協力 。 ー ー

方 、面積 桁違 大 、特別行政区 設 、自分

許認可 、 日本 考 。 ー ー

高速道路 走 、何時 間 ー ー 入 。

日本 高速道路 、看板 民間 看板 出 、 ー

動線 作 方 考 。

、当社 場合 県 市 協力 大 。現在工事中 、首

都高速 直接延 作 。基本的 民間企業 陳情 一切認

、市 協力 得 、当社 市 建設費相当額 寄付 、市 予算 計上

市 陳情 作 。市 行政 議会 非常 協力的 、

案件 決議 予算 通過 。県 協力 例 、 建設 時

千葉県副知事 当社 社長 銀行 訪問 、県 ％協力

説明 、協調融資団組成 協力 。 銀行 行 門前払 、

副知事 困 、日本興業銀行（当時） 訪問 際、副頭取 県

言 中心 言 約 行 協調融資団 組成

。 行政 協力 ー ー 難 。装

置産業 、 簡単 投資資金 回収 、色々 意味

行政 協力 必要 思 。 、同時 地元住民 、当社

％ 言 、 ％程度 方 喜 、 理解

。 点 非常 大切 部分 。未 反対 人 。観光

事業 行政 住民 理解 協力 、 ー 的 面 運営 難

思 。

世紀 ー 基幹産業 、 ー 産業

思 。但 ー 産業 条件 、 第 外貨 稼

、次 産業 裾野 広 波及効果 大 、最後 将来 向 潜

在的 成長力 、 、作 終 次々 発展

TDL

100

20

100 95

21

ª 観光政策

１
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ものが として ではないかと う にサ ビス の で があるか

と えてみると んに われている は にこれに てはまり

の サ ビス は な の だと う もうひとつが の

である い での が するのではないかと う そう ってはいる

が ながら の カ のうちで と っていないのは だけ

であり かつ が の であるとのコンセンサスを ていない

のも だけではないかと う の は この つのことを

に に ち している これが の なネックであると う

というのはどこなのか が と われているが かつ

て の に が になくしたのが である

が の だと う もおり が というものをどのように て

いるか その がはっきりしていない な が の だというと

の り いに してしまう がある

もうひとつは に して はサポ トする に してもらいたい ま

ではむしろ であったが これからは が を り い

ほどの つの を たした に てていく に ったのではないかと

う には には が にあると う にも の

があり の では に な があり ま

た と のあるお りも い こうした な をどうやってネットワ

ク していくかがこれからの ではないかと う に は とし

て んでいってほしいと に わる として している

要素 必要 思 。具体的 ー 産業 中 何

考 、今盛 言 産業 正 当 、 関連

情報 ー 産業 将来的 基幹産業 候補 思 。 、我々 課

題 広 意味 観光産業 該当 思 。 思

、残念 加盟 国 観光立国 言 日本

、 観光産業 先進国型 基幹産業 得

日本 思 。日本以外 加盟国 、 政

策的 前面 打 出 。 日本 政策的 思 。観光担

当省庁 ？通常運輸省（当時） 担当 言 、

一省一局削減 時 、運輸省 一番先 観光局 。通産省（当

時） 観光 担当省 言 人 、国全体 観光 見

、 辺 。色々 省庁 自分 担当分野 、

役所間 縄張 争 埋没 危険性 。

、観光 関 行政 ー 立場 徹 。今

傍観者 、 役所、産業界、学界 連携 取 合 、

先 条件 満 基幹産業 育 時代 入

思 。個人的 日本 観光資源 充分 思 。歴史的 千年以上

歴史 、奈良・京都 歴史的都市、自然 日本各地 色々 自然 、

歴史 伝統 祭 多 。 豊富 観光資源 ー

化 課題 思 。 世紀 日本 観光立国

進 観光産業 携 者 期待 。

【 年 月 日】

IT IT

OECD

OECD
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東日本旅客鉄道㈱代表取締役副社長

本日 、私自身 仕事 経済同友会 委員会活動 経験 話

。経済同友会 地方活性化委員会 副委員長 地方 自立 改革

方向 訴 、 前 行政委員会 副委員長 「地方主権 新 国

」 提言 。地方活性化委員会 活動 、北 東北 北上

南 九州 小国 地方 活性化事例 実際見聞 。

平成 年度 実績値 出 、 数年 国内観光 動 見 、余暇

時間 拡大 ー 風 、 ー 一進一退 。

特 平成 年度 、前年度 比 、景気低迷 関係 国内観光 苦戦 。

一方、海外旅行 年前 比 ％ 増 、 ～ 年 見

顕著 伸 示 。今年 ー ー 見 、円安

曜日配列 関係 、海外旅行 ％ 減 。逆 国内旅行 、曜日配列

数％増 実績 出 思 。余暇 国民 ー 調査

、 ー 関心 非常 高 、 国内観光 打 手

客様増加 目指 十分可能 考 。

最近 動向 、家族・個人型 客様 間違 増 。当社 ー

取 、主要駅 駅長 毎年 ー ー 夏休 等

人 動 多 時 、 客様 特徴 報告 受 、

年 前 家族 中高年 夫婦 客様 多 報告 増

細谷 英二 氏

は の での と での の をもとに を

する では の として の のための

の を え その に の として からの しい づ

くり という をまとめた の では は の から

は の まで の を してきた

の は ていないが ここ の の きを ると

の というフォロ の がありながら ボリュ ムとしては である

に は と べ の で は をしている

も と べれば ほど えているが ここ を ると

それほど な びは していない のゴ ルデンウィ クを ても や

の で は ほど っている に は の

メリットもあり の が ていると う についての のニ ズ

では レジャ への が に いので まだまだ も つ さえしっか

りやればお を すことは と えている

の としては のお が いなく えている もデ

タがなかなか れないが の から ゴ ルデンウィ クや み の

の きの い に どのようなお の があるかの を けているが

ぐらい から あるいは の のお が いという が えてきて

JR

１．国内観光 現状

伸 悩 国内観光

最近 動向

①個人・家族型

の

び む

の

∏

π

12

11

10 50 ４ ５

７

２

第 節 〈鉄 道〉

世紀 観光 期待

５

21 の に すること
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いる の や という きの で の

は きく している

というか たりのお の うお も である いわゆる

という が いている では が に いた を

する で くでも く けるということで お は の も

で い で しむことができるという が まっている でも

までに っていただければ ぐらい の の たび きっぷ

など い った の を して お の を っている

の として な レジャ でなく というかある のテ マ

を って えば を しむといった の が に えている ある

いは でゆっくり をリフレッシュするという し の も えている

その として で しむスキ などのお はここ に し

ている この も まだ のスキ のデ タは されていないが ほとんど

のスキ で ぐらいお が していると う

の の が である に しては でデ タが さ

れているが ここ の びである も おそらくデ タを えば

の いで びているのではないかと う に のご でハイキン

グをされるとか の のグル プでハイキングや というテ マを し

むという は いなく えている

も に されている でユニバ サル スタジオ ジャ

パン がスタ トしたが の のお の を ても

が している その のひとつとして から に くお

が いるとのコメントが ている いずれにせよ な しさとか

への い を めて の は に いのではないかと

う

。一方最近、労働条件 多様化 個人生活重視 動 中 、職場関係

団体旅行 大 減少 。

客単価 人当 客様 使 金 微減傾向 。 安・

近・短 傾向 続 。最近 、航空会社 非常 割引 航空券 発

行 関係 、遠 安 行 、 客様 相当長距離 旅行 短

期間 安 値段 楽 傾向 強 。 最近、

朝 時 乗 ％ 割引 新幹線 切符（ 割 ）

、相当思 切 割引 企画商品 出 、 客様 需要喚起 図 。

最近 傾向 、単純 観光 ー 、体験型 種 ー

持 、例 郷土料理 楽 形態 旅行 急速 増 。

、温泉地 心身 癒 型 旅行 増 。

反面 、大勢 楽 ー 客様 ～ 年、急激 減少

。 冬 、 全体 ー場 ー 発表 、

ー場 割 客様 減少 思 。

高齢者 旅行 増加 顕著 。海外旅行 関 等 ー 発表

、 数年 桁 伸 。国内旅行 、 ー 拾 、

桁 勢 伸 思 。特 週末、中年 夫婦

、中年 女性 ー 「食」 ー 楽

旅行 間違 増 。

都市型観光 非常 注目 。今年大阪 ー ・ ・

（以下 ） ー 、最近 新幹線 客様 動向 見 、東海

道新幹線 一番健闘 。 要因 、東京 行 客

様 相当数 出 。 、非日常的 楽 異

文化 出会 等 求 、都市型観光 潜在的需要 非常 高

思 。

②安・近（遠）・短

③体験型・癒 型

④高齢者旅行 増加

⑤都市型観光

１

７ ７

４ ５

１

２

２
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２．JR

etc

東日本 取 組 事例

地域 連携 国内観光施策

①冬紀行（佐渡、会津、 ）

② 旅 展開

の り み

と した

あたらしい の

∏

やはり と して を することが である たな

の に した り みであるが にそれまでオフシ ズンとされて

きた の に の の と し

の の を て に り いて というネ ミング

で を った その この を にも した この に す

るお は に びており その においてはそれまで に めていた

ほとんどの が になった にとっては の が のアルバイ

ト で けるという たな の に し の から の

の が り しなくなったという を くことができた このように

の は を できるものである しかし ながらここ は

のマンネリ あるいはリピ タ が りいないということもあり び ん

でいる もう な の しをしたいと えている

それから として コスト である を くしたいとい

うことで あたらしい の のいくつかの けをしてきた に レンタ

カ を にするということで レンタカ を うと

というのが であったが レンタカ を にして トレン

くん という でレンタカ サ ビスを めた その この で

レ ルアンドレンタカ を されるお が ほどに えている

それから の を り の を やそうと

を ファミリ オ や フォルクロ ロ として のエリアに カ

な を り の に れる の をしている この ファミリ

オ とか フォルクロ ロ という は をコンセプトに

で まることができ かつ と を

するために は さずに は の を しんでいただ

くという である との を るコンセプトであたらしい を り

地域社会 連携 国内観光 振興 大事 。新 観光需

要 創出 成功 取 組 、平成元年 ー

冬 期間 佐渡・山形等 雪国 温泉地 提携 、旅館代、 運賃、佐渡汽

船等 交通機関 運賃 全 半額程度 割 引 、「冬紀行」 ー

企画商品 作 。 後 商品 会津、信州 拡大 。 企画 対

客様 着実 伸 、 結果、佐渡 冬 閉

旅館 通年営業 。佐渡 、地元 人 旅館

等 働 新 雇用 創出 成功 、 佐渡 関係者 佐渡 冬

料金収入 余 減少 話 聞 。 観光

振興 相当波及効果 期待 。 残念 ～ 年 、

商品 化、 ー ー 余 、伸 悩

。 一度冬紀行的 商品 見直 考 。

東日本 、高 構造 国内旅行 是非安

、 旅 展開 仕掛 。 年前 、

ー 半額 、当時 日 ー 使 万 千円～ 万

千円 標準的料金 、駅 ー 千 百円 「

太 」 愛称名 ー ー 始 。 結果、 年間 、

ー ー 利用 客様 倍 増 。

長期滞在型 宿泊施設 作 、鉄道利用 旅行客 増 、愛称名

「 ー 」 「 ー 」 、 東日本 数 所

簡単 宿泊施設 作 、地域 自然 触 旅 提案 。 「 ー

」 「 ー 」 施設 低廉・清潔・簡素・安全

泊 人 千円、 人家族 泊 万円内 泊 、 地元 提携 強

化 一切夕食 出 、夕食 地元 食堂・郷土料理 楽

企画 。地域 共存・共栄 図 旅 売

JR

NTT
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JR
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１ １ ３ １ ５

６ ５

６

２

１ １ ５ ４ １ ２

10

細谷氏.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.7.4 13:29 3/13



124― ―

出 。 採算的 厳 、着実 客様 増 、最近 泊 日

、 泊 日 、宿泊料金 変 企画商品 作 、旅行業界

新風 巻 起 。 家族 旅 楽 、 ー

用 心 身体 旅作 提案 。

地域 一体 鉄道 整備 図 、 ー 飛行機

競争 考 場合、観光客 利便性向上 施策 期待 。山形新幹線 秋

田新幹線 新幹線 在来線 乗 入 、地域 活性化

鉄道 利用客 増 施策 進 。平成 年 月 、山形駅 新庄

駅 山形新幹線 延伸 、地元 億円資金 負担 当社 無利子

資金 貸付 鉄道 整備 行 。 事業 、東京～新庄間 時間

分 、 分短縮 。最近 ー 見 、東京 客様 ％程度増

、山形～新庄間 取 見 ～ ％増 。特 、山形空港利

用 航空客 競争 考 、沿線各駅 合計 台 無料駐車場 地元 負担

整備 、 ー 方式 料金負担 。

国鉄時代 施策 延長 、毎年 ー 、

観光協会 協力 受 、 ー ・ ー 活動 行 。

化 生 、目新 施策 出 、成果 上 。 一

度関係者 知恵 出 必要 思 。

最近知名度 向上 、 倶楽部 国鉄時代 最後 ー

高齢者用 会員組織 、女性 歳以上、男性 歳以上 入会資格 、年会費

数千円払 、 回 ～ 割 運賃・料金 割引 会員 ー

。 移行 際 万人 会員 、 年間 既 万人

会員数 。全体 旅行商品等 売上 含 億 近 金

倶楽部 会員 旅行 使 。従来 積極的 旅作 提案

、組織化 図 余 、 本格的

倶楽部 活用方法、 倶楽部 通 旅行 喚起 図

している まだまだ には しいが にお は え は

であっても であっても を えない も り

に を き こした このように で を しんでいただこうと ファミリ

の も ものんびりホッとする りの をしている

と となった の を ることにより やはりマイカ や との

を えた の という が される や

という を に り れるプロジェクトにより の あ

るいは の を やす を めている に から

まで を するため が を して に で

その を けて の を った この により を

と した のデ タで ても からのお は え

ており だけを って ると えている に

の との を えて に の を の

で してもらい パ クアンドライド で がないようになっている

それから からの の であるが をはじめエ ジェント

の を けて デスティネ ション キャンペ ン を っている

マンネリ が じ しい が てこなくて が がっていない もう

で を す があるのではないかと う

が してきたが ジパング は の にスタ トした

の で が が の で を

っていただくと まで を くという サ

ビスである に する に の がいたが この で に

の になっている の の を めると に いお を

この の は に っていただいている は に りの を

したり を るということを りやっていなかったが これから にこ

の の つまりジパング を じての の を っていきた

１ ２

２ ３

３

５

２ ３

③地域 一体 鉄道 整備、大型 ー ・ ー

時代 ー 対応 施策

① 倶楽部

と となった の デスティネ ション キャンペ ン

のニ ズに した

ジパング

11 12

350

38 10

70 80

2,700

60 65

20

10 14 125

1,000
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いと っている

これは にスタ トしたばかりであるが の サイトとして えきねっと

というインタ ネットによるサ ビスを している にバ チャ

ルモ ルの えきねっと をスタ トさせたが と と し ひとつのサ

イトで に することは て から までできるいう みのインタ

ネットサ ビスを した まだひと っていないが アクセス み

ともに に えのある が てきており りながら していく を

えているが ぐらいにはしっかりしたレベルの いサ ビスができるサ

イトに っていくのではないかと えている

マ ケッティング が してタ ゲット の ではなかなか いものが

れなかったが になって した の メンバ を に への

チャレンジに を れている に めぐり という をタ

ゲットとした のリフレッシュの を した これは ご が した

に かけて えば の に って しい を しんでもら

い には に るという りのものと ご に って してゆっくり

しんでもらえるものと の パックがある この を した は に

であり えを じている また ヶ から めたもので のんびり

という は テレビコマ シャルを た もあると うが ジュニア

いわゆる お れ をタ ゲットにした で と し に

は て グリ ン という のストレスを す の である

には ぐらいの を して りを っている

が な を って いわゆるハッピ マンデ というキャンペ

ンを して から の と の が にシフトし を

り した ぐらい してほしいと を していたが な の

もあり まず からスタ トした を するために の

思 。

月 ー 、旅 総合 「

」 ー ー 開始 。 年前 ー

ー 「 」 ー 、 提携 、

、旅行 関 全 情報収集 予約 仕組 ー

ー 追加 。 月経 、 数、申込 件数

非常 手応 反応 出 、走 充実 要素 抱

、多分 年後 高 ー

育 考 。

ー 力 不足 ー 別 企画商品 良

作 、 採用 若手 大卒 ー 中心 商品開発

力 入 。 年半前 「 姫」 、団塊主婦層 ー

平日 旅 企画 。 、 主人 出勤 後、

旅行 出 、例 昼信州 別所温泉 行 、美味 料理 楽

、夕方 家 帰 日帰 、 主人 断 泊 楽

両方 格安 。 商品 利用 人 既 万

人 手応 感 。 数 月前 始 、「 小町」

企画商品 、 ー 見 方 思 、団塊 、

「 疲 」 ー 商品 、温泉旅館 提携 、基本的

全 半額、往復 ー 車利用 日頃 癒 旅 提案 。年

内 万人 利用 期待 商品作 行 。

東日本 中心的 役割 担 、 ー ー ー

実施 、平成 年 成人 日 体育 日 第二月曜日 連休

作 出 。当初 日 導入 要望 出 、色々 団体

反対 、 日 ー 。 連休化 充実 、現在 月

②旅 総合

③ ー 別企画商品（ 姫、 小町 ）

休暇 取得 環境整備 推進

①祝日 連休化 拡充

の サイト

タ ゲット めぐり のんびり

を しやすい の

の

４

１

１

１

１

１

３

６

２ ３ ７

Travel

JAL JTB

JR

OL
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etc
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海 日 月 敬老 日 ー ー 要望 。敬老 日

関 、一部 老人 団体 反対 。政権与党 今回 党合

意 中 連休化拡充 法案 通 項目 入 、 法案 成立

見通 高 思 。

旧通産省 外郭団体 余暇開発 ー ー ー導入 活動

協力 、 東日本 独自 計算 日 月曜日 指定 兆

円程度ＧＤＰ 効果 試算 出 、 数字 各方面 。最

近 兆円 効果 政治家 口 出 。

面 施策 税金 使 大 経済効果 政治家 ー

。

効果 、初 ー ー 際 、 他 旅行会社 旅行商

品 前年 連休 時期 比較 約 ％程度増加 。

、全体 ％程度旅客数 増 。特 新幹線・特急 運行

主要線区 ％～ ％程度 旅客数 増加 。 等 対

、 連休 増 東日本 億円 増収効果 説明 。

相当 野 広 波及効果 出 施策 考 。

観光 整備、特 鉄道 関係 設備 非常 遅

課題 現在着実 整備 図 。今年度中 、東京駅 圏内

％ ー ー 整備 終 。 ー法案 成立

関係 、乗降客 多 駅 優先的 整備 進 、今後 年間 ％

程度 客様 ー ー・ ー ー 利用 形 改良 図

。 皆 思 以上 整備 費用 掛 。既存 設備

改良 、 、場合 夜間 工事

、 ー ー・ ー ー 機設置 億円程度 費用

掛 。最近 様々 施策 進 、 千万円～ 千万円

程度 設置 、 膨大 費用 掛 。

の と の の をハッピ マンデ とするように している の

に しては の クラブの が をしている の の

の に の を すという が っているので この が

する しは いと う

の である センタ にハッピ マンデ の に

してもらったが の の では を に すると

の があるとの を し この を に している

では の ということが の からも るようになっている このよ

うなソフト の なら を わずに きな があると にアピ ル

している

その は めてのハッピ マンデ の は その の の

は の でなかった と すると している だけ

でみても で が えている に を している

では の の となっている アナリスト に して

は が えるたびに に の があると している

スソ の い が る ではないかと えている

インフラの に のアクセス の が に れているという

について に を っている には から

について はエスカレ タ の が わる それからバリアフリ が

した から の い から に を め ぐらいで

のお はエスカレ タ エレベ タ が できるような の を っ

ていきたい ただ さんが われている に には が かる の

を しながら あるいは によっては しか ができないということも

あり エスカレ タ エレベ タ を するためには の が

かる やっと なコストダウンの が んできて

で できるようになってきたが それでも な が かる

９

３

３

４ １

１

３

８

３

５

１ １

７ ８

② ー ー 効果

基本的観光 整備

① ー ー 整備、 ー 推進

ハッピ マンデ の

インフラの

エスカレ タ の バリアフリ の

ú

JR

PR

JTB

JR

JR

km

50

15 20

10

50

80

90

ª

細谷氏.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.7.4 13:29 6/13



127― ―

現在 ー法案 、国 分 、地方自治体 分 、事業者

分 負担 ー 、現実 地方自治体 財政 非常 悪化

、 国 補助金 増額 、補助金

依存 整備 。事業者負担 整備 覚悟

、 整備 上 考 。

案内用図記号 外国語 表示 非常 後 点

、駅案内 、社外 有識者 意見 聞 、整備 進

。特急列車 指定券 駅案内等 英語表示 入

段階 。 東日本 、海外 飛行場等 、「 ー 」

主要 駅 整備 、 ・質問 対応 体制

取 。現実 目立 形 ー 付 、問 合 客

様 着実 増 。特 来年 ー 開催 、

是非 上 考 。

東日本 、 ー ー ー 相当

、 理由 、顧客情報 提携 ー 取 。 万

人 超 会員数 、 秋 主要 ー 会社 ー 駅

窓口 使用 現在準備中 。 同時 、 ー

時代 入 、 月 埼京線 定期券 ー （ ） ー試

験 開始 順調 。年内 首都圏 主要駅 非接触型

ー 改札 通過 ー 提供 。数年内 ー

（ ー ー ） 一体型 ー 、導入可能 思 。

利用 場合 、 、 ー 実現 。

、平成 年 月 八戸 新幹線 延伸 、 際 新幹線 現在

行 車掌 車内改札 情報 代替 乗客 不便 解消

予定 。若干 遅 、 最新技術 着実

ー 向上 取 組 行 。

バリアフリ では が の が の が

の という ル ルになっているが には の が に

していること あるいは の もさほど されないということから

ではなかなか できない でも せざるをえないことを し

ながら インフラ のレベルを げていきたいと えている

とか の が に れているのではないかという である

が サインについても の の を きながら を めてい

るところである の や にも を れることができる

まできた でも の にあるように マ ク という

ものを に して どんなトラブル にも することができる

を っている に つ の マ クを けることにより い わせのお

も に えている に はワ ルドカップの があるので それまでに

は レベルを げていきたいと えている

は ビュ カ ドというハウスカ ドに これまでこだわってきた

が その は が カ ドでは れないということであった

を す になったので この には カ ド のクレジットカ ドが

の で できるように である それと に これからは カ

ドの に るので から で の カ ド のモニタ

を しており である には の はいわゆる の

カ ドで を できるサ ビスを できる にはクレジットカ ド

ビュ カ ド との カ ドも ではないかと う そうなると

の に キャッシュレス チケットレスのサ ビスが できることになる

また には まで が されるが その には で

っている による をモバイル により して の を す

る である テンポは いかもしれないが などの により

にサ ビスのレベルを するように り みを っている

３ １ ３ １ ３

１

４

②案内板、外国語表示 取 組

③ ー 社会 対応

の り み

カ ド への

JR

JR
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IC Suica
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３．国内観光地 課題

中央集権型国家 地域 魅力喪失

①「 上」依存 地方経済 活力低下

② ー （一律補助制度） 自然・文化 破壊

国際的競争 対応力不足

①高 構造

②基本的 未整備

③人材 不足―企画力・経営力不足、専門的 不足―

づくりの

による の

お による の

コンクリ ト による の

への

コスト

インフラの

の ノウハウ

∏

π

経済同友会等 活動 私 感 、日本 観光地 魅力 低

下 、特 戦後 画一性 重視 中央集権国家

地域 魅力 喪失 思 。現在地方経済 非常 元気

、 補助金漬 中央依存体質 、 魅力

、 、導入 地域 非常 多 。最近

億円 釣堀 港湾 、国道 農道 同 立派 併走 地域

、本当 無駄 金 特 年 使 危惧 念

持 。

補助制度等 見 、 ー 建設費中心 一律的 補助 ー 決

。地方自治体 担当者 、本当 今 補助制度 話

聞 。 補助 ー 合 道路 、補助金

何回 陳情 。 話 聞 度 、早 国

中央集権型 国家 脱却 問題意識 持 。

何度 指摘 、日本 観光地 高 構造 。最近 少

見直 進 、 高 構造 是正 ー

思 。

使用 地方港湾、農道空港等 壮大 無駄

一方、 空港 、 空港 、基本的

未整備 問題 抱 。

地方 行 旅館 経営者 地域 活躍 方 話 聞 、企画力・経

営力 充分蓄積 感 。

の から が じてきたことであるが の の が

しているというのは に の を する によるインフラ

づくりが の を させてきたからだと う が に を

なくしているが これまで けという となり なかなか あ

るインフラも あるいはソフトも されていない が に い よく

の といわれる や と が じ さで している も

あり に なお を にここ ぐらい っているのではないかと の

を っている

また を ると ハ ドの に に のル ルが めら

れている の からも に の はおかしいという を

く わざわざ ル ルに わせる にせざるをえないとか をもらう

ために も をしなければならない このような を く に くこの は

の から しなければならないという を つ

も されているが の の コスト である は しずつ

しが んでいるが まだまだ コスト は していかなければいけないテ

マではないかと う

ほとんど されない の な となっているインフラ

がある ハブ はじめ あるいは アクセスはじめ なインフラが

まだまだ であるという を えている

に って の や で している の を いても

のノウハウが されていないのではないかと じる

100

10
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特 官主導型、横並 型 、 ー 作 ー 多 。 、

最近新聞 話題 第三 ー 、官 悪 民 悪

組 合 方 様々 施設 運営 、次々 破綻 。

自身 例外 、岩手県 ー場 撤退 表明 他、地域 作 第

三 ー的 事業 見直 水面下 行 。

最後 考 、 地域 企業経営 同

思 。 ・ ・ 等 経営資源 有効 使 尽

思 。 仕組 、人材育成 地域社会 進

思 。民間企業 、 ー

（ ） 品質× ー 、 安 価格 提供 、

観光 同 言 。

以上 問題意識 前提 、 考 私 考

以下述 。

一言 、 国 魅力 復権 、 、国

民自身 魅力 復権 尽 思 。魅力

、 、 選択肢 多 社会 、 地域 個性

豊 魅力 作 以外 。従 、中央集権型 地方主権型 行財

政 仕組 一日 早 転換 。地方同士 税源 含 自

立 、本格的 地域間競争 起 。正 地域 活性化 、

人 人 交流 拡大 、必 魅力 地域 各地 出

思 。先 話 経済同友会 地方活性化委員会 多 地方自治体

首長 活性化 取 組 民間 方 会 、今 印象 残 言

に び で ハ ドを っていくというケ スが い あるいは

の になっている セクタ という の いところと の いとこ

ろを み わせたやり で な を しており と している

も ではなく のスキ からの を した と った

セクタ な の しを で っている

にどういうことを えるかであるが やはり づくりは と じだ

と う ヒト モノ カネ の をどのようにして に っていくかに

きると う その みなり がまだまだ では んでいないので

はないかなと う であれば いわゆるカスタマ サティスファクション

は サ ビスで それをより い で するということであるが

についても じことが えるのではないか

の を として どのようなことを えたらよいかという の え

を べる

でいえば やはりこの の をどのようにして するか あるいは

の をどのようにして するかということに きると う という

のは やはり これだけ が くなった であるから それぞれ が

かな を っていく にはない って から の

システムへの みに も く すべきである が を めて

できれば な が きる に を するということは

と との が するということで ず ある が に てくるので

はないかと う ほど した の で くの

の や に り んでいる の と ったが でも に っている

JR

CS

④地域

経営資源 最有効活用

＝品質× ー → 価値・魅力×

世紀 観光 国土・国家 魅力復権 目指

中央集権型 地方主権型 行財政 転換

①地方 自立 地域間競争（交流 拡大→地域活性化）

づくりのポイント

の

サ ビス プライス もてなし プライス

の の を して

から の システムへの

の による の

CS ／ ／

４． －21

∏
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葉 、市民 寄付金 集 新幹線 新駅 作 掛川 市長 言葉 。

「 地方 魅力 地域 考 」

質問 時 、掛川市長 次 答 。「掛川 、 地域 住 女

性 、自分 娘 嫁 思 地域 、 地域 魅力

地域 。 信念 下 掛川市

」。

観光 現在 縦割 行政 分野 思 。地方自治体 最

近観光課 人材 含 充実 、 観光行政 幅広 部門

仕事 、地域 魅力 ー 提供

。従来型 行政 不得手 分野 思 。地域 活性化 対

自治体 ー ー 組織 力 引 出 大事 。

先 掛川市長 話 、 住民参加型 、 生

活観光 推進 、 一度来 優 滞在環境 作

求 思 。

歴史、自然、 共生 、質 高 地域 求

思 。 実現 、中央集権型 行政 仕組 、 現在

地方自治体 力 思 、地方自治体 合併等 推進

、財源・人材 含 経営資源 集中 魅力 地域 大

事 。

最初 触 北上市 小国町 独自 活性化 事例 調査 。

町長 立派 方 、町長 行政 責任者 ー ー 地域

、活性化 継続 限界 。確 木造 素晴 体育館 作

、自然保護 様々 作 、 ー

知恵 “官” 組織 出 。結果 、地方自治体 長

は から を めて の を った の の である

これから は ある になるためにどういうコンセプトを えたらよいか

と した に は のように えた なり そこの に む

が の をお にやりたいと う になることこそが その が あ

る になるということではないか そういう の に のまちづくりをし

ている

というのは の りの になじまない だと う も

を を めて させているが やはり はもっと い に

おいて をしていかなければ が あるスペ スを できないのではな

いか の の な ではないかと う の に してどの

ようにして のリ ダ が の を き すかが である

ほどの の ではないが やはり のまちづくり あるいは

の というか もう たいという れた を るまちづくりが

められていると う

これから まちづくりと した の い づくりが められて

いると う これを するためにも の の み あるいは

もある の ではできないと うので の も

して を めて を して ある づくりをすることが

である

に れたように から まで の の を した もち

ろん で な もいるが など の がリ ダ でやっている

というのは の に がある かに で らしい を った

り のための なインフラを ったりするが それをオペレ ションす

る というのが の からは てこない として の が

②縦割 的観光行政 脱却（空間 時間 対応）

③住民参加型 、生活観光 推進（優 滞在環境）

④量 質 向上 （歴史、自然、 共生）

“官” “民”中心 民 力・発想 活用 人材育成

①地域 愛 ー ー 育成、人材発掘

り からの と のデザインへの

のまちづくり の れた

から の へ まちづくりとの

から へ の の と

を するリ ダ の

3,200

π －
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在任中 、 人 引 張 時 何 、 後 魅力 維

持 地域 結構多 感 。 、“官” 全 関与

“民” 力 地域 活性化 本当 魅力 、更 発展

見 気 。 代表的 事例 、四百数十万 観光客 毎年訪

大分県 湯布院 。玉 湯 溝口氏、亀 井別荘 中谷氏 人

時近 議論 。湯布院 度 度訪 人 非常 多 、

気持 開催 加 、実際 散歩 道

工夫 。 、料理 土産物 工夫 跡

。 、滋賀県 長浜 行 、笹原氏 地元 企業経営者 中心

黒壁 第三 ー 設立 、黒 壁 出来 建物（滋賀銀行旧本店） 売

出 時 、地元 財界 市 補助金 、 建物 買 取

。 建物 活 考 、新規 産業 細工 ー

長浜 街 活性化 行 。笹原氏 黒壁 作 前 、年間 万人

長浜 訪 観光客 、現在 万人 超 。既 数店

舗 関係 店 出来 、最近 、 ー 力 入 、生

野菜等 栽培 、 野菜 ー ー ー ー 観光客 楽

ー ー 整備 、 歳以上 地元 爺 ・ 婆 爺婆

通 出来 。 新 時代 ー 応 次 手 考

、地域 活性化 努 。

独自 活性化策 取 組 度 、 国 面 非

常 心配 多 、 見 捨 気 。

地域 背負 立 人材 国 発掘

思 。 東日本 新 旅 中 、例 遠野 ー

地元 民話 話 婆 囲 観光客 民話 楽 、

地域 釣 名人等 人材 確保 、 人 交流 場 作

努力 。 、人材 発掘 、地域 魅

力 感 。

なり その が っ っている は とかもっているが その の は

できない が い じがしている ところが が く しないで

の で を したところは に があり に のチャンスが

いだせる がした その な として の が れて

いる の があげられる ノ の の の と

くまで をした を れたいという が に いが その

ような ちにさせるイベント などのソフトに え に する もひと

つひとつ がされている あるいは や それぞれに の がみられ

る また の に ったが という の が となり

という セクタ を し い で た が り

に されるという に の と から をもらい その を い っ

た この をどう かすかを えて アイデア であるガラス をテ

マに の の を ってきている が を る は し

か を れる はいなかったが は を えている に

のガラス の が ているが は エコロジ に を れ ゴミのリ

サイクルにより の をし その をバ ベキュ コ ナ で に

しんでもらうコ ナ も し の のお さん お さんがやる

ショップの りも ている このように しい のニ ズに えた の を

えながら の に めている

このような の に り むまちをみる に この はマクロ では

に なことばかり いが ミクロで ると てたものではないという がする

もっとこのような を って つ をこの で できないだろうかとしみ

じみ う でも しい づくりの で えば のフォルクロ ロで

は の を せるお さんを んで に を しんでもらうイベントや

によっては り の を して そういう との の を ろうと

している いずれにせよ をもっともっと できれば はもっと

あるものになるのではないかなと じている

２

２ ３

11

10

160 30

60

JR
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② 観光：産業観光、 ー 、大学・企業等 “知”的

活用

③ 等 活用 体験型 ー 、観光 育成、交流 場

④“官” 役割・支援機能 活性化

等、技術革新 観光 整備

① 客様本位 情報 ー 、予約

②移動 整備（ ー ）

もうひとつの エコツ リズム の インフ

ラの

の による メニュ づくり ガイド の づくり

の の

による インフラの

お の サ ビス システム

しやすいインフラ ユニバ サルデザイン

観光 幅広 、産業観光、 ー 、 ー ー

、 大学・企業等 施設 活用 交流 場

増 思 。大学 独立行政法人 、国立大学、県立大学 外

開 交流 場 期待 。

釣 名人 民話 話 人等 交流 求 思 、

人 育成 大事 。弘前 秋田 能代 向 海岸線 走 五

能線 ー 線 、現在 駅 ー 用 専用列車 停 、

時間程度散策 、 列車 乗 込 ー 。地

元 白神山地 世界遺産 原生林 森林 保存

人 、非常 評価 高 旅行企画 。 知恵

集積 訪 人 感動 観光地

考 。

“官” “民” 強調 、“官” 何

。先 話 空港 問題、空港 問題

整備、 地方自治体 支援 仕組

観光協会 人材育成 対 支援 機能 重要 思

。当然“官” 役割 充分活 地域 活性化 思

。

先 紹介 旅 総合 同 流 、 技術革新 進

、旅行 観光 整備 重要

思 。 客様本位 情報 ー 、 予約 必要 。

移動 整備 、最近 ー

というのは いジャンルがあり エコツ リズム グリ ンツ

リズム あるいはこれから の を する の がもっともっと

えてくると う が になって がもっと

に かれた のインフラの になってくることを している

りの や を せる との がこれから められると うので こう

いう の が である から の に かって を っている

というロ カル で ある にリゾ ト の を めて それから

をしてもらい また に り むというサ ビスをしている

で という になっているブナの のある を している

にガイドをしてもらい に の い になっている こういう

をもっともっと していければ れた が する づくりができるのでは

ないかと えている

から へということを すると は もやらなくていいので

はないかということではない ほど したハブ の アクセスの

などのインフラ あるいは による を するような みや

での に して する などはますます になってくると

う の も かしながら が していければよいと って

いる

ほど した の サイトと じ れであるが これから が んで

くるので しやすいような インフラを していくことが ではないか

と う お の サ ビス あるいは システムが である

それから しやすいインフラ ということで はユニバ サルデザイン

NPO

IT

１

NPO

∫
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という があちこちで われるようになっているが そういうインフラ も

になってやっていく がある

を するためにもライブ の に を れている の

から の の の にメディアコ トというひとつの を っ

ている そこの に のお しか ち うことができないが

プラザ ブレイク という を り にライブの をやるという みをし

ている では プロアマ じて をここで したい は し んでくださ

いとオ ディションの も めている また ビジネス の コ ナ のよ

うな を ったらどうかと するなど な とネットワ クを んで

このスペ スを かしていく である インタ ネットのアクセスも なので

の から の を ってもらえないかとの をしている や

はり の が いた の の が られれば ふと ってみようという ち

を こさせると えている このような もこれから なテ マになると

う

は とか マタ が に な であるが についてもなかな

か としてのジャンルがきちんとしない についても もう しみんなで

を し う があると う において にレベルが がっていかなけ

れば の に している が な で な のような

を ることもアイデアとしてありうるのではないか それから が に

して ある であるためにも もう の を することが

ではないかと う

ある の む ある にすることこそが の につながるの

ではないか

言葉 使 、 整備 、

官民一体 必要 。

旅行需要 喚起 感覚 情報発信 力 入 。昨年

月 東京駅 新幹線 南口改札 前 ー 広場 作

。 一角 、 名程度 客様 立 会 、情報

「 」 広場 作 既 音楽演奏 試

。最近 、 通 音楽 発表 人 申 込

ー 企画 進 。 、 情報 解説 ー ー

時間帯 作 提案 様々 関係者 ー 組

ー 活 方針 。 ー 可能 、

現在地方 観光協会等 生 映像 送 提案 。

桜 花 咲 時 現地 映像 見 、 行 気持

起 考 。 情報発信 大事 ー

思 。

日本 業際 学際 ー 非常 不得手 国 、観光

学問 。観光 、 少 知

恵 出 合 必要 思 。大学 学問的 上

、民間 観光 関係 人 的 形 実践的 観光学 教室

作 。 、日本人 世界 対

魅力 国民 、 一度歴史・文化 教育 徹底 大

事 思 。

魅力 国民 住 、魅力 国土 、観光 振興

。

【 年 月 日】

③ 感覚 情報発信（旅行需要 提案）

④観光学 振興、歴史・文化教育 振興、人材育成

ライブ の への

の の

12

100

2001 17

NPO

５
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日本航空㈱代表取締役社長

航空業界 観光 一翼 担 立場 観光 支 立

場 関係 深 業界 思 、航空業界 実状 分

頂 始 。

極 概括的 航空業界 現況 申 上 。 世界 航

空市場 予測 、航空需要 世界平均 ％ 伸 、

今後 伸 産業 、特 中 太平洋地区 世界全体 高

％程度 伸 、 年 全体 占 分 分 程度 増

。 業界 予測 。

同 ー 予測 出 。 太平洋地域 実績 北

米 少 、 今後 年 ％程度 伸 一番大

持 至 予測 。

次 、現在 国別航空市場 規模 旅客数 比較 。全世界 億人

航空旅客 、 中 日本 市場 億 千万人、 国内線

万人、国際線 万人 。 国内線 市場 億人 、

市場 突出 。日本 国内線 市場 比較的大 、規模的

世界第 位 、国際旅客 面 見 、 、

方 日本 多 状況 。

各国 少 細 見 、現在 日本 大 、香

港 ー 国内線 国 他 国 少 。

各国航空市場規模予測 、 年 中国 日本 抜

去 。中国 市場規模 大変大 伸 予測 。以上

兼子 勲 氏

１．航空界 現況

世界 航空市場 現状 見通

の

の の と し∏

は の を うという と によって えられているという

の の い であると っているので の というものをお か

り くことから めたい

はじめに めて に の から し げる による の

のシェア によれば そのものが ぐらいで び

とも びる であり にその でアジア が よりも い

で び には に めるシェアが の から の に

えるであろう これが においてコンセンサスのとれた である

それは じようにボ イングの にも ている アジア の は

よりも ないが それが までに の びで きなシェア

を つに ると されている

に の の を で する ではおよそ

の がおり その で の は そのうち が

が である アメリカの の は であるから

アメリカの は している も の は きく には

になっているが という で るとイギリス ドイツ フラン

スの が より いという である

それをアジアの でもう し かく ると は のシェアが きく

やシンガポ ルのように のない もあるがその の は ない

によるアジア によれば には が を

き る の が きく びるということが されている が

ICAO

IATA

4.5

2010

2019 6.7

16

9,200

4,800

2014

７ ４ １ ３ １
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６
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概括的 見 世界 航空市場 状況 。

航空業界 存知 発達 。航空輸送業 他

産業 少 違 、外資規制 厳 。 国 外国資本 比率 制限

。日本 言 分 。国 比率 違 ％ 色

々 、 株式 外国人 持 。 各国

ー 。 、 国際的 事業 、国境 越

吸収合併 起 。 営業上

発達 言 。現在大 ー 言 、 、

、 、 、 参加

世界 輸送量 ％ 占 一番大 。 航空、

航空 参加 。 次 大 、

航空、英国航空 中心 、規模的 ％ 占 。最近出

来 航空、 ー 中心 、

ー 航空 航空 、 歴史的 一番古 、

中心 。

我々 会社 ％ 世界的 中 、現在

ー 加盟 。 ー 社間

軸足 置 。 加盟 主

、 航空、英国航空、 航空 航空

、 ー 、 入 航空 一部 会社

、 ー 組

立 。今後、 常 考 行動

思 。

次 、国内線 国際線 分 航空運賃 変化 紹介

。図表 日米国内線 平均運賃 推移 辿 。起点 違 、

年、日本 年、 規制緩和 始 年 。 年

航空業界 「 」 施行 、市場 参入 撤退、運賃等

に た の の である

はご のようにアライアンスが してきている は の

と し い が しい ほとんどの において の が

されている で うと の までである によって は い とか

あるが いずれにしてもマジョリティの を は てない それが の

ル ルである そのようなこともあり これだけ な であるが を

えての はなかなか こりにくい そうしたことから のマルチアライ

アンスというものが してきたと える きなグル プで うと

であるが の している アライアンスが

の のシェア を め きい これにはユナイテッド ルフ

トハンザ などのキャリアも している その に きなものは で

アメリカン を として には を めている

たデルタ エア フランスを とする というものがあり それ

からノ スウエスト と のアライアンス これは に いが

それを とする というものがある

の は という なシェアの で までのところこれらのグ

ル プのアライアンスには していない マ ケットごとの のバイラテラ

ルなアライアンスに を いている に している なキャリアで

ある アメリカン カンタス あるいはキャセイ というよう

なところ あるいはエア フランス に っているタイ などの の

とも それぞれのマ ケットにおけるバイラテラルなアライアンスということで

み てている どうすべきかということは に えながら していきたい

と っている

に と に けて がどのように してきているか す

る は の の を ったものである は い アメ

リカは は いわゆる が まった である にアメリ

カの では が され への

π

∫

アライアンスの

の

動向

国内、国際運賃水準 推移
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規制緩和後の日米国内線実質平均運賃推移�

（米国1978=100、日本1990=100とする旅キロあたり運賃（CPI調整後））�
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米国規制緩和後10年間�

平均運賃（物価調整後）△23%
（1978年度値＝100）�

日本規制緩和後10年間�

平均運賃（物価調整後）△30%
（1990年度値＝100）�

（米国）�

（日本）�
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図表 規制緩和後 日米国内線平均運賃 推移１ の の

注）日米 実質平均運賃 、旅客 ー 運賃 （米国 、日本 ） 除 値 使用。
（出典）米国： （ ）

日本：航空 社有価証券報告書及 、総務庁統計局「消費者物価指数年報」 。
但 、日本 政府見通 値（＋ ） 使用 。

の は キロメ トルあたり を で した を
による

び による
し おける は し を した

CPI = =

ATA Air Transport Association Data

CPI

1978 100 1990 100

1999 0.1
３

が て され の である

そのものもなくなった の であるが と あたりで

がっているのは オイルショックの で が した である

な としては は がってきている の には

とともに して がり この で がった

それでは の の とアメリカの の ではどちらが いのか

に したものは とアメリカの の である して えば

が い が いのであるが その を した ドットはアメリカの

で の を にしたものである のシェア をカバ

する の を したものである の が の の

の をプロットしたものである ご の りばらつきがあり

アメリカでは にそのばらつきが きい して えば の が は い

に している

に の がどのように してきたかを る の には

全 自由化 、航空業界 監督官庁 （ 民

間航空委員会） 。運賃 傾向 、 年 年

上 、第二次 関係 燃料費 高騰 影響 。

全体的 傾向 規制緩和後 、下 。日本 場合 、規制緩

和 一貫 下 、 年間 割下 。

日本 国内線 運賃 国内線 運賃 安 。

図表 示 、日本 国内線運賃 傾向 。概 言

距離 長 方 高 、 傾向 示 。 各四半期

旅客数上位 路線 対象 。旅客数 ％ ー

運賃 分布 表 。三角 点 日本 、 、 社

国内線全路線 平均運賃 。 覧 通 、

特 大 。概 言 日本 方 平均運賃 低

方 位置 。

次 、国際線 平均運賃 変化 見 。日本 場合 、

CAB Civil Aeronautics Board

ANA JAS JAL
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旅客平均運賃（国内線）の路線別分布日米比較�
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図表 国内線航空運賃 日米比較２ の

注）米国 運賃 税（航空運賃 ％＋＄ 人） 含
（出 典）米 国 ： （ 年第 四半期～ 年第 四半期）、 年 月～

年 月 平均 ー （ ＝ 円） 換算、各四半期 旅客数上位 路線 対象、
旅客数 ％ ー

日 本 ：航空 社資料、 社 国内線全路線（ 路線） 対象

の にはチケット の を む

の レ ト ドル で の を
シェアで をカバ

の を

９ １／
４ ３

９ １

３ ３

Domestic Airline Fare Consumer Report 98 99 98 10
99 117.75 1000

70
136

1990

10 39

1964

2000 2.29

1.53

1964

16

年以降急激 低下 。 崩壊 伴 、 下方転移

、今 企業 出張 ー 方 、

方 ー 利用 。 、

時代 急激 円高 進行 時代 、円高 伴 航空会社 運

賃 競争力 強 、 対抗 下

。 、 年間 ％国際線 平均運賃 下 。

航空運賃 一般 物価 比較 。 承知 色々 割引運賃 出

平均的 実態 低 、「羽田 札幌」 普通片道運賃 、

年 年 伸 倍 、「東京 」 例

倍 、他 公共料金等 比 、我々 物価 優等生 自

負 。 年 海外渡航 自由化 、 初

海外 行 商品 作 、 ー 週間 日

に している ひとつはバブルの に い クラスの

というか までは の でファ ストクラスだった がビジネスクラスを

ビジネスクラスだった がエコノミ クラスを するようになった それから

この は な が した であり に いアメリカの は

の が くなったことから それに するために がったということがあ

る このようなことで この で の が がった

と の との もしてみた ご のように な が

ているので な はかなり いが の では

から までの びで であり ロサンゼルス の をとっても

ということで の と べると としては の と

している に が され そのときに めて という

に くパック を ったわけであるが そのときのヨ ロッパ の

－

－

２

JALPAK
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旅 万 千円 。当時 大卒 初任給 万 千円程度

月分 。 比 現在 旅行費用 随分低減 分 。

日本 国際観光 年 海外渡航 自由化以来、 中心

施策 、 ー 旅行 可能 、 意味

伸 大変大 。日本 貿易収支 、 兆 千億円程度

、国際旅行収支 見 兆円程度 赤字 。一般的 貿易収支 逆 傾

向 示 、 伸 大変大 由来

。湾岸戦争 年 頃 少 落 込 、 以降一貫 伸

。 年 通貨危機 反映 日本 含 少

落 、 時期 除 一貫 伸 。 年 実績

万人 最高数値 。

次 国別 主要国 総額 人当 比較 、日本

人当 世界一高 、旅行 金 余裕

思 。中国 日本 ー 大 紹介

、現在 人当 低 。 、 ％、 ％ 富裕層

大変 数 。今朝 金持 人 海外 子供 修学旅

行 出 紹介 。先日、中国国家旅遊局何局長 話 、

人口 ％位 海外旅行 行 金 持 、 大変

伸 言 。 大 期待 国 。

今後 日本 伸 。外国旅行者 数 人口 対

調 数字 。 ー 諸国 高 、 隣 外国

当然 、日本 ％ 非常 低 。島国 陸続 国 比

意見 、例 台湾 ％、 ー

％ 、 日本 海外旅行者 比率 伸 可

能性 言 。

日本 海外旅行者 点 考 、今 人口構成 団塊世代 非常 多 、

は であった の の が であったので ヶ

になる それに べると の は していることが かる

における は の の アウトバウンド の

があり のようなパッケ ジ が になり そういう での

びが きかった の は のプラスになってい

るが で ると の である な と の

を しているのは このアウトバウンドの びが きかったことに して

いる があった の に し ち んだが それ して びてい

る にアジア を しての を めたリセッションということで

し ちているが このような を けば して びている の は

という である

に に の と たりの を してみると は

たりの は いので にまわせるお もそれだけの がある

のではないかと われる はいずれ のマ ケットより きくなると し

たが たりの としてはかなり い しかし の

がいるだけで な になる のテレビでも ちの が に を

に していると されていた と したときも

の が に くだけのお を っているから それだけでも な

びになると っていた これから いに できる であろう

の の びはどうであろうか の が に してどのくらい

あるかということを べた がある ヨ ロッパ が いのは すぐ が

であるから であるが は と に い と きの は べられ

ないという もあるかもしれないが えば で オ ストラリアでも

ということで まだまだ の というものの はこれから びる

があると える

の という で えると の では が に く

67 30

1964

12

91

98
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1,781

13

27 17
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その でも の になった では は に で

への も きい むしろ ロ ンや てに われる よりも

が く も にあるということで これから の が

して リタイアしてくると マ ケットはますます することが され

る の が く の の を めているという で

あるから いにマ ケットが していくと は ている

インバウンドは に な り みになってくると われる の

では は で という けであり ほど た という

から へ く の の という ない になっている これから

どのように を やしていくかということでは からの ビザが に

なったなど な が まれる

その をもう し しく る が に

を とするアクションプラン ウェルカムプラン を し が

され が られて びてきた あるいは ウェルカムプラン と

いうことで フォ ラムで された までに に し

ようというような り みが された これらがこれからの びにつながってい

くだろう

を えて の を べてどのような か た は

のように インバウンドに べてアウトバウンドが に い は でア

ウトバウンドよりもインバウンドが い はインバウンド アウトバウンドの

バランスがとれている は これからアウトバンドが きく びていくだろ

う に べて はインバウンドをもっと していかなければならないこと

がここで らかになる

の の を えるために の と でどのよ

うに が っているかを べてみた へ く の は を にしてい

るが の は の は で で する の が い

に ると で を やす が いにある

上、世界 一番 長寿国 日本 、 歳代、 歳代 非常 元気

旅行 意欲 大 。 住宅 ー 子育 追 世代 可処分所

得 高 、当然可処分時間 十分 、 団塊 世代 数年

段々 、旅行 ー 成長 期待

。 歳以上 貯蓄率 大変高 、全体 貯蓄率 ％ 占 状況

、大 ー 成長 我々 見 。

特 大変重要 取 組 思 。 年 数字

、日本 万人 位 位置付 、先 見 万人 日

本 海外 行 方 分 以下 大変少 数字 。

来訪者 増 、中国 観光 解禁

、色々 対応強化 望 。

経緯 少 詳 見 。運輸省（当時） 年 訪日外国人 万人

目標 「 」 作成 、外客誘致法 公

布 、具体的施策 取 伸 。 「新 」

、観光産業振興 ー 採択 年 万人 倍増

取 組 強化 。 伸

。

視点 変 近隣 日本、中国、韓国 比 状況 見 。日本 先

述 、 比 圧倒的 多 。中国 逆

多 。韓国 、

。中国 当然 大 伸

。韓国 比 日本 増強

明 。

日本 航空市場 特徴 捉 日本人 外国旅行者 訪日外国人

目的 違 比 。外国 行 方 ％ 観光 目的

、外国人 訪日目的 観光 割合 ％ 、業務 来日 人 方 多 。逆

見 、今後観光目的 訪日外国人 増 余地 大 。

60 70

60 46

1999

440 36 1,700

2005 700

21

21

2007 800

81

57

π

∫

インバウンド
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出発 到着 空港別 、 成田 過半数 占

、関空 分 程度 来 利用 認識 。

訪日外国人 地域別 。東 中心 経済 発

展 所得増、 航空運賃 相対的 下 、各国

外国旅行 制限 緩和 自由化 背景 、 年代以降、

旅行者 急激 増 。 年位 約 倍 増 。現在

万人 訪日旅行者 内、台湾、韓国、香港、中国 東南 旅

行者 割 状況 。韓国、台湾 日本 大衆文化 解禁 、

日本 放映 、映画、 、音楽 大変

ー 。 意味 、日本 若者文化 広 、

ー 魅力 、色々 理由 訪日旅行者 大変 増

状況 。

以上、航空 状況、国際線 中心 、 状

況 事実関係 特徴 説明 。

次 ー 我 社 、 取 組

、我々 個別 紹介 。

日本 情報 提供 、主 ー 通 情報

提供 。 務 国際会議 、

主催 、 ー ー ー 情報、国際観光振興会

月報 、社内 掲載 、 元 海外 各支店 日本 状

況 客様 提供 。社外向 当社 主催 ー案内

日本 情報 ー 紹介 。日本旅行商品 提案 、韓国、

台湾、香港 近隣諸国以外 国 旅行会社 、東京 大阪 行

、 日本 知 多 、具体的 ー

提案 。東京滞在型、京都・奈良

、 ー 別 温泉、盆栽、 ー 特別 目的 企画

、 東京 大阪 客 対象

あるいは の にブレイクダウンをすると やはり が を

めているが にも の は てそれなりに があるという である

を にブレイクダウンしてみた アジアを とする の

あるいは それから が に がってきたということと

とも の が され されたことを とし アジ

アからの が に えてきた この のあいだに に えた

の の といった アジアからの

が という になってきている では の の で

のテレビドラマやアニメなどが されたり ビデオ などが

ポピュラ になっている そのような で の の がり あるいは

ディズニ ランドの など な でアジアからの が に え

ているという である

としての を としたアウトバンド インバウンドの

についての や を した

のテ マはやや が の になるかもしれないが インバウンドに り む

ために が にどのようなことをしているか する

ひとつは の の ということで としてインタ ネットを じて

をしている これは がオフィシャルキャリアを めている とか

のイベント ディズニ ランドなどのテ マパ クの の

などを のイントラネットに し それを に の が の

をお に している けには が するイベントのツア や

の をインタ ネットで している の としては

など の の では から へどのように け

ばよいのかなど あまり のことを らないことが いので なツア プ

ランのようなものを している などクラシックなタイ

プ あるいはテ マ に スキ など な のための というよ

うなもの あるいは や でのトランジット を としたホテルとのオプショ

４ １

４

６

1980

10

475

３．JALグル プの り みー 取 組 事例

PR

JAL
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ナルツア などである に イベントの であるが コンテストと

いうものを を して っている で になる ほとんどの に

クラブがあり どこかで ず されているので に がある また

ソウル ツア という しを う これは の に

の がソウルと で されることを に ソウルから それか

ら に て などに って まで しながら で るというもので

ある

に な で っているものを する スカラ シップは

から っていて アジア オセアニア の を みに に き

の や での や などを な との で って

いる の みを えたコミュニティ の を にアジアフォ ラムを

この で している また までに べ を えた をスカラ シップに

いた

の で が したものといえば ではないかと うが

があり コンテストを からアメリカ イギリス イタリアなどで ってきた

からこどもを に の を に と を して を

め というものを している の のコンテストには

カ から の があった

その には ということで ラオス インドネシア トンガ フィ

ジ などに を して についての を している

このようなことから としてはどのような が になるのか え

てみると と っても の の がボトルネックになっており

と を ぶ ネットワ クの がままならない になっている この

の は のみならず の あるいは の

を して その ぼす も きいと えている の を

すると は きい で っているパンフレット

ー 。次 、 企画・開催 、盆栽

毎年写真 募集 行 。今年 回目 。 国

盆栽 、 必 開催 意外 人気 。 、

「 年 大阪自転車 ー」 催 行 。 、今年 月

総会 大阪 共催 機会 、 釜山、

下関 来 、松山 寄 大阪 観光 自転車 走

。

次 、文化交流的 面 行 紹介 。 ー 、

年 毎年行 、 ・ 地域 大学生 夏休 日本 招 、

日本文化 体験学習 各地 交流 討論 、色々 大学 共催等 行

。国家 枠組 越 形成 研究 目的 ー

中 開催 。 今 延 千人 越 若者 ー

招 。

文学 中 日本 唯一輸出 俳句 思 、大変人気

、俳句 昔 、 、 行 。

年 対象 、各地 支店 窓口 俳句 絵 募集 、優秀作品

集 『地球歳時記』 出版 。 年 第 回

国 万句 応募 。

他 、観光開発指導 、 、 、 、

ー 通 観光 専門家 派遣 。

、今後航空業界 点 課題 考

、何 言 首都圏 空港 制約 、首都園

地方 結 航空 ー 拡充 状況 。 首都

圏空港 整備 、日本人 訪日外国人 地方観光 都市観光 振興

促進 、 及 経済効果 大変大 考 。羽田空港 制約 解

消 経済波及効果 大 。定期航空協会 作 「 世紀

３

－ ９
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JAL
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４．今後 課題

空港制約 早期 抜本的解消

の
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図表 発着枠制約 機材 関係３ と サイズの

注：中 大型機（約 席以上） ：
（出 典）

/ 200 747, 777, 767, -10, -11, 1011, 340, 300, 310
1996.12

B B B DC MD L A A A
ICAO Civil Aircraft on Register

にふさわしい と のあり について の でも されている り

での が されると が されて の や の が

られる のその の における も えるので たりの

が くなるであろう それにより が きく し を ぼすで

あろう として から の であるが としては

としては の があると ている

の を しなければいけないということについて の から

たものが になる これは の と のサイズにどのような が

あるのかというものである と いてある はおおよそ

と に えてよい ボ イングで えば ある

いはエアバスで えば というようなものが る その

の というものが の には その でも が めて

空港整備 財源 方 」 中 紹介 通 、首

都圏 空港容量 解消 、競争 促進 運賃 低下 利便性 向上

図 。既存 他 空港 発着回数 増 、便当 空港使

用料 安 。 需要 大 顕在化 、波及効果 及

。試算 年 年 累計 、経済波及効果 兆

億円、雇用創出効果 万人、年 万人程度 効果 見 。

首都圏 空港制約 解消 、別 観点

見 図表 。 発着枠 制約 機材 関係

。中大型機比率 書 。中大型機

席以上程度 概念的 捉 。 ー 言 型、 型、 型

言 型、 型、 型 入 。 中大型

機 比率 、日本 場合 ％、 中 型 ％程度占

2000 2010

4,000 71

200

747 777 767

340 300 310

68 747 30

８

７

３
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おり が んでいる それに べてイギリスにおいては アメリカ

においては ドイツにおいては フランスにおいては カナダにおい

ては と が ない むしろそれ の が い で

うと とか の というものがまだ では の である

に り アメリカの は な に っている

とも が な で それは の とかあるいは でのビジネ

ス の ということが な である アメリカン の の でも やは

りビジネス が っているということが きな で もちろんそ

の に のアップもあるが な が じつつあるとのことであった そ

うした で な を しているサウスウェスト という に びた

では のボ イング に し している ひとつの で

の を し を げている そのような でも かるように

の のために の をたくさん ばして を すということ

がサウスウェストの で に を げている

の たりの を に てみるとどのようになるかと

いうと は が されているために では が に んで

が という を している の な における を

ると ロンドンヒ スロ で フランクフルトで シャルルドゴ ルで

ケネディで という である ソウルはインチョン が く である

から と がタイトで い じて えることは は から

で クラスの を としている

と サイズの も てみた つまり がある

と い で いがあるかということである や のような

が しい の では たりの が や と い からの

のように が い には が じ であっても が く

なり が なくなる とか はだいたい

ということである

このようなことから もし に がなかった にはネットワ クがど

うなるかということを してみた の から な が かれて

、大変大型化 進 。 比 ％、

％、 ％、 ％、

％ 、中大型機 比較的少 。 以下 飛行機 多 。我々 言

型 人程度 機材 世界 航空機 主流 。今

年 入 、 航空業界 大変 不況 陥 。第一四半期、第二四半

期 各大手 大幅 赤字 、 大陸間 横断 大西洋

旅客 激減 主 原因 。 航空 会長 話 、

旅客 ％程度減 一番大 原因 、

他 人件費 、大変 赤字 生 。

中 唯一堅調 利益 出 航空 急激 伸 会

社 、約 席 ー 型 統一 機所有 。 機材

路線 拡充 利益 上 。 例 分 、

旅客 利便 席程度 飛行機 飛 利益 出

戦略 、実際 効果 上 。

国内線 便当 平均座席数 発着空港別 見

、日本 発着枠 制限 、羽田 大型化 特 進 平均

座席数 数字 示 。諸外国 主 空港 平均座席数 見

、 ー ー 、 、 ー 、

数字 。 （仁川） 開 前

需給関係 若干多 。総 言 、座席数

、 機材 中心 。

発着枠制約 機材 関係 見 。混雑空港、 発着枠制約

場合 無 場合 違 。羽田 伊丹 発着枠制約

厳 路線 場合 、 便当 座席数 多 。名古屋 便

発着枠制約 無 場合 、年間旅客数 同 規模 便数 多

平均座席数 少 。「名古屋 福岡」 「名古屋 札幌」

席程度 。

、 羽田 空港制約 場合 ー

想定 （図表 ）。左 方 色々 路線 書

22
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１．高需要ビジネス路線の多頻度化（30分毎～1時間毎の出発）�
　年間旅客数100万人以上かつビジネス路線（99年度航空旅客動態調査において「旅行目的＝仕事」�
が半数以上であった路線）を実現すべき路線として算出。ただし、既達成路線は現行どおり。�
２．低座席利用率路線の機材小型化（就航機材が大きすぎると考えられる路線）�
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⇒　�これにより、23の羽田-地方路線において1日84便の増（他に羽田-関空で１日５便増）となり、�
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図表 羽田 空港制約 場合 航空 ー ー４ の がない の ネットワ クイメ ジ

いるが に が に いところ であるが が い

などのようなところは で されるのであろうが そうでないところ

は にロ ドファクタ が いところについてはもう し を げていっ

てロ ドファクタ を げ する が になってくるということを

にシミュレ ションしてみたものが の い で たりの が える

だろうということを している つまりそのようなところにおいては で

が ないよりはもう し が い が するお の が まる した

がって には が がってくるであろうということを して し

た がそこに されている

そこで このようにして ると がどのように わってくるかということ

があり もう し な というものが えてくるのではないかと えてい

る の が になるのではないかと えている

それから を させることにより きなメリットが るもうひとつ

の は の によって が に ってくるということであ

、現在既 便数 非常 多 、大型機 頻度 大変多 「羽田

札幌」 大型機 運航 、

、特 ー ー 低 少 平均座席数 下

ー ー 上 、追加 便数 必要 、路線

別 ー 色 濃 部分 、 日当 便数 増

示 。 、大型機 頻

度 少 少 頻度 多 方 利用 客様 利便性 高 。

、平均的 座席利用率 上 想定 出

数値 示 。

、 見 発着回数 変

、 少 必要 発着回数 増 考

。現在 万回 万回程度 考 。

首都圏空港 充実 、大 出

点 、空港使用料 軽減 旅行費用 間接的 減

－

１

23.5 30

π 空港使用料 軽減 旅行費用 更 低減の による の なる
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図表 世界主要空港 空港使用料等 比較５ における の

（出 典）英国 （ ） 資料 定期航空協会作成Transport Research Laboratory TRL 2000 をもとに

る に における の を してある

だけ ると にジャンボが すると で それは の の

であると ってきた より を するために サ ビス

として に っている これらを したものを した サ

ビス を えても は に い それを とすると フランクフルト

のところは である いかに の である の が

いか その として なる の につながっていないという である

がどのくらい の で めているかということを べてみた

とほぼ じ である ワシントン アトランタ を べてみ

ると は の が い その で という

ような な というものの が の には これに べ

てアメリカの には に ぎないということで めて の が

い このようなことがあり についての としての としては メ

リハリの いた なるべく の という なインフラ につい

ては をもっと してもらいたいということである の について

。図表 「世界主要空港 空港使用料等 比較」 示 。従来、

着陸料 見 、成田 着陸 万円 、 世界 平均

倍程度 言 。 公平 期 、旅客 ー 料等、着陸

料、駐機料 別 取 空港、 加味 示 。旅客 ー

料等 加 成田 圧倒的 高 。 、 以

下 半分以下 。 日本 表玄関 成田 空港使用料等 高

、 結果 更 旅行費用 低減 現状 。

空港使用料等 費用 中 占 比 。

「東京 札幌」 同 距離 「 」 比

、平均運賃 日本 方 若干低 。 中 、着陸料、航援料、燃料税

公租公課的 要素 負担比率 日本 場合 ％、 比

場合 ％ 過 、極 空港使用料等 比率

高 。 、空港問題 業界 提言 、

効 予算配分、 空港 建設 国家的 整備

真水 注入 。今後 空港建設

５

３

－ －
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は メリハリをつけて な の の について を れてもらいた

いということを として にもお いをしている

やや のことばかり をしてしまったが やはり インバウンドの

が の にとって な である にとっても としても

な になってくると い まで したように あるいは

という でも してやっていかなければならないと っているが やはり

などの を においてクロ ズアップし されて

いくことが ではないか それを が して いに していくことが

であると う ただ の を ると での が くない こ

れは の よりも ない そういったところにはもっと をかけても

よいのではないか もちろん を しなければならない ではある

が の にとって な であるから のような における

のための はもっとかけるべきである

の は カ あり アジアに カ アメリカに カ に

カ であるが する を るとアメリカで で アジアが

というような である のように これからやはり を としてアジア

からのインバウンドの というものは との では きな を め

てくると う にアジア にもっと を れていくということが であると

えている

、 一番重要 首都圏 空港 増強 力 入

、定期航空協会 国 願 。

航空業界 話 、 今後 振興

日本 観光 大変重要 課題 。観光業界 国家 重

要 課題 思 、今 紹介 、我々民間 航空会社

立場 色々工夫 思 、

国際観光振興会（ ） 役割 海外 ー 評価

必要 。 我々 共同 大 必要

思 。 、 事業費 見 海外 宣伝事業費 多 。

航空会社 宣伝費 少 。 費用

。 国家財政 構造改革 時代

、日本 将来 重要 産業 、 海外 観光

宣伝 費用 。

観光宣伝 事務所 所 、 所、 所、欧州

所 、配置 人数 見 名、欧州 名、 名

状況 。先述 、 中国 筆頭

旅行 、日本 関係 大変大 地位 占

思 。特 地域 力 入 必要

考 。

【 年 月 日】
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第 章 将来 睨 新 取 組 事例３ を んだ たな り みの

国土交通省総合政策局観光部長

観光行政 携 回目 、 年前 観光行政 携 。 年前

観光 大事 話 、当時 大蔵省 予算要求 「遊

付 」 言 、観光 「遊 」、「 ー」 邪険

扱 意識 。今回、観光部 戻 、観光 対 社会 意識 見方 随分

変 感 。具体的 昨年経団連 観光 対 提言 、最近

補正予算 必 観光 柱 上 予算 付 。

観光 実質的 行政 始 昭和 年東京 。

頃 、観光基本法 成立 、国際観光振興会 設立 。 、外貨

獲得 観点 外客誘致 行 、昭和 年 始 国鉄 「 ー

」 成功 伺 旅行 ー 起 。昭和 年

上回 。昭和 年代 入 、石油危機 日本

経済 好調 推移 、貿易収支 黒字 日米貿易摩擦 起 。 中 、観

光 推進 、国際相互理解 外人 交 通

、国際的 感覚 養 政策 。 黒字減 対外摩擦緩

和 。 「海外旅行倍増計画（ ・ 計画）」 、

昭和 年 策定 平成 年 達成 。旅行業界 向 同

、目標期間 前 達成 。 頃、国内旅行 伸

考 「 ー 法」 成立 。

経済 崩壊 平成 年以降、様相 一変 。円高 海外旅行者数

順調 伸 、平成 年 年頃 訪日外国人旅行者 低迷 。 頃

観光政策 対外的 経済摩擦 緩和 、 国際社会 日本

鷲頭 誠 氏

に わるのは であり にも に わった に

も は であるとの しをしていたが の に をすると

びに けるカネはない などと われ は び レジャ などと に

われた がある に り に する の が

わったと じた には が に して したことや の

では ず が のひとつに がって が いてくることがあげられる

が に として まったのは オリンピックのときである

その に が し も された これにより

という で を い から まった の ディスカバ ジャ

パン の からも えるように ブ ムが きた にはアウトバウン

ドがインバウンドを った に ると などはあったが

は に し は となり が きた その で

としてはアウトバウンドを することで や との わりを

じ な を うという をとった これは らしによる

にもつながった これが テン ミリオン であり

に され に された とベクトルの きが じであっ

たこともあり よりも に された この も びるであろ

うとの えで リゾ ト も した

バブル が した が した による

は に びたが から まで は した この

の としては な の ではなく むしろ で をよ

２ ７ ７

／

２

３

３ ７

１．観光政策 歴史の
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45
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く してもらうことの が された が に ていくのではなく

もっと に に てもらい ってもらう に わった その コン

ベンションを で し に てもらう コンベンション あるいは

した に を れてもらうことを する などの を

り ウェルカムプラン ウェルカムプラン で を にするこ

とを としている

は の と われる の がなくなり き が になった

ことで は を えて び も には

の があると されている

では は の が には

には と している に

アジア は で であったものが には

には と され このエリアは に

がある

の が への としては されるものが

は である では は である

これは のデ タであり しいデ タを する である しい

デ タでは が が つまり は

との では する は と であり

から れば する

しい で いことは があと に かけた の が

への というものがある これによれば は

では つまり に える えば を し もう

することで な になる

では は の でどの の にあるのか ではあるが

理解 重要性 認識 。日本人 外国 出 、

外国人 日本 来 、知 方向 変 。 結果、

日本 開催 外国人 来 （ 法）、 訪

日 外国人 地方 訪 促進 （外客誘致法） 法律 作

、「 」、「新 」 訪日外客数 倍

目標 。

観光 世紀 基幹産業 言 。東西 壁 行 来 自由

、国際観光収入 世界経済成長 超 伸 、雇用者 年 割程度

雇用吸収力 予測 。

世界観光機関 、国際観光客到着数 年 億 万人 年

億 万人（ 倍）、 年 億 万人（ 倍） 予測 。特 東

・太平洋地域 年 万人 、 年 億 万

人（ 倍）、 年 億 万人（ 倍） 予測 、 非常

将来性 。

観光消費 我 国経済 貢献 、直接観光消費 兆円、雇

用効果 万人 。全産業波及効果 兆円、雇用効果 万人 。

平成 年 ー 、近日新 ー 発表 予定 。新

ー 、直接観光消費 兆円、全産業波及効果 兆円、 波及効果

平成 年 比較 ％程度増加 。雇用効果 万人 万人 、

全産業波及効果 見 ％程度増加 。

新 調査 面白 、全国民 一度一泊旅行 出 場合 我 国

経済 貢献 。 直接観光消費 兆円、全産業波及

効果 兆円、 ％程度更 増 。例 、祝日 三連休化 、 一

泊 相当 経済貢献 。

、観光産業 産業 中 程度 位置 。推計 、自動

21 21

21

2010

2000 6,770 2010 10

640 1.5 2020 15 6,110 2.3

2000 9,290 2010 9,520

2.1 2020 9,720 4.3

20

191 48 410

22 54

12.5 194 422

14 25

２．観光 現状 今後 見通

世界 観光産業

観光消費 我 国経済 貢献

の と の し

の

の が への

∏
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車産業 半分、鉄鋼産業 同程度、農業 大 。波及効果 、他 同様

倍程度 、農業 大 。

数 大変順調 推移 。 ・ 計画 、

千万人 超 経済崩壊 少 前 。減 、平成 年 湾

岸戦争 平成 年 通貨危機 特別 状況 、

順調 伸 。 ・ 計画 頃 国 政策 行

、 後 国 柱 取 組 、民間 努力 大変 伸

。

増 、平成 年 平成 年頃 円高 影響

減 。 後、 万人程度 増 、外客誘致 比

較 順調 言 。外貨獲得 国際相互理解 増

考 、現在 政策 柱 。

主要国 外国人旅行客数 受入数 見 日本 平成 年 ー 位、外客誘

致 観点 日本 後進国 。海外 出 方 日本 世界 位 、

経済力 見 値 。

国民 人当 平均宿泊回数 宿泊数 、平成 年 経済崩壊 前 後

全 状況 違 。 経済崩壊後 、国内 宿泊回数、宿泊数 見

横這 下 。 旅行 行 、

ー 海外旅行 競合 大 。

昭和 年頃 平成 年頃 宿泊回数、宿泊数 伸 。昭和 年

ー 法 成立 、恐 当時 人 国内観光 伸 考

。 見通 狂 、第三 ー 行 大 ー 厳

思 。

平均宿泊数 希望 宿泊数 ー 、 泊程度

思 人 多 、需要 大 。

の と よりは きい では と に

であるが よりも きい

アウトバウンドの は に している テン ミリオン などもあり

を えたのはバブル の し である ったのは の

と のアジア という な のときだけであり アウトバ

ウンドは に びている テン ミリオン の は が として おうとし

ていたが その は が として り まなくても の で に びてい

る

インバウンドは えているが から までは の もあり

った その まで えているが はアウトバウンドと

すると とは えない よりも のために やすべきとい

う えが の の のひとつになっている

の の を ると は ベ スで

の で は である へ ていく では は で であり

から ればそこそこの である

たりの と は のバブル の と

では く が う バブル は の いずれを て

も いというよりも がっている これは に かないということではなく

マ ケットが と していることが きい

から までは ともに びた にリ

ゾ ト が し らく の たちはこのまま が びると えたので

はないか この しが い セクタ が っている きなリゾ トが しく

なったのではないかと う

と の についてアンケ トをとったが もう したい

と っている は く としてのポテンシャルは きい

2.5

10

470

11 36

10

63 62

∫ 我 国 国際観光 状況が の の
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３．国土交通省 今後 政策

観光地

①海外国内 観光地間 競争

②観光 支援

の の のポイント

づくり

における の

まちづくり

∏

以前、国際政治学者 猪口邦子氏 言 、 万里 長城

何 観光資源 客 来 。 、 、

個性 行 、写真 見 、

分 、行 気持 。 意味 天 授

、 自分 言

。

目 見 、日本 観光地 総 特徴 、海外 魅力的 観光地

比較 見劣 。移動 自由 、海外 ー 国内

ー 競合 。国内 宿泊観光 横這 減 、海外 増

。 海外 随分取 。

意味 、日本 観光地 海外 比較 売 良

大切 、 手伝 我々 大 柱 思

。

国内 観光 観点 見 、基本的 何 似 特徴 。

地方自治体 方々 分 。 少子高齢化 昔 工場

誘致 人 増 、地域 活性化 。地方分権 進 、

地方 財源 厳 中 大 地方同士 奪 合 、皆

育 。 中 、定住人口 増 交流人口

増 、何 買 経済的 潤 、地域 人 交流 賑

求 傾向 。 意味 観光 大 柱

、地方自治体 観光 対 期待 大 。

平成 年 月 国土交通省 。以前 運輸省観光部 、旅行、 、

交通機関 集 行政 、今回国土庁 一緒 、都

市、道路、河川、国土計画、 統合的 進 。 具

体的施策 出 、着実 動 。例 、観光 支援 、平成

である が っていたが ピラミッドや の

は もしなくてもそれが であるから は る スイス ドイツ フランス

などは のあるまちづくりが われており を ればこれはスイス これは

フランスと かり きたい ちになる ピラミッドなどはある で から

かったようなものであるが まちづくりは たちでできるではないかと ってい

る

こうした で ると の は じて がなく の な

と すると りがする が になったことで のマ ケットと

のマ ケットが している の は いか っているが は

えている つまり に られている

そのような で の を と しても れる いものにすること

が であり その いをすることが の きな のひとつではないかと っ

ている

を という で ると に となくみな ていて がない そ

れは の も かっている これからは で のように を

して を やし を するようなことはできない が むと

は が しい で きくならないパイを で い うことになり

が つということにならない そうした で が えないのなら

を やし かを ってもらうことで に い の と し わうとい

うことを める にある そうした で はひとつの きな になりうるも

のであり の に する は きい

に になった の では ホテル

という まりで をしていたが が になったことで

それらを に められるようになった すぐに

は ないが に いている えば まちづくり で

13

14

１
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年度 億円 予算 要求 。現在、観光 誰

言 、 都市計画担当部局 先進的 旅館 人 絵 書 、

、 特徴 。観光

地方 競争 、各地方 個性 出 。

考 地方自治体、 地方 住

人、土産物屋 、積極的発想 。国 手伝

、 考 入 ー 作 、 予算 行 。「地域

観光 」 、例 、伊香保温泉 階段付近 案内

標識 、土産物屋 統一 、地道 現場的 考

。「広域観光支援計画 策定」 、交通機関 高速道路 使 自動車

来 人 。 行 県 交通機関 、広域 観点

応援 。考 場 国 予算 支援 。色々 地域 活動 積極

的 行 、地域 新 出 。

案内標識 小 、国 地方 行政 典型的 例

。案内標識 不便 声 、日本人 外国

人 聞 。 言 、 中 市 町 作 、高速道路 道

路管理者 作 、駅 空港 空港公団 作 。 全

。国土交通省 、関係者 糾合 、良 案内標識 作 今

年度 地域 決 行 。 中 、外国語 含 検討 。

、 観光地 的 標識 出来 、大変良 参考事例

。

世紀 高齢者 移動 要 、 対 補助 行 。

金額的 少 、徐々 整備 含 観光地 観

点 ー 考 。

新 、外客数 年 現在 百万人 百万人

目標 努力 。外客誘致 中央政府 仕事 部分 多 。

に の を している まちづくりを がやっているか

と うと まちの や な の が を いており システ

ムとしてできていないため ちぐはぐあるいは のないものになっている

まちづくりは の であるから が を さなければいけない どの

ようなコンセプトでまちづくりをするか えるのは その に んで

いる などであり がなければできない が えること

は そうした えを れるフレ ム りであり それをこの で う に

おける まちづくり は えば であればメインの の

はどうするか が のロゴにするなど な なことを え

る の では あるいは を い で

る がアクセスしやすくする それを うのは や であり な

で する える を の で する な でこのような が

に われれば の しいウリが てくるのではないか

はモノは さいが と の がバラバラであった な であ

る はあったりなかったりするので であるという が や

から こえる これはなぜかと うと まちの は や が り は

が り や は や が る これらが くリンクされてい

ない になったことで を し い を ることを

からモデル を めて う この では も めて する こうし

たかたちで どこかの でモデル に が れば い にな

るであろう

になると の が になるので これに して を っている

まだまだ に ないが にインフラ も めて づくりという

からアプロ チしたいと えている

ウェルカムプラン では を までに の から

にすることを に する は の である が い

2.3

21

21 2007

JR

③高齢者障害者施策

外客誘致（新 ）π ウェルカムプラン21
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①効果的 海外誘致活動な

ａ：国 活動 民間 巻 込 活動

効果的 海外誘致活動 上手 客 多 来 。 国 外客誘致 、国

国 出先機関 行 。観光 主要 産業 、外貨獲得 国

税金 使 外客誘致 行 国 多 。国際観光振興会（ ） 同

、予算総額 億円 国 補助金 中心 。 取 組

声 聞 。 、税金 使 日本全体 売

、特定 企業名 出 制約 、

中 総花的 行 。 数年 、

、 少 細 売 国別 戦略 決 宣伝 。例 、

韓国 九州 温泉、東南 北海道 雪 、 地域 人 日

本 好 ー 売 出 。 、予算規模 少 特

定 企業 宣伝 、特殊法人 発想 役所的

言 多 。

打開 。特殊法人 整理・合理化 検討 中 、

状況 。予算 削 、業務 第三者的

評価機関 置 行 必要 一生懸命考 。

、 民間 共同事業 行 、民間 金 出 自分

商売 結 出 考 。 一例

、「 ー （仮称）」 行 考 。平成 年

月頃 成田空港 本目 滑走路 ー 、成田空港 増

。成田空港 国内 良 、 向 誘客活動

、地方 訪日 客 持 。魅力 来 下

、気鋭 自治体 中心 客 送 込

。 行 仕掛 大掛 、偉 方 据 、実行委員

会 作 、単 観光協会 ー 取 組 。他 国

総理 出 外国人 誘客 、旅行会社 現地 旅行会社

働 掛 、具体的 商品 作 成果 出 。先

日設立 日本 ー 産業団体連合会 進 。

だけの から を き んだ に

な を くすれば は く る どこの も は

あるいは の が っている が な で のために が

を って を っている も い も じよ

うなものであり は の が である の り みは

すばらしいという はあまり かれない なぜなら を うので を

らなければならず の が てはいけないという などがあり そうし

た で に わなければならなかった ここ になり これではだめだとい

うことで もう しきめ かく ろうと に を めて している えば

には の アジアには の などのように その の に

が まれるようなイメ ジを り している ただ が ないことと

の の もできないということもあり の はお であると

われることが い

これを するためにどうするか の の の で

もゼロからカウントするという にある は り そのものも

を いて う があるということで えている どうしたらよ

いかということで と が を い には を すことで

の に びつくようなアイデアも してもらうことを えている その とし

て ビジットジャパンキャンペ ン を うことを えている

の に に の がオ プンし のキャパシティが

える から へのアクセスも くなるので そこに けて をす

れば にも した を っていける のないところに て さいという

のではだめなので の でイベントなどをするところを に を り

みたい どうせ うなら けを かりにし い をトップに え

を り に だけではなくオ ルジャパンで り みたい の のよ

うに をテレビに して を したり には の にイ

ンバウンドも き けてもらい な を り を してもらいたい

された ツ リズム などともタイアップしながら めたい

JNTO

JNTO

JNTO

JNTO

38
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４ ２

鷲頭氏.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.7.4 13:29 6/11



153― ―

このようなことをしなければ には てもらえない

アジア プラン の

だけではなかなか は ないが と をセットにすると は る こ

れと じ で と を ひとつの にすることで に てもらう

から に る を から に から に る を

から に その の から る を から にする であ

る

そのために ワ ルドカップのときに た が と のレ ルパスを

えるようにするとか ビザなし プリクリアランス を することにより

き が になり まで けるようにする に ベ スで ってい

る の などにより ひとつの にいるム ドを しつつ かり

やすくすることを えている よりもむしろ なことをひとつひとつする

ことにより が い と で すれば いずれ などにも がる

のではないかと う

イベント コンベンションの への

フィルムコミッションとは のロケを めるための であり には

い ハリウッドの が し の でロケをしたいというときに

なサ ビスを する には から の を る から

の を る エキストラを める を する そのようなことをするこ

とにより は な で て ヶ ヶ まる これにより は

かるし な になればその の も れる これは いということで

な の やコンベンションビュ ロ が となりフィルムコミッ

ションが つつあり に んでいる

イベントコンベンションではもうひとつやりたいと っている には

があり でも っている それぞれ を ると は

カ から では カ から では カ から で

ある ベルリン は カ から が し が す

る の である これは されており この になると

くの が て からも される

日本 来 。

ｂ：東 広域観光交流圏構想（ ） 推進

大阪 客 来 、京都 大阪 客 来 。

同 発想 、日本 韓国 「 目的地」 客 来 。

日本 韓国 来 人 百万人 百万人 、韓国 日本 来 人 百万

人 百万人 、 他 国 来 人 百万人 千万人 計画

。

、 ー 来 人 日本 韓国 ー 両方使

、 渡航、 制度 導入

行 来 簡便 地方空港 行 。更 ー 行

案内標識 統一 、 観光地 ー 醸成 、分

考 。観念 具体的

、一番交流 多 日本 韓国 成功 、 中国 広

思 。

ｃ： ・ 日本 誘致

映画 進 支援組織 欧米 多

。 映画会社 来日 、特定 町 、様々

ー 提供 。具体的 、警察 道交法 許可 取 、消防署 消

防法 許可 取 、 集 、宿 斡旋 、

、映画会社 相当 数 来 、 月、 月泊 。 地域

儲 、有名 映画 地域 名前 売 。 良 、

様々 自治体 観光協会 ー ー 中心

出来 、誘客活動 励 。

思 。世界 旅行博

、韓国、中国、台北 行 。 参加実績 見 、韓国

国 団体、中国 国 団体、台北 国 団体

。 国際旅行見本市 国 団体 参加 万人超 入場

世界最大 見本市 。 毎年開催 、 時期 大変多

人 来 、世界 注目 。

EAST

JNTO

２ ４ １

２ ６ １

１ ２

49

243 42 1,182 50 326

177 8,808 11
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翻 、日本 旅行博 見 、「旅 」 国内 旅行博、「 国際会

議＆ ー 」 「世界旅行博」、 別個 行 。

金 知恵 、 一番 旅行博 仕立 上 恒常的 日本

名前 売 、人 来 良 考 。

中国団体観光旅行 解禁後、 万 千人程度 来日 。不法残留者 人

程度 、 中止 事態 。大変希望 多 、 増加

。韓国 日本 来 必要 、簡素化・迅速化・無

措置 取 。

外国人 来日 迷 情報提供 、 次世代観

光情報 ー ー 作成 。 観光案内所

見 。 ー 開催 日本 都市 街角 置 、

町 飲食情報、観光情報、交通情報 照会

。 都市局 相談 進 、上手 津々浦々

広 。

外客誘致 国際観光振興会 特殊法人 国 関与 、国内

観光 応援以外 。基本的 民間 努力 支援 我々

立場 。例 、消費者 ー 変化 対 支援 、「宿泊旅行

拡大、 ！」 ー 結果 。 成功事例等

情報収集 情報提供 例 。「宿・地域 顧客 ー 合 商品 企画・

提供 」 、「宿 実例紹介」 成功事例 載 。団体旅行 個人 ー

変 、高齢者 増 、 設備 必要 。大 人

人 詰 込 部屋 人部屋 改造 、食堂 食事 食堂 改装

設備投資 必要 。 対 政策金融 税制優遇措

置 進 。

って の を ると フェア は の

トラベルマ ト と それぞれが に われている これら

の や をひとつにし アジアで の に て げれば に の

も れ も るので いと えている

のビザ が した は

で これを するほどの ではない も く これからも す

るであろう から に るときにもビザが なので

くすなどの を りたい

が したときに わないように するために が

システムというデ タベ スを している これをホテルや で

る あるいはワ ルドカップを する の の にパソコンを き

そこからその の などを できるようにリンクす

る これは と しながら めており くいくようであれば に

げたい

は という があるほど が しているが

は なかなかできない には の を することが の

である えば ニ ズの に する をしており の

ここがポイント というアンケ ト をまとめた これは の

と の でもある で ニ ズに った の

を では の に を せた が やグル プ

に わり が え が になっている きなホテルでは と

か を め む を に し で をするために を す

るなど が になっている そうしたものに する や

も めている

JATA

JNTO

IT

②旅行障壁 除去

③ 情報提供

国内観光

①消費者 ー 変化 対 支援

の

リアルタイムの

ニ ズの に する

１ ５

４

６ ２

33

10

∫
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②地方自治体 対 国 支援

③ ー 支援

④国内旅行 高

に する の

ニュ ビジネスへの

は い

例 「 、 、北海道。」 ー 。有珠山噴火後、

客 随分減少 、噴火 治 風評被害 客 来 。 対 、正

確 情報 提供 、交通機関 地元自治体 協力 落 込 需要 元 戻

国 取 組 。三宅島 噴火後 周辺 島々 対 支援、

鳥取 地震 後 回復 ー、基地 出

沖縄 支援 。 ー 旗頭 皆 進

我々 。

例 「自然 ー」 。白神山地、屋久島 立派 自然

売 、 里山 中山間地 色々自然 、

楽 ー 一種 思 。「自然 ー」

発想 、良 里山 歩 面白 、植物、動物、歴史

語 人 人 人 歩 大変楽 旅行 。

程度 地域地域 進 、旅行会社 航空会社 商売 。旅

行者 屋久島 同 楽 自然 浸 。一例 、 新

分野 思 。何 自然 自治体 、

上手 仕立 「自然 ー」 定着 、地域活性

化 。 我々 支援 。

多 人 期待 、 有効 手 。

現在、 旅行 随分安 、 ー 前日 探 随分安 宿

見 。 意味 随分安 、 盆 最中 急 休 取

、家族 人 出 最低 万円 万円程度掛 。休

日 急 出 人 安 旅行 点 、国内旅行 高

言 理由 。 鉄道運賃、航空運賃 、高 金 払

人 満席 安 金 人 入 、

何 。割引 願 、残念 良

ー 実状 。

として ガンバル フンバル キャンペ ンがある

が したが が まっても で が ない それに して

な の や や と して ち んだ を に すこ

となどを としても り んでいる の の の に する

の の の のためのセミナ があることでキャンセルが ている

への などもある これらのキャンペ ンの となって と めることは

のできることである

として ガイドツア がある など な がある

ところは れるが そうではない など でも があり そのよう

なものを しむこともエコツ リズムの であると う ガイドツア

の は い でもただ いていては くないが などを

れる が や をガイドして けば しい になるというものである

その のロットでも で めれば や の になる

も と じくらい しめて に れる ではあるが このような

しい があると う もないが だけはあるという もあるので その

ようなところを く てて ガイドツア などが すれば

になりひとつのビジネスにもなる こうしたことも は したい

これは くの が しているところであるが なかなか な だてはない

パック は くなり インタ ネットでは に すと い も

つかる このような では くなっているが お の に に みが

れたので で かけようとすると でも や かる

みの に に かけたいという には いパック がない が が い

と われる であろう これは のはなしであり い を っ

た で のところに い の を れることはおかしなことかもしれないが こ

こは とかしたい などをお いしているが ながらこうすれば いとい

うツ ルがないのが である

10 20

10 15４
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ª

∏

その

からの

をはじめ の の

の

での が のイニシアチブの

他

①観光業界 情報発信

②休日制度、休暇制度 国民 意識 転換

平成 年度概算要求 概要（観光関係）

国際観光分野 我 国 発揮

①世界観光交流拡大戦略会議等開催

②日中観光交流促進事業

観光業界 、以前 一級半程度 見 、最近 観光 重要性 社会的

認知 、観光産業 情報発信 積極的 行 必要 考 。

意味 、先日発足 日本 ー 産業団体連合会 、完全 民間 発意

、国 別 ー 色々 活動 期待 。

私見 、日本人 人 長 夏休 会社 都合 時

期 週間休 休暇制度 、作 普及 。

、国民意識 転換 、 方向 行 、

学校 休 、企業 休暇、 周辺環境 働 休 、

祝日 連休 必 休 効果 。日本人 休 言

休 、 日 連休 喜 休 。 、

泊 日 泊 日 随分遠 観光地 賑 。長 目 見

分 、祝日 連休 上手 ー 旅 出 中心

働 。中長期的 学校 職場 休暇 取 方向 持

。

旅行博 統一 、世界的 大 行 。現在 旅行博

民間 金 行 、国 力 入 ー

意味 、国際的 戦略会議 旅行博 中 行 。

平成 年 日中国交正常化 周年記念 年 、色々 予想

、 予算 計上 。

は は に られていたが は の が

に され から を に う があると えている そう

した では した ツ リズム は に の

でできており とは のベ スで な をしてもらえるものと している

であるが にはフランス のような い みや の でこの

んでよいというような は っても しないのではないか

むしろ の とあるが そうした に ってもおかしくないように

の み の それらの に きかけて みやすくすることや

を ず みにすることが があるのではないか は めと っ

てもなかなか まないが この は であるというと んで む これにより

が になると くの が わう い で るとどうなる

か からないが を くアピ ルしながら に てもらうことを

に きかけたい には や の を りやすくする に ってい

きたい

これは を して に きなものを うものである の

はいずれも の で っているが としても を れていることをアピ ルす

る もあり な を の で う

は の にあたり なイベントなどが

されるので その を している

１

３

３

１ ２ ２ ３

３

４． 14

14 30
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π

∫

外国人旅行者 来訪促進

①訪日旅行促進 ー 事業

② ー 開催時期等 ・ ・ ー 実証実験

内外 旅行者 引 付 魅力 観光地

の

キャンペ ン

ワ ルドカップ におけるジャパン トラベル サポ ト

の を き ける ある づくり

これは への で うものだが で が っている

の では らさざるをえない

ワ ルドカップでは な の が る その たちが が じず が き

たときに あるところに をすれば を せる がいて するとい

うものである これが くいけば なものとして した をサポ

トすることになるのではないか

に べた まちづくり ガイドツア ロケ の なども

いたいと を している

JNTO 補助事業 行 、対前年比 予算 減 。特殊

法人改革 中 、減 。

ー 様々 国 人 来 。 人 言葉 通 問題 起

、 電話 常時外国語 話 人 、対応

。 上手 、恒常的 訪日 外国人 ー

。

先 述 観光 、自然 ー、海外 隊 誘致 来年度

行 予算 計上 。

【 年 月 日】2001 10 18
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東京急行電鉄㈱社長室部長

当社 開発 、自然 地域 調和 図 ー 開発 実例 、当社

長年取 組 島 ・ ー 沖縄県 宮古島 ー

紹介 。

諸島 中 最南端 言 島 東海

岸 、西海岸 大 町 。 町 北

空港 、 海岸沿 北 処 ・ ー 。

人 航海 果 辿 着 太平洋 最北端 場所 言

、彼 先住民 生活 始 、 地域 約

百年前 居住 始 言 。彼 生活 溶岩 天然

ー 居住 、海 食糧 供給 、地域内 呼

溶岩 壁 描 古代絵 残 。 地 最初 所有 利用 、

年代 全島 支配 有名 大王 。 大王 、

北 生 全土 制圧 。 ー 海岸

線 面 利用 海産物 収穫 貿易 行 。

輸送路 呼 史跡 、 今 残 。

、 ・ ー 南 方向 伸 中心 越

発見 場所 伸 。

古代人 生活 跡 洞窟 、現在 ー 中 保存

。 大王 通 道、 ー 中 保存

。

後何人 所有者 経 、 ・ 人物 年

西村 友伸 氏

（ 宮古島 事例）

が した と との を ったリゾ ト の として

が り んでいるハワイ のマウナラニ リゾ トと の リゾ ト

を する

ハワイ の で にあるビッグアイランドと われているハワイ の

にはヒロ にはコナという きな がある このコナの のすぐ にコナ

があるが そこから いに の にマウナラニ リゾ トがある

ハワイはポリネシア が の てに り いた の の だと わ

れているが らはハワイ として を めて マウナラニの では

から が まったと われている らの は によってできた

のシェルタ に し から が され にペトログリフと ばれる

の に かれた を している この を に して したのが

にハワイ を した なカメハメハ である カメハメハ は

マウナラニより のハビの まれでハワイ を した リゾ トの

に したフィッシュポンドを して を し を った そのための

がキングストレイルと ばれる であり これは も っている キング

ストレイルは そこからマウナラニ リゾ トの の に びてコナの を

えてキャプテンクックが した まで びている

ハワイの が した である が もリゾ トの に されてい

る カメハメハ が った キングストレイルもリゾ トの にそのまま

されている

その かの を て フランシス ブラウンという が にこの

１．ハワイ マウナラニ リゾ トについて島 ・ ー

概要∏

30

1700

50

1936

km

km

８

２．自然 地域 調和 図 東急 ー 開発と との を った のリゾ ト
ハワイと の
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リゾ トを した はハワイでも なスポ ツマンで にゴルフにおいて

がめざましく のゴルフ でも している ブラウン はここで

を し ココナツの を え ボ トの を すると に を てて

ハワイアンである を めて を させたと えられている

は に された ゴルフ の

という にブラウン が されている ブラウン はハワイのパイナップル

と ばれていた で にハワイの の に まれ にもなっ

たことがある ゴルフでは からハワイのアマチュア で をした

であった そのブラウン が ゴルフ の きで にハワイチ ム

のキャプテンとして し カントリ で われた アマ で

している その を けたお しに ブラウン からその の ハワイオ

プンに のプロゴルファ を したいという し でがあり その の

のプロ がハワイオ プンに した プロの の

で を が その に が が に っており

ゴルフ の の として れられない であるという である そのブ

ラウン が に のリゾ トの を していた

とこの の わりは ブラウン が オリンピックの に し

た に の と り い したのが まりである この

は を じて が に なく リゾ トに した に まれている

の であるハワイの な とこの の いた というものが と

ても ごしやすい の のバカンスをもたらす はこの のリゾ ト に

し ブラウン とお いの を り った かねてより は に き

な を っており くから は の と するとともに

の が や きを れて な ができる と を めて

いた そして の では れた でもリゾ トにして も て

ば して になってしまうので もっと の い はできないかと を

めていた ハワイは に のちょうど に たる であり ブラウン

ー 取得 。彼 有名 ー 、特

活躍 、日本 選手権 優勝 。 氏 道

路 整備 、 木 植 、 ー 発着場 建設 共 別荘 建 、

意識 高 、魂 活性 伝 。

実 、日本経済新聞 掲載 「 列伝日本 年」（ 年 月 日付）

記事 氏 紹介 。 氏 王

呼 親日家 、 年 豪族 家 生 、上院議員

。 年 選手権 連勝 実

力派 。 氏 日本 協会 招 年 ー

人 来日 、武蔵野 ー 行 日本 選手権 優勝

。 招待 受 返 、 氏 年 第 回 ー

日本 ー 招待 申 出 、 当時 日本

宮本留吉、安田幸吉 ー 出場 （日本人 海外遠征

最初 、遠征費 同氏 負担）。 時 宮本 位、安田 位 入 、

日本 界 恩人 一人 忘 人 記事 。

氏 正 当社 ー 土地 所有 。

当社 土地 関 、 氏 年東京 頃 来日

際 、当社前会長 五島昇 知 合 、意気投合 始 。 地

域 年間 通 降雨量 非常 少 、 ー 適 気候 恵 。

常夏 島 快適 気温 地域特有 乾 空気 、

過 南 島 。五島昇 地域 ー 性

注目 、 氏 互 夢 語 合 。 五島昇 太平洋 大

夢 持 、早 「 世紀 太平洋 時代」 提唱 、環太

平洋諸国 人々 、国 肩書 忘 、様々 交流 場所 機会 求

。 欧米型 観光開発手法 優 場所 ー 年 経

俗化 駄目 、 息 長 観光開発 頭

痛 。 地理的 太平洋 臍 当 場所 、
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氏 土地 売 出 知 、 年 世界 例 ー

開発 考 基 当社 購入 。

開発 当 五島昇 、開発 土地・地域 発展 大 貢献

、 ー 決 自分 利益 優先 、 土地 人々

重視 、支持 得 命 。

典型的 事例 ー 内 先 話 史跡 調査 認定 史跡 保

存 。 開発計画 策定 当 、 博物館

依頼 史跡調査 行 。 結果 人 生活 洞窟跡、漁業施設跡、

埋蔵地 壁画、 大王 利用 等 歴史的遺産

保存 。 負担 大変大 、土地 文化遺

産 尊重 姿勢 、 地域社会 大変高 評価 。 事例 開

発 史跡調査 模範例 、以後 開発 ー

。

地域社会 配慮 事例 、海岸線並 史跡 地域 人々

提供 。 州法 海、 海岸線 万人 。

的 ー ー、 門番 付 住民

外界 隔離 開発 、 ー ー 閉鎖的、

排他的 、海岸線 史跡 開放 、海岸線一体

地域住民 制約 受 楽 環境 作 。実際 ー 人々 ー

内 公共 駐車場 車 止 、家族揃 散歩 海水浴 。

語 、 天国 届 山々 意味

。 由来 紹介 、当初 。 島

高 山 、 、両方 千ｍ級 山 。

既 ー 開発 ー 、 名称

使 予定 準備 進 、一部 人々 強 反対 。彼

がこの を りに すということを り に に をみないリゾ トを

したいという えの に が した

に たり は がその の に いに するものであ

ること ディベロッパ は して たちの のみを せず その の

のことも し を られることを じた

その な がリゾ ト の ほど した の と された の

である マウナラニでは の に たり ホノルルのビショップ

に して を った その ハワイ が した

や そしてカメハメハ が したフィッシュポンド を

として することにした その は きなものがあったが の

を する が ハワイの で く されている この は

における の とされ ハワイにおける のスタンダ ドとなっ

た

に したもうひとつの は びに への の のア

クセス である ハワイ では すなわち は のものとされている

マウナラニではアメリカ なゲ トコミュニティ すなわち を けて と

を する であるが このゲ トコミュニティ にみられるような

なコンセプトをなくし や へのアクセスを し を

が を けずに しめる を った にロ カルの はリゾ

ト の の に を めて って や にやってきている

このマウナラニというハワイ であるが これは に く という であ

る その を すると はマウナロアというものであった ハワイ では

つ い があり マウナケアとマウナロアで とも の である マ

ウナケアは にロックフェラ が したリゾ トがあるので マウナロアの

を う で を めていたが のハワイの から い があった

72

②「開発 土地・地域 発展 大 貢献 」

自然・地域 調和

①史跡 保存

②地域住民 配慮

がその の に いに するものであること

との

の

への
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らはそれぞれの に が るということを じており にマウナケア に

いリゾ トでより れたマウナロア の を けるとマウナロアの の り

に れるという であった の にも な がおり のな

い くの であるが ハワイ の が ぎを こし この に させてい

るとして として らなかった そこでハワイ の を い マウナラニの

を む つの の と をさせた その たどり いた がマウナラニ

に く である すなわち のマウナケアとかマウナロア フアララ

イ コハラ ハレアカラの つの の に く という で これならば て

の に でたたりの がないということから された

の であるが マウナラニは は に われた もない であった

や のインフラ は てゼロからのスタ トであった リ

ゾ トの がスタ トしたのは で まず に ホ ルのゴルフ が

した だらけの であるから を き その に をして

をしたが の がその ヒロの に しており ブルド ザ を かし

ながら の さをどれぐらいにするか と しながらコ スを

した ハワイ の した を ってきた オ ナ のフランシス ブラ

ウン の をもらい フランシス ブラウンゴルフコ スと けられてい

る このゴルフ は の の そして の といった の しさを

のコントラストで しませるということが り となっている

このゴルフコ スに いて に のマウナラニ ベイホテルが した

のマウナラニは で われており の が いところは

が に えてきている このフィッシュポンドの は し が いが その

は であった それがホテルの は が わった このホテルは に

した しい に っており の がオ シャンビュ になって

いる このホテルの は ハワイで まれ ハワイで ち ハワイに りを っ

ている の で のこもったもてなしがされている である

に タイプのバンガロ が された のプ ルとジャグジ を

え の が お するというバンガロ であるが ハリウッドスタ

やアメリカスポ ツ のヒ ロ が している

山 神々 宿 信 、地理的 山

近 ー 離 山 名前 付 神様 怒

触 反対 。役員 中 強硬 反対者 、科学的根拠

全 迷信 、 人 血 胸騒 起 、 命名 反対

頑 譲 。 人 祈祷師 雇 、 地

域 囲 山 神々 相談 。 結果 着 名前

（天国 届 山） 。 、周辺 、

、 、 山 神 届 場所 意味 、 全

神 平等 心配 命名 。

実際 開発 、 当初 溶岩 覆 何 土地 。

飲料水 電気、下水処理等 設備 全 ー 。

ー 営業 ー 年代 、 年 ー 場 開

業 。一面溶岩 土地 、溶岩 砕 、 上 盛土 造成

、当社 社員 当時 方 駐在 、 ー ー 動

、盛土 厚 工事関係者 試行錯誤 ー

建設 。古代 人 残 史跡 守 前 ー ー ・

氏 名前 、 ’ｉ ー 名付

。 場 溶岩 黒、海 青、 芝生 緑 自然 美 絶

妙 楽 売 物 。

ー 続 、 年 室 ・ 開業 。

開発前 溶岩 一面覆 、一部 地域、溶岩 古

木 既 生 。 周辺 少 緑 多 、 他

溶岩 。 建設後 景色 変 。 太平洋

面 美 海岸線 建 、全客室 割以上 ー ー

。 特徴 、 生 、 育 、 誇 持

人々 手 、心 点 。

年 別荘 ー 棟建設 。専用 ー ー

備 、専属 執事 時間 世話 ー 、 ー

ー 界 ー ー等 滞在 。

５

５

９

５

1980 81 18

.

83 345

89

24

H I

東急西村氏.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.7.4 13:30 4/9



104― ―

不動産開発 、 年 第 期 戸、 年 戸

分譲 。 当時 税制 優遇措置 、

住宅 取得 税制 控除 受 、最初 内 非常 売 行

良 、段々厳 状況 。 後宅地分譲 移行 、 区画 販

売 。 日本 景気 頃 、複数 日本企業 社員

福利・厚生目的 取得 。

年 第 期 ー ・ （ 室） 開業

。 後 買収 、 ー ー

・ ・ 経営 。

場 ー 増設 、計 ー 、毎年 月

・ ー ・ ー ー等 出場 開催 、全

米 中継 。

資本 ー 開発 行 売却 、当社 年

土地取得以来約 年 息 長 ー 開発及 運営 行 。 客

様 約 割 本土 、冬 ー 避寒地 一番 ー

。夏 日本 客様 多 、 ～ 割 占 。特 年

日本航空 直行便 運行 、日本人 増 。 年

月 施設 特有 火山 山頂 雪 ー 、 伝

ー 等 取 入 ー 提供 開業 。

全体 ー ー（約 万坪） 内既 約 ％ 利用 売却済 、後

％ ～ 万坪 残 。 中 調整区域 多 残 、

辺 開発 場合、 飲料水 問題 。現在山 井戸 掘 水 汲 上

、 既 本 井戸 掘 。既存 井戸 程度開発 進

一杯 、今後更 開発 場合 井戸 掘 必要 。

大変 。

現在 場 、周囲 溶岩 囲 非常 景観 素晴 、

であるが コンドミニアムが に として に

されている この アメリカには の があり セカンドハウスで

も を すると の が けられるというので の は に れ

きが かったが しい になった その に し が

されている かなり の がよい であったので の が の

で した

には のホテルとしてリッツカ ルトン マウナラニ が

した このホテルはその シェラトンが し ラグジュアリ ブランドのオ キッ

ド アット マウナラニとして をしている

ゴルフ は ホ ルが され ホ ルとなっているが ジャック

ニクラウスやア ノルド パ マ が するスキンズマッチが され

に されていた

アメリカの はリゾ ト を ってもすぐに してしまうが は

の にわたり の いリゾ ト び を っている お

は がアメリカ からであり のシ ズンは ということで ピ

クである は からのお が くなり を めている に に

がコナに を するようになり が えてきている

には としてハワイ の と の をテ マに ハワイに わるマッ

サ ジ を り れたリラクゼ ションを するスパが する

エ カ の に を あるいは みで

の が っている その では がかなり く っており

この を する まず の がある に を り を み

げているが もう に の を ってある の ではある が

むと になってしまうので に をする は を る がある

これがかなり なことである

のゴルフ は が に まれていて に が らしいが これ
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以上開発 、 場 周 住宅 建 、 調和

図 課題 。

島 、 島 島 高級 ー 続々 開発

、競争 激 点 課題 。

宮古島 東京 南西約 千 、那覇 南西約 百 位置 、北緯 度

分、 台北 度 台北 南、 度

少 北 。宮古島 大小 島々 、総面積 万 千 、年間平均

気温 度、 度 若干低 気温 。

ー 、 年 日米首脳会談 沖縄 施政権返還 決定 、 年

返還協定書 調印 、 共 沖縄海洋博 開催 決定 。 背景

、今後沖縄県 観光立県 目指 当社 考 、既 当社 進出

沖縄本島 那覇東急 橋頭堡 総合 ー 開発 拠点 検討 。

海洋性 ー 地 沖縄本島、宮古島、石垣島 調査 結果、宮古島 未

開発 、与那覇・前浜 代表 美 ー 、海

洋性 ー 開発適地 考 宮古島進出 決定 。宮古島進出

同時 現地 開発事務所 開設 、地元 事業計画 説明 用地買収、取得土

地 管理業務 行 。

国内唯一 亜熱帯地域 開発 行 、当社 用地買収 直後 将来

亜熱帯景観 形成 目指 、 実 万個 八丈島 輸送 、

育成 、 他 修景樹 椰子類、亜熱帯花木類 苗圃 圃場

開設 、 育成 進 。 年 開発用地 取得 完了 、 年 大規模

ー 開発構想 策定 、折 起 海洋博後 観光

客 反動的減少 見舞 、事業着手 状況 続 。 後沖縄県

をしていくと ゴルフ の りに が ってしまうので この をど

のようにして っていくかがこれからの である

ハワイ のみならず オアフ やマウイ にも リゾ トが と されて

いるので が しくなっている をどうするかもこれからの である

は の の に しており

これは が なので よりやや ホノルルが なのでホノルルの

し になる は つの からなり

ホノルルが なのでそれよりは いという である

このリゾ トは に で の が されて

に が され それと に の が された これを

に が を すであろうと は え に が してい

た の ホテルを に リゾ ト の づくりを した

リゾ ト として を した が だ

をされていなかったこと に される しいビ チがあり

リゾ ト と えたことにより が された と

に に を し への の から

の を った

の の を うために では の から の

の を し ココヤシの を ほど から し それを

したほか その の として の のための を

し その を めた にほぼ の を し に

リゾ ト を したが しも こったオイルショックや の

の に われて にいたらない が いた その

③周辺開発 伴 競争激化 環境問題

宮古島東急 ー

概要

開発基本構想 ― ー ー 型海洋性 ー ―

自然・地域 調和 ―椰子類、亜熱帯花木類 育成―

に う と

リゾ トについて

オ ルシ ズン リゾ ト

との の

２．
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や エ ジェント のキャンペ ン により けの の

な が まれるようになり また に り れている の

ジェット が まった これらを けて の を えたとの に づ

き に としてオ ルシ ズン の リゾ トを し

その として になるホテルの を した これと に に

を めたが ほど が の への より びてしまったことか

ら に が じ が した その の も られ に

し に のホテル リゾ ト が した にはゴ

ルフ エメラルドコ ストゴルフリンクス が し にはホテルの の

が し は となっている

リゾ トの えている は まず の である への

は ル トでは から に き に り える が な

である の に して の は である

で り えて に くと り え を れて かかる

も く むしろ に く が いという である の

り えの さ の さ に というのはお が ないということ

もあり となる その と の からくる の の な

どが きなネックとなっている

の は の びサ ビスの が げられる ホテルの

の であるが のシ ズンでも に たず では である こ

れは ほどの や からの が しかないという で が

を して に るということで のパックが と をセッ

トにした などのツア になっており には くらいしか してくれ

ない で ろうと っても なかなか が れないというのが

である それから ほど した の があり に を っても

さん に ってしまう これを するためには リゾ トとしての

、旅行 ー 、航空会社 ー 等 沖縄向 観光客 順調

回復 見込 、 宮古島 乗 入 南西航空 宮古島便

化 決 。 受 、事業着手 機会 迎 判断 基

、 年 全体開発基本構想 ー ー 型 海洋性 ー 計画 、

第 期事業 、核 建設 決定 。 同時 地元 説

明 始 、 年 事業着手 当初 地元 説明 延

地元 不信感 生 協議 難航 。 後地元 開発同意 得 、 年 着

工 、 年 客室 室 、「宮古島東急 ー 」 開業 。 年

場「 ー 」 開業 、 年 室

増築工事 完成 、現在 室 。

宮古島 ー 抱 課題 、 交通手段 問題 。宮古島 交

通手段 、通常 ー 、本土 那覇 行 、宮古 乗 換 空路 主 手

段 。東京～那覇 日 便 対 東京～宮古 直行便 日 便 。

那覇 乗 換 宮古島 行 、乗 換 時間 入 約 時間程度 。航

空運賃 結構高 、 台湾 行 方 安 状況 。所要時間 問題、

乗 換 不便 、運賃 高 、特 離島便 客様 少

割高 。 割高感 輸送力 限界 、観光客 予約上 制約

大 。

番目 問題 、施設 充実及 ー 向上 挙 。 宿泊客

滞在日数 、夏 ー 泊 満 、通年 泊 。

先 、東京 大阪 直行便 日 便 中 、大多数

那覇 経由 宮古島 入 、旅行 沖縄本島 宮古島

泊 ー 、宮古島 泊 宿泊

。個人旅行 取 思 、 飛行機便 取 現状

。 先 話 航空運賃 問題 、逆 大型休暇 取 皆

海外 行 。 解決 、南国亜熱帯 ー

80

82

84 151 88

93 97

248

20

1.7
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３
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４ ２

ª 今後 課題

①交通手段 改善

②環境整備 施設 充実

の

の

と の
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魅力 高 滞在日数 増加、 ー ー 拡大、新規顧客 発掘

進 。

第 点 、官民協調 ー 行政 問題 。 地元行政

協力 、観光立県 目指 沖縄県 観光振興策

策定 、 施策 市町村、更 地域住民 浸透 、官民

一体 協力体制 築 非常 重要 思 。 、 ー 行

政 、公共投資 空港・道路等 ー 地域 相応 環境整備 望

。

宮古島 、 煙草 栽培 、住民 多 地方公務員

。自然景観 問題 、当社 宮古島 ー ー 前浜 非常

美 ー 。 正面 来間島 人口 人 小 島

。当初 ー 外 小 埠頭 出 船 乗 、向 、

引 車 島 反対側 行 、自然 磯 ー 楽 。

年 、当社 ー 横 来間島 結 全長 来間大

橋 億円掛 出来 。景観 橋 触 込 、

非常 美 海岸 前 不自然 橋 出来 、自然破壊以外 何

物 思 。 宮古島 実 全島 土地 ～ 億円 全部買収

処 、 億円掛 橋 造 。 金

観光 島 整備 進 方 、観光収入 入 逆 島

。

余談 、宮古島 当社 ー 、

企業 上野村 場所 開発 行 。 高橋会長 非常

宮古島 惚 込 、 住民票 移 。 ー

以外 畑 観光資源 何 。 紹介 例

大体 日 ー 過 、当社 ・

ー 滞在客 何 、 人 ー 本 読

何 非常 多 、日本人 場合、

毎日色々 遊 習慣 。宮古島 ー ー

をもっともっと めて の リピ タ の の を

めていかなければならない

が とリゾ ト の である ハワイにはかなりの

の があるということであるが を す としても を

するばかりではなく その を には まで させ

の を いていくことが に だと っている また リゾ ト

においても による リゾ ト に しい が

まれる

この は サトウキビや の をしており の くが で

ある の であるが の リゾ トのビ チは という

に しいビ チである その に という わずか の さな があ

る はビ チの れの さな から ている に り こうにわたり ロ

バが く で の に き の でシュノ ケルを しむことができた

ところが に のビ チのすぐ から を ぶ の

が けて てしまった にマッチした という れ みではあるが

に しい の にこのような な が てしまい の

でもないと う この は は の を あれば で

きるような であるが けてこのような を ってしまった そのお で

の として をもっともっと めた が が って に のために

はなるのではないか

これは であるが は のリゾ トと もうひとつユニマットという

が という で を っている そのユニマットの が に

に れ んでいて とうとう まで してしまった この つのリゾ

ト ほとんどサトウキビの だけで が もない ハワイの の では

ぐらいリゾ トで ごされるということであるが のマウナラニ リ

ゾ トでも が をするかというと アメリカ はプ ルサイドで を んだ

りしてほとんど もしないでのんびりしていることが に いが の

なことをして ぶことが になっている でもビ チリゾ トで

③官民協調 行政 役割と の

３

２

166

1995 1,690

92

200 300

92

10

m
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あるからスキュ バダイビングやヨットなど なマリンスポ ツを している

が の は りそのような びはされない かゆったりと ごせる

が なのかと うが なかなか からはそのような が てこないので ネッ

クになっている

ー 様々 ー 用意

、年輩 方 余 遊 。何 過 自然環境

必要 思 、 地元 声 出 、

。

【 年 月 日】2001 22６
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ú日本交通公社観光 ー 部長

「観光省」 世界的 、日本 人材育成

点 日本 大学 観光 扱 少

関 調 結果 報告 。

「世界各国 観光省」（図表 ） 一覧表 作成 。 調 過

程 色々問題 分 、 具体的 観光 担当

、日本 例 言 、国土交通省 観光部 、大 意味 行政

組織図 見 分 。同様 各国 調 中 担当

掴 。我々 作 当 、「観光」

言葉 省 中 使 意味 拾 出 。 、無

、 「観光」 名

省 持 国 意味 覧 頂 、調

限 国 。 点面白 、国 性格 当然違

。大 意味 言 、途上国 場合 外客誘致 外貨収入 一番 目

的 意味 観光省 。先進国 自国

国民 生活 方 中 占 観光 重要性 意識 。例 、

観光文化省 外 人 大事 、自分 国民 考 観光 扱

部門 意味 観光省 。同 「観光」 使 、

意味 分 思 。

欧米 系 国 中 、 、 含 、「観光」

省 使 、 系 国 「観光」 言葉

使 省 。例 、 。

、規制緩和 中 ー 部分 民間

マ ケティング

は にどうなっているのかということと における

という で の で を っているところが なすぎるのではないかという

ことに して べてきた を する

まず の という を した これを べる

で が かったが まず に を しているのはどこなのかとい

うことで の で えば の であるが きな での

の を ただけでは からない に を べた でどこが している

のか みにくいということがあった はこれを るに たって とい

う が の で われているところという で い した そのため いと

ころはやっていないかというとそのようなことはなく いわゆる という

のついている を っている という でこれをご になって きたいが べ

た りで カ あった もう かったのは によって が うわけ

である きな で うと の は による を の

にしたという での である ではどちらかというと における

の のあり の に める の を しながらやっている えば

などは の も であるが の のことも えながら を

う という の になってきている じ を いながら かなり

が かれてきていると われる

でいうとラテン の の では フランス イタリアなど めて

という を っているところはあるが ゲルマン の では という を

っている がない えば アメリカやイギリスではない ではやっていないの

かというとそうではなく の でプロモ ションの については に

小林 英俊 氏

１

１91

参考資料
「観光省 設置 国」及

「観光学部・学科 設置 主要大学」
を している び
を している
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図表 世界各国 観光省１ の

地 域 国 名 「観光」 冠 省

日本＊
韓国＊

ー

ー
ー

文化観光省（ 年）
観光・郵政・通信省
観光・民間航空省
観光・民間航空省
民間航空・観光省
観光省
文化芸術・観光省

・観光省
観光省

ー ＊

諸島

ー ー ＊

ー
ー

産業・科学・観光省
産業観光省
商業・観光省
保健・人材開発・観光・貿易・商業省
住宅・観光・ ー ・健康余暇省
民間航空・観光・通信・気象・郵政省
貿易・観光省
運輸・観光省

中東

ー

ー

観光・工芸省
観光省
観光省
商工観光省
観光省
観光・環境省
観光工芸省
観光省
商業・観光省
運輸・観光・ ー鉱山省
観光遺跡省
観光省

ー

ー

（旧 ー ）
共和国

ー

中央
ー

ー

・観光省
観光・野生動物・古代遺跡省
観光省
観光省
計画・環境・観光省
観光省
情報・観光省
観光・野生動物省
運輸・観光・郵政・手工業省
環境・観光省
観光・環境省
商業・工業・観光省
観光省
観光文化省
観光通信省
観光・運輸省
観光・航空省
天然資源・観光省
観光省
観光・文化省
観光省
商業観光省
環境・観光省
観光・工芸省
運輸観光省
通産観光省

を する

アジア

インドネシア
スリランカ
ネパ ル
バングラディッシュ
フィリピン
マレ シア
ミャンマ
モルディブ

なし

ホテル

オセアニア オ ストラリア
キリバス
ソロモン
ツバル
ニュ ジ ランド
バヌアツ
パプアニュ ギニア
フィジ

スポ ツ

アルジェリア
イスラエル
エジプト
キプロス
シリア
ス ダン
チュニジア
トルコ
モ リタニア
モロッコ
ヨルダン
レバノン

エネルギ

アフリカ アンゴラ
ウガンダ
エリトリア
ガ ナ
ガボン
カメル ン
ガンビア
ケニア
コモロ
コンゴ ザイ ル
コンゴ
サントメプリンシペ
ザンビア
シェラレオネ
スワジランド
セ シェル
セネガル
タンザニア
チャド

アフリカ
ト ゴ
ナイジェリア
ナミビア
ニジェ ル
ブルキナファソ
ブルンジ

ホテル

1994
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図表１ つづき

（注）＊印 加盟国
資料：世界年鑑 、世界国勢図会、国際連合世界統計年鑑
日本交通公社「海外 国 観光行政 研究」（ 年 月） 抜粋

は

およびわが における の より

OECD
'98 1995

1999ú ３

地 域 国 名 「観光」 冠 省

南
ー

ー

商工・観光省
観光省
観光公園野生動物省
文化・観光省
環境・観光省
観光省
商工観光省
手工業・鉱業・観光省
観光・ ー ・文化省

北米 ＊
＊

中南米 ー ー

ー

ー

共和国

ー

＊

観光・文化・環境省
観光省
情報観光省
通産・観光省
観光省
観光・民間航空・社会保障省
観光省
観光省
観光・文化・環境省
外務・観光・情報省
観光・民間航空省
観光・湾岸・雇用省
観光省
観光省
観光省
外務・観光・国際輸送省

観光公社
観光・環境省
商工・観光省
観光省

欧州 ＊

＊

＊

ー
＊

＊
＊

ー ＊
＊
＊

＊
ー ＊
＊

ー ＊
＊
ー＊

＊
ー＊

＊

観光・貿易省
貿易・観光省
工業・観光省
観光省
観光省（ 設備・住宅・運輸・空間省 省内省）
貿易・観光省
観光省
観光省
中産階級・住宅・観光省

を する

アフリカ ベニン
マダガスカル
マラウイ
マリ
アフリカ

モ リシャス
モザンビ ク
ルワンダ
レソト スポ ツ

カナダ
アメリカ

なし
なし

アンティグアバ ブ ダ
ウルグアイ
エクアドル
ガイアナ
キュ バ
グレナダ
コスタリカ
ジャマイカ
セントクリストファ ネビス

セントルシア
ドミニカ
ドミニカ
ニカラグア
バハマ
バルバドス
ベネズエラ
ベリ ズ
ホンジュラス
メキシコ

ベネズエラ

アイルランド
アルバニア
イタリア
クロアチア
フランス
ブルガリア
マルタ
ル マニア
ルクセンブルク
アイスランド
イギリス
オ ストリア
オランダ
ギリシャ
スイス
スウェ デン
スペイン
デンマ ク
ドイツ
ノルウェ
フィンランド
ベルギ
ポルトガル

ただし の

なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし

セントビンセント グレナディ ン・ ー
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図表 観光分野 学部・学科・ ー 設置 主要 大学・短期大学２ の コ スを している な

１．

２．

３．

３．

大学院研究科

観光学部

観光関係 学科

観光関係 ー

立教大学 大学院 観光学研究科（埼玉県新座市）

立教大学 観光学部（埼玉県新座市）

札幌国際大学 観光学部（札幌市）

大阪明浄大学 観光学部（大阪府泉南郡熊取町）

【 年制】

北海学園北見大学 商学部 観光産業学科（北海道北見市）

川村学園女子大学 人間文化学部 観光文化学科（千葉県我孫子市）

流通経済大学 社会学部 国際観光学科（茨城県竜 崎市）

東洋大学 国際地域学部 国際観光学科（群馬県邑楽郡板倉町）

横浜商科大学 商学部 貿易観光学科（横浜市）

岐阜女子大学 文学部 観光文化学科（岐阜市）

阪南大学 国際 ー 学部 国際観光学科（大阪府松原市）

京都嵯峨芸術大学 芸術学部 観光 学科（京都市）

奈良県立大学 地域創造学部 観光経営学科（奈良市）

流通科学大学 ー 産業学部 観光・生活文化事業学科（神戸市）

岡山商科大学 商学部 国際観光学科（岡山市）

九州産業大学 商学部 観光産業学科（福岡市）

長崎国際大学 人間社会学部 国際観光学科（長崎県佐世保市）

宮崎産業経営大学 経済学部 観光経済学科（宮崎市）

名桜大学 国際学部 観光産業学科（沖縄県名護市）

【短期大学】

大阪成蹊女子短期大学 観光学科（大阪市）

【 年制】

文教大学 国際学部 国際関係学科 観光 ー （東京都品川区）

帝京大学 法学部 法律学科 観光 ー （東京都八王子市）

亜細亜大学 経営学部 ・ 特別 ー （東京都武蔵野市）

桜美林大学 経営政策学部 ー 学科 ー ー

（東京都町田市）

平安女学院大学 現代文化学部 国際 ー 学科 観光文化 ー （滋賀県守山市）

光華女子大学 文学部 国際観光文化 ー （京都市）

同志社女子大学 現代社会学部 社会 学科 京都学・観光学 ー （京都府田辺市）

神戸国際大学 経済学部 都市文化経済学科 観光学 ー （神戸市）

広島文教女子大学 人間科学部 人間文化学科 観光文化 ー （広島市）

の

のコ ス

４

４

ヶ

コミュニケ ション
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久留米大学 経済学部 文化経済学科 観光・ ー （福岡県久留米市）

【短期大学】

北海道文教短期大学 生活文化学科 秘書・観光 ー （札幌市）

文化女子大学室蘭短期大学 教養学科 観光文化 ー （北海道室蘭市）

国際短期大学 英語英文科 観光 ー （岩手県久慈市）

浦和短期大学 英語科 観光・ ー （埼玉県 市）

埼玉女子短期大学 英語科 観光・ ー （埼玉県日高市）

佐野国際情報短期大学 英米語学科 観光 ー （栃木県佐野市）

茨城 教大学 短期大学部 英語科 ・観光 ー （茨城県日立市）

東京立正女子短期大学 英語 ー 学科 観光 ー （東京都杉並区）

産能短期大学 能率科第Ⅰ部 専攻 観光・国際 ー （東京都世田谷区）

文化女子大学 短期大学部 国際文化学科 国際観光 ー （東京都小平市）

実践女子短期大学 英語 ー 学科 観光・文化 ー （東京都日野市）

聖徳大学 短期大学部 文学科 英語英文専攻 観光 ー （千葉県松戸市）

湘北短期大学 商経学科 観光 ー （神奈川県厚木市）

常葉学園短期大学 英語英文科 旅行・ ー （静岡市）

富士 短期大学 日本語日本文学科 英語英米文学科 国際観光 ー （静岡県御殿場市）

静岡精華短期大学 国際文化学科 観光情報 ー （静岡県焼津市）

七尾短期大学 経営情報学科 観光開発 ー （石川県七尾市）

高山短期大学 商経学科 観光文化 ー （岐阜県高山市）

滋賀女子短期大学 ー 学科 ー （滋賀県大津

市）

滋賀文教短期大学 国文科 観光文化 ー （滋賀県長浜市）

大阪青山短期大学 英語 ー 学科 ・観光英語 ー （大阪府箕面市）

大阪国際女子短期大学 国際文化学科 観光 ー （大阪府守口市）

羽衣学園短期大学 国際 ー 学科 観光情報 ー （大阪府堺市）

大谷女子短期大学 国際文化学科 国際文化 ー （大阪府富田林市）

鈴峯女子短期大学 言語文化学科 国際観光 ー （広島市）

徳島文理大学 短期大学部 言語 ー 学科 国際観光 ー （徳島市）

折尾女子経済短期大学 経済科 観光経済 ー （福岡県北九州市）

東海大学福岡短期大学 国際文化学科 観光文化 ー （福岡県宗像市）

長崎短期大学 英語科 観光・ ー 課程（長崎県佐世保市）

長崎 短期大学 英語科 ・観光 ー （長崎県諫早市）

資料：財団法人 太平洋観光交流 ー
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任 。国 何 、 高次元 、例 大

統領補佐官 観光 専科 人間 、要 国 方針 立

せている として をしているかというと もっと のところ えば

に を している がいるとか するに としての を て
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て な は に せている を く ているのではなく に

だとして はコ ディネ トしていくという をとっているという で

い

であるから の で を ればよいのかというと にはそうは

いかないだろう どのような を たせて どうやるのか のままでいくと

の は もともと にあって は になっているが の

での というある の の での としか えていない このことがまず

であろう は に って われる であるが グリップを って

いるところがないのではないか なる でもないだろうし それをどう

けて どこに たせるのかというところが になってくると う これが

の を べる で に こってきた である

に の で に に わる を っているところはどのよ

うなところがあるか べてみたが った に かった に と

して っているところになると は があるところであるが

と にも がある で

でここ だと う であるから の では だけと を つのはそ

のためであろう

として っているのは ここ の に た がほとんど

である コ スとして っているところはかなり い を な から

えて を によって そうと していることが かる また では

のトレ ニング なニュアンスの コ スになっているところが

い

、具体的 行動 一部民間 任 。観光 低 見 、逆

大事 国 ー ー 立場 意味 面

白 。

、今後日本 中 観光省 作 、単純

。 意味 持 、 。今 、

日本 場合 、 運輸省 今 国土交通省 、運輸 中

観光 特定 場面 中 観光 考 。

一番問題 。観光 各省 跨 行 行動 、 握

。単 外客誘致 、 位

置付 、 持 問題 思 。 各

国 観光省 調 中 、第一番 起 問題 。

次 、日本 中 具体的 観光 関 学部・学科 持

調 、思 以上 多 （図表 ）。特 学部

持 、立教大学 歴史 、札幌国際

大学 大阪明浄大学 観光学部 。札幌国際大学 ～ 年、大阪明浄大学

～ 年 思 。 、日本 中 立教 印象 持

。

学科 持 大学。比較的 数年 間 出来 学科

。講座・ ー 持 多 。観光 色々 面

捉 、特色 大学 出 努力 分 。 短大 職

場 ー 的、訓練的 講座・ ー 多

。

【 年 月 日】

２

３ ４

１ ２

７

15

2001 26

小林氏.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.7.4 13:30 6/6



〔禁無断転載〕

2002
2002
年 月 日印刷
年 月 日発行
６ ７
６ ７

国家的課題 観光としての
ミッション ツ リズムー

社団
法人

― 世紀 国 使命 役割 考 ―21 のわが における と を える

日本経済調査協議会

専務理事 安 藤 豪 敏

〒
東京都港区南麻布
第 興 和 階
（ ）電話 （代表）
（ ）
：

印刷 ㈱三好

106-0047
32

32
0 3 3 4 4 2 9 4 0 0
0 3 3 4 4 2 9 4 0 3
// . . .

５－２－
６

－
－

／

ビ ル

FAX
http www nikkeicho or jp

〔非 売 品〕 デジタルプリンティング

奥付.IPO 白青赤紫緑水黄黒 0線 45度 レベル2 PostScript 2002.7.4 13:30 1/1




